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例

1.本書は、仙台市建設局が平成 9年から 16年にかけて実施した石垣修復事業と並行して仙台市教育委員会が実施

した発掘調査事業の報告書であり、発見された遺構の実測図・写真図版をまとめた「遺構編」である。なお調査

報告書は 4分冊であり、第 1分冊「本文編」、第 2分冊「遺構編」、第 3分冊「出土遺物編」、第 4分冊「石垣

図版編」の構成である。

2.本書の執筆・編集は、金森安孝の指導の下、渡部紀が行った。

3.発掘調査にあたり、各位からご指導を賜った。お名前については第 1分冊「本文編Jの例言に掲載させていた

だいた。

4.発掘調査資料は、すべて仙台市教育委員会が保管している。

例

1.本報告で使用した土色は『新版標準土色帖』 (小山・竹原 :1976)に 準拠している。

2.本文・図中で使用した方位の北は、日本測地系第X系における北を示している。

3平面図は原則として北が上になるよう配置したが、それ以外に配置した際は北を示す方位記号を付した。

4.発見した遺構には、発掘調査時には種別に関わらず「S01」 から連続し遺構番号を付した。数基の遺構がまと

まる場合、報告書作成時に別途「○号柱列」などの名称を付した。

5玉石の分布などは主に下記のアミかけにより表現した。柱穴の柱痕跡は、黒塗りで表現した場合がある。

□ 玉石の分布 柱痕跡 國  焼面 瓦の分布

踵至週炭・灰の分布
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連退

1.調査経過 と調査区の配置

(1)調査経過

石垣修復工事設計にあたり石垣構造を把握するため、昭和 55。 57年度に建設局により、平成 5年度に教育局

により遺構確認調査が行なわれている。

石垣解体工事に伴う発掘調査は、平成 8年度に本丸平場の確認調査が行なわれ、平成 9年 7月 から石垣基部の

工事作業等関連工事で掘削される部分について事前の発掘調査を行った。10月 からは本丸平場の工事掘削範囲の

発掘調査を開始した。同時に石垣全面の清掃作業を行い、石垣解体前に石垣測量図化及び石材調査を行い、修復石

垣勾配の検討や破損石材数を把握している。

平成 10年 3月から開始された石垣解体作業と並行して、石垣背面の盛土と裏込部分の掘削範囲の立会調査と石

材調査を行いながら遺物収集と石垣構造に係る情報を記録化し、必要に応じて発掘調査を実施した。

(2)確認調査

①昭和 55・ 57、 平成 5年度の調査

昭和 55年度は、伊達政宗騎馬像北側に約 2× 2m、 深さ約 12mの縦坑を掘削し、そこからさらに 2m程度石

垣方向に横坑を掘削している。深さ 9mま では礫混じリローム層、その下で盛土層と地山を確認している。横坑

では石材を確認している。

昭和 57年度は、石垣天端付近と石垣基部で 2か所ずつ、計 4か所掘削し、石垣石材の大きさや、基部構造など

を調査した。

平成 5年度には石垣基部 2か所で石垣基部構造の調査を行なった。
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第 1図 昭和 55・ 57・ 平成 5年度確認調査区配置図 V1000
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礫混じりローム

第 3図 竪坑の全景

第 2図 昭和 55年度竪坑模式図 約 1/200

第 4図 昭和 57年度 1ト レンチ 第 5図 昭和 57年度 3ト レンチ 第 6図 昭和 57年度 4ト レンチ

第 7図 昭和 57年度 2ト レンチ



②平成 8年度の調査

平成 9年 2月 12日 か ら 20日 に

かけて、石垣上部で 5か所の調査を

行なった。いずれの調査区でも櫓等

の建築物に関連する遺構は確認され

なかった。

―――X=194,200

Y=21350

|

第 10図 平成 8年度確認調査区配置図 1/1000
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第 11図  平成 8年度 1ト レンチ平面図 1/100。 断面図 1/50
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層 名 土   色 上 性
土  質 tl   考

粘性 しまり
I 小礫による確土

2 褐色 10YR4/4 ン,レ ト
3 黄褐色 10YR5/6 砂混 じリシル ト 上部に灰色 (25Y3/1)粘 土ブロックが湿 じる 径 2 cm～ 準大の礫が湿 じる

4 褐色 10YR4/6 lr/瞭 (シル トltし り , 際が准どじる 黄色 と褐色の上が混在

5 褐 色 10YR4/6 礫が混じる 員色と褐色の上が混在 4屑に比べてイヽ礫が多い

層 名 土   色 上 性
土  質

備    考
粘性 しまり

1 盛 上

2 褐色シル ト 10YR4/超 ヒ部に小傑が混じる
3 策掲色 10YR5/6 粘上層シル ト 礫が少量混 じる

灰白色 粘 土

5 策褐色 シル ト 砂礫が混じる

層 名 と  色 上 性
上   質

備    考
粘 性 しまり

1 盛上 (111砂 )及び炭化層

2 n音褐色 撹帝し上、焼上、炭化層、コンクリー トなど

3 l lB褐色 10YR3/3 シルト 表上もしくは撹乱上

黄褐色 10YR5/6 粘J:質 シル ト 黄褐色 (10YR5/8)粘 とがブロック状に多 く混 じる

5 託褐色 粘七質シル ト 人頭大からこぶし大の礫が淀じる 灰色粘 J:4ヽブロックが混じる

焚褐色 粘土質シル ト 径 2～ 5cmの 礫及び拳大の礫が多 く混 じる

第 12図 平成 8年度 2～ 5ト レンチ平面図 1/100・ 断面図 1/50



第 13図  1ト レンチ全景 (東から) 2ト レンチ全景 (南から) 第 15図  2ト レンチ断面

第 16図  1ト レンチ断面 第 17図  3ト レンチ全景 (南から)

第 18図  3ト レンチ断面

第 19図  4ト レンチ全景 (南から)



第 20図 4ト レンチ断面 第 21図 5ト レンチ全景 (東から)

第 22図 5ト レンチ断面

(3)本発掘調査 区の配置

解体工事を行った現存石垣は面ごとに名称を付し、本丸詰門に西面する石垣を A面 とし、東へ B～ G面まで設

定し、東脇櫓台石垣の南面を H面 とし、東へ I～ M面とした (第 24図 )。

調査は石垣解体工事に先行して石垣基部の根石部分の調査から開始し、根石の状況、整地・盛土層の深さを確認

している。次いで、石垣基部北東部の作業ヤー ド及び通路部分で掘削を伴う造成工事と石材等の吊り降ろしのため

のタワークレーン設置箇所、市道青葉城線の安全確保のためのロックシェッド建設箇所等、石垣基部の調査を優先

して着手した。その後、本丸平場の伊達政宗騎馬像が石垣解体の掘削工事範囲内に位置していたため、20mほ ど

南側で移設先の 2区を調査した。次いで、石垣解体工事で掘削を受ける範囲について、西側から4～ 8区の各調

査区で発掘調査を行った。調査終了後に石垣解体工事に着手し、工事に並行して解体石垣の平面測量図化調査、特

に裏込層の幅と盛土層の関係、盛土内で検出した階段状石列の設置状況等の記録化を行いながら、石材背面の断面

構造についても各石垣面でトレンチ調査を継続した。

発掘調査区の名称は、本丸石垣基部の調査区を 1区、伊達政宗騎馬像移設先の調査区を 2区、東脇櫓台石垣上

部の調査区を 3区、東脇櫓台周辺の調査区を 4区、東脇櫓台東部から石垣 B面上部の調査区を 5区、石垣 BoC・

D面上部の調査区を 6区、石垣 D面からE面上部の調査区を 7区、第一展望台付近から工事作業用通路にかけて

の調査区を 8区、本丸跡全域で行われた各種付帯工事関係の調査区を 9区、三の丸付近造酒屋敷跡に設置された

排水枡設置工事関係の調査区を 10区、石垣解体工事の現場事務所及び石材仮置場として中嶋池跡周辺の関連工事

関係の調査区を 11区としている (第 23・ 25図 )。

石垣解体工事に関連した各種工事に伴い、本丸跡の 9区、三の丸跡付近の 10区、中嶋池跡周辺の 11区では、

工事工程に合わせて、随時立会調査や確認調査を行い、遺構を確認した場合には発掘調査に切り替えて、工法変更

による遺構の保護や記録化を行っている。



X=-193,700

虫

第 23図 1～ 11区配置図 1/5000

第 1表 発掘調査区一覧

調査区 位 置 工事内容 面積 (m2) 開始年月日 終了年月日 備  考

1区 本丸石垣北東基部 石垣根石・付帯工事関係 1997717 20001122 石垣基部根入部分追加調査

2区 本丸平場中央部 伊達政宗騎馬像移設地 10G 1997.8.25 1998217 合座部分等拡張

3区 本丸平場北西部 東脇櫓台上部 。石垣基部 20C 199710.6 19989,17 調査後石垣解体並行調査

4区 本丸平場北西部 束R9j櫓台石垣周辺 1997.1014 1998105 調査後石垣背面掘削並行調査

5区 本丸平場北西部 東脇格台東部・石垣B面上部 1997.1015 19981023 調査後石垣背面掘削並行調査

6区 本丸平場北部 百垣 C面東側～ D面上部 530 19971120 1998128 調査後石垣背面掘削並行調査

7区 本丸平場北東部 石垣 D面～ E面上部 390 199712.1 1998114 調査後石垣背面掘削並行調査

8区 本丸平場中央～東部 第一展望台付近・工事作業用通路 575 1998728 1999514 調査後石垣背面掘削並行調査

9区 本丸跡全域 各種付帯工事関係 1998.525 200135 工程に合わせて随時実施

10区 造酒屋敷跡 排水枡設置工事 1998525 1998.527

H区 二の丸跡 。中嶋池跡周辺 現場事務所 。石材仮置場関係 19987.1 1999,115 第2石材仮置場として盛土造成
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第 24図 石垣面の名称  1/1000
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第 25図 1～ 9区 (ト レンチの一部)の配置図  1/刊 000



(4)測量基準点の設置 とグ リッ ドの配置

発掘調査のための測量基準は、日本測地系第X系 (十日測地系)によった。調査区全体に座標系の 5m四方のグリッ

ドを設け、東西方向にアルファベット、南北方向に数字を振り、グリッド名称は両者の複合とした。

基準点測量、グリッド基準杭設置、標高点設置は株式会社パスコに委託し、調査の進捗にあわせたグリッド杭の

設置及び標高点の移動は独自に行なった。
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第 26図 測量基準点の配置図 1/1000

● △

〇

〇

グリッド設定のための測量基準点

当初設置したグリッド杭

標高を設置したグリッド杭

グリッド設定のための測量基準点座標

点名 X Y H

No l 94150693 2233811 106869

No 2 94219083 224121こ 115838

No 3 94 229582Z 100535

No 4 42324 231272C 98960

No 5 94 3910C 2343022 96377

No 6 94 36002 2372241 95312

No 7 94 7246〔 2371624 99861

No 8 94204304 2371069 115126

No 9 94212869 2317276 115695

天守台 94187110 2360220 115353

グリッド杭の標高値

番 野 グリッド 標高 (m)

① 7122

② A14 5335

③ A19 557[

④ K15 541ε



(5)遺構番号について

発掘調査において検出された遺構には、遺構の種別に関わりなく「Sl」 から通し番号を付け、重複がないよう

にしている。ただし、調査中や報告書作成の段階で欠番となったものや、新たに番号を付けたものなどがある。

当報告書において遺構の説明のためには、遺構の種別を示した方が理解を助けると考えられるため、遺構の種別

が明らかなものについては、例えば「Sl溝跡」といった名称を付けた。また、柱列など複数の遺構によって構成

される遺構については、調査時は個別の遺構番号しか付けられていなかったが、報告書作成段階で便宜的に「1号

柱列」などの遺構名を付けた。

石垣解体作業に伴い、現石垣の内側から旧石垣が発見され、 I期、Ⅱ期石垣としたが、それらについては、例え

ば「 I期石垣 (DE角付近)」 などと発見場所と時期により呼称している。

(6)石垣石材の番付け

Ⅲ期石垣石材は下記の要領で番付けした。

①石垣の段は角石の段とし、最上段の角石を 1と し下に数字を増やす。

②角脇石は角部から順に番号を付す。

③築石は角石 1段に対し 1～ 3段あるので、下段から番号を付す。

④築石は石垣の面に正対し、左から順に 1000番台の数字を付す (1001、 1002、 1003・ ・・)。

石垣解体工事に伴い発見された旧石垣や階段状石列などの石材についても上記の原則に準じ番付けしている。

０

―
―
―
―
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｌ

第 27図  III期石垣石材の番付け



2.基本層序

(1)本丸平場の層序

上層から I～ V層に大別した。

表土層。現在は公園であるため、土壌の他に砕石やコンクリー トなどの部分もある。

表土層の下に、土壌に粘土ブロックが混じるしまりのある層が分布している。近代以降の遺物が混じって

いることから、城郭廃絶後の招魂社造営や公園整備などによる整地土と考えられる。

黄橙色粘土質シル ト層などによる整地層。削平されている場所も多いが、残りの良いところでは分層でき、

各層で近世期の遺構が検出される。城郭機能時の層と考えられる。

V層

暗灰褐色の粘土質シル ト層で、一部に分布する。自然堆積層であり仙台城築城直前の地表を構成していた

層 と考えられる。場所により分層される。現石垣 B面背後で発見された仙台城以前の山城遺構は、Ⅳ層

に覆われる。

段丘堆積層である青葉山層である。上部から黄橙色粘土層、白色粘土層、礫層と変遷する。青葉山層の下

部には凝灰質シル ト岩、青灰色シル ト岩、クロスラミナのある砂岩からなる大年寺層が存在 しており、亜

炭層が挟まれる (『平成 10年度仙台城石垣構造調査業務報告書』仙台市建設局、緑政部公園課、応用地

質株式会社 2000)。

石垣構築にあたっては、V層の青葉山層や大年寺層を掘削している場所や、逆にそれらの層の上に盛土している

場所がある。

なお、仙台城跡の地形的環境については、第 1分冊『本文編』で記述する。

(2)石垣構築に伴 う盛土

木丸北壁石垣の解体により、石垣が 3時期にわたり構築し直されていた事が判明し、古いほうからI期、Ⅱ期、

Ⅲ期 (現存)石垣としている。それぞれの石垣に伴う盛土層が確認されており、下記の通り名付けた。

① lII期石垣に伴う盛土層 :盛± 1… 。円礫の混じる粘土及び粘土質シルトであり、大きなまとまりで分層できる。

所々に傾斜を持って玉石を層状に敷き詰めており、排水施設としている。調査区 5区及び 7区では、最上部で白

色粘土が部分的に分布している。3区では、東脇櫓台石垣角部の裏込層の下層に白色粘土層が分布している。石垣

B面背後では、自然遺物が混じる黒色土が混じる。

盛± lA(白色粘土)

1層

‖層

III層 :

IV層

第 28図 基本層序模式図



調査時は、「盛土①」、「A盛土」などと呼んでおり、第 3分冊『出土遺物編』の観察表では、それらの名称で記

している。

② ‖期石垣に伴う盛土層 :盛± 2・ ・・円礫がほとんど混じらない粘土及び粘土質シル トによる盛土層で、場所

によっては 10～ 10o cmの厚さで細かく分層できる。石垣 D面背後 とDE角部付近背後で有機遺物が混じる黒色

土が見られた。それらの層は平場調査区の名称からそれぞれ「5区盛土 歩2」 、「7区盛± 22」 とした。

調査時は、「盛土②」、「B盛土」などとしていた。

③ I期石垣に伴う盛土層 :盛± 3・ ・・円礫がほとんど混じらない粘土及び粘土質シル トを主とする盛土層。基

本層Ⅳ層を覆う。

調査時は「盛土③」、「C盛土」 としていた。

以上の盛土の分布範囲については、本書では調査区ごとの状況を示すにとどめ、全体のまとめは第 1分冊「本文編」

に記載した。

(3)石垣前面の層序

石垣前面については、 I・ Ⅱ層は本丸平場と共通だが、それ以下の層名はトレンチにより状況が異なるため別途

付けている。

＋
市
／

120m

l10m

100m

90m

第 29図 石垣基盤の層序模式図 (石垣を北から見た状況)

『青葉山公園仙台城石垣修理工事工事報告書』(仙台市建設局 2006)図 311を加工した。
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第 30図 5区東壁  I・ ‖層、盛± 1(西から )
第 31図 8A区南壁  I～ V層 (北から)

第 32図 8A区西壁南部  I～ V層 (北東から)

第 34図 9区 28T西壁 盛± 3、 Ⅳ・ V層 (東から)

第 33図 5区東壁南端 盛± 3、 IV・ V層 (西から)

第 35図 5区盛± 1上面の自色粘土層 (西から )

第 36図 3区東脇櫓台裏込直下の白色粘土層 (南から) 第 37図 Dト レンチ 盛± 1(西から)

つ
０



第 38図 Cト レンチ 階段状石列部分の盛± 1 ・ 2(西から) 第 39図 A面背後壁面 排水施設、盛± 1・ 2(西から)

第 40図 4B区西壁 盛± 2・ 3(東から) 第 41図 Cト レンチ 盛± 1～ 3(西から)

第 42図 石垣 B面背後の黒色土 (盛± 2-2)(北西から )

第 43図 B面背後 大年寺層を埋める盛± 2(北から)

第 44図 D面背後の盛± 2、 V層 (北から) 第 45図  F面背後のV層 (東から)
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3.石垣前面の調査

(1)調査概要

石垣前面における調査は、大きく3種類に分けられる。掘削を伴う工事に先立ち、1～ 11ト レンチの確認調査

を行なった。石垣基部北東部では作業ヤー ドとして掘削を伴う造成工事が行われるため、9。 10ト レンチを設定

し調査を開始したところ遺物が多量に混じる盛土層や遺構が確認されたため、 トレンチを拡張し工事範囲全域を調

査した。また、石材等の吊り降ろしのためのタワークレーン設置、市道青棄城線の安全確保のためのロックシェッ

ド建設などの工事の際は、掘削に立会い、写真等の記録を行なった。石垣基部では、根石の状況、整地・膵土層の

深さを確認している

|

|

考

4_翼
『
¬
卜   |こ Yユ 上 L

□ 確認調査 トレンチ

匠]立会トレンチ

■ 石垣基部調査 トレンチ

第 51図 1区 ドレンチ配置図 1/1000

第 2表 η区の トレンチ

種類 場所 トレンチ番号
工事掘削前の確認調査 トレンチ 1、  2、  3、 4、  5、  6、  7、  8、  9、  10、  11、  11-2

工事掘削時に立会
18、  19、 20、 21、  22、  24、 27

ロックシェッド基礎 TKl(15)、 TK2(16)、 TK3(17)、  YKl、  YK2、  YK3

石垣基部調査

A面 29、  32、  33、  34、 42
B面 28、 30
CD角 部 36

D面 26、  37、 39
DE角部 12、  25
E・ F面 31、  35、 38

面
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(2)1～ 8・ Hト レンチ

1～ 3・ 8ト レンチは市道南側の石垣基部、4～ 7ト レンチは市道北側に設置した。

1ト レンチで S-1、 2ト レンチでは S-2・ 3、 5ト レンチではS4の遺構を確認 しているが、調査面積が狭いため

性格は不明である。

11ト レンチは、石垣 DE角部北束部に位置する。現地表面で S15石列が確認された。長さ 5mの範囲で、割石

が 9石、1段、東西方向に北側に面を向けて並んでいる。石列前面には石垣石材 と考えられる石材が 20数石集積

している。

S15石列の東側崖面を清掃し、H2ト レンチとした。V層の白色粘土層が露出しており、表土から巴文軒丸瓦

が出土した。

工事に伴う小規模な掘削部分は、立会調査を行なった。

Y=2′ 350

＼＼_■ 1́王氏

― X=-194′ 150

|

第 52図 1区 1～ 11ト レンチ配置図 1/1000
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土 理

lT平面図 し
,

平面図

虔 1056m

灰白色 L
ブロック

Ю■7m占

隣 1026m

1餌」m畔

胴 名 I 色 Jと  ‖:

L 質
備 考

しまり

沢褐色 10YR3/1 粘 L質 シル ト 礫が混じる

2 羮怜色 10YR7/8 l1/N質 シル ト

3 にボい放褐色 10YR10/3 シアレト 径 5～ 10 cmの 礫が層をなす

4 にぶい焚綺色 25Y6/4 ‰li l な し 径 15 cm程 の礫が況 じる S3の とhiに径 3～ 5 cmの礫が夕く況 じる

灰 ):色 25Y7/2 砂 径 2～ 5 cmの礫が多く況 じる

llVI祐 L  色 |:性
上  質

術 考
しまり

1 黒 llJ色 10YR3/1 粘 L質 シル ト 礫が浬 じる

2 〕t構色 10YR7/8 砂質ンル ト

3 にぶい〕〔褐色 10YR10/3 シ,レ ト 径 5～ 10 cmの 礫が層をなす

4 り〕夕【褐色 10YR6/8 lrt質 シル ト ややあり
5 〕(掲色 粘 L質 シル ト 十沙礫が多く■tじ る 瓦′Ь I:

6 にぶいⅢt褐色 10YR5/4 ややあり 砂礫が多く混 じる 瓦li「

7 )(掲 色 10YR5/6 砂礫が箋く .Lじ る 炭がわずかに混 じる 瓦‖I佐

8 にぶい)と椅色 10YR6/3 鶏上「 f沙礫が多く淮せじる 炭がわずかにととじる 瓦出「

9 にぶいJt袴 色 10YR7/4 メi:質シルト ややあり あ り ▲じJ‖
S■ り〕ⅢtltJ色 10YR6/8 鶏li: な し 小礫がととじる

にぶい)(掲 色 10YR5/4 秒質シル ト 砂礫が淀 じる 瓦 IH I:

ザH名 | 色 |:‖|
| 質

ll 考
しまり

1 無褐色 10YR3/1 lI I:質 シル ト 礫がl.Lじ る

2 〕【構色 10YR7/8 f少 質シル ト

3 lk褐色 10YR3/1 砂質シル ト ややあり 傑が多¶にilLじ る 炭が少 1■ととじる ‖12k i

明ユt褐色 10YR6/8 シアレト ややあり 符 5～ 10 cmの 傑が少帝INILじ る

5 灰 比IIL色 10YR5/2 Wi L質 ンルト あ り にぶい災精色 (10YR7/3)粘 ■質シル トが況じる 礫が l■ Lじ る

6 にぶい比褐色 10YR5/3 *;| ややあり な し 径 5～ 1 0 cnlの礫がととじる 瓦 |II I

7 褐 色 10YR4/4 あ り な し 綻ふ石鵡 罷紹もは
多
桂猛上

じる にぶいよt椅色(10YR7/3)格 li質 シルトが混じる

S-4 灰〕trLJ色 10YR4/2 あ り な し 径 5～ 20 cmの 傑がとせじる 炭が少 htN.Lじ る 瓦出 |

第 53図 1区 1・ 2・ 3・ 4ト レンチ平面 。断面図 1/50(図の上が北 )

18



5T断面図

998m

8988m

5T平面図

r
砕 TW

6T平面図

二生 984m

卜
⊇L1002

7T平面図 千

6T断面図

7T断面図

8T断面図

層 名 上  色 |:性
土  質

備 考
粘性 しまり

1 黒褐色 10YR3/1 粘 上質シル ト 礫が混 じる

2 熊橙色 10YR7/8 砂質シル ト

3 黒褐色 10YR3/〕 砂質ンル ト ややあ七 礫が多堪に混じる 炭が少量混じる  ‖J表 上

4 明黄褐色 10YR6/8 シル ト ややあり 径 5～ 10 cnの 礫が少壁混じる

灰 jこ棚色 10YR5/2 粘質シル ト あ り にポい糞構色 (10YR7/3)瑞与土質シル トが混じる 礫が混じる

6 にぶい黄 IfJ色 10YR4/3 粘質シル ト ややあり 径 2～ 5 cmの礫が混 じる 炭が混 じる

7 黒褐色 10YR3/3 シアレト 径 5 cm程 の礫が洸じる 炭が多壁に混じる

6T

層 名 色J 土 性
土  質

備 考
しまり

2 黒褐色 10YR3/1 シルト な し ややあり

3 にぶい黄褐色 10YR5/3 シルト な し ややあり

り]批褐色 10YR7/6 シル ト ややあり ややあり 浅黄色 (5Y7/3)と が混 じる

脳 名 !:  色 J:性
| 頸

備 考
粘J: しまり

2 黒褐色 10YR3/1 シ,レ ト な し ややあり

3 にぶい■褐色 10YR5/3 ン,レ ト な し ややあり

4 褐 色 7 5YR4/4 シ,レ ト な し ややあり

厨 名 | 色 li ‖■
1:  質

考
しまり

4 にぶいユ【ttJ色  10YR5/4 絲質シル ト ややあり 瓦出 J

第 54図 1区 5・ 6。 7・ 8ト レンチ平面・断面図 1/50(図の上が北)
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第 55図 1区 11

Y=2′ 370

|

|

ドレンチ S-15石列位置図

X=-194,150

― X=-194′ 160

― X=-194′ 170

(9。 10ト レンチは‖c層上面の遺構)

「
Y=2′ 379

+X=司 9御 46

DE角部

¬

Y=2,374

X=引 9■146+

コ

X=」 94押47+

1/200

立面図

第 56図 1区 11ト レンチ S-15石列平面・立面図
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第 57図 1区 1ト レンチ (東から) 第 58図 1区 2ド レンチ (東から)

第 59図 1区 2ト レンチ底面 (南から) 第 60図 1区 3ト レンチ (西から)

第 61図  1区 4ト レンチ (東から)
第 62図 1区 5ト レンチ (西から)

第 63図 1区 6ト レンチ (南西から) 第 64図 1区 7ト レンチ (西から)
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【甥

第 65図 1区 8ト レンチ (東から) 第 66図 可区 11ト レンチ S… 15石列検出状況 (北東から)

第 67図 1区 11ト レンチ S-15石列検出状況 (西から) 第 68図 1区 11ト レンチ S-15石列周辺 (】ヒから)

第 69図 1区 11ド レンチ S-15石列 (西から) 第 70図 1区 11ト レンチ S‐15石列 (南から)

第 72図 ¶区 11ト レンチS-15石列立面 (2)(北から)

９
０

９
，

第 71図 1区 11ト レンチ S-15石 列立面 (1)(北から)



第 73図 1区 11-2ト レンチ (南東から) 第 74図 1区 11-2ト レンチ軒丸瓦出土状況 (南東から)

第 75図 1区 TK3(17)ト レンチ (北から) 第 76図 1区 YK3ト レンチ (1とから)

第 77図 1区 14ト レンチ遠景 (東から)
第 78図 1区 14ト レンチ断面 (東から)

第 79図 1区 14ト レンチ捨石 (】ヒ東から)

好

第 80図 1区 14ド レンチ断面 (】とから)
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第 82図 1区 22ト レンチ (北西から)

第 81図 1区 19ト レンチ (北西から)

奥に石垣 DE角部

第 33図 1区 24ト レンチ (南から)

第 34図 1区 27ト レンチ断面 (ヨしから) 第 85図 1区 27ド レンチ断面 (西から)

24



(3)9・ 10ト レンチ

①調査概要

9・ 10ト レンチは石垣 DE角 部前面に位置する。石垣解体の作業ヤードとして斜面が水平に掘削されるため調査

を行なった。まず、土層確認のため長方形のトレンチを 2本設置し、それぞれを 9、 10ト レンチとして調査を進

めたところ、多量の遺物が混じる盛土層が厚く堆積していることが判明したため、工事範囲まで調査区を拡張した。

その結果、柱列、石垣基部の根切り、溝跡などの遺構が発見され、盛土からは 17世紀前半を中心とする陶磁器や瓦、

ヨーロッパ産ガラス器などの遺物が多量に出上した。調査時のトレンチ名は、既設排水溝を境に西を 9ト レンチ、

東を 10ト レンチとしていた。しかし、一連の調査区であるため、本報告書ではまとめて 9・ 10ト レンチと呼称する。

石垣 DE角部根石調査のため設定した 12、 25ト レンチは 9。 10ト レンチと重なっている。また、31、 35、 38

トレンチも近接している。これらの調査成果については、石垣基部調査として後述する。

②基本層序

調査区西壁及び南壁で全体の層序を確認した。層は南から北へ、西から

東へ傾斜して堆積している。層は 4層に大別される。 I層は表土層、Ⅱ・

Ⅲ層は盛土層、Ⅳ層は基盤となる大年寺層 (土層観察表では「岩盤」とも

表現)である。Ⅱ層は玉石が多量に混じる茶褐色土が主体であり、】ヒ側に

傾斜を持って堆積 している。陶磁器、瓦等の遺物が多量に混入している。

黒褐色のⅡc層上面では、Ⅲ期石垣基部の「根切り」が確認された他、焼

土 。炭の分布や石列が見られ、Ⅲ期石垣修復時の地表面であった可台旨14が

考えられる。Ⅲ層は礫の混入が少なく、薄く数枚に細分され、ほぼ水平に

堆積する。層中の遺物はごくわずかである。柱列、土坑、溝跡、焼土面な

どの遺構が確認され、大年寺層を掘り込んだ I期石垣根切りが確認されて

いる。

層の成因としては、Ⅲ層はこの場所を使用するための整地層であり、Ⅱ

層はその後石垣修復の際に大規模に埋め立てられた盛土と考えられる。

第 3表 1区 9。 10T壁断面上層観察表
断面 A

断面 B

¬     |
第 86図 壁断面記録位置図「1/400

層 名 土   色 土 性
土   質

柿 考
*占 性 しまり

I 黒 色

黄褐色 砂質シル ト 拳大の襖が混 じる

褐 色 7 6YR4/3 粘土質シル ト ややあり あ り 礫、瓦が混じる

Ic 明黄褐色 7 5YR5/6 粘 士 あ り あ り 礫が混じる、特に南側に多くfI石含も

暗樹色 7 5YR3/3 粘土質シル ト ややあり 礫、瓦が混じる (Ⅱ bよ り移)

恭褐色 I・ 土

黒色 炭 と瓦の混在層

] 灰褐色 砂 瓦が混 じる、南側のみ分布

(陪褐色 ) 瓦が混 じる

大灰色 粘土

黄褐色 粘 土

Ⅱ i 黒褐色 礫、瓦が混 じる

Ⅲ a 黄褐色 10YR5/8 シルト ややあり ややあり 瓦が混 じる

皿 b 黒褐色 10YR2/3 シルト ややあり 瓦が多 く混 じる、炭化物が混 じる

Ⅲ b2 褐色 10YR4/6 シフレト あ り ややあり 炭化物が少騒混 じる

Ⅲ c 1/1梵褐色 10YR6/6 粘土質シル ト ややあり

Ⅲ d AFLJ色 10YR5/8 ン,レ ト ややあり 径 15～ 30 cmの 礫が混 じる

Ⅲ d2 明黄褐色 10YR6/8 シルト ややあり 径 3～ 5 cmの礫が混 じる

Ⅲ d3 黄褐色 10YR5/8 ン,レ ト ややあり 褐色4r上 がブロック状に混 じる

Ⅲ e 黄褐色 10YR7/8 ンル ト質�i土 あ り あ り 大年十層のブロックが混じる

Ⅳ 岩精 大年寺層

層 竹 上  色 土  性
十  質

考
しまり

Ⅲd2 明黄褐色 10YR6/8 シル ト ややあり 径 3～ 5 emの礫及びヨ[炭が混 じる

Ⅲ d3 拭褐色 10YR5/8 シァレト ややあり 褐色粘Jiが ブロック状に混 じる

Ⅲt構色 10YR7/8 シル ト質�il あ り あ り Ⅳ層を主体 とする漸移サ母 大年寺脳のブロック
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第 96図 1区 9。 刊OT南壁 全景 (北から) 第 97図 1区 9・ 10T南壁 西部 (北から)

第 98図 1区 9。 10T南壁 東部上半 (北から) 第 99図 1区 9。 10T南壁 西部上半 (北から)

第 100図 1区 9。 ηOT南壁 東部下半 (北から) 第 ¶01図 1区 9。 10T南壁 西部上半 (】しから)

第 102図  1区 9・ 10T南壁 西部下半 (】しから)
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第 刊03図 1区 9・ 10T南壁 西部下半 (北から)

(S‐ 137根切りの東肩部)



③ Hc・ d層上面の遺構

A S-17石列

調査区中央部でⅡc層中に「埋設」された状況で石列が発見された。北東方向に長さ約 4mで一列に石材が一

段並んでいる。石面を東に向けている。

B S-21焼土

調査区中央部で、長さ約 5m、 幅約 3mの範囲で焼土及び炭が分布していた。

⊂ S-16捨石

調査区北西角部で大型の石材が 6石発見された。現存のⅢ期石垣の石材のように「四角錐形」の切石に加工さ

れた石材はなく、一部に加工面のある大型の石材や矢穴のある石材などがある。うち 1石は、仙台市博物館の敷

地に移設し野外展示している。

Y=2′360 Y=2′ 380

X=司 94コ50L」

S-16

¬

X=引 9押6叶

「

|    |
1区 9。 ¶OT H c・ d層上面の遺構 第 105図 S-17石列平面図

畔 995m

1/200 1/50

い/59

X=-194.170-――

第 106図 S-17石列断面図 1/50 (第 105。 106図のスケール )
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第 107図  9。 10T調査前 (南から) 第 108図 9・ 10T表土除去後全景 (1とから)

第 109図  9。 10T Hc層上面全景 (上が西 ) 第 110図 9・ 10T Hc層上面全景 (南から)

第 111図  9。 10T Hc層上画全景 (西から) (束 半は III層 を検出)

30



第 112図 9。 10T Hc層上面全景 (北から)

第 113図 9・ 10T S-16捨石 (南から)

七 警  1.

第 115図  9・ 10T S‐ 16捨石石材の矢穴 第 116図 9。 10T S‐ 16捨石石材の野外展示状況

第 114図 9・ 10T S-16捨 石石材の加工

つ
υ



第 117図 9。 10T S‐ 17・ 21検出 (南から) 第 118図  9。 10T S-17・ 21検出 (東から)

第 120図  9。 10T S-17断 面 (北から)

第 119図 9・ 10T S-17検 出 (北から)

第 122図  9。 10T Hc層上面南端の石材及び玉石層
(南から)

第 121図 9。 10T S‐ 17・ 21検出 (西から)

第 123図 9・ 10T Hc層上面南端の玉石層 (南から)

９
〕

つ
０



④ lll・ Ⅳ層上面の遺構

Ⅲ層は数層に細分され、断面観察の結果、遺構は各層上面から掘り込まれていることが確認された。また、Ⅲ層

上面の精査で判然としなかった遺構が、Ⅳ層の大年寺層 (岩盤)上面で明瞭になる場合があった。報告書作成のた

めの図面整理段階で、遺構がどの層に帰属するか結論付けられなかったため、ここでは、一括してⅢ・Ⅳ層上面検

出と取 り扱う。現場の状況から考えると、Ⅲ層上面及びⅢ層中から掘り込まれた遺構と考えられる。以下、遺構の

一部について記述する。

A ホ主夢」

柱列が 8群発見された。東西方向 5群、南北方向 3群である。調査時は個別に遺構番号を付け調査していたが、

調査後半で柱列と認識された。「柱列」という遺構名称は本報告書作成時にあたり付けた。全長及び柱間寸法など

の数値は、遺構底面の中心を基準とし 1/50の合成図から計測して表示した。尺寸数値は、計測した cm単位の数

値を 30.303cmで割り算出し、「分」を四捨五入した。

イ 1号柱列

東西方向に分布する 5基の柱穴 (西からS215、 214、 143、 184、 228)か らなる。全長は 8.08m、 柱間寸

法は S215'214間 が 180cm(5尺 9寸 )、 μ184・ 228間 が 210cm(6尺 9寸)である。S214は、S54整地

より新しい。

口 2号柱列

東西方向に分布する 5基の柱穴 (西からS171、 174、 173。 140、 50、 230)か らなる (S173と S140は、

調査時は別遺構 としていたが、同一の遺構と判断した)。 S-173・ 140柱穴、S50柱穴は S-42溝跡より新 しい。

S50柱穴は S18溝跡より新しい。全長は 808m、柱間寸法は西から順に、202cm(6尺 7寸 )、 184cm(6尺 1寸 )、

228cm(7尺 5寸 )、 206cm(6尺 8寸)である。柱穴は東西方向に長い形状である。

アヽ 3号柱列

東西方向に分布する 3基の柱穴 (西から S-170、 152、 237)か らなる。S152柱穴は S18溝跡より新しい。

全長は 606m、 柱間寸法は、S170・ 152間が 396cm(13尺 1寸 )、 S152・ 237間が 208cm(6尺 9寸)である。

柱穴は東西方向に長い形状である。

二 4号柱列

東西方向に分布する 5基の柱穴 (西からS168、 181、 172、 47、 177)か らなる。S172柱穴は、S42溝跡

より新しい。全長は 7.78m、 柱間寸法は西から順に、200cm(6尺 6寸 )、 180cm(5尺 9寸 )、 200cm(6尺 6

寸)、 196cm(6尺 5寸)である。

ホ 5号柱列

東西方向に分布する 5基の柱穴 (西 からS178、 S-200、 S195、 S142、 S188)か らなる。西端の柱穴は、

S163土坑の完掘後、柱穴と考えられるS178土坑が検出されており、両者で一連の柱穴の掘り方と柱痕跡の可能

性が考えられる。その東側では、S-42溝跡堆積土上面で S160柱穴が検出され、S42溝跡完掘後に底面で S200

柱穴が検出されている。2基の柱穴はやや位置がずれるが同一の遺構である可能性が高く、本来はS42溝跡より

新しい遺構であったと推定される。S142柱穴はS18溝跡より新しい。

全長は 7.92m、 柱間寸法は西から 192cm(6尺 3寸 )、 204cm(6尺 7寸 )、 186cm(6尺 1寸 )、 210cm(6

尺 9寸)である。

へ 6号柱列

南北方向に分布する 4基の柱穴 (南からS216、 180、 155、 193)か らなる。全長は 5,2m、 柱間寸法は南か

ら 186cm(6尺 1寸 )、 174cm(5尺 7寸 )、 158cm(5尺 2寸)である。

つ
υ
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卜  7手子本主夢」

南北方向に分布する 10基の土坑 (南から S-53、 49、 238、 218、 235、 243、 242、 227、 221、 153)か らなる。

全長は 14.8m、 柱間寸法は南から206cm(6尺 8寸 )、 (158cm 5尺 2寸 )、 (170cm 5尺 6寸 )、 172cm(5

尺 7寸 )、 142cm(4尺 7寸 )、 158cm(5尺 2寸 )、 170cm(5尺 6寸 )、 152cm(5尺 )、 154cm(5尺 1寸 )

である。

チ 8号柱列

南北方向に分布する 4基の土坑 (南から S-149、 39、 41、 176)か らなる。S-176と 7号柱列の S218は切 り

合い関係にあるが前後関係は不明である。調査時の写真から推定すると、S-218が新しいとみられる。全長は 5.42

m、 柱間寸法は南から 182cm(6尺 )、 180cm(5尺 9寸 )、 180cm(5尺 9寸)である。

¬

第 125図

|    
「III・ Ⅳ層上面柱列配置図 1/200区E9・ 10T

S-143Ｓ・２‐５Ｃ

ｍ

１洵生上ｌ
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吼

B'

Ｓ・２‐４∽ ◎
ォ/′″    )

S-214                                          s_228

第 126図  1号柱列 (一部)平 面・エレベーション図 1/100
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第 127図  2～ 5号柱列 平面 。エレベーション図 ¶/100
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第 128図 6～ 8号柱列 平面 。エレベーション図 1/100
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第 129図 1区 9・ 10T Ⅲ・ Ⅳ層上面全景 (1)(西 から)

第 130図  1区 9・ 10T III・ Ⅳ層上面全景 (2)(西 から)
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B S-54整地

調査区北部で、東西約 15m、 南北約 8mの範囲で整地層を確認した。地盤の大年寺層の北へ向かう傾斜を埋め

ている。堆積土は 12層 に細分されるが、円礫が混じる層が多く、調査区全体の堆積土Ⅱ層に類似する。堆積層中

からは陶磁器、瓦、金属製品、土器、ガラスなどの遺物が多量に出土しており、特にヨーロッパ産ガラス器は全体

の出土点数 472点 (接合後点数)の うち 392点 (83%)が 出土している。

堆積層と全体の盛土層との前後関係は、全体を通した土層観察ベル トがないため不明である。遺構との前後関係

は、Ⅲ層上面で検出される S-42溝跡、S18溝跡は S-54整地より古い。1号柱列の S-214柱穴は、S-54整地より

新しい。堆積層中の出土遺物は、Ⅱ層出土遺物と共通している。陶磁器全体としては、Ⅱ層とS-54の両者とも 17

世紀前半代を中心としている。1区 9・ 10ト レンチ全体から899点出土している波佐見産牡丹文青磁皿 0192・

17世紀前半)は、Ⅱ層からは 505点 (約 56%)出土しており、S54か らは 215点 (約 24%)出土している。

これらのことから、S54整地はⅢ層上面の遺構が機能していた段階では傾斜地であり、その後のⅡ層形成期に整

地されたものと推定される。

0                      5m
ぃんo9
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第 131図  S-54整地平面図 1/100



ド生982m

2m

9/59

屈 名 土   色 上  性
上  質

備 考
粘 性 しまり

I 畔褐色 10YR3/3 砂質シル ト ややあり な し 円礫が混 じる 炭が多 く混 じる

1 にぶい黄褐色 10YR4/3 ン,レ ト ややあり な し 礫が多く混 じる Ⅱ a層 に対応か

黄褐色 10YR5/6 ンフレト ややあり ややあり 径 20cm TEの 礫が影足に混 じる Ⅱ c層 に対応か

黒褐色 10YR3/1 粘上質シル ト な し な し 上部に炭、下部にIlll褐色土ブロックが多量に混じる

暗掲色 10YR3/3 粘土質シル ト あ り ややあり 炭が斑点状に混じる

2c 黒褐色 10YR3/1 ンル ト ややあり あ り 炭 と明 )i4PJ色 土ブロックが多壁に混 じる

3 褐色 10YR4/5 あ り あ り 炭がわずかに混 じる Ⅱ cも しくは Ⅱ e層 に対応か

黒 色 10YR1 7/1 尿̈ ややあり な し

暗褐色 10YR3/3 粘 上 あ り あ り 炭及び瓦が多・Llに混 じる Ⅱ h層 にAll似

5 黄褐色 10YR5/6 粘 土 ややあり あ り 小礫が混じる 3層に類似するが哨 く汚れている

昭褐色 7 5YR3/3 砂質シル ト あ り ややあり 炭とにボい黄愉色粘上が多量に混じる 瓦、際が影くlltじ る Ⅵ b層 に類似

明褐色 7 5YR3/3 砂質シル ト あ り ややあり 6a層 よりも瓦、礫が彩く混 じる 下部に淡黄色 (25Y3/4)粘 土ブロックが混じる

6c 褐色 10YR4/5 粘土質 シル ト ややあり ややあり 淡黄色沐I与 二Lの小プロックが斑状に・FLじ る

策褐色 10YR5/6 砂質シル ト ややあり ややあり 6c層 に類似するが層間に炭が混 じる

暗樹色 10YR3/判 粘質シル ト ややあり ややあり 褐色 (10YR5/8)粘 Jiがプロック状に混 じる    瓦が混 じる

7b 明黄褐色 10YR6/6 ン,レ ト ややあり ややあり

第 132図 S-54整地断面図 1/50

層 位 瓦 (点数 ) 五 (車・E:宣) 外口た陶磁器 国産陶磁器 土lIRl質土器 瓦質土州 金属製齢 石型品 木製品 その他

7261 836,94( 359 137 2 10(水 品),55(欧ガラス)

I 128,90( 1 10 2(水 ,岳 )

2 2,265 223,035 8 6 3(水繹1)2(欧ガラス )

5,88( 1

2a・ b | 3

2a-2c 529 5849( 11 1 4 2 1 1 1(土処品)

2a or 2c 1 I 1 16

3105( 5 1(土製汗I)

12,19( 1 1

l

3 1,390 164.28( 1 1 1(水掃1)1(欧ガラス )

第 4表 S-54出土遺物集計表 (1)

※「欧ガラス」はヨーロッパ産ガラスを示す
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Y=2′ 370
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LX=引 94コ 50
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― X=-194′ 160

X=-194,170

第 133図 S-54整地エレベーション図 1/200

址

¬

◎
る

第 5表 S‐54出上遺物集計表 (2)

層 位 五 (点 数) 瓦 (重 景 :真 ) 外国産陶磁器 国産 ilrD磁 斜ヽ 1■市質土器 瓦質土器 金属製 ΥI 石製品 木製品 その他

4 8,610

4・ 5・ 6

4a・ b 191        2730 7 I

4a´ヤ6b 7700
13,000

4b～ 5～ 6a 7 1,310

4b～ 5～ 6b 【

4b～ 5～ 6c

4b or 5 or 6a

4b～ 6a

4b-6d 1

4b・ 5・ 6a 344 32720 よ 3

4d-5a 6 2,010

4d～ 5d l 判

4d・ 5a 12,800

5 39.65( 2( 12 1 1(雲母 )

5a～ d

6 7084 843955 2 1 10(水 品 )、 86(欧 ガラス )

1

6a～ b 3

6a～ d 3,720 352,327 1 3 1 1(水品)、 1(土製
『

1)、 25(欧ガラス)

1,268 134,57( 5 4(水品 )、 46(欧ガラス )

1 170,820 9(水品 )、 177(欧ガラス)

7 6900 1

合計 27994 3111307 11 2 1(雲母 )、 40(水品 )、 3(土製品 )、 392(欧ガラス )
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第 134図 S-54東半 検出 (南から) 第 135図 S-54東半 検出 (北から)

第 136図 S-54東半

第 138図 S-54西半 断面 (北西から)
第 139図 S-54西半 断面部分 (西から)

第 137図  S-54東半 完掘 (東から)

.4事簾攀鞠装竜芦ピ■ 十   1濯 rl上{多ワζ Ⅲ翌憩Ⅲギ| ・́

第 140図 S‐54東半 断面 (南西から)
S-54東半 断面部分 (西から)
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C 溝跡

S-18溝跡

調査区東半に位置 し、南北方向にのび、長さ 12.8m、 幅 40cm、 深さ 20cmで ある。S42溝跡より新 しく、

S-54整地より古い。堆積土には上層のⅡ層に由来するとみられる礫が多く混じる。底面のレベルは、北端に比ベ

南端が約 40cm高い。

D 根切り

イ S-137根切り、S-42清跡

調査区南端に位置する大年寺層の掘り込みと溝跡の複合遺構である。S137根切りは、東西 5,7m、 南北 3,8m

の範囲であり、完掘はしていないため深さは不明である。掘り込み中には大きな自然石が投げ込まれており、S42

溝跡との接続部分では、1.4× 1.Omと 1,1× 0,8mの 自然石が 2石並べられている。S42溝跡は S-137根切 り

から北へのび、幅 1.5～ 2m、 深さ lmである。S233根切 りより古い。底面のレベルは、北端に比べ南端が約

20cm高い。S-42溝跡は、S137根切りから北側へのびる排水施設と推定される。

調査時に遺構の南端部の落ち込みを S-247と しており第 165図中にも記載しているが、S-137構築段階を示す

一連の遺構とみられる。

口 S-51・ 233根切り

石垣 DE角 部基部及び調査区の南西壁沿いで検出された。S51根切 りが新しい。S51根切 りは現存石垣に平行

し急激に落ち込んでおり、現存石垣構築時の根切 りと考えられる。新旧があるため、S51が Ⅲ期石垣に、S-233

がⅡ期石垣に伴うものと考えられる。S233よ り古い S-137根切りは、 I期石垣に伴う根切りと考えられる。

X=‐ 194′ 160

S-51根切り

〓

２，３７５」
Ｘ

〓Ｙ
〓Ｙ

〓２，３∃
Ｙ

0                             ¶Om
O/209

|

第 142図  S-18・ 42溝跡等酉己置図  1/200

S‐ 137本晨巧Dり
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Y=2′ 365

X=引 94コ56+

S-18

Y=2′370

|

Y=2′ 374

+

れ

当

El

竹
々
μ

8。 42

ピ
上982m

卜 9&8m

|ユ 982m

隣 988m

2m5m

仰洵00 伸/5ω

鍼
R

X=-194,160-

S-18。 42 断面 B

S-18溝跡

届 名 土   色 】i′性
L  質

備 考
しまり

1 Ⅲt褐色    10YR5/6 砂質シル ト 径 10～ 15cm礫 が多量に混 じる

S42溝跡 断面 A・ D

層 名 上  色 L ′‖:

上  質
考

しまり

1 褐色 10YR4/6 l1/質 シル ト ややあり ややあり 径 10～ 20cmの礫が多itに 混 じる

2 灰白色 10YR3/2 岩盤ブロック な し 強

明ヴtttJ色 10YR6/6 砂質シル ト ややあり な し 岩絲ブロックと瓦が混 じる

り1__褐色 10YR6/6 砂質シル ト ややあり な し 4a層 に比ベオi盤 ブロックが少ない

5 褐色 10YR4/4 砂質シル ト ややあり な し 底耐∬寸近に部分的に灰褐色粘土が混 じる

6 貢褐色 10YR5/6 ややあり ややあり

S-42溝跡 断面 E

F71名 Ji 色 1:‖ |

に  質
ll 考

粘 性 しまり

1 糊色 10YR4/4 シルト ややあり 径 15～ 30cmの礫が多量に混 じる

3 にポい災褐色 10YR5/4 シルト あ り Ⅳ層が主体

4 けJ焚褐色 10YR6/6 砂質シル ト ややあり ややあり 小供、工が混 じる

5 にポい災樹色 10YR5/4 砂質シル ト ややあり ややあり 1傑が多くとEじ る

6 __精 色 10YR7/8 砂

(断面 Bの注記なし)

第 143図  S‐ 18・ 42溝跡平面図 1/100。 断面図 1/50
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第 144図  1区 9・ 10T S-18溝 跡
検出 (南から)

完掘 (南から) 第 146図  S‐ 18浦跡 検出 (北から)

第 147図 S‐ 18・ 42溝跡 検出 (西から) 第 148図 S-18溝跡完掘と S‐42調査状況 (南から)

第 149図  S-18溝跡 断面 (北から) 第 150図  S-18・ 42溝跡 断面 (南から)
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第 151図 S-42溝跡 検出 (南から) 第 152図  S-42溝跡 検出 (西から)

第 153図 S-42溝跡 完掘 (北東から)

第 155図 S-42溝跡 完掘 (北から)

!々`

第 154図 S-42溝跡 完掘 (南から)

ヤ '     フ     、(         類♂t

第156図 S-42溝跡 断面 (北から)

瀾
、、
　

こ

式
　

静

ギ

第 157図 S‐42溝跡 断面 (北から)
第 158図  S-42溝跡 断面 底面付近 (北から)
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Y=2,363

+X=引 94コ 66

第 159図  S-137平面図 (掘 り込み途中)1/50 第 160図  S-137東壁断面図 1/50

+

仰/5①

第 162図  S‐ 137南壁断面図 1/50
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第 163図 S137根切 り 検出 (南から)
第 164図  S-137根切 り 検出 (西から)

第 166図  S-137根切 り 全景 (西から)

第 165図 S-137根切り 全景 (南から) 第 167図  S-137根切 り 全景 (南から)

第 168図  S-190溝跡 検出 (1)(東 から) 第 169図 S-190溝跡 検出 (2)(東 から)
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第 170図  S-137根切り南壁断面 (東半 )(北から) 第 171図 S-137根切り南壁断面 (西半 )(北から)

第 172図 S-137根切り 全景 (東から)

第 174図  S-51根切り 現石垣 DE角部の状況 (東から)

第 173図 S-51・ 233根切り 全景 (南から)

第 175図 S-51根切 り 現石垣 DE角部の掘 り込み (南東から)

50

第 176図 S-51。 233根切り 断面 (南から)



第 6表  S-18。 S-42溝跡、S-51・ 137根切 り出土遺物集計表

道hVl Ftl付 瓦 ()煮 数 ) 瓦 (TI墳 :質 ) 外 |ヨ 産陶磁器 国lt陶 磁器 上側
'質

|:器 瓦賃 上器 金lTl製 品 石製品 木製品 その他

31 3

2,20(

合 討 1 3

15 4 1(欧ガラス )

1 1

2

3 1 2,19〔

6 1

合とr 8869〔 7 1(欧ガラス)

11 4 1 2(1玖 ガラス)

合尉 4 1 2 2(欧ガラス)

S-51
2e

合言| 1 t

その他の遺構

ト
Y=雫65

ド生上_973m

S―

"4帝

当

Y=2,368

■X引 %コ%

■引9押y

卜 981m

2m

S-54
堆積土

¬
※アミ部分は、

S-214

|  
「個別遺構平面図の図示範囲

伸/59

S-215

S-215 S-214

屑 名 ■  色 に '性
上  質

ll    考
しまり

I 褐 色 7 5YR4/4 ンルト質粘J あ り あ り 暗褐色 (10YR3/3)瑞 iに質シル トが混じる 小礫が多・Fに 混じる 粒状の炭が少壁准とじる

2 Lr褐色 10YR3/3 4r上質シルト ややあり あ り Ⅳ層小ブロックがわずかに混 じる 小礫が少量況 じる

3 赤褐色 5YR4/6 あ り ややあり Ⅳ層大ブロックが多豆に洗 じる 礫が少量混 じる 部分的に酸化鉄斑集積が見られる

屑 名 Ji  色 J: ‖4
に  質

備     考
しまり

〕 褐 色 7 5YR4/4 ンル ト質為i土 あ り あ り ‖I褐色 (10YR3/3)粘 上質シル トが混 じる 小礫が夕量に混 じる 粒状の炭が少里混 じる

2 lil褐 色 10YR3/3 粘 土質シル ト ややあり あ り Ⅳ層小プロックがわずかに混 じる 小礫が少量 iltじ る

3 赤栂色 5YR4/6 あ り ややあり Ⅳ層大ブロックが多景に混 じる 礫が少見混 じる 部分的に酸化鉄斑集積が見られる

遺稿 瓦 (点 数 ) 瓦 (車 量 :宣 ) 外国産陶磁器 回産陶磁器 ほ

“

F質 li器 瓦質Ji器 金属製品 石製品 木製品 その他

1.10(

S-215 2

第 177図  S-214・ 215土坑 平面・断面図 1/50

第 178図  S-214・ 215柱穴 検出 (西から) 第 179図  S-214・ 215柱穴 全景 51



卜"7m

Y=2369

+X=判 94〕 55

「

４
城
雨
７

下

」

れ

Y=2375与
わ

ン脚勇

S-153河
こ◎

鬱鼎
当

/
S‐ 198

|―――cl

十X=判 94コ 57

当 岸
生 977m ド ー977m 卜 977m

卜 980m Dl
2  _∫

ユ~981m

S-222

0                 2m
伸/5ω

「

Ｓ・‐４

S-145

S-228

留 名 上  色 J二  電:

土  質
備     考

しまり

1 掲色      10YR4/6 シル ト質粘土 ややあり ややあり Ⅳ F7tが ブロック状に混 じる

l・

rl名 ■  色
上  質

備     考
粘性 しまり

1 ,R褐色 砂質シル ト ややあり ややあり 岩継ブロック、円礫、瓦が混じる

2 明渇色 粘土質シル ト な し な し 岩盤プロックが混 じる

3 茶渇色 粘上質シル ト あ り ややあり

り]黄渇色 fLiし あ り あ り 岩盤ブロックが混 じる

lyl名 Ji  色 上  性
上  質

lln    考
4Lr性 しま七

〔 掲色 シ,レ ト 弱 瓦が多量に混 じる

2 災褐色 シル ト ややあり

屑 名 土  色
土  質 Ti    考

粘‖: しまり

t 渇色      7 5YR4/6 粘土質シル ト あ り Ⅳ層の大ブロックが多量に混 じる ‖旨赤褐色上が少景湿 じる

S-153

屑 名 上  色 土 判:

土  質
備    考

粘性 しまり
1 IF7色 7 5YR4/3 粘土質シル ト あ り ややあり 岩盤プロックがわずかに混 じる

2 糟 色 7 5YR6/8 粘上質ンル ト あ り ややあり 1眉 より大きめの岩樅ブロックがVFtじ る

S-222

層 名 上  色 土 IL
土   質

備    考
しまり

1 褐色 シルト ややあり 本I痕跡 (径 18cm)

2 黄褐色 10YR5/8 シ,レ ト ややあり

52

第 180図  S-143土坑ほか 平面 。断面図 V50



第 7表 S-143土坑ほか出土遺物集計表

遺構 瓦 (点数 ) 瓦 (重量 :宣 ) 外LI産 陶磁器 同産陶磁器 上側i質 土淋 瓦質七器 金 j9i製 品 イi製品 木期 ,TI その他

S-143 5

S‐ 145

1(雲村 )

1 1

2 2

合言I 150( 1
″
本

3 80(

S-184

1

1 3,21 1 1

2

3 11

4

合 fl t 2

S‐ 222
1

1

1 8,19(

合 計 18,69(

第 181図 S-222土坑付近 検出 (北から) 第 182図  S-145土坑 断面 (南から)

第 183図 S-153柱穴 断面 (北から) 第 184図 S-184柱穴 全景 (西から)

第 185図  S-222柱穴 断面 (西から) 第 186図 S-228柱穴 断面 (南から)
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ド 9&4m
Y=2,374

+
Y=2′378

+X=引 94コ 54

十X封 94押 58

¬
Y=2,376

+

|  
「Y=2′ 378

X=引 94コ55+

浄判9押58+

隣 980m当 眸 982m当 崖 984m

S-244検 出状況
2m

1/59

S-179

S-156

S‐193

オ 傷 πh

S-154

S-155

層 名 土   色 上 性
土  質

備 考
瑞与性 しまり

1 明黄褐色 シルト ややあり 岩継プロック。

2 褐色 シル ト 径 5～ 10cmの 礫が混じる

S-193

嬉 名 土   色 「と 14
土  質

備 考
粘 性 しまり

1 黄褐色    10YR5/8 粘 北 ややあり ややあり 岩盤ブロックが少量混じる

S-179

層 名 土   色 土 性
土  質

備 考
粘 性 しまり

1 褐色        110YR4/4 t土質シルト ややあり ややあり 岩解ブロックが混 じる

S-154

屑 名 土   色 土  性
上  質

備 考
粘 性 しまり

にぶい黄褐色 10YR5/4 シ,レ ト ややあり あ り 岩盤ブロックが混じる 瓦が混じる

2 黄褐色 10YR5/6 シアレト ややあり あ り 岩盤プロックが混 じる 瓦が混 じる

3 浅黄色 5Y7/4 岩盤フロック 褐色 (10YR4/4)上 がブロック状に混 じる 瓦が混 じる

4 にぶい貢褐色 10YR5/4 粘 土 あ り ややあり 岩盤ブロックが少量混 じる 瓦が混 じる

5 黒褐色 10YR3/4 シアレト ややあり あ り
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Y=2′ 378

X=引 期55+

名 出

25

X=引 94コ58+

2m

卜 984m 当

当

S-232

S-226

麟 981m
S‐226

平面図

9/59

S-241     S-245

層 名 土  色 土 性
上  質

備    考
粘 性 しまり

黄褐色     10YR5/8 シルト ややあり

層 名 土   色 土  性
上   質

備    考
粘性 しまり

1 黄褐色 10YR5/6 シルト 弱 弱

2 黄褐色 1 01FR5/8 シル ト 弱

3 黄褐色 10YR5/6 シルト Ⅳ層ブロックが混じる 炭がわずかに混じる

明褐色 7 5YR5/6 シルト質粘土 ややあり

5 褐色 10YR4/4 シ,レ ト 弱 径 15cm程 の礫が混 じる

S-245

層 名 土  色 土  性
土  質

備    考
粘 性 しまり

1 10YR4/6 シルト 弱 径 10～ 15cmの礫が混 じる 瓦が混 じる

S-246

層 名 上  色 土  性
土   質

備    考
粘性 しまり

1 褐 色 10YR4/4 シ,レ ト 瓦が混 じる

2 褐色 シ,レ ト ややあり 弱 Ⅳ層がプロック状に混 じる

S-232

層 名 上  色 上 性
L 質

備     考
粘性 しまり

1 にぶい黄橙色 10YR6/4 粘土質シル ト ややあり 岩盤プロックが混 じる 瓦が混 じる

2 明黄褐色 10YR 6/8 粘上質シル ト ややあり 弱 岩盤ブロックが少量混 じる 瓦が混 じる

3 にぶい黄褐色 10YR5/4 粘土質シル ト ややあり 健 5cmの礫が混 じる 瓦が混 じる

J 黄色 10YR8/8 砂質シ,レ ト 岩盤プロック

S-225

層 名 土  色 土 性
土  質

備    考
稿 性 しまり

黄褐色 10TR5/8 シァレト ややあり な し

黄褐色 10YR5/6 シアレト ややあり ややあり Ⅳ屑がプロック状に含む。

S-226

層 名 ■  色 上  性
上   質

備    考
粘性 しまり

1 策色 25Y8/6 砂質シル ト な し あ り 径 15～ 20cmの岩盤ブロックが多景に混 じる

2 明黄褐色 10YR6/6 シルト な し あ り 岩解プロック小岩れ`混じる

第 188図  S-154土坑ほか 平面・断面図 (2)1/50
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第 8表 S-154土坑ほか出土遺物集計表

遺構 層 位 瓦 (点数 ) 瓦 (亜 1■ :宮 ) 外国産 lhl磁器 国産陶磁器 土

“

「質「と器 瓦質 ■器 金属製品 石期 1マ I 木期品 その他

332( 1 1

1 1

2 1 1

60( 1

合計 7 4,75( 2 3 1

S-193

〕

1 2 1

合計 1 ,

S‐ 225 9

7

合計 11

S-232

S‐ 241 6

S-245 17 4

3,20C

第 189図  S-244など 検出状況 (南から) 第 190図 S-193柱穴 検出 (西から)

第 191図 S-193土坑 断面 (西から)

1静r.f

第 192図 S-155柱穴 断面 (1しから)

第 193図  S-179土坑 断面 (西から) 第 194図  S-154・ S‐ 180上坑 断面 (北から)
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第 195図 S‐241・ 245土坑 断面 (南から) 第 196図 S‐246土坑 断面 (南から)

第 197図  S‐225土坑 断面 (北東から) 第 198図 S‐226土坑 断面 (北東から)

S-154付近全景 (南から)第 199図 S-154付近全景 (西から)

醜狩
ヽ 誓
:騨

第 202図 S-154付近全景 (東から)第 201図 S-154付近全景 (北から)
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Y=2,370

+
FA 980m れ   隣 9&om

以
S‐147

士

◎
閉

Y=2,376

+X=引 94コ 57

S-224

+X=引 94コ 60

¬   1生9&2m

斡
S-220

鮎
Ｓい‐４‐

S-223

れ 謬
当

ア

lF

れ 隣

S-216

岸 982m

ド 982m

¬
5-141

「

S-227

層 名 土  色 土  性
土  質

備 考
粘 性 しまり

1 黄褐色     10YR5/6 シアレト あ り 弱

S-223

層 名 上  色 土 性
土   質

備 考
粘 性 しまり

1 掲色 シァレト ややあL 弱 柱痕跡 (径 13cm)瓦が混 じる

2 黄褐色 シ,レ ト ややあり 弱 Ⅳ層がプロック状に混 じる

S-221

層 名 土  色 土  性
土  質

備 考
粘 性 しまり

1 Hき褐色 シァレト ややあり 柱痕跡 (径 15cm)

2 黄褐色 シルト ややあり 弱

3 褐色 10YR4/6 シルト質粘土 あ り 弱

S-220

層 名 土  色 Ji 性
上   質

備 考
粘性 しまり

I 黄褐色 10YR5/6 シアレト 弱

2 黄色 10YR5/8 シアレト ややあり
3 明黄褐色 10YR6/6 砂質シル ト 弱 ややあり Ⅳ層がプロック状に混 じる

S-234

層 名 上  色 土  性
土  質

備 考
粘性 しまり

1 大橙色 10YR7/8 砂質シル ト あ り あ り Ⅳ屑大ブロックが多篭に混 じる

2 明褐色 7 5YR5/6 シルト質/BrJと あ り あ り Ⅳ屑大プロックが多量に混 じる

3 明黄褐色 シルト質粘土 あ り あ り 暗褐色 (10YR3/4)粘 土プロックが混 じる Ⅳ層大ブロックが夕量に混 じる

4 明黄褐色 10YR6/8 シル ト質粘土 あ り あ り Ⅳ層大フロックが少量混 じる

S-227

層 名 上  色 上  性
土  質

備 考
粘性 しまり

褐色 シ,レ ト ややあり
2 褐色 10YR4/6 シ,レ ト ややあり

58 第 203図 S-141土坑ほか 平面 。断面図 (1)1/50



Y=2,375

+
Y=2,376

十 X=呵 94Л 58

S-223柱穴

当   卜 9■8m

斡
S-224

ド生981m

2m

伸/5ω
S-216

S-216

S-221柱穴 断面 (西から)

第 208図 S-227柱穴 断面 (南から)

Ⅲ、

ふ
、第 209図 S-216柱穴 断面 (北から)

十 X=J94河 60

屑 名 ■  色 : ‖■
L  質

備     考
しまり

1 褐 色 10YR4/6 砂質ンル ト な し な し 柱llt勘 (ヽ径約 15cm)

2 り1黄褐色 10YR6/6 砂質ンル ト な し ややあり 矛1盤ブロックが多駐に混 じる

3 焚褐色 砂質シル ト ややあり な し

遺構 ly・ 位 瓦 (点数 ) 瓦 (重境 :真 ) 外国産 lfl磁器 |』 ,堆 l141舷器 土mittIPi 瓦蜜 上器 金属製 171 石製ITI 木捌品 その他

2

1300

合言I

S-216 3 1

S‐ 220

3

2 3

3 10 1

合粛 13 4 4

S‐ 223

2

2 3

合言| 5

平面・断面図 (2)1/50

Ⅲ、 ‐|

′|  

“

士 !J

慾

第 207図 S-220柱穴 断面 (南西から)
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〓２，３＋Ｌ
Y=2,370

+X=呵 94′ 159

S-140

十X=呵 94コ 62

S-185

蜘

(D隣

S-210

卜

　

ｗ

ゴ3蝕

¬

れ
「

3m 当 ド
L983m

れ

S-187

崖 983m

981m

0                 2m
御/59

崖 -986m

『
Ｓ・２‐。

S-187

屑 名 土   色 L ′Vl: 土  質
考

粘性 しまり

1 り]黄褐色 シ,レ ト ややあり 弱 径 15cm程 の傑が混 じる

S-185

周名 上   色 上 性
土   質

備 考
粘性 しまり

1 黄褐色 ンル ト質粘土 ややあり な し 径 1～ 3cmの礫がわずかに混じる

S-210

屑 名 土  色 土 性
土   質

備 考
粘 性 しまり

1 明黄褐色   125Y6/8 粘土質シル ト 黄褐色 (10YR5/8)土 が斑状に混 じる

層 名 土   色
土   質

備 考
粘i性 しまり

1 明黄褐色 砂質シル ト 弱 ややあり 岩盤プロックが混 じる

2 黄褐色 シルト質鶏与どと ややあり 径 5～ 10 cmの 礫がわずかに混 じる

用 名 L  色 li ‖:

土  質
備 考

しまり

〕 明糞褐色 f1/質 シルト ややあり 岩盤ブロックが混じる
2 A褐色 シル ト質粘土 ややあり
3 径 20～ 50cmの 礫
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辞 9&4m 畔 984m
Y=2,369″
十 X=引 94押 60

十X=引 94コ 62

S-170

o                 2m
9/50

S-173

983m
Y=2,367

十
1以上蝦m

S-213

層 名 土   色 土  性
土  質

備    考
粘 性 しま七

1 黄褐色 シルト 弱 ややあり 径5～ 10cmの礫がわずかに混じる

2 明黄褐色 シルト質粘上 ややあり 径 10～ 15cmの礫がわずかに混じる

3 黄褐色 シル ト ややあり

4 黄褐色 10YR5/6 シルト あ り

5 lJJ色 10YR4/6 シアレト ややあり 謡 径 15cmの礫が多量に混 じる 瓦が混 じる

層 名 土   色 J= 性
上   質

備    考
粘 性 しまり

1 黄褐色 10YR5/6 シルト あ り

2 褐色 lCIYR4/6 シ,レ ト ややあり 径 15cmの 礫が多重に混 じる 瓦が混 じる

S-208

層 名 と  色 上 性
土  質

備     考
粘 性 しまり

黄橙色     10YR7/8 瑞I土質シル ト、凝灰岩プロックで構成される 瓦が混 じる

屑 名 土  色 ユ; ″昨
土  質

備     堵
粘性 しまり

1 明賞褐色 10YR6/6 砂質シル ト ややあり な し 岩盤ブロック、炭が混じる

2 明黄褐色 秒質シル ト ややあり な し 岩継プロックが 1層より多く混じる 上部に粘上質シル トが部分的に混じる

S-169

属 名 と  色 北 性
上  質

備    考
粘 ly■ しまり

1 黄褐色 ン,レ ト ややあり あ り 岩総プロック小片、イヽ礫、瓦が混じる ややグライ化している

S-213

屑 名 土   色 土  性
土  質

備    考
粘性 しまり

1 にぶい黄褐色  10YR5/4 シアレト ややあり 黄橙色上がブロック状に混じる 小礫が混じる

S-212

層 名 土  色 土 性
土  質

備     考
�i世 しまり

1 黄色 25Y7/8 シルト 黄栂色 (10YR5/6)上 が斑状に混 じる

遺構 層 位 瓦 (点数) 瓦 (重量 :質
, 外国産陶磁器 国産 ljlJ磁 器 L師質土器 瓦質上器 金属製品 石製品 木製品 その他

1

合計 16 170(

15

I 1

合計 16

3

1 5

合計 8

S171
620

1 2 500 1 1

合言I 1 1

7

I 1

2 2

3 I

合計

S-174
I 4

2

合 副 1

S-208

1

1 11 12,000

合詞 1

S-212 1 100

第 211図 S-171土坑ほか 平面・断面図 (2)1/50
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第 212図  S‐ 187土坑 検出 (西から) 第 213図  S‐ 187・ 171土坑 完掘 (西から)

盛 よ ‐・|  "i`゛―「どこヨf孝

第 214図  S‐ 185土坑 断面 (南から)

ⅢⅢ「
―
)基 ―|■i rl撫世

第 215図 S-210土坑 断面 (北から)

第 216図 S-171柱穴 断面 (南から) 第 217図 S-174柱穴 断面 (南から)

第 218図 S-174柱穴 底面 (西から)

:rF ガこ と1響i 学i,一
第 219図 S-173柱穴 断面 (南から)
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第 220図 年140柱穴

i ri,ゝ |,

断面 (東から)

第222図  S-170ホ主穴

すr  .
第 221図 S-170柱穴 断面 (】とから)

第 225図 S-213土坑 断面 (東から)
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第 223図 S-208土坑 完掘 (西から)

第 226図 S-212土坑 断面 (東から)
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十 X=呵 期 62

982m

・　　Ｆ
〕『
Ｓ・２３９

１
ｌ
Ｉ

　
　
　
　
　
ｍ

¬      崖 980m

斡
S-197

2m

伸/5①

層 名 土  色 土 性
土   質

備     考
粘性 しまり

I 褐 色 ングレト 弱 あ り 基本層がプロック状に混じる 径 10～ 20cmの礫が混じる 瓦が混じる

2 黄褐色 ングレト ややあり 炭が層離面に集中する    D~■ 0

S-239

層名 土  色 土 性
土   質

備    考
粘性 しまり

I 暗褐色    10YR3/4 シルト 弱 あ り Ⅳ層が小ブ IElッ ク状に混 じる 瓦が混 じる

S-242

層 名 土  色 土 性
上   質

備    考
粘イ性 しまり

I 明黄褐色 10YR6/6 シル ト 黄橙色上の小ブロックが混じる

2 黒 色 10YR2/1 ン,レ ト

3 明黄褐色 10YR6/6 絲上密シル ト

4 黄橙色 10YR7/8 /11土質シルト 径 5cm程の凝灰岩プロックが混じる

S-152

層 名 土  色 七 ′性
上  質

備    考
粘性 しまり

1 にぶい黄褐色 10YR5/4 シル ト ややあり あ り 小礫と岩盤ブロックが混じる

2 黄 色 25Y3/8 砂質シル ト な し ややあり にぶい黄褐色 (10YR5/4)が少騒混じる 14× 10cmの礫 2点混じる 瓦が混じる

3 黄褐色 10YR5/6 砂質シル ト あ り ややあり 岩盤プロックと中礫が混じる

S-237

層 名 土  色 土  性
土  質

備    考
粘性 しまり

1 IB色        17 5YR4/4 rII上質シルト あ り ややあり Ⅳ層大ブロック状が多量に混じる 瓦が混じる

5-197

層 名 土   色 土 性
士  質

備     考
粘性 しまり

黒褐色 7 5YR3/2 シァレト ややあり な し 炭 と焼上がプロック状に多量に混 じる
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Y=2′375

+X=呵 94コ 60

+X=判 94コ 62当

う

／

／

ド 982m卜 9馴 m

2m

仰/59

層 名 土  色 土 性
土  質

備    考
粘 性 しまり

1 明黄褐色    10YR6/6 シァレト ややあり ややあり 岩盤ブロックが多盈に混 じる

S-230

屠 名 土   色 土 性
土  質

備    考
粘 性 しまり

1 黄褐色    10YR5/8 粘土質シル ト あ り あ り Ⅳ層大ブロックが多量に混じる

層名 土  色 上 Tt
土  質

備    考
粘性 しまり

1 黄褐色    10YR5/6 シフレト あ り ややあり 岩盤ブロックが少量混じる

S-45

層 名 上  色 土 性
上   質

備    考
粘 性 しまり

I 黄褐色 10YR5/6 ン,レ ト ややあり ややあり 明黄褐色 (10YR7/61土 が部分的に混じる 炭がうすく帯状に堆積する

屑 名 上   色 土 性
土   質

備    考
粘 性 しまり

1 褐 色 10YR4/6 ンルト 弱 弱 瓦が混 じる

2 明黄褐色 10YR6/8 シルト ややあり 弱 Ⅳ層がプロック状に混 じる

遺構 層位 瓦 (点数 ) 瓦 (重量 :宜 ) 外国産陶磁器 国産陶磁器 土師質土器 瓦質土器 金属製品 石製品 木型品 その他

2 2

7

S‐ 151

〕

7

合 計

1 50(

〕 4 30(

合 計

S-229

2.38( 1

1

2

合 計 1

S-237 11

第 228図  S‐50土坑ほか 平面・断面図 (2)η /50
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第 229図 S-48柱穴 断面 (東から) 第 230図 S-239土坑 断面 (北から)

第 231図 S-242柱穴 断面 (南から)

第 233図 S-151土坑 断面 (西から)

第 232図 S-48・ 50。 151・ 152土坑 検出 (西から)

第 234図 S-152柱穴 断面 (南から)

第 235図  S-230。 237・ 242柱穴 検出 (東から)
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ゝ
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4!

蜂
攀 !薙

第 237図 S-197土坑 断面 (西から)

第 239図 S-50柱穴 断面 (南から)
第 240図 S-50。 152柱穴 完掘 (東から)

第 242図 S-229柱穴 断面 (西から)

第 238図 S-197土坑 完掘 (西から)

S-45土坑 断面 (北から)

第 243図  S-50。 152柱穴ほか全景 (北東から)

２

　
　
　
■

第 244図 S-230・ 237柱穴ほか全景 (封しから) 67



Y=2,364

十

当Ｓ・‐６８④
Y=2′ 369

+X=引期 62

礫

十X=J94押 64

Ｓ
・
‐７２

／

／

卜J生 985m 当 ク  1 醇と985m   ―¬ 卜 980m

�
S-166

れ    崖 980m

以
S-204

2m

伸/59

S-167

層 名 土   色 七 性
土  質

備    考
粘性 しまり

1 褐色        110YR4/4 シアレト な し あ り 亜炭 と岩篠が湿 じる

層 名 土   色 土 性
土   質

備     考
粘イ性 しまり

羮橙色 10YR7/8 シフレト ややあり あ り 小礫が混 じり、岩盤ブロックが多量に混 じる

2 明黄褐色 10YR6/8 粘 土 ややあり あ り 小礫 と岩盤ブロックが隻景に混 じる

3 明黄褐色 10YR6/8 シ,レ ト あ り ややあり 岩総ブロック

層 名 土   色 と イ性
土  質

備    考
粘性 しまり

灰黄褐色 粘土 あ り ややあり 酸化鉄斑がみ られる

2 明黄褐色 2 5YR6/8 シ,レ ト ややあり ややあり 岩盤ブロックが混じる

層 名 土   色 土 性
土  質

備     考
粘性 しまり

1 にぶい黄褐色 10YR5/4 シァレト あ り あ り

2 褐 色 ややあり ややあり 小礫 と岩盤ブロックガヽ片が少景混 じる

S-165

層 名 上   色 土 性 備     考
粘性 しまり

1 灰褐色 シルト な し あ り 小礫が混 じる

S-204

層 名 土  色 上 性
土   質

備    考
粘 性 しまり

1 1褐色 ン,レ ト ややあり S4214積 上3層上面から検出

遺構 層 位 瓦 (点数 ) 瓦 (重蛋 :宜 ) 外国産 ifJ磁器 国産 14j磁器 と師質土器 瓦質土器 金属製品 石製品 木製品 その他

2 J

1 1

合計 3 〕

3

S-168 2

1 J

673(

合 計

5
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第 245図 S-168土坑ほか 平面・断面図 (1)1/50



Y=2,366

十

習

181

七

岸 983m 降 986m
土¬ Y=2′ 368

+X=呵 94′162れ

%
れ

S-207  ■
F

+X=引 94コ 64

S-181     s-211

当 1  ド
1934m

以
S-207

0 2m

(1/59

厨 名 !上   色 土  性
上   質

ll     考
lld性 しまり

1

明茨褐色 10YR6/6
班状に混在

|と褐色 10WT5/6

層 名 上   色 i ‖ll
土   質

備    考
料i‖士 しまり

1 明員褐色 10YR6/8 シ,レ ト ややあり 岩継プロック

2 黄褐色 10YR5/6 シル ト

S-207

層 名 上  色 士  性
三卜  質

備    考
米与lVl しまり

褐 色 10YR4/4 粘土質シル ト
況在 上部に小～中礫が混 じる 瓦が湿 じる

黄檜色 10YR7/8 粘土質シル ト

第 246図 S-168土坑ほか 平面 。断面図 (2)1/50

第 247図 S-165土坑付近 検出 (南から) S-167土坑 断面 (南から)

第 250図 S-166土坑 断面 (南から)

一
■
麟

聾
■

一

第 249図 S-168柱穴 完掘 (南から)
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第 252図 S-172柱穴 断面 (南から)

第 253図 S-165土坑 断面 (南から) 第 254図  S‐204土坑 断面 (南東から)

第 255図 S-211土坑 断面 (西から) 第 256図 S-211土坑

第 258図 S-181柱穴 完掘 (北から)
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第 257図 S-181柱穴 断面 (北から)



第 259図 S-207土坑 断面 (西から) 第 260図  S‐207土坑 完掘 (西から)

+X4期団
Y=2′370

+

+X4卸 64

卜 9&2m

み

口/59
S-235

層 名 土  色 土 性
土   質

備    考
粘性 しまり

1 明黄褐色    10YR6/8 シ,レ ト ややあり 基本層及び黄褐色 (lllYR5/6)上 がプロック状に混じる 径 5～ 10cmの 礫が混じる

層 名 土  色 土 性
土   質

備    考
粘性 しまり

1 明黄褐色 10YR6/8 シアレト な し Ⅳ層がプロック状に混 じる 酸化鉄斑がみ られる

2 明美褐色 10YR6/6 シ,レ ト な し

第 261図 S-35土坑ほか 平面・断面図 (1)V50
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隣9開m
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Ｊ引

Ｓ
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２ｍ均   隣

S-177

層 名 土  色 土 性
土  質

備    考
粘 性 しまり

1 黄褐色 10YR5/8 シ,レ ト ややあり ややあり 野
本層黄橙色 (10YR3/81土がプロック状に混じる 炭が帯状にうすく堆積し互層状になってし

2 明褐色 7 5YR5/6 粘 土 あ り ややあり 柱rR跡

3 明策褐色 10YR6/8 粘 土 あ り あ り
プロック状に混在 明褐色粘上が霜降 り状に少量混 じる

にぶい黄糟色 粘 土

層 名 土   色 土 性
土  質

備     考
結性 しまり

1 明蓋ITJ色 25Y7/6 シアレト 黄褐色プロックが混じる

2 にぶい黄褐色 シ,レ ト

3 周色 10YR4/6 シ,レ ト

4 明黄褐色 フロック状

S-35

層 名 上   色 土  性
土  質

備    考
粘性 しまり

1 明黄褐色 10YR6/6 シ,レ ト な し ややあり 炭が粒状に混じる

2 明掲色 10YR4/4 粘土質シル ト ややあり 1層 との屑離面に炭が層状に堆積する

S-235

層名 土   色 土  性
土  質

備     考
粘性 しまり

1 周色      17 5YR4/4 シル ト質粘土 あ り あ り Ⅳ層大ブロックが多曇に混じる 上部に暗褐色粘土質土 (Ⅱ d層 )が少壁混じる

層 名 土  色 土 性
土  質

lill   考
粘性 しまり

1 黄橙色 10YR7/8 砂質シル ト な し あ り 基本層主体

2 褐色 10YR4/6 シアレト ややあり 炭がわずかに混じる 底面に軒丸瓦 (三 巴文 )

S-177

屑 名 土   色 土 性
土  質

備    考
粘性 しまり

1 黄褐色 10YR5/6 シ,レ ト ややあり あ り 岩盤ブロックガヽ片、ガヽ襖が少晶混 じる 瓦が混 じる

S-206

層 名 土   色 土  性
土  質

備    考
粘性 しまり

1 明黄褐色 10YR7/6 砂質シル ト な し あ り 岩盤ブロックが混じる 砂が少量混じる

2 明黄褐色 10YR6/8 シルト な し あ り

S-217

層 名 土   色 土 性
土  質

肺    考
粘 性 しまり

1 婚褐色      110YR3/4 シルト質rlJ上 あ り
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第 262図 S-35土坑ほか 平面・断面図 (2)1/50



第 10表  S‐35ほ か出土遺物集計表

魁構 用 位 ■ (点数) 瓦 (重量 :宜 ) 外 ]産 lltl磁器 橿l産 陶磁器 上師質土器 瓦質土器 金属製 I早 1 石製Πl 木製品 その他

S-35

1

2 13 3 1

合√|
13 4 1

S‐ 47 4710

S‐ 206 8

S-217 1 1

帝

　

　

一
、・

一

．
　

Ｉ

■
―

一

第 263図 S-243柱穴 断面 (西から) 第 264図  S‐243柱穴 完掘 (西から)

第 265図 S-35土坑 検出 (南から) 第 266図  S‐35土坑 断面 (北から)

第 267図  S‐217・ 235土坑 断面 (西から)

とlt i工 i:4■ ■ ‐
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第 268図  S‐ 46・ 47ホ主穴

つ
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７
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第 269図  S‐46柱穴 断面 (南から)

S―200

確】
6F過貯

Y=2,369

隣

+X=判 94押 68

卜9&6m

0

仰/S9

岸 984m れ    卜 986m

以
S-162

れ    卜 9&8m

�
S-159

第 273図 S-51根切 りほか

当 卜 9&6m れ

卜 986m

斡
S-160

角     ド 987m

以 2m

S-158

平面・ 断面図 (1)1/50

第 270図  S‐46・ 47柱穴、S-146土坑 (東から)

第 271図 S-206土坑 検出 (南東から) 第 272図 S-206土坑 断面 (南西から)

S-195
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Y=2,364

+
Y=2,368

+X=判 94コ 65

十 X=引 94コ 67

Ｆ

　

　

ｍ

峠鋸6m■ 庄 981m

仰/59

S-164   S-163

当   時 983m

斡
S-199

層 名 土   色 土  性
土   質

備    考
粘 性 しま七

嗜褐色      110YR3/4 ンルト 弱 ややあり 径 5～ 15cmの 礫 と木端石が混 じる 瓦が混 じる

S-233

層 名 と  色 土  性
土  質

備    考
粘

′VI しまり

1 黄褐色     10YR5/8 シルト ややあり ややあり Ⅳ層がブロック状に混じる 径 5～ 15cmの礫が混じる

S-162

層 名 土  色 土  性 備    考
粘 lt しまり

明黄褐色    10YR6/6 倍質シル ト あ り ややあり 亜炭粒、小礫が混 じる

層 名 上  色 土  性
土   質

備    考
粘 性 しまり

1 褐色      10YR4/6 シルト あ り あ り 中礫、瓦が多量に混 じる

S-16¶

層名 土   色 土  性
土   質

備    考
粘 性 しまり

1 にぶい黄褐色 lCIYR5/コ シルト ややあり あ り 岩盤ブロック、礫、瓦が混じる 漆片がわずかに出t
2 にぶい黄褐色 10YR5/3 シルト ややあり ややあり 岩盤ブロック、小礫が混 じる

S-195

層 名 土   色 土 性
土   質

備     考
粘 性 しまり

I 暗褐色 10YR3/4 シアレト ややあり な し 径 15～ 25cmの 礫 と多量の瓦が混 じる

2 にぶい黄褐色 10YR5/J ンルト質結土 ややあり Ⅳ層がブロック状に混 じる

層 名 土   色 土  惜
上   質

備    考
粘性 しまり

I にぶい黄褐色 10YR5/4 粘 士 ややあり ややあり 岩盤ブロック、炭が少量混 じる

2 明黄褐色 10YR6/6 ン,レ ト あ り ややあり 岩催ブロックが混 じる

第 274図 S-51根切りほか 平面 。断面図 (2)1/50
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S-158

層 名 土   色 土 性
土   質

備 考
粘 性 しまり

1 褐色 10YR4/6 シルト ややあり あ り 炭が混じる

2 黄褐色 10YR5/6 粘 土 あ り ややあり 礫、瓦が混 じる

3 にぶい黄褐色 10YR5/4 粘 土 ややあり ややあり 岩盤プロックが混 じる

S-178

層名 土  色 土  性
土  質

備    考
粘性 しまり

にぶい黄褐色 粘土 大 ややあり 岩盤プロック、Jヽ礫、瓦が混 じる 炭が少量混 じる

S-163

層 名 土  色 上 性
土  質

備 考
粘性 しまり

1 褐色      10YR4/4 粘質シル ト ややあり あ り 岩片、小礫が混 じる

層名 土  色 土 牲
土   質

備 考
粘 性 しまり

1 黄褐色     10YR5/6 シグレト な し あ り 小礫が混 じる

S-200

層 名 土  色 土 性
上  買

備 考
粘性 しまり

1 掲色 シル ト質粘土 ややあり 径 10～ 15cmの礫が混 じる

2 黄褐色 シフレト あ り S42堆積上がプロック状に混じる

S-199

層名 土  色 土 性
土   質

備 考
粘性 しまり

1 褐色        110YR4/4 シァレト ややあ七

第 9表 S-51ほか出土遺物集計表

遺構 層位 瓦 (点数) 瓦 (重量 :宜 ) 外国産陶磁器 国産陶磁器 土師質土器 瓦質土器 金属製品 石期品 木製品 その他

4,24( 1 1

1 160(

合副 624( 1 1

1

1

合計

60(

5セ 7,66( 1

〕

合.IH 1923( 1

11 1

S-178

5,96(

合 計 1

1
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S-162・ 163・ 164土坑 断面 (南東から)

断面 (南から)

第 276図 S-158・ 159・ 160・ 161土坑 完掘 (北東から)

第 277図 S-195土坑 完掘 (南から) S-159土坑

第 279図 S-178柱穴 完掘 (南から)

第 281図 S-200柱穴 断面 (南から) 第 282図 S-200柱穴 完掘 (南から)
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Y=2′ 374

+X=■ 94465

卜 986m

「

　

当

|

ド 985m

十 X=呵 94コ 68

卜 9&4m

「

当 当

S-189 断面 D

S-148   S-142

駒      ド生982m

第 284図  S‐218柱六付近
(南から)

全景

S-142

層 名 土   色 土  性
土   質

備     考
粘性 しまり

1 褐 色 10YR4/6 シルト 弱 弱 径 15cmの 礫が混 じる 瓦が混 じる

2 黄褐色 10YR5/6 シルト あ り

層名 土   色 土  性
土   質

備    考
粘 性 しまり

1 明黄褐色 1 10YR6/8 ン,レ ト Ⅳ層がブロック状に混じる 径10cm程の礫が混じる

層 名 上  色 上  性
土   質

備    考
粘 性 しまり

1 明黄褐色 10YR6/8 シァレト ややあり Ⅳ層を主体 とするブロック

2 にぶい黄褐色 101FR5/4 シルト ややあり 径 5～ 10cmの傑が混 じる 底面に瓦

S-188

層 名 土  色 上 性
土   質

備    考
粘性 しまり

1 にぶい黄褐色 10YR5/4 シル ト Ⅲ e層が主体

2 PII trH 10YR4/4 ンルト ややあり 弱 瓦が混 じる

層 名 土  色 土 性
土   質

備    考
粘性 しまり

1 黄褐色 10YR5/6 シル ト質粘 と あ り あ り Ⅳ層がブロック状に少量混じる 炭が層状に混じる

2 黄褐色 10YR5/6 シル ト質粘土 あ り あ り Ⅳ層大プロックが多量に混じる 小礫がわずかに混じる

屑 名 上  色 土  ly4
土   質

備    考
粘 性 しまり

1 明黄褐色 10YR7/6 砂質シル ト な し あ り 黄糟色 (10YR7/8)上 がプロック状に混 じる 瓦が混 じる

2 にぶい黄褐色 10YR5/4 シルト ややあり ややあり 径 2～ 3cmの礫が混じる

78
第 283図 S-142土坑ほか 平面・断面図 (1)1/50



Y=2,370

X=引 94コ65+

X=呵 94〕66+
S-218

0

ドー 986m

伸/5⑪ 斡
S-36

S-218

層 名 土   色 上 性
土   質

備    考
粘 陛 しまり

員褐色     10YR5/6 シルト質粘土 あ り あ り Ⅳ層大ブロックが多量に混じる 暗褐色 (10YR3/4)粘 土質土が部分的に混じる

S-219

層 名 土   色 上  性
土  質

備    考
継性 しまり

I 暗褐色    10YR3/4 シルト質粘土 あ り あ り Ⅳ層がブロック状に多量に混 じる 黒褐色 (10YR2/3)粘土質土が部分的に混 じる

S-189 四千顧百E

掴 名 土  色 上 ′
隆

土  質 fi    考
粘 性 しまり

1 褐色 シァレト 径 3～ 5の礫が混 じる

2 にぶい黄糟 10YR6/4 シァレト な し あ り Ⅳ層のブロックが主体

S-238

層 名 土   色 土 性
土   質

備     考
粘性 しまり

1 黄褐色 10YR5/6 シル ト質粘土 あ り あ り Ⅳ層大ブロック状が多重に混 じる 上部に黒褐色 (10YR2/3)粘 土が層状に混 じる

S-36

属 名 土   色 上 性
土   質

備    考
粘 性 しまり

1 黒 色 10YR2/1 シル ト質粘二し あ り な し 炭が混 じる 底部に焼上が混 じる 水品出上

遺継 層 位 瓦 (点数 ) 瓦 (重量 : 外国産陶磁器 国産陶磁器 土師質土器 瓦質土器 金属製品 石製品 本製品 その他

4 〕 1 (水品 )

4

4

1

合 計 1 4

2 1 1

(

第 285図 S-142土坑ほか 平面 。断面図 (2)1/50

第 287図 S-142柱穴付近 全景 (南から)S-142柱穴 断面 (北から)
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第 288図  S‐ 176柱穴 断面 (西から)

第 290図 S-218・ 219・ 189。 238土坑 完掘 (西から)

第 289図 S-188柱穴・189土坑 断面 (西から)

第 293図 S-41柱穴 断面 (北から)

第 291図  S‐218土坑 断面 (Jとから)

イ
む歳犠“

ェ
立
！

」
上戦

第 292図  S‐219土坑 検出 (西から)

第 295図 S-36土坑 完掘 (南から)
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第 294図 S-36土坑 断面 (東から)
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Ⅷ
S・157

角   隣 98れ  れ   瞬蟻m

¨ 絢
S・39

名   崖.98`市―
飲    ん。

S1149

当 卜 9d飾

「
　
　
鮒
膚名 土  色 土 性

土  費
備    考

雑 しまり

I tBt    i 715YR4/8 粕土 ややあり あ り 岩鰹小プ恒ウク、炭(壌慇二よ 瓦が,昆 じる

S40

層名 土  色 土 性
土  質

備    考
雑性 しま,

1 要鎖喝確ヒ      1 10YR5/8 シルト な し ややあり 基瓶騒♪ブロック状に温じる .径 8～ 5cmの験が温|じる

S‐39

層名 上  色 土 牲
土  質

備    考
粘性 しまり

1 明衰縄色 10YR6/6 砂質ンル ト 露 ややあり こプロツタ状に混じる 繰、瓦が漫じる

2 にぶい衝色― 10YR5/4 シルト 韓 おり 弱 上部に礁 瓦が澄じる

S‐33

層名 土  色 土 牲
土  質

備
―
   考

粘性 しま,
ユ 絶        1 10YR4/6 シルト質活土 ややあり 調 径 4～ 10cmの 碑が漏 じる 炭が底面にわずかに盪 じる

S‐1149

層名 上  色 上 性
土  質

備    考―

 X  t L しまり

1 掏色 7 6YR4/4 砂質シルト な し な し 蘭礫、岩盤プコッタ、焼土が混じる 瓦が多量r湧 ける

2 浅黄色 5Y7/4 岩鑑プロック なと あ り 瓦が少量混じる

第 296図  S‐ 457上坑ほか 平画・ 断面図 (1)1/50
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1上 9ЯOm 角 牌 loo om

m/59

S-53

層名 土   色 土  性
土  質

備    考
粘 性 しまり

I 暗褐色 10YR3/3 粘土質シル ト あ り な し にⅡd層 が入り込んだ状況暗黄褐土及びにぶ�
廃 鉄義

のブロックが多量に混じる 礫、瓦が多
量に混じる 柱抜き取り穴にⅡd層が入り込A

2 明黄褐色 10YR6/8 粘土 あ り あ り プロック状に混在

にぶい黄精色 10YR6/判 粘 土

層名 土   色 土 性
土   質

備    考
粘 性 しまり

I 暗褐色 10YR3/4 シルト 弱 弱 瓦が多景に混 じる

2 黄褐色 10YR5/6 シアレト 弱 弱 Ⅳ層を主体 としたブロック

層名 土  色 土  性
土  質

備    考
粘″VL しまり

I 明黄褐 10YR7/6 シルト Ⅳ層を主体 としたブロック

2 黄褐 10YR5/8 シフレト 底面に小礫が堆積

層名 土   色 土  性
土  質

備    考
粘惟 しまり

1 宝褐色      1 10YR5/8 粘 i あ り ややあり

遺構 層位 瓦 (点数 ) 瓦 (重量 :真
: 外国産陶磁器 国産陶磁器 土師質土器 瓦質土器 金属製品 石製品 木製品 その他

220 2264(

21

合計

1

12,15( 1 1 1 1

合]「 1

1289(

1

2

合 計

13

第 297図 S-157土坑ほか 平面・断面図 (2)1/50

第 298図 S-157土坑 断面 (南から)
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第 299図 S-157土坑付近 全景 (南から)
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第 300図 S-40土坑 断面 (1とから) 第 301図

第 302図 S-39柱穴付近 全景 (北東から)

第 304図 S-53柱穴 断面 (】とから) 第 305図 S-49柱穴 検出 (西から)

第 306図 S-190溝跡 完掘 (東から) 第 307図 S19¶ 土坑 断面 (西から)
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第 308図  S‐ 53・ 191土坑 完掘 (北から) 第 309図  S‐ 144上坑 断面 (Jヒ東から)

第 310図  9・ 10T南東部検出 (南から) 第 311図 9。 10T南東部全景 1

(南から)

第 312図 9。 ηOT南東部全景 2

(南から)

第 10表  1区 9・ 10ト レンチの基本層出土遺物集計

層位 瓦 (点数 ) 瓦 (重量 外国産陶磁器 国産 lltU磁器 土師質上器 瓦質土器 金属製品 石製品 木盤品 その他

I 10,591 921,685 0 7(水品)

Ia 20,32( 1 0

Ib

7284 63702( 10 7 2 3(欧ガラス)

609Z 526902 71 7 0 1 18(水品 )、 2(欧ガラス)

4136 3722551 1268 55G 5 165(水 品 )、 5(雲母 )、 4(欧ガラス )、 2(上型品)

135〔 13383( 12 1 1 180(水 晶 )、 4(雲母 )、 1(欧 ガラス)

15,59〔 1.432,434 103(水 晶)、 1(雲母)、 20(欧ガラス)、 1(土製品)

5,24( 582,915 6 (水品)

9,13〔 846,425 3 1(水晶)、 1(欧ガラス)

D 688,787 79 10(水晶 )、 8(雲母 )、 2(欧ガラス)

49535 7 コ 2

92722 11 〕 4 と(水品 )、 1(雲母 )

コ 7167( 1 1 5 I(雲母)

Ⅲ 24,53( 3 I 1

81,75( 1(水品)

Ⅲ b 98,36( 21 3 4 2(水晶)

Ⅲ c 12,13〔

Ⅲ d 1568(

Ⅲ f

地山直上 1 3,30C 0 1

層不明 2,651 251,63( 1 2 10(欧 ガラス )、 1(土判品 )

カクラン 78,45C 12 2 I

合計十 11242【 10302435 5,396 1,643 497(水品 )、 43(欧ガラス)、 20(雲母)、 4(t製
『

:)
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4。 本丸平場の調査

(1)調査概要

石垣解体工事に伴い、石垣上部の平場部分に掘削が及ぶため発掘調査を行った。大部分は石垣解体工事前に調査

を行ったが、工事の進捗に伴い新たな掘削箇所が生じる場合があったため、その都度追加調査を行っている。以下、

平場の西から東の順に調査区ごとに記述する。

(2)3区

3区は、石垣西部の東脇櫓台石垣の上部に設けた調査区である。調査区内を A～ I区の 9か所に分け、表土を除

去し、石垣裏込を検出した。東脇櫓台石垣は天端石材の大部分が欠損している。調査では、櫓跡や塀跡等に関わる

遺構は発見されなかった。

櫓台石垣の裏込石の下層に、Ⅲ期石垣に伴う盛± 1が分布し、その上面には白色粘土層 (盛± lA)が分布して

いる (第 36図 )。

X=-194′ 150

Y=2′ 250

第 313図 3区の位置 1/1000

第 314図 3区調査前空撮 (北から) 第 315図 3区調査前空撮 (西から)
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3F区

3G[Σ

山上
31区   __

Ｏ

〓

Ｎ

２
′
―

‐

ト
Ｍ

Y=2,250
-  |

Y=2,260 Y=2,275

|

14

-X=-194,170

15

~X=-194175

16

¬ =-19・ 180

17

-X=-194′ 185

18

-X=-19■ 190

19

-X=-194′
195

|   |
第 316図 3区調査区配置図 1/200

― X=-19■ 205
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静

卜 1180m

―――判 170m

れ 卜 1174m

3A 区北壁
31区ベル ト

卜 1171m
―――司170m

――引160m

150m

3D区べ,レ ト

0

13-1044

て/
7 【

ヽ` ｀
ク

2m

伸/5①

3A区北壁

Fyl名 L  色 「: ‖十
L  質

考
h与 性 しまり

1 衣 1

2 呼褐色 10YR3/4 ンフレト な し な し 瓦が少量混 じる

明 )〔 褐色 �i L質 シルト ややあり な し

りlよt褐色 粘 |:質 シル ト あ り ややあり 径 5cm程の礫が少量淮どじる

4 にぶい丈褐色 10YR5/4 粘 上蜜シル ト あ り な し 径 10～ 20cmの礫、20cm Tlの 本端石が夕hと に混じる

5 径 20～ 30cmの本端石か らな り、すき間が多し

6 羮褐色 10YR5/8 胤 L質 シル ト あ り あ り イモ10～ 30 cmの 礫が多く、部分的に上がみられる

7a 員褐色 糀十質シル ト あ り あ り 径 5cm TEの 礫が少駐liLじ る

にぶいよt褐色 10YR5/4 粘 L蜜 シル ト あ り あ り 径 5cm程の礫が少革壮とじる

7c オリーブ褐色 25Y4/6 Wi:質シルト グライ化している

け]褐 色 7 5YR5/8 シル ト質�i■ あ り あ り 径 5cm経のlIXが 多颯に混 じる 酸化鉄の集 ritが 見 られる

7e ‖汗棚色 10YR3/4 粘 L質シル ト あ り な し 径 5～ 15cmの機が多量に混 じる すき間が多し

径 20～ 30cmの 本ケ‖石  すきILlが 多い。

Ⅲt褐色 10YR5/8 シルト質l ll「 あ り あ り イモ10cm fIの 礫が少量混じる

31区ベル ト

屑 名 a.l査 ‖手のサW名 | 色 [:性
I 質

考
しまり

I 表 I

D 夢【褐色 10YR5/6 沐1上質シル ト ややあり な し 径 5cm程の傑が少壁混 じる

3 り1止褐色 10YR6/6 ‖i士質シルト あ り あ り 径 5～ 10cmの 礫を少 駄混 じる 酸化鉄斑が少星み られ る

4 Ⅳ にぶい)t褐色 10YR5/4 l rJ:質 シルト あ り な し 径 10～ 30cmの礫が多く、すき「llが 多く !:は少景である

屑 竹 nl介 時の屑名 | 色 Ji ‖t
L 質

備 考
しまり

|

2 2

3 3 りけ【lLJ色 10YR6/6 lr li質 シル ト ややあり ややあり 年 5～ 20cmの礫が少 fl混 じる

4 4 にぶい拭rLJ色 10YR5/3 鶏上L質 シル ト ややあり な し 径 10～ 30cmの礫と木瑞石が多景にととじる

よt樹色 10YR5/8 米I!衡シル ト ややあり ややあり 径 10～ 30cmの礫が多埜に淮とじる

礫のみの屑

にぶいザt檸色 10YR6/均 あ り な し
ケぶЪ質〕狙鴇8喀外ま給壱

ヽ lld/1/N量であり、灰白色～にぶい員橙色の粘土ブロッ

褐 色 10YR4/6 �iに 質ンルト あ り な し 径 10～ 30cmの礫が多星に混 じる

7 7 径 15～ 30cmの木端石の層

8 8 色褐ｊｌ‐ 10YR5/6 粘 |:質 シル ト あ り ややあり 径 5～ 10cmの 礫が多重に混 じる

9 9 Ⅲ〔褐色 10YR5/8 シル ト質�Fl あ り あ り 居盤の細粒が多工に混 じる 径 5cm程の礫がごく少 虻況 じる 陵化欽)上がみられる

I I 喘褐色 10YR3/3 シル ト 現表 上 小礫、木端石、ガラスビン片が淀 じる

ィィと上11 Ⅲ BI

“

t拙色 10YR5/6 �i■質シルト 径 10cm程 の礫が多 く混 じる 瓦が混 じる

イ痣 ti1 2 Ⅲ B2 褐色 10YR4/6 llに質シルト 小礫が混 じる

盛 L13 Ⅲ B3 Ⅲl褐色 10YR5/6 【イ| 1/粒 が移 く混 じる 小礫がまばらに混 じる

第 317図  3区断面図 (1)1/50
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第 320図 3区南半 調査前 (北から) 第 321図 3区南半 全景 (北から)

第 322図 3区南半 全景 (北東から) 第 323図 3区南半 上面 (北から)

第 324図 3E・ F区 調査前 (南から) 第 325図  3E・ F区 全景 (南から)

第 326図 3E～ I区 調査前 (南西から) 第 327図 3E～ I区 全景 (西から)
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第 328図 3G区 調査前 (南から) 第 329図 3G区 全景 (南から)

第 330図 3E～ I区 調査前 (東から) 第 331図 3E～ I区 全景 (東から)

第 332図 31区 調査前 (西から) 第 333図 31区 全景 (西から)

第 335図 3区 遠景 (東から)第 334図 3区 違景 (南東から)
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第 336図 3A区北壁 (南東から) 第 337図 3A区北壁 部分 (南から)

第 338図 3D区ベル ト (東から)

3D区ベル ト 石垣前面 (南から)

第 339図 3D区ベル ト 部分 (南から)

ヽ
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聰マ挙
―
丁ず

′く  ヽ   ,     t

葺|.Iプ Ⅲ
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第 340図

載 マ

■1

■
" イ

:|!iit:

|.:ゞ

第 341図 3E区北壁 (南から)

第 342図 3G区北壁 西半 (南から) 第 343図 3G区北壁 東半 (南から)
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第 344図 3G・ H区西壁 遠景 (南東から) 第 345図 3G区西壁 石垣前面 (東から)

第 346図 3G区西壁 (東から) 第 347図 3H区西壁 (東から)

第 349図 31区ベル ト 部分 (1)(東 から)

第 348図 31区ベル ト (東から)

第 350図 31区ベル ト 部分 (2)(東 から)
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(3)4区

①調査概要

4区は、東脇櫓台石垣の周辺部に設けた調査区である。石垣 A面からH面にかけて 4E区、I面前面に南から北

へ 4A・ BoC区、」面前面を 4D区 とした。調査の結果、4A・ E区を中心に土坑・柱穴等の遺構が発見された。

②基本層序

4E・ A区では表土下に部分的にⅡ層が分布するが、大部分はV層の白色粘土層が分布している。4A区の北半で

は盛± 3が分布し、4B区では盛± 2が、4C区以北には盛± 1が分布している。4E区の遺構はV層上面で確認し

ている。4A区の柱穴、土坑、溝跡等の遺構はV層及び盛± 33も しくは盛± 3-4上面に分布しており、その他の

盛土層でもピットが検出されている。

194′ 150

第 351図 4区の位置 1/句 000

第 352図 4A区調査前 (北から) 第 353図 4A・ E区調査前 (】しから)
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16

-一―X=‐ 19■ 180

17

-――X=i19■ 185

18

-― Xと 19■ 190

19
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20

‐ X=‐

21

X=-19■205

Y=2′ 250

|

L     =1260    M
Y=2,265

|

B面

|

9/20ω

第 354図 4区調査区・グリツド配置図 1/200
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盛± 1・ 2
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「

一

4C区北壁

層 名 調査時の層名 土   色 土  性
土  質

備 考
粘14 しまり

Ia 〔a 黒褐色 10YR2/3 シ,レ ト 現表土

Ib 掲色 10YR4/4 シルト 盛「ととの こ部が動かされた層か

盛± 1 Ⅲ B■ 糊色 10YR4/6 シル ト質粘士 小礫がまばらに混 じる 瓦が混 じる

盛上 21 ⅡB2 明黄褐色 10YR6/6 シル ト質粘土 凝灰岩粒及びプロッが斑状に混 じる

イ蕗上 22 ⅢB3 黄褐色 10YR5/6 シル ト質粘土 礫がわずかに混じる

膵± 23 Ⅲ B電 景褐色 10YR5/8 納上質シル ト 下部に径 5～ 10cmの 礫が面的に混じる

隣 何64m

――-1160m

4B区西壁

第 355図 4C区】ヒ壁・4B区西壁断面図 1/50

伸/59

妻3K 盛35

層 名 調査時の層名 土   色 土  性
上   質

lFil 考
粘 性 しまり

Ⅱ a 黄褐色 10YR5/6 シアレト 径 5～ 10cmの礫が混じる

貢褐色 10YR5/6 粘土質ンル ト 径 5～ 10cmの礫が多壁に混 じる

盛上 21 Ⅲ A■ 黄褐色 10YR5/8 粘 上 i橙色及び灰色の凝灰岩が粒及びブロックで混 じる

盛± 22 ⅢA2 褐色 10YR4/6 シ,レ ト 黄褐色上が筋状に混 じる 凝灰岩が粒及びプロックで混 じる

盛± 23 ⅢA3 褐色 10YR4/4
粒状でとと在 している

黄褐色 10YR6/8

盛± 24 Ⅲ Aコ 吹オ リーブ色 5Y6/2 凝灰岩ブロック 亜炭が混 じる

盛 L34 ⅢB 3 現黄褐色 25Y6/6 シアレト

盛± 35 ⅢB 4 焚褐色 10YR5/8 結 士

盛上 36 ア 褐 色 10TR4/4 hl土質シルト :褐色上が層状に湿じる

盛± 37 イ 競褐色 10YR5/6 シ,レ ト

盛± 38 ウ 褐色 10YR4/6 粘土質シル ト

IV 就褐色 10YR5/6 砂質粘土 褐色上が筋状に混じる

V■ オ 明黄褐色 10YR6/6 粘士

V2 カ 淡黄色 25Y8/3 甲i土

V3 キ 灰白色 25Y8/2 砂、小礫が混 じる
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名

　

一
さ▼_一 ――――

盛 31

4A E至ハミ,レ ト

第 356図 4B区南壁・4A区ベル ト断面図 1/50

-1150m

盛 37
井

ド 当 160m

3-3

盛 37

-1150m

2m

仰/50

48区南壁

層 名 調査時の層名 土  色 土  性
土  質

備 考
粘性 しまり

I I にぶい黄褐色 10YR5/4 シ,レ ト 小Ek、 瓦が混じる

掘り方 B 明黄褐色 10YR6/6 粘土質シル ト 小篠・ 瓦が混 じる 上部にガラスが混 じる

盛± 31 Ⅲ B■ 掲色 10ЧR4/6 粘土質シル ト つよし 炭が少量混 じる 凝灰岩の小プロックがまばらに混 じる

盛上 32 Ⅲ B2 黄褐色 10YR5/8 粘土雪シル ト つよ� 丈粒、酸化鉄粒がまばらに混じる 非常に硬くしまる

盛± 34 Ⅲ B‐3 明黄褐色 25Y6/6 粘上質シル ト つよ� 炭粒、凝灰岩粒がまばらに混じる 層上部に酸化鉄集積のラインがのびる 一部グライ
fヒ

盛± 35 ⅢB4 黄褐色 10YR5/8 粘土 つよし 黄橙色上が混じる

盛± 37 イ 圭褐色 シフレト 明黄褐色粘上が部分的に混じる 炭がわずかに混じる

膵± 38 ウ 褐色 10YR4/6 粘土質シル ト 策褐色土が混 じる

V■ オ 明黄褐色 10YR6/6 粘土 径 3～ 4mmの 凝灰岩がまばらに混 じる

V2 カ 淡黄色 25Y3/3 粘土

思 名 調査時の層名 土   色 土 性
土  質

備 考
粘″性 しまり

] l にぶい黄褐色 10YR4/3 シァレト な し な し 砂が多量に混じる 礫・ガラスが混じる

盛± 31 2 明褐色 7 5YR5/6 シアレト /fし あ り ブロック状のシル ト 礫、炭、瓦が混じる 盛± 31層に対応

盛± 3‐2 3 圭ネB 10YR5/6 シァレト な し あ り プロック状のシル ト 礫、炭が混 じる 盛± 32層に対応

盛± 33 4 黄褐色 25Y5/3 シルト な し あ り
砂、炭、鉄分が混じる ややグライ化 本来は盛±33層であるが上層に盛土されたた
めにグライ化したものか

盛± 34 5 にポい黄褐色 10YR5/4 シァレト な し あ り 砂、炭が多く混じる 礫が少量混じる 縄文土器 1点出土 石垣構築以前の旧表土か

盛± 37 6 にポい黄橙色 10YR6/4 シ,レ ト な し あ り 明黄褐色 (10YR6/8)粘 |と質シル トプロックが層状に混じる 砂、礫が混じる

盛± 37 7 淡黄色 25Y8/4 シル ト質粘土 あ り あ り 鉄分が少量みられる

V 橙色 7 5YR6/8 シル ト質粘土 あ り あ り 細礫が多量に混 じる
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第 357図 4C区北壁 (南から)

_|1離|
4B区西壁 (東から)

蟹
一

■

褥
一

■
一

第 359図

第 361図 4B区西壁 盛± 2と石垣掘り方の切り合い
(南東から)

第 358図 4B区北壁 (南から)

第 360図 4B区全景 (南東から)

第 363図 4A区ベル ト (束から)
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第 364図 4A区ベル ト 部分 (東から)



Y=2,247

十

Y=2′ 260

+X=司 94却 95

十X引路205

第 365図 4A・ E区遺構配置図 1/100(ア ミは柱痕跡を示す)

◎ 4A・ E区の遺構

A S-260石組溝跡

4E区のV層上面で検出された。切石による石組溝が南から 1.3m延 び、石垣 AH角部で鍵形に曲がり、石垣 A

面に沿って 4m進み、さらに西へ直角に曲がり2m進む。南端及び西端は削平されている。規模は H面前面の断

面 Gの部分で幅 70cm、 深さ 70cm、 石垣 H面をくぐる部分で幅 45cm、 深さ 50cmである。石組は残りの良いと

ころで 2段あり、Ⅲ期石垣石材に類似する間知石状の加工がさ

れた石材が用いられている。石垣をくぐる部分では、石材にほぞ   十

穴があけられている。石垣 A面沿いは縁石が抜かれており、抜

き取 り穴 (S308・ 311・ 309)を検出している。溝の底面には

平たい石が敷かれている。

B  S-1093礎 石

石垣 AH角部では角石が西へ張り出しているが、その下に東西

80cm、 南北 90cmの 平坦な石材が置かれている。周囲には径 5

～ 20cmの玉石が分布 している (S305)。 この付近には本丸詰

門が位置していたことから、門礎石と考えられる。

石垣 I面掘り方
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Yv推引剛98半 隣 1152m

虔 1152m

牌 H i5m

ヽ
_

S-255

Y=2′ 250

+
岸 箇i6m

(1/5ω

Y=2,253

+
1上 11,6m

ドLl15 4m

コ

S-1093礎石

Y=2′247

+X引 94′205
み

れ

断Fi位 置 l・ 名 L 色 しまり 備 考

A・ BoC

I 喘褐色 10YR3/3 シァレト ややあり 表「I=

Ⅱa① り」lt褐 色 10YR7/6 シルト質�iJ あ り |●色粘上がブロック状に .Lじ る ガラス出 li

Ⅱa ② にぶい黄構色 10YR6/4 11た 1: あ り ガラス、プラスチックが混じる
ll b 黄FtJ色 10YR5/6 シルト イ称世側満を取 りはず した際の坐地 と考えられ、瓦が多くl.tじ る

り 〕【褐色 10Y凩 5/6 シル ト あ り な し 白色�i上ブロックが.Lじ る

D

I 情褐色 10YR3/3 伴il:魚 シル ト あ り な し

〕:褐色 10YR5/6 粘 土質シル ト あ り あ り

にポい貰褐色 10YR4/3 粘 :質シル ト あ り な し 本端イf、 瓦を多景にととじる

にぶい共褐色 10YR5/4 糾土 l■ どじりf1/ あ り な し 小傑がごく少量
NILじ

る

デt褐色 10YR5/6 Wi■ 質シルト ややあり あ り 小礫が少量混 じる

にぶい災掲色 10YR4/3 粘 上質 シル ト あ り ややあり
にぶい貰色 25Y6/3 ll L 大 あ り 酸化欽集積、グライ化

甥色 10YR4/4 な し な し 小傑が少丘混 じる

Ⅲt褐色 10YR5/6 シフレト な し な し

にぶい災佃色 10YR4/3 lll i:質 シル ト ややあり あ り 小礫が少 fi淮どじる

コt褐色 10YR5/6 辟iに 質シル ト ややあり な し 木男‖千fが ごく少七tととじる
掲色 10YR4/4 Hl布少 な し な し

違梢 脳 位 瓦 (点数 ) 瓦 (車 ! 外 1司 た障J磁掃 旧産陶磁器 Lll質 |:器 瓦質に,ド 金 l・I処 Iキ ,I イf製 11ユ I 本製子il〕 その他

S‐ 260

131,11 1

1 20,11
,

2 4

4 1

lithi 1 3

合 言 716 1
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第 367図 S-260石組溝跡ほか 平面・断面図 1/50



第 369図 S-260 断面 B(北から)

第 370図 S-260 断面 BoC(北から)

第 372図 S-260 断面 D(北から)

オ黛

第 371図 S-260 断面 C(北から)

第 373図 S-260 断面 E(南から)

第 374図  S‐260 断面 F●ヒから) 第 375図 S-260 断面 G(西から)
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第 376図 S-260 H両 前面全景 (東から) 第 377図 S-260 H面 前面全景 (上が南)

第 379図 S-260 細部 (東から)第 378図 S-260 細部 (西から)

第 380図 S-260 ほぞ穴 (南東から) 第 381図 S-260 ほぞ穴 (南から)

第 382図 S-1093礎石 (上が北) 第 383図 S-1093礎石 (西から)
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第 384図 S-260 AH角 部全景 (東から)

第 387図  S‐260 A面前面全景 (】しから)

第 385図  S‐260 A面前面全景 検出 (東から)

第 386図 S-260 A面 前面全景 完掘 (東から )

第 388図 S-260溝跡と S‐1093礎石 (北から)
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C 礎板石をもつ柱穴 S-296・ 298・ 301

4A区の石垣 I面 に沿って、礎板石を持つ柱穴が新旧関係をもって検出された。新 しいほうから、S296柱穴、

S298礎石、S301柱穴の順である。

S296柱穴は、四角形の柱痕跡が認められ、底面には平坦な石が敷かれ、南北両脇に石材が立っている。

S298礎石は S254土坑の掘り込み中に検出されている平坦な石材であるが、S254土坑と一体のものか、単独

のものかは不明である。しかし、他の礎板石と並ぶ位置にあるため、礎石の可能性を考えている。

S301柱穴は、S299柱穴及び S254土坑の下部で検出され、底面に平たい石材が置かれ周囲に玉石が配置され

ている。

S254、 301、 302、 303土坑は、石垣 正面下に範囲が広がっていることから、石垣 I面構築以前の遺構である。また、

石垣 I面解体下でま1066、 1067、 1068の ピットが検出されている。これらの遺構の北に位置する S257土坑も

石垣の掘 り方より古いことから、石垣 I面構築以前の遺構である。

Y=2′ 255

X=呵 94′199+

石垣 I面掘り方

＼

266

２，２５＋
〓

304

S-302 (51
306

く
だ

第 389図 4A区遺構配置図 1/50(ア ミは柱痕跡を示す)

当 隣 1158m

S-265２９５
ヽ
Ｉ
Ｆ

一ヽ
_J_

S-255

5-293

1 5‐301

０‐

、
ゝ

佃/5①

Y=2′251

+X=引 94′203

十 x=判 94′205

迪構 |!  色 |:‖■
に  質

ll    七
しまり

S‐ 293 にポいⅢlltJ色 10YR5/4 シ,レ ト あ り ややあり Vllがブロック】犬にととじる llk山‖こド十色�i liブロックがとせじる
S‐301 褐 色 10YR4/4 ンルト よわい あ り 径 53cmの 石籾の川,Hに 径 15～ 20cmの礫がある

S-303 明Ⅲt褐色 10YR6/6 l1/質 シル ト よわい ややあり V層がブロック状に ■Lじ る S297、 S292と 似る

S‐ 310 ⅢtlLJ色 10YR5/6 ン,レ ト ややあり よわい

第 390図 土坑群の南北エレベーション 1/50104



Y=2,256

+X=引 94,2団

Y=2,256

+X=引 94′2Ы

Y=2′255

+
S―

+

Y=2,257

+X=引 94,2Ы

十 X=引 94′204

薩

隣相i3m

S-298・ 296・ 301の 関係図

当
BIト

ー司158m

S-298

隣 115,Om

S-301

S-298・ 296平画・ 断面

Y=2,256

+X=呵 94,2田

1生1liSm

崖 1153m

-1150m

2m

(1/5ω

石垣掘 り方

S-254平面・断面

屑 名 土  色 土  性
土  質

備 考
粘性 しまり

1 黄褐色 シ,レ ト ややあり ややあり 小礫、瓦が少景混 じる

2 掲色 シ,レ ト ややあり な し 柱痕跡 一辺が 28cmの 角柱

S-254

層 名 土  色 土 性
土  質

備 考
粘 性 しまり

1 褐色 lII土 質シル ト ややあり ややあり 径 10～ 30cmの礫が混 じる 炭がわずかに混 じる 瓦が混 じる

S-301

層 名 上  色 土 性
七  質

備 考
粘性 しまり

1 褐色        1 10YR4/4 シルト あ り 径 53cmの石材の周囲に径 15～ 20cmの礫がある

遺構 層 付 瓦 (点数) 瓦 (重 量 :R) 外国産陶磁器 国産 Itl磁 器 土師質土器 瓦質「し器 命屈製品 石製品 木製 R・

Hl

その他

S-254

12679 1 1

1 8847 1

合 計 21526 1 1

1 5

1

2 6,679

合 計 8,579 1 9

347(

第 391図 S-296・ 298・ 254・ 301ほか平面・断面図 1/50
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第 392図 4A区 検出 (北から) 第 393図 4A区全景 (北から)

第 394図 4A・ E区全景 (東から) 第 395図 4A区全景 (1しから)

第 396図  S‐296柱穴 四角い柱痕跡 (東から) 第 397図 S-296柱穴 断面 (北から)

第 398図 S-296柱穴 底面の礎板石 (東から)
第 399図 S-296柱穴 底面 (南から)
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|

とII丁 ■
―

第 400図  S‐298礎石 (南から) 第 401図 S-254土坑 断面 (南から)

第 402図  S-254土坑の西側 石垣 I面下 (耳しから) 第 403図 S-254土坑の西側 石垣 I面下 (東から)

第 405図 S-301柱穴 断面 (南から)第 404図 S-301柱穴

第 406図  S-30¶ 柱穴 (東から)
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S296柱穴から約 2m東に位置するμ262柱穴は、平成 16年度国庫補助第 10次調査で KS 315と して再度調

査 した際に、東側に拡張 して底面に石材を発見 (註 1)し たため、礎板石をもつ柱穴と考えられる。石材の中心 ど

うしで計った柱間寸法は、S298・ 262(KS 315)間 が 313cm(10尺 3寸 )、 S301・ 262間が 240cm(7尺 9寸 )、

S296・ 262間が 224cm(7尺 4寸)である。

(註 1)仙台市文化財調査報告書第 285集 「仙台城跡 5-平成 16年度調査報告書 」2005

Y=2′ 258      Y=2′ 259

+ 十X=引 94,204

1ヽ

Y=2F6 Y=2,259

+X=引 94′2Ы

卜 1161m 国庫補助第 10次調査平面図と合成

S-262平面図

層 名 に  色 Lギヒ
上  興

備  考
しまり

1 褐 色 7 5YR4/4 シ,レ ト な し 玉石、木端石が少量混 じる

2 褐 色 7 5YR4/4 粘土質シル ト ややあり 強 い 小礫がごく少量混 じる

3 にぶい黄褐色 10YR5/3 fLI■ あ り 砂、礫が少齢混 じる 酸化鉄集結

S-265

層 名 土  色 土  性
上  質

術  考
粘 性 しまり

1 灰黄褐色 10YR6/2 シル ト な し あ り 酸化鉄集積

2 にぶい焚褐色 10YR5/4 シル ト∞粘土 ややあり あ り

遺 樹 屑 位 瓦 (点数 ) 瓦 (重 量 : 外国産陶磁 2帯 国産陶磁器 LR市質上器 瓦質土器 金属製品 石製品 木製品 その他

1

第 407図 S-262上坑ほか平面・断面図 1/50

第 409図 S-262柱穴 (KS-315)断面
国庫補助第 10次調査

(西から)第 408図  S-262柱穴 断面 (西から)
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D 柱穴・土坑

柱痕跡を持つ柱穴が検出されている。なかでもS-292柱穴とS-297柱穴は、どちらも径が約 80cmの 円形でほ

ぼ中央に径が約 15cmの柱痕跡が認められる。両者の柱間寸法は 225cm(7尺 4寸)である。

Y=2′ 255

+X引 山 157m

隣

μ

十X当94,204

凸 168m

※アミは柱痕跡を示す

2m

絢 劾

1158m

S-257

u/5ω

カート、

292

十X=引 94,204

層 名 土  色 土 性
土  質

備     考
粘性 しまり

1 褐色      10YR4/4 ン,レ ト あ り 径 53cmの 7H材 の周囲に径 15～ 20cmの際がある

層 名 土   色 土  性
土  質

備    考
粘性 しまり

1 明員褐色    10YR6/6 シ,レ ト ややあり ややあり 瓦が混 じる

層 名 土  色 土  性
土  質

備    考
粘性 しまり

1 黄褐色 lllYR5/6 砂質シル ト 径 5cmの傑が混 じる

2 明黄褐色 10YR7/6 シルト質粘士 ややあり ややあり 白色粘上がプロック状に混 じる

黄褐色 10YR5/8 シ,レ ト ややあり 弱

S-294

層 名 土   色 上 Fli
土   質

備    考
粘性 しまり

1 褐色 シルト ややあり な し 柱痕跡

2 灰黄褐色 10YR5/2 砂質シル ト 弱 ややあり 瓦が混 じる

明黄褐色 10YR6/6 シアレト ややあり ややあり 白色結土がプロック状に混 じる 瓦が混 じる

第 410図  S-253・ 257・ 262ほか平面 。日斬面区] 1/50
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S-291

層 名 上   色 上 14
土   質

備    考
粘 性 しまり

黄褐色 シル ト質粘土 あ り ややあり 基本層 (白粘土 )を ブロック状に含む。瓦片を若干含む。

S-257

層 名 土   色 上  性
土   質

備    考
粘 性 しまり

t 褐色 10YR4/6 粘土質シル ト ややあり ややあり 基本層 (明黄褐色砂質シル ト)が ブロック状に混 じる

2 褐色 10YR4/4 I.I土 質シル ト ややあり ややあり 炭がわずかに混 じる

屑 名 土   色 十: ′
性

十   質
備    考

粘性 しまり

美褐色 シル ト質粘土 ややあり ややあり 白色粘上がブロック状に混 じる

2 黄褐色 シル ト ややあり ややあり 炭化物がわずかに混 じる

3 掲色 シル ト ややあり 柱痕跡 径 5cm程の礫が混 じる

S-297

層 名 土  色 上  性
土  質

備    考
粘性 しまり

1 明黄褐色 10YR6/6 シル ト ややあり 柱痕跡

2 明黄IB色 10YR7/6 砂質シル ト ややあり

3 明黄褐色 シルト ややあり ややあり 1色粘土がプロック状に混じる

第 11表 S-253ほ か出土遺物集計表

遺 構 層位 瓦 (点数 ) 瓦 (重 量 :R) 外国産陶磁器 国産陶磁器 Jl師質上器 瓦質七器 金属製品 石製品 木饗品 その他

S-253 〕 〕

S-266 J 4

合 副

S-292 】 1

3

〕

2

3 4

合 討 1 4 1

S‐ 302 3

第 411図  S‐303・ 293・ 254・ 240 断面 (東から) 第 412図  S-303・ 293土坑 断面 (東から)

第 413図  S-240土坑 (東から) 第 414図  S-254・ 302・ 294・ 266断面 (東から)
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第 415図  S-254・ 301 ・ 294断面 締
　
　
一一ギ

A面前面

第 417図 S-294柱穴 断面 (南から)

第 420図  S-266・ 304土坑 (東から)

第 416図  S‐294土坑 検出 (東から)

第 418図  S‐294柱穴 完掘 (東から)

第 419図  S-294・ 306・ 304・ 266(東から)

第 421図 S-310土坑 断面 (東から) 第 422図 4A区 上坑群全景 (上が東)



第 423図

第 426図 S-292柱穴 断面 (南東から)

第 427図  S‐292柱穴 完掘 (南から) 第 428図  S-297柱穴 断面 (北から)

第 429図  S‐297柱穴 完掘 (北から) 第 430図  S‐292柱穴周辺全景 (西から)

つ
る



E 溝跡

4A区南端で、東西方向にのびる溝跡を 4条検出した。S256→ S255→ S-295→ S265の順で新 しくなり、

最も新 しい ま265は 石垣掘 り方より古い。また、S-265溝跡は S-254土坑、S262土坑、S-292柱穴、S297柱

穴より新しい。
Y=2,259

+X=判 94′2Ы

ふ  当

Y=2,254

+X=J94,202

卜 1161m

1劾
肺

2m

十 X=引 94′205

+X=引 94′205

Y=2′251

+X=J94,203

仰/59

隣 1158m

垣掘り方

2m

仰/59
+

f 十 +

層 名 上   色 土 性
土   質

備    考
粘 性 しまり

I 灰黄褐色 10YR6/2 ンルト な し あ り 酸化鉄集積

2 にぶい黄褐色 10YR5/4 ンルト質粘土 ややあり あ り

第 431図 S-265溝跡 平面・断面図 1/50

十X=」 94,205

第 432図 S-255・ 256・ 295溝跡 平面・断面図 V50
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S-255

嬉 名 三L  色 上  性
上   質

備     考
粘 性 しまり

1 明黄褐色 10YR6/6 ンル ト質粘 士 つよし あ り 束橙色粘上、浅黄樟色粘 ヒ質シル トがプロック状に少 蟹混 じる

2 )i褐 色 10YR6/8 砂混 じり粘土 つよし な し 下部に駿化鉄集積

3 褐灰色 10YR6/1 砂混じり粘キ つよヤ な し ド部に酸化欽集積 グライ化

層 名 土   色 上 Tl
土   質

備    考
粘 性 しまり

1 褐色 IBr上質シル ト あ り あ り 岩石のブロックが少量混 じる

2 褐色 7 5YR4/4 シル ト質粘土 あ り あ り 径 5cm程の礫が多琺に混 じる

3 褐色 7 5YR4/6 粘Jl蜜 シル ト あ り あ り 褐灰色粘土ブロックが少量混 じる

第 刊2表 S-255ほ か出土遺物集計表

遺構 層位 瓦 (点数 ) 瓦 (重 電 :宮 ) 外国た陶磁器 国産陶磁器 土師質土器 瓦質 t器 金属製品 石製品 木製品 その他

S-255 12

S‐ 255

I 9 52( t

2 4

底 面 2

合言| 2Z

S-256 9 1,155

S‐ 265 8

第 433図  S-255。 256溝跡など 検出 (東から)

第 434図  S-255・ 256溝跡など 検出 (西から)

第 435図 4A区南東部 完掘全景 (西から)

第 436図  S-256溝跡 断面 (西から) 第 437図 S-265溝跡 断面 (北東から)



第 438図  S‐265溝跡 断面 (束から) 第 439図  S-265。 255。 295溝跡 断面 (東から)

F 4A区封ヒ半の遺構

4A区北半には盛± 3が分布しており、北に向かい傾斜している。盛上の層ごとに精査したところ、柱穴などが

検出された。

Y=2′ 255

+

十

Y=2′ 260

+X=呵期96

Y=2′ 255

+
Y=2,260

+X=判 94押 96

十X=呵 94′2田+X=引 94′ 2Ы +
盛± 3-1上面 盛± 3-7上面

盛± 3-1上面ピツト集計表

遺構番号 深 さ (cm) 土  層 色   名 言ど 号 七  質 備  考

S-314 瓦が混 じる

S-315
柱痕跡 褐 色 10YR4/4 砂質シル ト 風化礫が少量混 じる

掘 り方 褐色 10YR4/6 ン,レ ト 礫、瓦が混じる

S‐ 316
樺痕跡 黄褐色 結土質シル ト 砂が混 じる

掘 り方 褐色 ン,レ ト 円礫、瓦が混じる

S‐ 317 13
柱jR跡 褐色 10YR4/4 ンルト

掘り方 明策褐色 10YR6/6 ンルト

盛± 3-7上面ピツト集計表

遺構番号 深 さ (cm) 上  層 色   名 記   号 土  質 備  考

S-318
柱痕跡 黄褐色 10YR5/6 ン,レ ト 跛が少壁混 じる 器L文 土器が出土

掘 り方 黄褐色 10YR5/6 粘土質シル ト 砂、礫が混 じる

S-323 13 柱痕跡 黄褐色 10YR5/6 ンルト 砂、炭が混じる

S-324
柱痕跡 黄褐色 10YR5/6 シル ト 砂、炭が混 じる

掘 り方 黄褐色 10YR5/8 ン,レ ト 小礫が多量に湿 じる

S‐ 325 8 掘り方 黄褐色 10YR5/6 ン,レ ト 炭が混じる

S‐326
柱痕跡 黄褐色 10YR5/6 シ,レ ト 炭が少景混 じる

掘り方 黄 lFj色 10YR5/8 ン,レ ト 礫、炭が少量混 じる

S‐ 327
柱痕跡 黄褐色 10YR5/6 シ,レ ト 砂、炭が少量混 じる

掘り方 大褐色 10YR5/8 シ,レ ト 炭が少量混 じる

S‐ 328 13
柱痕跡 にぶい黄褐色 10YR5/4 シル ト 炭が少量混 じる

捌り方 大褐色 10YR5/6 ンル ト 炭が少結 Ftじ る

S-329
):褐色 10YR5/6 鶏ri:質 シル ト 砂、院が混じる

り1黄褐色 10YR6/6 /1上 質シルト 砂、炭が混 じる

第 440図 4A区北半の遺構平面図 (1)1/100 (黒塗りは柱痕跡)
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Y=2′ 255 Y=2′ 260

+X=引 94押 96

Y=2′ 255

+
Y=2,260

+X=引 94′ 196

十 X=引 94′2Ы

S‐3320

盛+38

+
盛± 38上面

盛± 3-8上面ピツト集計表

+X=引 94,2餌 十
V層上面

迪ll番 号 深さ (cm) 土   屑 色   名 記  号 土  質 備   考

S‐ 332
柱痕跡 にぶい黄褐色 10YR5/4 粗i上 質ンル ト 砂が混じる

rl iり 方 )こ樹色 10YR5/8 粘 L質 シ,レ ト 砂が混じる

V層上面ピツト集計表

遺ll l番 号 深さ (cm) I:  用 色   名 記   号 土  質 備   考

27
住痕跡 Ⅲ【lLJ色 10YR5/6 粘上質シル ト 砂が混 じる

jFtり 方 り]Jt褐色 10YR6/6 fT■ 質シルト 砂が注じる

S-331 13
柱rlt跡 焚褐色 lltl土質シル ト V層土プロックが混 じる

ll iり 方 ll〕 【掲色 10YR6/6 粘 上質シル ト 砂が少 lt准とじる

盛± 34上面ピツト集計表 (第 36S図に記載)

遺構番号 深さ (cm) 上  層 色   祐 記   号 土  質 冷怖  宅

S‐ 259

17
本iTIt跡 にぶい):褐色 10YR5/4 ンフレト 陵が少 lR Itじ る

,1り 方 焚栂色 10YR5/6 ン,レ ト

S‐ 322 21

小

'IIt跡

にぶい丈褐色 10YR5/3 シフレト 炭が少!i.Lじ る

lflり 方
にぶい貰構色 10YR6/4 砂質ンル ト 礫が混 じる

閉色 10YR4/6 ン,レ ト 炭が少it混 じる

第 441図 4A区北半の遺構平面図 (2)1/100(黒塗りは柱痕跡)

第 442図 4A区 盛± 3-7上面 (北から) 第 443図 4A区 盛± 3-7上面 (南東から)

第 444図 4A区 盛± 3-8・ V層上面 (北から) 第 445図 4A区 盛± 3-8。 V層上面 (南西から)



④ 4B・ C区の遺構と遺物

4B・ C区間の上層観察用ベルトの盛± 2を掘り下げている過

程で大型の石材を検出した。捨石の可能性があり、写真のみの記

録にとどめているが、東に隣接する5C区で礎石が見つかってい

ることから、礎石が本来の位置を動いている可能性が考えられる。

5C区で再度記述する。

ベルト掘り下げ中、盛± 2中 より金箔瓦 (F265棟込み瓦菊

丸 遺物編第 176図 8)が出土した。

Y=2′ 260

|

一 X=-194′ 190

第 446図  4BoC区平面図  1/200

金箔瓦 F265

48区

第 447図 4B oC区間 石材検出状況 (北から) 第 448図  4B・ C区間 石材検出状況 (東から)

第 449図  4B・ C区間 金箔瓦出土状況 (南西から) 第 450図 金箔瓦出土状況アップ (東から)

117



(4)5区

①調査概要

5区は、東脇櫓台石垣の南側及び東側に設定した。東脇櫓台石垣、石垣 L面の南を 5A区、東を 5B区 として調

査を進めた。表土直下で、近現代の建物基礎等を確認している。盛± 1上面の検出状況は、石垣 B面に近い部分

では白色粘土層の広がりを確認し、調査区南端では近代の大規模な溝跡 (S251)を 確認した。近世の建物跡等の

遺構は発見されなかった。

平成 14年度に、石垣解体工事の斜路造成に伴い 5C区を設定し調査した。数基のピットのほか、根固め石を伴

う礎石 (S■ 090)が発見された。当初は工事により礎石が掘削される計画であったが、重要な遺構であることから、

工事期間中礎石を移設し、根固め石は養生のうえ埋め戻すよう工法を変更した。工事終了後、平成 16年 4月 に礎

石を原位置に復旧した。

Y=2′ 250

第 451図 5区の位置 1/1000

Ｍ
〓２′２劇

Y=2′ 270

1 N 1 01

Y=2,280

PI Q

Y=2′ 300

十一 L
Y=2′ 290

十二

|  |  |  |  |
第 452図 5区調査区・ グリッ ド配置図 1/400

一　

　

‐６

14

-――X=-194′ 170

15

―――X=-194,180

17

18

-――X=-194,190

Y=2,300
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②基本層序

基本層序確認のため 5A区の東壁、5B区北側、5B区東・南壁、5C区車路南壁で土層を観察、記録した。また、

石垣解体に伴うCト レンチを 5B区に設定した。断面及び平面の観察より、以下の土層分布が考えられる。

5A区北半から5B区の北 2/3ほ どは盛± 1が分布しており、5B区の石垣 B面に近い一部では、東西 16m、 南

北 7mの範囲で白色粘土層 (盛± lA)が盛± 1最上部に分布している。5A区南半、5C区、5B区南西部には盛

± 2が分布する。5B区南東部及び 5B区南西壁際には盛± 3が分布する。5B区南東部では、後述する中世山城虎

口遺構 (S636)が位置する場所を盛± 3が埋め立てている。

Y=2′ 290

|

第 453図 5区断面観察位置と盛土の分布 1/400

Y=2′ 300

1下L

一 X=-194′ 170

-X=-194,180

Cl

― X=-194,190

「

盛± 2

イ

盛± lA l

層 名 調査時の用名 上   色 土  性
上  質

備    考
粘 性 しまり

I I 黒 色 表Jと

明褐色 7 5YR5/6 砂質シル ト な し あ り 礫、瓦が混 じる 明治以降の盛土

盛上 lA l 明褐色 7 6YR5/8 砂質粘十 ややあり つよし Ⅱ思より暗くしまりが強い。

盛± lA 2 にぶい賛綺色 10YR7/3 あ り つよヽ 5B区 北側石垣よ り幾分低めの筒所に分布

盛 二1:1 明褐色 7 5YR5/6 あ り あ り 大量の礫、瓦が混 じる

第 454図 5B区北側盛± lA断面図 1/50
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当

Ia

卜 1158m

-1150m

⌒
悧40m 御/5①

2m

5B区南壁東端

隣 1160m

――-1150m

脳 名 調査‖+の 脳名 I 色 |: ‖:

| 質
備

しまり

Ia

Ib b り
't相

色 10YR6/6 シ,レ ト

I ■ヽ色

Id 〕t侶色 シ,レ ト 礫、
′
I色淋占 :がととじる

r 褐 色 10YR4/4 シアレト 焼 イ立、炭の和‖粒がまば らにととじる 腕灰″il lが 全体に莉‖か くとせじる

巨 明tJ色 7 5YR5/6 f少 質シル ト な し あ り 礫、瓦が‖どじる

イイト|:lA Ⅱ c にぶいうtFi色 10YR7/3 あ り つよセ 5B X北側 r)五 よ り幾分低めの常白折に分布

4基 li l■ 〔L Ⅲt褐色 10YR5/6 イモ5cmの礫及び凝灰イ|*立が1と じる ネ∫に径 20cmの 礫が筋状に多くととじ
る 瓦が r■ どじる

イ丼 :卜2 0 Ⅲt褐色 10YR5/8 lμ部蘊げぽ恐状矮ト
ド
1甥竹どd舘鶴Ⅲw側不ど想さか肇ど4視冷のR擦ネ

ll i斜 に冷 つて分布する

卜3 〕tネ督色 小隙、凝灰イ部上、 |′ 色粘 :が ととじる

盛 | 14 C) 〕【褐色 10YR5/8 イ疑灰″il r、 ′
1色Wi l:が

'F状

に.tじ る としがととじる

構 | 卜5 0 り1)tlLJ色 10YR6/6 イヽ 5～ 10cmの J礫が夕l状 に分れ,

1‐ 6 0 焚■1色 10YR8/6 ン,レ ト
′
1色粘 li粒 が)[状 にととじる

イお上3■ 格 i3川 iの ‖1衣 にか

イ幕 I:32 J!IIItLJ色 lt色 粘 :が筋状及びブロック択に l■ tじ る 隙がととじらな�

11准 I:33 0,

1lX I:3-4 C'

イ!X卜 35
I!推 :36 に) '

3‐ 7 にぶいⅢ【栂色 10YR5/4 ン,レ ト 炭の細粒が点的に注とじる 傑がととじらなモ

lJ准 :38 9 燎褐色 10YR5/6 褐色�i卜 がブロック状にととじる 礫が准どじらない

Ⅳ Ⅳ a FLJ色 10YR4/6 シアレト な し な し
灰オリーブ色 (5Y6/2)柚 I:が ブロック状にとせじる 炭の細十*'が わずかに
lLじ る

Va Ⅳ b AILj色 10YR5/6 ‖FI:質 シルト ややあり ややあり 砂がととじり、炭の対‖粒がわずかにととじる

Vb Wc り]Ⅲ t簡色 10YR6/8 粘 I:質 シル ト ややあり あ り ドhiに 陸化鉄が Il_積 する

Vc 灰白色 5Y7/1 あ り あ り 全体に崚化鉄以[がみ られる

Va イ Ⅲt佃色 10YR5/8 シアレト

Vb ウ りl批褐色 10YR6/6 質シル ト :淵

`は

やや秒
/1で

ド部はポ�L質

Vc 員構色 10YR7/8 砂lrが ■Lじ る 西側では↑休nlに 砂っぼ く赤い

Vd オ 明よと侶色 10YR7/6 片1中 に駿化鉄が集積する

カ 灰
「

I色 2 5YR3/2 にH`に絵化飲が集riす る

ツ ト ビット にぶい )上 褐色 10YR5/4 シルト質�i l あ り な し 炭の細 llが淮どじり、駿化鉄)[が み られる

5B区南壁

'W竹
洲介 時の川名 | 色 |:‖ :

| 質
考

しまり

Ia Ia 市41石 の肘

Ib Ib ILJ色 10YR4/4 ンル ト 員イチ色 ブロックがととじる 炭の和‖沐立がととじる

Ic Ic 羹ポ1色 10YR7/8 粘 LJ色 ( OYR4/4)粘 |:に 出〔
71、 炭化物がととじる

41卜 に 1 り,)ilLj色 10YR6/8 rlJ色 �F が筋状にとせじる

II羊 I!2 りlⅢ【褐色 10YR6/8 角色胤 It色粘 |:が まばらにととじる

ィ龍 に3 Ⅲ Bl(山男舟) り|夕【掲色 1色ポ,i tLJtt li粘 :ブロックがまばらにとせじる

Ⅳ Ⅲ B2(,耳 瑞 ) Fgj色 10YR4/6 旋 lLJ色 粘 I:、 炭の対‖粒が

'F状

にととじる

Ⅳ ア Ⅲt褐色 10YR5/6 シルト やや粘 質

Va IB (ツ 噺
'鮒

) り!〕〔褐色 イ疑灰″il lが まば らに汁せじる

Va イ (束端 ) ⅢtlLJ色 10YR5/8 ン,レ ト やや粘 I:質 で砂質

Vb Ⅲ B (,Ч

'協

|) り〕〕【棚色 10YR6/8 及灰″計立がまばらに泄とじる li川に崚べややしまりが」Jい

Vb ウ 束玲 ) り!強 lLJ色 10YR6/6 に刊
`は

ややイ沙質で ド‖
`は

Wi li質

Vc 束州‖) 〕イ弄色 10YR7/8 f1/Nがととじる 西1‖では全体的に砂っほく赤い

Vd オ 明)t/LJ色 10YR7/6 ナ‖IIIに崚化鉄が19_″ :す る用 Iに瞼化鉄が失Itす る

Ve カ 束端 ) 灰 竹色 2 5YR3/2 に淵
`に

駿化鉄が集積する
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第 458図  58区南壁断面 部分図 1/50
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第 461図 SA区東壁断面 (西から)

第 462図  5B区東壁全景 (北西から)

第 465図 5B区東壁 部分 (3)(西から)

第 463図 5B区東壁 部分 (¶ )(北西から)

第 464図 5B区東壁 部分 (2)(西 から)

第 466図 5B区東壁 部分 (4)(西から) 第 467図 5B区東壁 部分 (5)(西 から)
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第 468図 5B区東壁 部分 (6)(西から) 第 469図 5B区東壁 部分 (7)(西から)

第 470図 5B区東壁 部分 (8)(西から) 第 471図 5B区南壁 部分 (1)東端 (北から)

第 472図 5B区南壁 部分 (2)西端 (北から) 第 473図 5B区南壁 部分 (3)西端 (】しから)

第474図 5C区斜路南壁断面 (】ヒ西から)
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③ 5A・ B区の遺構

A ‖層上面の遺構

Ⅱ層上面では、建物跡を構成する礎石根固めや、多数の土坑が確認されているが、いずれも近代以降のものであ

る。S282土坑からは、多量の瓦が出土している。

Y=2′296       Y=2,297

Y=2′ 280

+

フ

十X=判 94コ 80

十 X引 94コЫ

X引 9押8+

隣 相i4m

2m

伸/59

S-282

脳名 土  色 土  性
上   質

備    考
粘性 しまり

1 情褐色 10YR3/4 砂質シル ト な し ややあり 径 2～ 5 cmの礫がわずかに混 じる

2 問色 10YR4/6 シァレトこζ為与土 ややあり ややあり 炭がわずかに混 じる

3 褐 色 10YR4/4 シフレト よわい ややあり 炭がわずかとこ混 じる 瓦が湿 じる

4 黄褐色 10YR5/6 シフレト ややあり ややあり 炭がわずかに混 じる

暗褐色 10YR3/3 シ,レ ト ややあり よわい 径 5～ 10 cmの 礫が混じる 多量の瓦が混じる (菊丸、焼など)

S-284

層 名 上   色 ニヒ Щ:

上   質
備    考

41性 しまり

1 斌褐色 10YR5/6 粘土質シル ト ややあり ややあり 黄褐色粘土がブロック状に混じる 硲 ヒ層が主体

2 陽色 10YR4/6 粘土質シル ト ややあり ややあり 径 5～ 10 cmの 礫がわずかに混 じる 盛土層が主体

3 黒 色 10YR2/1 粘上質シル ト あ り よわい

第 476図 5B区 ‖層上面 S-282・ 284土坑 平面・断面図 1/50

第 13表  5B区 ‖層上面検出遺構の遺物集計

遺構 層 付 瓦 (点数 ) 瓦 (重 量 :g) 外国 Jt ilfFl催 器 国産 1旬磁器 上師質上器 瓦質Ji器 金属製品 石製品 木製品 その他

300( 7

S‐ 269

S-270

S‐ 272 1 1

S-273 1 3 4 17 1(水品)1(土製品)

S‐ 274

S-275

S‐ 276 カクラン

合 尉

S‐ 277 1

S-279 1,361

1

2 550(

3 1 4(雲母 )

4

5 3 1(雲 母)

合il 32,607 1 5(雲母)

1

1

合命|
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第 477図 5A区 調査前 (南東から) 第 478図 5A区 全景 (南から)

第 479図  SB区 調査前 (西から) 第 480図  5B区  ‖層上面 (西から)

第 481図  5B区  ‖層上面 (南から) 第 482図 5B区  ‖層上面 中央北側 (西から)

第 483図  5B区  ‖層上面 S‐264(西から) 第 484図  II層 上面 Sい269土坑断面 (南から)
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第 485図 5B区  ‖層上面 S-274土坑検出 (南から) 第 486図 5Btt S-274土坑断面 (南から)

第 488図 5Btt S-282土坑 瓦出土状況 (北から)

第 489図  5Btt S-282土坑 断面 (北から)

て後!宅F下

第 49珂 図 5Btt S-284土坑 断面 (東から)

第 490図 5Btt S-282上坑 全景 (西から)

第 492図 5Btt S-284土坑 全景 (東から)
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B 盛土上面の遺構

盛土上面では、溝跡、土坑、ピットなどが発見された。S251溝跡は近代の遺構である。その他の遺構については、

所属時期が近代か近世か不明であるが、S627土坑は S251溝跡より古いことから、近世期の遺構の可台旨性が高い。

イ S-251清跡

5B区南端で大規模な溝跡が検出された。周辺の調査でも確認されているため、他調査区も含めてまとめて記述

する。この溝跡は盛± 1及び近世期のすべての遺構より新しい。また、平成 13年度から実施している本丸大広間

跡の遺構確認調査では、明治初年まで残っていたといわれる大広間跡の遺構を S-251溝跡が壊している。以上の

点から、S251溝跡は近代以降の遺構と考えられる。

S251溝跡は、西から9区 28ト レンチ、5B区、6区、9区 25ト レンチ、東西 50m、 南北 18mの範囲で確

認されている。幅は、溝の上端の両端が良好に残る部分がないので測れないが、立ち上がりの角度から推定し、3.5

～ 4mと 推定される。深さは 12～ 15m、 長さは 62mま で確認しており、5B区 と6区に角がありさらに南東

及び南西へのびる。底面レベルは、東にむかいやや低くなる。土層は 3層に大別される。1層 はブロック状の粘土

が混在した状況で厚みをもっていることから、埋め戻し土と考えられる。2・ 3層は自然堆積層と考えられる。

第 494図 5B区 盛土上面 (東から)第 493図 5B区 盛土上面 (西から)

第 495図 5B区 盛土上面南部 (東から) 第 496図 5B区 盛土上面南東部 (北東から)

第 497図  5B区 盛土上面東部 (南東から) 第 498図  5B区 盛± lA 検出状況 (西から)



―
X=‐ 194,170

―~X手19鳴 175

一 X―‐町 180

・浄 ‐194,185

盛±lA鶴上層)

際

132



2,300

+X‐ 494J465

S-339

⑥

∞

Ｉ

ｌ

■

―
X=‐ 19■ 170

一
X=-19■ 175

一
X=―町 180

て
δ
ソ

´

/      盛± 3

十X-4期
“

口洵09

第 499図 5B区盛土上面平面図 1/100(黒 塗りは桂痕跡を示す)

133



9D

Y=
2,
27
0

+X
=引

94
コ

80

Y=
2,
29
0

Y=
2,
30
0

+
Y芋

悧
Y=
2,
32
0

+

/
や

ニ ガ
O

_/
 1
侶
っO

m

＼
R

十
X=
引

94
,2
00

＼ ( 
  
  

｀
ヽ

、
ゝ

ヽ

、

ヽ

10
m 仰

/2
0①

第
50
0図

 S
-2
51
溝

跡
平

面
図
 1
/2
00



1止 1160m

9区 28T西壁

名

9区 28T北壁

5B区西壁

隣 1160m

2m

仰わ①

S-251 断面 A・ B

屑 名 上  色 上  性
J 質

備 考
脇lt しまり

la 褐 色 10YR4/6 シル ト質粘 L あ り な し 黄褐色納上、灰白色rl土 がブロック状とこ混 じる lb層より明るく、礫が夕く混じる

褐色 10YR4/6 ンルト質粘土 あ り な し 黄褐色lli土 、灰白色粘 とがブロック状に混じる la層 より暗く、粘性が高い

2 灰員樹色 10YR5/2 シルト質ll l■ あ り な し グライrヒ してぃる

3 褐色 10YR4/6 砂質シル ト あ り な し 一部に明黄IFJ色 粘上、円礫が混 じる

S-251 断面 C

屑 名 上  色 土  性
上   質

備 考
粘 性 しまり

HJl黄褐色 10YR6/8 あ り な し 白色粘 上がブロック状に混 じる

lb 黄橙色 10YR7/8 粘土質シル ト ややあり な し 径 10～ 15 cmの 円礫、径 10～ 20 cmの角礫、黒色シル トブロックが混 じる

3 り]黄褐色 10YR6/6 シル ト質淋i土 ややあり な し

遺構 層位 瓦 (点 数 ) 瓦 (重 量 :宣 ; 外国産陶磁器 国産陶磁器 土BI質 土器 瓦質土器 ⇔腐製品 石製品 木製母1 その他

5区  S251

I 307 26,906 J

9,550

2,610 1 1

2 23230 2

3 7840 1

4 7

カクラン 8422
合副 4 t

9FX 28T S 251

1
20(雲母 )

2 24(雲母 )

合計 2 44(雲母 )

第 501図  S‐251溝跡断面図 (1)1/50
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第 503図 9区 28T S‐ 251溝跡 検出 (南西から)

9区E28T

第 506図 9区 28T 】ヒ壁 (南から)

S-251溝跡 全景 (南西から)

第 505図 9区 28T 西壁 (東から)

第 507図 9区 28T S-251溝 跡 中央部上層 (東から)
S‐ 251溝跡

つ
∪



第 509図 5区 S-251溝跡 断面 C(東から) 第 510図 5区 S-251溝跡 断面 D(西から)

=′ 与 プ T

ギ 渉
/‐

 9

ィE:ヨレ

第 511図 5区  S‐251溝跡 検出
(西から)

第 512図 5区 S-251溝跡 全景
(西から)

第 513図 5区  S‐251溝跡
調査状況 (西から)

第 514図 5区 S-251溝跡 西端部壁面 (南から)
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第 515図 6区 S-251溝跡 断面 F(東から)



第 516図 6区 S-251溝跡 断面 G(西から)

第 517図 6区 S-251溝跡 全景 (西から)

第 518図 6区 S-251溝跡 全景 (東から)

口 土坑・ ピットなど

S627・ 628土坑は S251溝跡に南半が削られている。S627土坑は、底面の一部が深く掘 り込まれることや、

層中に大きめの礫が混じることから柱穴の可合P隆もあるが、周囲に組み合う柱穴が確認できなかった。調査区北東

部では盛± lA上面で柱痕跡のあるピットが発見されている。

Y=2′ 290

+
Y=2′ 291

+X=引 94瀾 69

Y=2′293      Y=2′294

+   十X=引 94コ 72

当

⊆ り
._A

→�
的

S-336

0                 2m
伸/59

S-628

S-335

屑 名 上  色 上 性
L 質

備 考
粘性 しまり

にぶい)【褐色  10YR5/4 シルト ややあり な し 礫と瓦が混じる

S-336

屑 名 li  色 |!‖
土  質

備 考
しまり

褐色      10YR4/6 シフレト ややあり な し 礫と瓦がVILじ る

第 519図 5B区盛土上面 S-335土坑ほか 平面 。断面図 1/50
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Y=2′ 284       Y=2′ 282

+X=引 94コ削+

R
隣 1朽3m

±32

盛± 33

Y=2,284

*引 9押制
Y=2,282

+

盛± 2‐3

盛± 24

/50)

盛± 21

,盛 ± 21～

S-627上面の石材平面図・断面図
S‐627

層名 土  色 土 性
土  質

備 考
粘性 しまり

1 明赤褐色    5YR5/6 砂混 じり粘上 あ り あ り 標、炭、焼上が混 じる

遺構 層位 瓦 (点数 ) 瓦 (重量 :宜 ) 外国産陶磁器 国産陶磁器 土師質上器 瓦質土器 金属製品 石製品 木製品 その他

S-335

S-336 3 1

l

3

S‐ 339 3

S-340 1

S‐ 341 1

S-627 5

第 520図 58区盛土上面 S-627土坑 平面・断面図 1/50

第 14表 5B区盛土上面のピット計測表

遺構番号 深さ (cm) 土  層 色   名 記  号 土  質 備  考

3 にぶい黄褐色 10YR5/4 シアレト 礫、瓦が混じる

S‐336 4 褐色 10YR4/6 シルト 礫、瓦が混 じる

S-337 1 掘 り方 黄褐色 10YR5/6 シルト 礫、瓦が混じる

S-338 11
柱痕跡 黄褐色 10YR5/6 ン,レ ト 砂が多く混じる

掘 り方 にポい黄褐色 10YR5/4 シル ト 砂 、礫、瓦が混 じる

9 3色 10YR5/6 ン,レ ト 礫、瓦が混じる

S-340
柱痕跡 褐色 10YR4/6 シ,レ ト 砂が混 じる

掘 り方 にぶい黄褐色 10YR5/狛 ン,レ ト 牒、砂が混じる

S-341 9
柱痕跡 褐色 10YR4/6 シルト 砂が多く混じる

掘り方 掲色 10YR4/“ シルト 砂 、礫、炭が混じる

柱痕跡 褐色 10YR4/6 ン,レ ト 砂、礫が混じる

掘 り方 にポい黄褐色 10YR5/電 シ,レ ト 砂、白色粘土プロックが混 じる

褐色 10YR4/“ シルト 砂が多 く混 じる 炭が少量混 じる

第 521図 5B区 盛± lA検出状況 (西から) 第 522図 5B区 盛± lA 断面 C(西から)
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S-335土坑 断面 (南から) 第 524図 5Btt S-335土坑 全景 (南から)

第 525図 5Btt S-336上坑 断面 (南から) 第 526図 5Btt S-336土坑 全景 (南から)

第 528図 5Btt S-627土坑 断面 (南から)

一
Ｖ
・賠
一

S-627土坑 全景 (上が南 ) 第 530図 5Btt S-628土坑 断面 (南から)
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④ 5C区の遺構

盛± 2上面で礎石、土坑などが発見された。S1090は礎石と考えられる遺構である。西隣の S-1092も玉石が

まとまっているが、掘り込んでいないため性格は不明である。

S-1090礎石

礎石と根固め石を確認した。礎石は加工のみられない石材で、平面図から計測すると、長さ 70cm、 幅 65cm、

厚さ 45cmで ある。石材の東側に東西 110cm、 南北 100cmの範囲で玉石が広がっており、根固め石と考えられる。

この状況から、石材は本来の位置から西へ移動していると考えられる。5C区の西隣にある 4B oC区間ベル ト中か

らも大型の石材が検出されており、それとS1090礎石の根固め石間の距離は約 550cm(18尺 2寸)である。

Y=4′ 265 Y=2,370

|

Y=2,262

+S引 092

第 531図 5C区
Y=2,265

+X=判 94コ90_

隣

畔 1160m ―

Y=2,270

LX=引期85

― X=-19■190

「

X=引 94コ 95言⑨lユ   /瑚―
石材の標高

第 532図  S‐ 1090礎石 平面・ 断面図 1/50

一 X=-194′ 190

0                     5m
m川 oω

一 X=-194,195

竹憾ざO。
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第 533図 4区と 5C区の石材位置図 1/200



第 534図 5C区 斜路法面全景 (】とから) 第 535図 5C区 全景 (礎石検出前)(南から)

第 539図 5C区 与1088土坑  (上が西 )

第 536図 SC区南部 (東から) 第 537図 5C区東部 (南から)

第 538図 SC区北部  (西から)

断面 (東から) 第 541図 5C区 全景 (礎石検出後)(南西から)

つ
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第 542図 5C区 全景 (北から) 第 543図 5C区 全景 (東から)

第 545図 5C tt S 1090礎 石 (東から)

S1090礎石 (上が北 )

■
:―れ

第 548図  5Ctt S 1090礎 石 石材取り外 し後 (南から) 第 549図 5C tt S 1090礎 石 復旧状況 (南から)
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(5)6伝玉

①調査概要

6区は、本丸平場北部中央、石垣 B・ C・ D面の南側に位置している。表土を掘り下げたところ、調査区北半に

はⅢ期石垣に伴う盛± 1が広く分布しており、公園施設に関わると考えられるカクランが多数検出されたが、近

世と考えられる遺構は発見できなかった。南西部には整地上Ⅲ層及び基本層V層が露出しており、部分的に盛土及

び基本層Ⅳ層が分布し、土坑・溝跡などの遺構が多数検出された。しかし、南西部にもカクランが多数存在し近世

期の遺構かどうか判断つかないものも多数あった。そのため、まず遺構検出時の平面プランを図化し、その後掘り

込んだうえで近世期の遺構の可能性があるものには遺構番号を付け、再度平面実測を行っている。掘り方をもたな

い礎石と考えられるため、以下に示す平面図には、遺構番号を付けていない落ち込みや石材なども記載している。

X=-194′ 150

南西部の遺構には、柱列、塀跡、土坑、焼土

土坑、集石遺構などがある。遺構は IoⅡ層を

除去した直下のⅢ層及びV層上面及び盛± 2・

3上面で検出される。Ⅲ層の分布する範囲では、

上面の遺構調査後にⅢ層を掘り下げ、下層の盛

± 3_L面 でも遺構を検出している。Ⅲ層は土

層断面では a、 b、 c層 に細分されるが、個々

の遺構がどの層に対応するかは判別できなかっ

た。そのため遺構配置図は、当初に検出した「Ⅲ

層上面及びV層上面の遺構Jと Ⅲ層掘り下げ後

に検出した「Ⅲ層中・下面の遺構」に大別した。

遺構は秘± 1の分布範囲より南で発見され、

盛± 1に切られる遺構がある (S488)こ とな

どから、その大部分は I期 。Ⅱ期石垣段階に所

属すると考えられ、一部はⅢ期石垣段階 (12

号柱列 )、 及び城郭形成以前 (S385・ 603焼

土土坑)の時期に所属すると考えられる。

|  |  |
6区グ Iリ ッド西己置図 1/400

Y=2′ 300

1A

一 X=194′ 170

15

16

-X=194′ 180

17

18

-――X=194′ 190

19

|

第 551図

Y=2′ 350

第 550図 6区の位置

IBトギ
0(|

145



②基本層序

調査区の北半には盛± 1、 南半には盛± 2、 3

が分布 している。南西部には整地上Ⅲ層が分布

し、その東は基本層V層が露出している。Ⅲ層は

6区の南に位置する 8A区でも確認できることか

ら、本来は広く分布していたが、6区の一部につ

いては後世削平され、V層が露出しているものと

推定される。

Ⅲ層の下層では西に向かってV層が傾斜してお

り、V層上にⅣ層が、その上には盛± 3が堆積

している。平場の調査終了後、石垣解体工事に伴

い盛土を掘 り下げたとこる、この傾斜部分で中

世山城の虎口遺構 (S636)が発見されている。

S636虎口遺構の埋没後Ⅳ層が堆積し、その上を

盛± 3が埋め立てている。

彗事狂巽

簿・ .

Y=2′ 300

旦

/
為  

盛± 2

/盛± 3

|  |  |  |  |  |
第 552図 6区盛上分布図 (1)1/400

X=-194′ 170

X=-194′ 180

|  |  |  |  |
第 553図 6区盛上分布図 (Ⅲ 層掘り下げ後)1/400

第 554図 南西部 III・ Ⅳ・ V層の分布 (北から)

第 556図 南西部 V層の傾斜 (北東から)
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第 555図 南西部V層の傾斜と盛± 3の堆積状況 (北から)



相;7m名

115 0 vI

1140n∩ ――

(H珂 から統く)
カクラン

(ド Ⅸへ統 く)

5‐251溝跡  la

隣 1157m

_1140m

た1名 調査‖子の脳名 li  色 |: ‖:

|:  質
考

しまり

Ⅲ b 催地lla② にぶい)ヽ構色 10YR7/2 あ り あ り
純1/tな灰 ¬色‖FI:用 で 6B IXttll角 部にのみ∫げく分布する
わずかに五が混じる

篠 L32(5X束 Ⅲモと同 ) O 褐色 10YR4/6 シル ト質�,I ややあり あ り 礫、FI色 Wi tiが 准どじらなヽ

イよ|を 33(5X束壁と同) (ql.

Ⅳ 「ジb

S636 1屑 ふ/c 灰AFLj色 10YR5/2 ンル ト質粘 | あ り よわt わずかに炭がN.Lじ る

S6362膚 Ⅳ d にポい脩色 7 5YR7/4 シルト衡lrl あ り よわヽ わずかに炭が■Lじ る

S6363屑 「ヴe 灰〕t褐色 10YR5/2 シル ト質lrl あ り よわヽ
にぶいどIt椅色 (10YR7/4)hキ |:、  浅J“,色 (loYR8/3)本 占I:、  灰 句色
(10YR8/1)Wi上が、従 1～ 3cmのブロックで攻F状に混在している 得
icmの炭がととじる

S-636 4ナロ rヴ f 椅色 7 5YR7/6 シル ト質 lI「 |

S6365屑 Ⅳ 只 灰白色 10YR7/1 あ り あ り 陵化鉄がみられる

第 557図 6区西壁断面図 1/50

Dl

卜
_1154m

―-1150m

盛 卜35

12名 ・l査 ‖十の屑名 に  色 L Vli
| 質

ll 考
しまり

構 :21 A4芯 I:① りllLj色 7 5YR5/6 隙淀 じり納 I あ り ややあり 壮,Ittiブ ロック、小礫、各TJの l11:ブ ロックの ■L合屑 6え全体に分布

林 に22 A聴 佐② オリーブ

“

t色 5Y6/4 礫とどじり*与 J: な し あ り T11腟ブロックの屑 4B Xlt半
"前

,の格 1:24,ド に対応

盛上 31 B ljk■0 り!褐色 7 5YR5/6 lrl: あ り あ り 「 �「に奉大から径20cm程度の円礫が炊いたように分布 lLj色及び災灰色�i

Lのア〕ヽプロックがととじる

3‐ 2 B盛 に② 17t色 7 5YR7/6 lrト あ り あ り 市から北へ llll斜する肘で褐色粘 にのブロックがととじる

33 B膵 |:0 褐 色 7 5YR4/4 l liに質シル ト ややあり あ り ほぼ純粋な封1-'Wで 円礫 (イお 10Cm)が 1点ととじる Ⅳ屑にllt似

盛 BれとI:④ り!ILJ色 7 5YR5/6 �il:質 シルト ややあり あ り Ⅲt褐色粘上が■l状 に■Lじ る

B上【I:⑤ 褐 色 7 5YR4/6 ‖今i:質シルト ややあり あ り Ⅲt褐色沐1年 li力渡[状に況じる

第 558図 6区南東部盛± 2・ 3断面図 1/50

147



第 559図 6区西壁 全体 (東から)
第 560図 6区西壁 南端 (東から)

(S-251溝 跡堆積土)

第 562図 6区西壁 北端 (東から)

第 563図 6区南東部 盛± 2・ 3の分布 (北から) 第 564図 6区南東部 盛± 2・ 3の分布 (南から)

第 566図 6区南東部 盛土断面 (南から)
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第 565図 6区南東部 盛土断面 (北から)
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Y=2,300

+X=J94コ 75

Y=2,305

+

第 574図 6区Ⅲ層中・下面 遺構配置図 1/100

Y=2,300

+ど=引 9押 75
〓２，３０＋

Ｙ

十

。
◎牝

。 一黙鮎噌　守υ⑥

諫姉判硼糸『ヾ

第 577図 6区調査前 (西から) 第 578図 6区調査前 (東から)



0

第 576図 6区Ⅲ層上面 遺構配置図 (2)

Y=2,325

+X=引 94コ 80

一 X=―η94′ 185

X=-194′ 190

+

伸洵00

1/100 (遺構番号は一部のみ記載)
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上

°

「

竜

第 579図 北西部 盛土層上面 (南から) 第 580図 北部 盛土層上面 (西から)



第 581図 北部 盛土層上面 (西から) 第 582図 北東部 盛土層上面 (西から)

第 583図 北東部 盛土層上面 (北東から) 第 584図 東部 盛土層上面 (南から)

第 585図 遺構検出状況 (東から) (北から)

第 587図 遺構検出状況 (北西から) 第 588図 遺構検出状況 (西から)
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第 589図 南西部の III層 上面遺構全景 (北から)

第 590図 南西部のⅢ層上面遺構全景 (】 ヒ西から)
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第 591図 南西部の遺構全景 (北から)

第 592図 南西部の遺構全景 (北東から)
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③発見された遺構

A 9～ 12号柱列

南北 2列、東西 2列の柱列が検出された。下記の柱列個別図に 1/50平面図をもとに計測した柱間寸法を記載した。

柱穴個別の断面図等は、後半に記載した。

イ 9号柱列

南北方向に位置する 5基の柱穴から構成される。全長は 9,9mである。整地層Ⅲ層中より検出されている。

口 10号柱列

南北方向に位置する 6基の柱穴から構成される。全長は 9.95mで ある。S-593、 S605土坑の検出状況から、

整地層Ⅲ層中の遺構と考えられる。S485土坑は 11号柱列と重複する。

9号柱列と 10号柱列は、470cm(15尺 5寸)の間隔で平行している。

ハ 11号柱列

東西方向に位置する 16基の柱穴から構成される。全長は 15mである。S-388よ り古い。

二 12号柱列

東西方向に位置する 4基の柱穴から構成される。全長は 6.88mである。S-488よ り古い。平成 13年より実施

している大広間を中心とする遺構確認調査で、12号柱列の西の延長とみられる柱列が確認されている (第 10次

調査 註 1)。 その方向が現石垣 D面天端ラインに平行していることから、この柱列はⅢ期石垣の時期に伴う可能

性が考えられる。大広間周辺の遺構を含めた合成図は第 1分冊「本文編」に掲載した。

註 1 仙台市文化財調査報告書第285集「仙台城跡5 平成 16年度調査報告書」2005

9号柱列

Ｓ・５０７は

鷲尊Qの」習発◎ 湾40紫為◎濫特@
10号柱列

q陣巣ぱ熙Ж述齢ご勇胃醸胃繊鶴畿幾鍵墨犀
11号柱列

0                     5m
12号柱列

仰洵09

第 593図 9～ 12号柱列 平面図と柱間寸法  1/100

Ｓ・５９８∝
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れ 巌 lЪ4m

一―-1150m

辞 1153m

9号柱列

S-376

10琴子ホ主,u S-371

崖 1“4m「

　

一

2m

伸/59

V屑 (拭檸色淋与に)

11手〕本主,u S-376・ 352。 344。 380

9号柱列 S-635

,W名 |:  色 |:性
Ji  質

考
しまり

1

批糊色 25Y5/3
ず好豊 Υ

郷 匂 ―明黄棚色 2 5YR6n檻 ブけ ツクが混在 随 粘 k炭 が混 じる 掘

り1)【褐色 25Y6/6

2 にぶいよt褐色 10YR5/4 シル ト質Wi十 柱寝跡

10号本主列 S-598

用 名 L  色 Ji 招|

上   質
考

粘 性 しまり

1 にぶいコ
`怜

色 10YR6/4 h与 L 卜I色 llr上 がブロック状に洸在

2 丁t褐色 10YR5/6 ンルト質ンルト ややあり ややあり
1'i4に 白色粘 I:の和‖粒が混 じる

句色沐li l卸 1粒が主体で 1解 !ブロックが /■Lじ る

10号ホ主列 S-371

屑 名 i  色 L‖■
L  質

備 考
しまり

)と 色 X占 卜、白色粘 上の 2～ 3cm大ブロックの混子E層

10号れジuS-512

サ「耳名 L  色 |:‖ :

::  η
考

しまり

りl hfLJ色 10YR6/8 ンル ト質粘 |: ややあり ややあり 基本屑 V用がブロック状に況 じる 炭がイff混 じる

2 褐色 10YR4/4 シルト ややあり よわい 沐ヽ痕跡  炭が/fl二 混 じる

11号柱列

層 名 調査‖寺の層名 |:  色 !: ‖|
土   質

lr 考
しまり

w16 褐色 10YR4/6 秒質シル ト な し あ り /f・ 人の礫、瓦が混 じる

Ⅲ 皿 c にぶい丈精色 10YR6/4 砂 .Lじ り料FJ な し あ り 灰 Iヨ 色のl1/礫 、イヽ石が混 じる

盛 l:31 褐 色 10YR4/6 hiJ:質 シルト ややあり あ り V屑粘司iブロック、灰白色f少粒、小隙が混じるが瓦は/1tじ らなし

盛 ± 32 2 にぶいJ(精色 10YR7/3 あ り あ り vttlr上のブロックで洛人の礫が混 じる 5区 束壁の盛 に3に対応 よくしまっている

格 上3-3 3 )k褐色 10YR5/6 シル ト質粘土 あ り あ り

第 596図 柱穴断面図 わ

　

イ
・

第 597図 9号柱列 S-635柱穴 断面 (北東から) 第 598図 10号柱列 S-598柱穴 断面 (1ヒ西から)
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暉 :||

雪一主
´

第 599図 10号柱列 S-598柱穴 (上が北) 第 600図  10号柱列 S‐371柱穴 断面 (北西から)

第 601図 10号柱列 S-512柱穴 断面 (北西から) 第 602図  11号柱列 S-352・ 344・ 380柱穴 断面
(北から)

B  S-388塀跡 。488溝跡

東西方向と南北方向に延びる溝状の土坑が検出されている。東西方向の S388が新しく、南北方向の S488が

古い。

イ S-388塀跡

盛± 2,3及 びⅢ・ V層上面で検出される。東西に長 く、長さ645cm、 上端幅 70cm、 底面幅 40～ 50cm、 深

さ 80cmで ある。堆積土中からピットが並んで 7基 (a～ 良 s-404)、 底面で 2基 (g、 h)検出されている。布掘

り状の掘り方に柱を建て並べた構造とみられ、塀跡と考えられる。南側に平行して S490溝跡が位置する。

口 S-488溝跡

盛± 2及びⅢ・ V層上面で検出される。S388よ り古い。北端が盛± 1に、南端が S251溝跡に切られる。南

北に長く、長さ 865cm、 上端幅 90～ 115cm、 底面幅 85cm、 深さ 55～ 60cmで ある。堆積土は 3層に分層でき、

ⅢI
イ
ガ

lttf

第 603図  12号柱列 S-513柱穴 断面 (南から)
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中央には堆積± 1・ 2層が溝状に分布する。底面ではピットが 5基 (a～ e)並んで検出される。なお、S388と

S-488の交点にあるピットはどちらの遺構に伴うのか判断できなかったため、S-488では「ピットc」 、S388では

「ピットh」 としている。遺構の性格は、布掘り状の掘り方 (堆積± 3層 )内に長い方形の物を埋設した (堆積± 1・

2層)と考えられ、例えば「木樋」を埋設した暗渠ではないかと推定している。底面にピットが並ぶ点については、

当初は塀跡であつたものを暗渠として再利用した可能性も考えられる。

Y=2,312

+
Y=2′318

+X=羽期 86

S-404

８引

十
　
却

当

ミ

十X=司 94コ 89

崖1“4m

1 隣恥4m

名/瑚

層 名 上   色 土  性
土   箇

備    考
粘性 しまり

1 明黄褐色 10YR6/8 粘 土 あ り よわい 底面に基本層 V層 の砂粒が混 じる

2 黄褐色 10YR5/6 粘上 ややあり よわし 径 5～ 10cmの 礫が若干混じる 基本層V層がブロック状に混じる 層上面で柱痕跡を検出

S-490

層名 J:  色 上 ″
性

上  質
備     考

粘 機 しまり

1 黄褐色    10YR5/6 シ,レ ト ややあり ややあり 白色粘上がブロック状に混じる 炭がわずかに混 じる

遺 構 層位 瓦 (点数) 瓦 (重星 :R) 外国産陶磁器 国産陶磁器 土師質土器 瓦質上器 金属製品 石製品 木製品 その他

S‐ 388

I

1 1

2 1 2.600

合言 3,930 4

S-488
3

カクラン

合言I
11 1

1

第 604図  S-388、  S-490、  S-373平 面・ 断面図  1/50
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Y=2′ 316Y=2′ 313

+X=引 94コ 8

Y=2′ 316   Y=2,313

+  +X= 十

蕉⊆)帥8のピットn

X=引 94押88+ X=■ 94コ88+

S-621

台

S-513

S-606

153m
占 1153m

2m

仰/5①

1・ 2層を掘り上げた後の平面図 ギ 完掘平面図

層名 ヒ  色 土 性
土   質

備 考
米与性 しまり

断TH A

1 ☆褐色 シルト ややあり よわい 径 5～ 10cmの礫が混じる 鉄型品出上

2 にぶい黄橙色 粘土 あ り よわい 南側に集中 して堆橘

3 明黄褐色 10YR6/6 シル ト質粘土 あ り ややあり
倉堀 ,好鯉

の礫が混 じる 基本屑 V層がプロッ/JFに 混 じる 瓦が混 じる 予488

断面 B

1 明黄褐色 10YR6/6 粘土 ややあり あ り 径 5cm程度の礫が混 じる

2 褐色 10YR4/4 砂質シル ト ややあり よわい 瓦、鉄製品が混 じる

3 にぶい犬糟色 10YR6/4 シル ト質粘土 ややあり ややあり 炭が混 じる 瓦が混 じる
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第 606図 S-388 ビット検出状況 (東から) 第 607図 S-388 完掘全景 (東から)

第 608図 S-388 断面 (西から) 第 609図 S-388と S-488の 切 り合い (東から)

第 610図 S-388 ピットe 検出状況 (東から) 第 611図 S-388 ビットc・ d 断面 (北から)

第 612図 S-388 ピットf 断面 (】しから) 第 613図 S-490溝跡 断面 (西から)

つ
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S‐488 完掘全景 (北から)

S-488 南半検出状況 (北から)

S-488 断面 A(南から)

第 614図 S-488塀跡 検出状況 (南から)

第 618図  S‐488 断面 B(南から)

第 619図 S-488 堆積± 1層の検出状況 (北から) 第 620図 S-488壁面検出の S-620(西から)
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C 礎石・柱穴など

イ S-345石材

調査区の南端で検出された石材である。長さ 70cm、 幅 60cm、 厚さ 35cmの石材で、加工はされていないが比

較的平坦な面を上にしている。掘り方がみられ礎石の可能性があるが、根固め石がないことと、周辺に組み合う石

材が発見できなかったことから、礎石が本来の位置から動かされた可能性も考えられる。

口 S-369柱穴

調査区の南西部で検出された柱穴で、S251溝跡、S368土坑より古く、S370土坑より新しい。長さ 115cm、

幅 95cm、 深さ 100cmで、底面に石材 (自然石)を据えている。礎板石をもつ柱穴と考えられるが、調査区内で

は組み合う柱穴が確認できなかった。

ハ 石材の検出される土坑など

S-382、 S-393、 S395、 S466土坑などでは平坦な石材が検出されており、礎石として使用されていた可育留14が

ある。また、S478、 S503、 S618土坑などは小礫が詰まっており、これらも柱を据えるための基礎構造の可能

性がある。その他にも柱痕跡の確認できる土坑があるが、建物跡や柱列などを構成する組み合わせを確認できなかっ

た。

潤期輝
留

X494コ 釧+
均  I

Y=2′ 305

X494押 88+
Y=ギ06

謂

卜旧 m
S-369柱穴

2m

仰/5ω

S-345石材

S-345

層 名 土   色 司二 '性
土   質

備    考
粘 性 しまり

I H■
/褐

色 10YR3/4 ン,レ ト 小 lIX、 ガラスが混 じる

I 黄褐色 10YR5/6 ンル ト質粘土 盛土層出来の粘土がブロック状に混じる 径 3～ 10cmの IREが 混じる

2 明式褐色 10YR6/6 粘土 灰白色 (10YR8/2)粘 Jiが ブロック状に混 じる

S-369

層 名 土  色 土 lt
土  質

備     考
粘性 しまり

断面 A

1 あ り よわい 白色粘 Jiブ ロック、にぶい黄椅色 (10YR7/4)粘 十ブロックの混在サH 礫が夕く混 じる

2 灰黄褐色 10YR5/2 脇 十 あ り よわい にぶい黄橙色 (10YR7/4)粘 Jiフ ロックが混 じる 礫が多 く混 じる

3 にぶい黄橙色 10YR7/コ 粘 土 あ り よわい 明黄褐色 (10YR7/6)粘 上ブロックが混 じる 礫が多 く淀 じる

4 浅黄橙色 10YR3/3 あ り よわい にぶい黄橙色 (10Y6/4)粘 土ブロックが混 じる 礫が多 く混 じる

断面 B
5 にぶい員橙色 10YR7/4 粘土 よわい 白色粘上の細 l1/が 混 じる 粗砂が混 じる

浅黄特色 10YR3/3 粘 土 よわい 白色粘上の細粒が混じる 粗砂が混じる

遺 構 庸位 瓦 (点数) 瓦 (重量 :宜) 外 L■ 産陶磁Pi 国産陶磁器 土印「質上器 瓦質土Pi 金属製品 石製品 木製品 その他

S‐ 345 2

S-369 8,34( 1

第 621図  S‐345石材 。S-369柱穴 平面・断面図 1/50
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第 623図 S345石 材 掘 り方断面 (北から)
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第 625図 5369土坑ほか全景 (北から)
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S-369柱穴 断面 A

S369柱穴 断面 B(北東から)
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第 628図 第 629図 S-369柱穴 底面の石材 (上が東 )



D 焼土土坑

壁が焼け、焼骨の出土した土坑が 2基ある。

イ S-385土坑

V層上面で検出された。長さ 100cm、 幅 70cm、 深さ 15cmで、長方形である。底面及び壁面が焼けている。

堆積土は 2層に分かれ、上層はブロック状の粘土層、下層は炭・灰が主体で焼骨が多量に混じる。焼いた後、粘

土層で埋め戻したと考えられる。骨片はもろく、取り上げた後水洗したが大部分崩れてしまった。

口 S-603土坑

V層上面で検出された。S-388。 S488よ り古い。長さ 130cm、 幅 70cm以上、深さ 30cmで 楕円形である。

壁の一部が焼けている。堆積土は 3層に大別され、 1・ 2層はブロック状の粘土層、3層は炭層で焼骨がわずかに

混じる。1,2層は埋め戻し上と考えられる。骨片はもろく、取り上げた後水洗したが大部分崩れてしまった。

これらの遺構から出土したした焼骨は分析していないものの、地面が赤化するまでかなりの火力で焼いているこ

とから火葬の遺構と推定される。火葬遺構とすると、土坑の発見された場所は本丸大広間に近接していることから、

土坑が城郭期のものとは考えがたいため、築城以前の遺構ではないかと推定される。S603の北側にV層上面が焼

けた痕跡 (S-386焼面)があるが、これも同様の遺構の可能性がある。

Y=2′ 309

耳催引
"脚

Y79 Y=2′310

+X=引 94コ 83

８引
崖

炭・焼骨の分布状況 (アミ中の自抜き部が骨)

アミは焼面の分布

隣 H i4 m 名           崖恥4m

0                   1m
仰/2①

屑 名 上  色 ヒ ″
性

に  頃
lF   考

しまり

ta 災 4r・

k色 10YR8/6 あ り あ り 肖色粘上の細かいブロックが混じる 炭がわずかに混じる 駿化鉄斑がわずかにみられる

褐灰色 10YR5/J あ り あ り la FHと 波の混在局

2 基本層 V層の粘 !:が 主体で、炭が多く混 じる  ド灯に,二fさ 2mmの 炭屑

第 630図 S-385土坑 平面 。断面図 1/20
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第 631図 S-385土坑 炭・焼骨検出状況 (西から)

第 633図 S-385土坑 底面 (西から)

:1華宇・1要鶉齋督

=~ 

‐

第 635図 S-385土坑 底面たちわり状況

S-385土坑 炭・焼骨検出状況 (西から)

liド送

'重幹 景

第 632図

爾聟暁i露i

響11と

麓

:帝ず

露趨
観

第 636図 S-385土坑出土 焼骨 (1)

第 638図 S-385土坑出土 焼骨 (3)
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第 637図 S-385土坑出土 焼骨 (2)



Y=2,312

+X=引 94瀾 86

Y=2′ 313

+
崖 1153m

崖 1153m

第 639図 S-603土坑

絆

第 640図 S-603土坑 全景 (東から)

0                   1m
仰/2o

第 641図  S‐603土坑 北半 (南から)

層 名 土  色 iL 判,

土   質
備 考

4fl性 しまり

1 にぶい員精色 10YR6/4 粘 土 つよセ 白色粘土がプロック状に少景混 じる 炭が混 じる

明黄褐色 10YR6/6 粘 士 つよし 白色粘上がブロック状に少量混 じる 炭が混 じる

明黄褐色 10YR6/6 ややあり 南北ベル ト南側では炭はわずかであるが焼七がブロック状に下面に認められる

明コt褐色 10YR6/6 ややあり 南北、東西ベル ト北側では焼土はほとんど認められず炭化物がブロック状に多壁に認められる
白色粘上ブロックが少量混じる

明貢褐色 10YR6/6 ややあり 白色粘 上ブロックが多 くViELじ る

にぶい黄桁色 10YR6/4 粘 土 つよt 白色粘土がプロック状に多量に混 じる

明貢褐色 10YR6/8 粘 土
炭が多最に混 じる 骨片がわずかに淀 じる 底面は弱 く、IIV面 は強 く火を受けてお り、焼土が
分布する。

I■
■ 11

像

第 643図 S-603土坑出土 焼骨第 642図 S-603土坑 南半 (北から )



イ響

第 645図 S-603土坑 断面 A耳ヒ半 (東から)第 644図  S‐603土坑 断面 A南半 (東から)

第 646図 S-603土坑 断面 B(南から)

E Ⅲ層上面の遺構

Ⅲ層上面の遺構を以下に示す。任意の範囲を区切 り

」

(「範囲①」などと表示)、 平面図と断面図を示した。

Y=2,300

+X軋
ィ

79

―引    1   卜
二 1154m

斡
S-387

Y=2,305

+引 9押 78

十X=引 94コ 80

畔 悧54m

Y=雫02

＋■

０

　

　

‐９〓

第 647図  S‐603土坑 断面 C(北から)

遺構 層 名 土  色 上  性
土  質

備 考
粘牲 しまり

S-387 1 明黄褐色 10YR6/6 シル ト混じり粘土 ややあり よわい 白色粘土のJヽブロックがわずかに混 じる 礫が混 じる

S-39覇 1

3色 10YR5/6
粘士 あ り よわい

夢爆倉混
OYR5/6)、 明黄褐色 (10YR7/0粘 土プロックが混じる 炭化物が少量混じる 礫、瓦が

明黄褐色 10YR7/6
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第 648図  Ⅲ層上面検出遺構 平面・断面図 (1)1/50



Y=2′ 304

X=J94コ 80+

第 650図 S-387土坑 断面 (南東から)

範囲③

平面・断面図 (2)V50

第 653図 S-394土坑 全景 (南から)

●1111・ ュ▼ :「

Y弾
推呵期82

・■ど|

第 652図

11露騨駐kl  .
`■ 猛

|

,   /  ⅢⅢ ‐

S-394土坑 断面 (東から)

鞠

S-396

屑 名 土   色 ヒ ‖4
土  質

lI 考
しまり

I にぶい夢ξ橙色 10YR6/4 粘 上 あ り ややあり 径 5cmの 礫及び瓦が多く混 じる 砂がわずかに混 じる

2 浅黄橙色 10YR8/4 碁占士 あ り ややあり にポい黄橙色 (10YR7/3)粘 上及び白色粘上の薄い層
が蒐なる 層状に炭化物が混 じる

遺構 層 位 瓦 (点数 ) 瓦 (竜量 :Я ) 外国産陶磁器 国産陶磁器 土師質土器 瓦質上器 金属製品 石製品 木製品 その他

25(

合副 1 65(

14 132C

144C

S‐ 466

S-467

第 651図 S-387土坑 全景 (南から)

第 655図 S-396土坑 全景 (西から)第 654図 S-396土坑 断面 (西から)
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書『基
瀾汎:

Y=2,300

+X=―

十X=一 ご観

Y=2′305

+

卜相,4m

Y=2,304

+X引 94押 82

Y=2′ 303

範囲④

154m

卜相i5m名   凸
“
4mれ出口,4m

2m

仰/59

③
鋤石

Ю

14

TH

隣H i4輌
S-393

S393の 1層掘り上げ後

S-393

S-395

S-382

S-393

層 名 土  色 土  性
土   質

備 考
しまり

1 にぶい黄椎色 10YR6/4 粘土主体 あ り ややあり 黄橙粘土、白色粘上のブロック混花 礫、及び瓦が多く混じる

2 にぶい黄褐色 10YR6/5 粘 土 ややあり ややあり 瓦が多量に混じる 炭化物が混じる

3 明黄褐色 10YR6/6 粘 土 あ り な し 白色粘上の小ブロックがわずかに混 じる 礫混 じる

S-589

層 名 土   色 土  世
土  質

llm 考
粘 性 しまり

la 黄橙色 偕土 粘土小プロック、白色粘上細粒、炭が混じる

lb 黄橙色 粘土 灰黄褐色 (10YR6/2)鶏 ;土が混じる

2 白色粘土主体で犬粘上ブロックが混じる

S-477

層 名 上  色 上 ′
性

上  質
備 考

粘 性 しまり

1 にぶい員褐色  10YR4/3 ll上 主体 あ り よわい 浅黄袴色 (10YR8/3)粘 土小ブロック及び炭化物片が混じる

S-395

悩 名 J 色 と ‖4
土  質

備 考
lur性 しまり

にぶい黄構色 10YR7/3
粘 と あ り ややあり にぶい黄橙色 (10YR7/3)、 黄橙色 (10YR3/6 )粘」

=が
ブロック状にlFL在 する 酸化鉄斑混

じる 五が多く混じる
黄裕色 10YR8/6

2 にぶい黄橙色 10YR7/2 粘 土 あ り ややあり 白色粘土ブロックが混じる 礫及び瓦が混じる

S-382

層 名 土   色 土  性
土  質

考
粘

′
性 しまり

1 黄橙色 10YR8/6 粘 土 あ り よわい にぶい黄椎色 (10YR7/3)lr土、白色粘土がブロック状に混在する 木の根、瓦、礫が混 じる

2 策構色 10YR8/6 lr土 あ り よわい り1,t褐色 (10YR7/6)粘 上がブロック状に混じる 砂が若干混じる 礫、瓦が混じる

172 第 656図  III層 上面検出遺構 平面・断面図 (3)1/50



S-1031

Y=2′299 Y=2′ 301

+十X=J94コ 84

S-1031

卜 1154m

0

/瑚

芦
工鷲

1層断面 (南から)

第 657図  III層 上面検出遺構 平面 。断面図 (4)1/50

第 658図

■     |
ⅢⅢⅢt・ ,「

S-393土坑

!― !i´ ⅢⅢ

氏

S-508

,日 名 土  色 上 ‖1:
上   質

llR 考
しまり

1 ljl〕 tlb色 10YR6/8 シルト質�iJ ややあり ややあり
'た

本)yl v屑 がブロック状に混じる 炭が活十混じる

2 褐 色 10YR4/4 ンルト ややあり よわい 柱痰勘∫ 炭が岩干混 じる

S-1031

用 名 土   色 ■ 1■
上   質

考
しまり

1 閉色 10YR4/6 シルト質h41 あ り ややあり 炭がわずかに混 じる

2 り]褐 色 7 5YR5/8 砂質粘 ヒ ややあり な し 比檸色 (10YR3/6)砂 が縮】犬に混 じる

3 にぶい占t締色 10YR6/4 シルト質鶏ヽ 1: あ り ややあり 炭塊が多ヨとに混 じる

4 にぶいとと締色 10YR6/4 シアレト あ り あ り 酸化鉄,1と 炭がわずかにilLじ る

遺構 層位 瓦 (点数) 瓦 (蒐 哲と1宮 ) 外FI産 陶磁器 川産陶磁器 |:師 Ftt■器 五質 土器 金属製品 石捌品 木製 I「

I その他

S‐382
877〔

2

合予| 2067(

S-393

30,691

1

合「 | 3144(

1

判 30C

1 4

S‐ 477 3 1

S‐ 1031
1 2

3 3(雲母)

合計 2 100 1 3(雲母 )

第 659図 S-393土坑 1層掘り上げ後 (西から)

第 660図 }393土坑 2・ 3層断面 (南から) 173
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第 662図 S-589柱穴 断面 (北東から)

～て
|!｀ R目

.日日BttBI'ロト
メ)'P′

 ́´

第 668図 S-382土坑 断面 (北東から)

第 665図  S-469・ 477土坑 全景 (南から)

鰯
| 

´
こ,′  t

,与 ■ |,i

攀遠
ゴ:1甲

第 667図 S-395土坑 全景 (北西から)

第 669図 S-382土坑 全景 (北西から)
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軽

一

第 670図 S-503柱穴 断面 (西から)

第 672図 S-1031土坑 断面 (北東から)

第 671図 S-508柱穴 全景 (西から)

第 673図 S-1031土坑 炭・焼上の分布状況 (北東から)

M割

⑧
X=引 94Л85+

書『基
就額幹

S-397

lyi名 L  色 _L ′
性

土  質
備     考

粘イVt しまり

1 にぶい焚褐色 10YR5/4 シフレト ややあり ややあり ittiに 径 5cmの礫が混 じる ド面に薄 く炭化物層がある 瓦が混 じる

2 明rt褐色 10YR6/6 あ り よわい 下部に炭化物層が互層となる 白色粘J=が ブロック状に混じる

3 明太褐色 10YR7/6 シル ト質粘 I ややあり よわし 基本層 V層が主体 底面直_L8cm程度の厚さでグライ化

第 674図  lII層 上面検出遺構 平面・ 断面図 (5)1/50
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´M8⑬ 1155m
Y=2,302

や引男コ
“

Ⅲ卸8◎
ト

Y=2,307

十

383

貯

�
的

S-480

D        Di
―引    トー1154m

1

鮎
S-401

1止 1155m

%

庄 1汚4m

Y=2′304

+X=引 94コ 86

Y=2′ 302

ド恥4m

S-507
2m

市/5①

十X=呵 94コ 89

凸 154m

S-370

S-473  S-472

S-383

思 名 土   色 Ji lJ:
■   質

考
粘イ

H: しまり
1 明黄褐色 10YR6/6 粘 土 あ り あ り 酸化鉄を含む 2層 の粘上ブロックが淀 じる

2 にぶいOt橙色 10YR7/2 粘土 あ り あ り わすかに炭が混じる

S-481

層 名 上  色 上 性
上  質

備 考
為4性 しまり

崇褐色 粘土 あ り あ り 径 5cmの穣が混 じる 瓦が混 じる

2 褐 色 10YR4/4 ンル ト質粘土 ややあり よわし 瓦が混 じる

層 名 上  色 土 性
十  箕

備 考
しまり

黄褐色 粘 土 あ り あ り 径5cmのlkFが 混じる 瓦が混じるシルト質粘土シルト質粘土
2 褐 色 10YR4/4 シル ト質粘土 ややあり よわい fN■ が混 じる

176

第 675図  III層 上面検出遺構 平面 。断面図 (6)1/50



S-401

層 名 土  色 土 性
土   質

備    考
粘 性 しまり

1 にぶい黄橙色 10YR5/3 粘土主体 あ り ややあり 褐灰色 (10YR5/1)粘 上及び白色粘土プロックが混在 礫、瓦が混じる

層 名 土   色 土  性
土  質

備    考
粘性 しまり

I 黄袴色      110YR7/8 シル ト質粘土 ややあり よわい 上部に白色粘土が薄 く堆積する

層名 土   色 土 性
土   質

備    考
粘 性 しまり

I 黄褐色     10YR5/8 粘 土 あ り ややあり 白色粘上、黄橙色粘土がプロック状に混在 瓦が混じる

S-370

層 名 上  色 土 性
ヒ  質

備     考
粘`性 しまり

1 黄橙色     10YR7/8 シ,レ ト よわい よわい 基本層V層が主体 瓦が混じる

層 名 土   色 土 性
土   質

備    考
粘性 しまり

1 明黄褐色 10YR6/8 粘上 褐灰色 (10Y6/1)粘 上、白色粘土がプロック状に少量混 じる 炭が斑状に少量混 じる

2 明黄掲色 10YR6/8 粘 土 白色粘土がブロック状に多量に混 じる

3 明黄褐色 10YR6/6 粘 土 白色粘上がプロック状に多量に混 じる

S-472

層 名 土  色 と 性
上   質

備    考
粘 性 しまり

1 明黄褐色    10YR7/6 粘 土 あ り あ り 明褐色 (7 5YR5/8)粘 上がブロック状に混じる

S-498

層 名 土   色 土  性
土  質

備    考
瑞I性 しまり

1 にポい黄褐色 10YR5/3 粘土プロック あ り よわい 浅黄橙色 (10YR8/4)粘 土小プロック及び灰臼粘土ブロックが混在 礫が混 じる

にぶい黄橙色 10YR7/4 粘土ブロック あ り よわい 明黄褐色 (10YR6/6)粘 土ブロック、白色粘土プロックが混 じる

あ り よわい 2a層 に白色粘土プロックが混 じる

3 灰白色 10YR3/2 粘 土 あ り よわい にぶい黄褐色 (10YR5/3)土 プロックが混じる

S-507

層 名 土  色
‐ヒ ‖

jt 土   質
備    考

粘 性 しまり

1 明黄褐色 10YR7/6 粘上質シル ト ややあり よわい 砂、礫が混 じる

2 明黄褐色 10YR7/6 粘土 ややあり 粘土ブロックが混じる 炭が混じる

3 明黄褐色 10YR4/6 シルト質粘土 ややあり よわい 柱痕跡 炭が 多量に混じる

第 15表 S-368ほ か出土遺物集計表

遺橋 層 位 瓦 (点敷) 瓦 (重量 :費) 外国産 llFfJ磁器 国産陶磁器 土師質土器 瓦質上器 金属製品 石製品 木製品 その他

10,000

1 6,200

合二| 16.200

1

1 1

合言「

2,300

S-472 1

S-473

1

S‐ 482

200

1 1

合予ト 26(

S-503

6

S-608 1 10(
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第 676図 S-397土坑 断面 (南から)

■i! !  !!|・ |十 1  -― .:!11

第 678図 S-383土坑 断面 (北から)

第 677図 S-397土坑 全景 (南西から)

第 679図 S-383土坑 全景 (西から)

第 681図 S-480柱穴 断面 (西から)

、● _、 |・
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第 680図 S-481柱穴 断面 (西から)

;::||:|'411と
ヽ

氏

離す|

fi:lf

鶉
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第 682図 S-401溝跡 断面 (西から) 第 683図 S-368土坑 断面 (北から)



竜
―
〆

第 684図  S-334・ 370土坑 断面 (北から)

第 687図  S-608二上坑

第 689図

断面 (東から)

ヽ
ゝ

属 i瀞そ
第 685図 S-368。 369。 370土坑 全景 (北から)

S-498二上坑

第 690図  S‐507柱穴 断面 (北から) 全景 (北から)
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Y=2′ 311

+
Y=2′ 313

や封9押 82

Y=2,311

+少

十X=引 94′ 184

虔 1153m

|

Y=2,313

+
S-386

学

アミは焼土at囲

+

隣 1153m

Y=2′ 31¶

X=判 94コ84+
為

S-406  ユエ

S-489

X=引 9押86+＼

麟 1154m

焼土の厚さは 2～ 5cm

2m

仰/59

石除去後

一

S-618

層 名 上  色 七 ′
性

土  質
備 考

粘 性 しまり

ユ 浅黄橙色 10YR8/3 にぶい黄橙色 (10Y6/4)粘土プロックが混じる

2 にぶい黄橙色 10YR6/3 シル ト質粘七 あ り よわい 黄檜色 (10YR5/2)粘 上が混じる

S-611

届 名 土   色 土 性
Ji 質

備 考
粘 性 しまり

1 明黄褐色 10YR6/6 粘上質シル ト つよし 径 1～ 5cmの標が多景に湿 じる

2 明焚褐色 lLIJI つよ� 径 5mm前後の礫が斑状に少 景混 じる

S-384

層 名 土  色 上  性
土   質

考
粘lJ: しまり

la 明式褐色 10YR7/6 hr土
明黄褐色 (10YR7/6)粘 し、にぶい裁褐色 (10YR6/4)hi上、灰白色粘土混在。礫、多く混じ
る

lb よわい la層 に灰白色 (10YR8/2)粘 土小ブロックが混じる

2 にぶい黄褐色 10YR5/3 粘土ブロック ややあり ややあり 明黄褐色 (10YR7/6)粘 土ブロッック、白色粘 土ブロックが混 じる

3 灰白色 10YR8/2 lr土 ブロック ややあり ややあり 基本屑 V層 白色粘上の下層の上が主体で 2層粘土小ブロックが混 じる

4 明黄褐色 10YR7/6 粘 上プロック にぶい黄褐色 (10YR5/3)ブ ロッックが混じる

S-489

層 名 上  色 土 性
土  質

考
しまり

1

2 にぶい黄俺色 10YR6/4 シルト質粘土 あ り よわい

3 褐灰色 10YR6/1 粘 土 明黄褐色 (10YR6/6)シ ル ト質粘_Lフ ロックが混 じる 機が混 じる

遺構 屑 位 瓦 (点数) 瓦 (重量 :宮 ) 外国産陶磁器 国産陶磁器 土師質 土器 瓦質上器 金属製 I枯 石製品 木製品 その他

S‐ 384

2

2 310C
合計 450C

2
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第 692図  III層 上面検出遺構 平面 。断面図 (7)1/50



印

熟

コ

1.I,i   :  .奉工●
第 693図 }618土坑 断面 (東から) 第 694図 S618土坑 礫検出全景 (上が西 )

_ _  | .一

第 696図 S-384土坑・489柱穴 断面 (西から)

―
■■扇翻逮● II;■ ll要浄■ ||■ ―_■■!.■ ■| ィ|

第 695図 S611土坑 断面 (北東から)

■|, ∵韓
―… |

第 697図 S-384上坑・489柱穴 全景 (西から)

魅 |:|″
ri― i ■|lr季離 t111

第 698図 S-489柱穴 全景 (西から)

第 699図 S-386焼土 全景 (北から)
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Y=2′ 309

X=引 94押87+
Y=2′ 313

+穆
∈
判°

S-375

上
∩

期
◎

TΩ

当

X=■ 94押90+

岸 1154m

第 701図  III層 上面検出遺構 平面 。断面図 (8)1/50

0                 2m
仰/5ω

層 名 土   色 L性
と  質

備    考
粘 性 しまり

S‐ 375 1

にぶい黄橙色 10YR6/4
粘 土 あ り あ り 上綿 き厚

色 QOYR伊つ、浅黄橙色 00YRy9 4r■ が混じる 基本層V届白色粘
浅黄裕色 10YR8/3

S-511 1 黄褐色 10YR5/6 粘 :I! あ り ややあり 基本層 V層 白色粘土がプロック状に混じる  炭が混じる S508に 類以

S‐602

1 にぶい災褐色 10YR5/3 あ り 白色粘土ブロック混存

2 にぶい焚橙色 10YR6/4 ややあり 白色粘上ブロック混在

3 にぶい黄綺色 10YR6/3 粘 土 ややあり 自色粘土ブロック少量混 じる

4 にぶい黄褐色 10YR5/3 粘 t あ り 白色粘上ブロック混在

遠稿 層 位 瓦 (点数 ) 瓦 (重 量 :q: 外回疋陶磁器 国産陶磁器 瓦質土器 金属製品 石製品 木製品 その他

S-375

S‐377

1

S‐ 511

第 703図 S‐375土坑 全景 (南から)

|ケイン                         _|

第 705図 S-511土坑 断面
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隣相&4m

斡

¬ 隣相i4m

1149m

ド上1154m

謂

Y=2,314

X=判 94コ88+

X=引 94コ92+

ぴ

れ

降側i4m与

○

S-319

/

S-373

層 名 土   色 土 性
上   質

備    考
粘 性 しまり

1 明褐色    17 5YR5/6 ;土 あ り な し 明黄褐色 (lKIYR6/6)粘 上がプロック状に混じり、上面には径 15～ 20cmの 円礫が混じる

S-389

層 名 土  色 土  性
土  質

備    考
粘性 しまり

1 にぶい黄橙色 10YR7/4 粘土 あ り あ り 明黄褐色 (10YR7/6)粘 土がブロック状に混じる 炭化物が少量混じる

にぶい黄橙色 10YR6/3 シル ト質粘土 あ り あ り
浅黄色 (25Y7/4)、 淡黄色 (25Y8/4)、 灰黄色 (25Y6/2)粘 土ブロック混在 自色粘土細粒
がわずかに混じる

明黄褐色 10YR7/6 粘土 あ り あ り

S-622

層 名 土  色 上 性
土   質

備    考
粘性 しまり

I

浅黄色 25Y7/4

粘 土 混在淡黄色 25Y8/4

灰黄色 25Y6/2

S-530

層 名 土   色 土 性
土   質

備    考
粘性 しまり

1 黄褐色    10YR5/8 粘 士 黄褐色粘土と灰白色砂質土 (基本層Ⅳ層)が斑状に混じる

S-556

層名 土   色 土  性
土  質

備    考
粘性 しまり

1 黄褐色 10YR5/6 粘 土 あ り あ り 小礫、灰白色砂質上が・Ftじ る

2 明黄褐色 10YR7/6 粘土 あ り あ り 灰白色粘 とが混 じる

遺構 層 位 瓦 (点数 ) 瓦 (重量 :貿) 外国産陶磁器 国産陶磁器 上師質土器 瓦質土器 金属製品 石製品 木製品 その他

1 1

合言「 1 1

S-373 1

カクラン

1 1

第 706図  III層上面検出遺構 平面・断面図 (9)1/50
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ぇ■圧二:

71=

第 707図 S-373土坑 断面 (北から)

第 709図 S-389土坑 断面 (南から)
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第 710図 S-389土坑 全景 (南から)

第 711図 S-622土坑 断面 (西から) 第 712図 S-622土坑 全景 (南から)

第 7¶ 3図 S-530土坑 検出 (南から)
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第 714図 S-530上坑 断面 (南から)



穀

第 715図 S-319・ 520・ 530上坑 全景 (西から)

第 717図 S-556柱穴 全景 (南から)

第 719図 S-594・ 595土坑

第 716図 S-556柱穴 断面 (南から)

、ナ′

綿

第 720図

・
ゆ,

第 722図  III層中 。下面遺構検出状況 (南から)第 721図 S-597土坑 全景
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Y=2′ 302

F III層 中 。下面の遺構

Y=2,301

十 X=引 94′ 174

■  1 隣 1153m

珍参ウ歩珍参″チ
クラン

S-500

Y=2′ 301

+｀

Y=2,304

X=引 94コ78+

解

周期的拝ωЮδ
瑚

1153m

1153m

弐≪あ畔
〓２，３０＋

鬱 当 隣 1153m

S-587

3、、
ラ惨珍滲フラフ滲惨惨::4

S-584

れ  2   隣 1153m

以

S-587

範囲②

範囲③
口/5①

とド
|'皇

9

/   
°

S-464

層 名 上   色 土  性
土   質

備 考
粘 性 しまり

1 浅黄色 25Y8/3 粘 土 浅黄色 (25Y3/3)、 黄色 (25Y8/6)粘 上が径 lcmの ブロックで混在

2

淡黄色 25Y8/3

粘 土 径 2～ 3cmのプロックで混在焚色 25Y3/6

明黄掲色 10YR6/6

3 2厨ににぶい黄色 (25Y6/3)粘 土の小プロックが混 じる

S-586

層 名 上  色 土 性
土   質

備 考
粘性 しまり

1 にぶい黄橙色  10YR6/3 粘土質シル ト よわい 性t秒 が多く混 じる 径 10cm以 下の礫が多 く混 じる

S-500

屑 名 ナ  色 と ′
性

上   質
捕 考

粘 性 しまり
1 明黄褐色    10YR7/6 乗色粘土ブロックが混じる 瓦が多星に混じる

S-584

層 名 土   色 土  性
J: 質

備 考
粘性 しまり

1 にぶい黄糟色 10YR6/4 l.I土質シル ト 粘北の小ブロックが混 じる 炭が混 じる

2 にぶい黄橙色 10YR7/3 白色粘上ブロックが混在 炭が混 じる

3 にぶい貢憶色 粘土プロックが 7/く 混 じる

4 白色粘上 と黄色粘土ブロッック混在

S-587

屑 名 土   色 土  性
土  質

備 考
粘性 しまり

1 炭黄橙色 10YR3/3 為ξ土 白色粘J:の 細粒が混 じる 陵が混 じる

明黄褐色 10YR7/6 向色粘上の細粒が混 じる 炭が混 じる

遺構 層 位 瓦 (点数 ) 瓦 (重量 1宮 ) 外国産陶磁器 国産陶磁器 土前F質 J:器 瓦質土器 金属製品 石製品 木製品 その他

S‐ 400 判

S-464

と73 1162C 1

S‐ 501 20(

1
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第 723図  III層 中・下面検出遺構 平面・断面図 (1)1/50



第 724図 S-464柱穴 断面 (西から)
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第 728図 S-584土坑 断面 (北西から)

第 725図 S-464柱穴 全景 (上が北 )

第 729図 S-584土坑 全景 (南から)

|| | |｀
 ~~す

ゝ

第 731図 S-500土坑 全景 (南から)

第 726図 S-586土坑 断面 (南から)

第 730図 S-500土坑 断面 (南から)
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第 732図 S-587土坑 断面 (西から) 第 733図  S‐587土坑 全景 (南から)

名  隣恥4m

斡
S-519

卜 1153m

S-493

土

甲3を
2m

仰/5①

層 名 土   色 土 性
土   質

備     考
粘性 しまり

1 褐 色 10YR4/4 シアレト ややあり ややあり 炭が若千混 じる

S‐ 588

1 にぶい黄橙色 10YR7/3 粘土

2
にぶい黄橙色 10YR7/3

粘 士 ブロック状に混在 炭が混じる
明黄褐色 10YR7/6

S‐ 638

1

にぶい黄構色 10YR7/3
粘土 ブロック状に混在 炭が混じる

明黄褐色 10YR7/6

2 酸化鉄ブロック

3 灰黄褐色 10YR6/2 粘 土 下面に酸化鉄フロック集積

遺構 屈 位 瓦 (点数 ) 瓦 (重量 1質 ) 外国産陶磁器 国産陶磁器 土師質土器 瓦質土器 金属製品 石製品 木製品 その他

S-588

第 734図 III層 中・下面検出遺構 平面・断面図 (2)1/50

第 736図 S-588・ 493土坑 全景 (南から)

188

第 735図 S-588土坑 断面 (南から)
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第 737図

Y=2′ 300

+X=引 94コ 77

十X=引 94コ 84 +

酔 h4m
隣 h4m

厚さ 1～ 2cmの 焼面

名 隣 側i4m 2m

伸/50

S-403

層 名 土   色 土  性
上  質

備 考
粘性 しまり

1 褐色 10YR4/6 シル ト質粘土 ややあり ややあり 黄橙色 (10YR8/81砂質シル トとにぶい黄橙色 (10YR7/3)粘土がプロック状に混じる

2 黄褐色 10YR5/8 シル ト質粘土 ややあり ややあり

掲色 シル ト質粘土 ややあ ややあり 底面に厚さ 3～ 5mmの 炭化物層 焼土塊と炭が多量に混じる

第 738図 Ⅲ層中・下面検出遺構 平面・断面図 (3)1/50

第 739図 S-403土坑北部 検出 (西から) 第 740図  S‐403土坑 断面 C(西から)
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Y=2′303

+
Y=2′ 306

+X=引 94′ 179

5-633

打デ■

斡

範囲②

S-633

層名 土  色 土 性
土   質

備 考
粘 性 しまり

I にぶい黄橙色 10YR7/3 粘土
夢馨1巽を が モミ蝋 締

棚色 (10YRV動 粘∫との打ヅ ロ ンクが混 じる 径 5～ 10cmの礫が

1154m」 当
B l154m

牌 1151m

1名 朽Bm

角

S-1034

卜相,4m 当S-614

蜘

③ 銹
S642◎

■X引
"脚

S-593

仰/5ω

S-592

S-592

層 名 土  色 土 性
土  質

補 考
粘 性 しまり

1 浅黄糟色    10YR8/4 粘土 白色粘土が混在

S-596

届 名 土   色 土  性
土  質

備 考
粘性 しまり

1

にぶい黄橙色 101FR 7/4
粘土 ブロック状に混在

灰黄褐色

S-605

屑 名 土   色 上 性
上   質

備 考
粘 性 しまり

t 灰黄褐色 10YR6/2 粘 土 よわい 2屑 との層理面に材の痕跡 と考えられる黒褐色 (10YR3/2〕 粘上が斑状に少量混 じる

2 明焚褐色 10YR6/6 粘土 つよセ 白色It土 がブロック状に少量混 じる 炭が混 じる

3 にぶい黄褐色 10YR5/3 よわい 明黄褐色 (10YR6/8)粘上がプロック状に少量混 じる

層 名 上  色 土 性
上  質

考
粘 性 しまり

灰黄褐色 10YR6/2
llr土 プロック状に混在 炭が混 じる

大橙色

lb 1層 に比べ灰焚褐色 (10YR6/2)の とBじ りが少ない

2 にぶい黄橙色 白色粘 七フロックが混 じる 際が混 じる

S-1034

屑 名 J:  色 上 lV i
上  質

備 考
粘 性 しまり

1 にぶい災褐色 10YR5/4 シル ト質粘 ■ あ り あ り 灰 ■色 (10YR7/1)粘 Jiブ ロックが混 じる 駿化鉄,iが み られる

2 にぶい)1褐 色 砂 な し な し 径 10cmの 礫がiLLじ る llltthiに 酸化鉄が集積する

190
第 741図  III層 中・下面検出遺構 平面・断面図 (4)1/50

遺紺 屑位 瓦 (点数) 亙 (重 最 :質 ) 外国産陶磁器 口産 l141磁淋 に伸I質上器 瓦 質 L騰 金属製品 石製品 木製品 その他

S‐ 478 カクラン 5

S‐ 596 〕 3



第 742図 S-633土坑 礫検出全景 (北から) 第 743図 S-633土坑 断面 (南東から)

第 744図 S-633土坑 礫検出状況 (南東から)

第 747図 S-633土坑 全景 (南西から)

警

第 745図 S-633土坑 全景 (南東から)

第 746図 S-633上坑 礫検出状況 (南西から)

第 748図 S-593柱穴 断面 (南から) 第 749図  S‐593柱穴 全景 (南から)

191



鐘 !辛亀■1暫!悪轟れ井

=1孝
:ギ

第 750図  S‐596土坑 断面 (南から) 第 751図 S-605柱穴 断面 (西から)
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第 752図  S-592土坑
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断面 (南から)

|

第 753図 S-592土坑 全景 (南から)
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第 754図  III層中・下面検出遺構 平面・断面図 (5)1/50



層 名 土   色 土  性
土  質

備     考
粘性 しまり

1 にぶい橙色   7 5YR6/4 粘土質シル ト 黄色、白色粘土ブロックの混在層 炭が混 じる

S516 断面 A

層名 土   色 土 性
Ji  賓

備    考
粘 性 しまり

1 にぶい黄橙色 10YR 7/4 粘 土 あ り ややあり

2 明褐色 7 5YR5/8 ンフレト ややあり よわい 炭が混じる

3 にぶい黄橙色 10YR6/3 シル ト質粘土 ややあり ややあり 瓦が混 じる

S-516  曽斤Ett B

層 名 土   色 上 性
土   質

備     考
粘 性 しまり

4 灰黄褐色 10YR6/2 粘土 つよ, 白色粘上がブロック状に多量に混じる 酸化鉄が斑状に少量みられる

5 明黄褐色 10YR6/6 粘 土 つよし 自色粘 tがブロック状に少量混 じる

明黄褐色 10YR6/6 粘土 ややあり

7 にぶい黄橙色 10YR7/2 粘 土 ややあり 白色粘土をブロック状に少量混じる 径 lmm前後の砂が多量に混じる

にぶい黄褐色 10YR5/3 粘 土 よわい 白色粘上がブロック状に少量混じる 炭が混じる

遠構 層位 瓦 (点数) 瓦 (重量 :E 外国産陶磁器 国産陶磁器 上師質土器 瓦質土器 金属製品 石製品 木製品 その他

！
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一

S‐590土坑 全景 (南から)

il■ lli   ‐. :|

第 758図 S-516土坑

第 755図 S-590土坑 断面 (西から)
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第 757図 S-591土坑 全景 (南から)

第 759図 S-516土坑 断面 B(南西から) 第 760図 S-516土坑 全景 (南から)
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(6)7区

①調査概要

7区は、石垣 DE角部の背後に位置する。まず、工事に伴い伊達政宗騎馬像を南へ移設するためのレール等の設

置に伴い事前調査を行った。騎馬像移設後、調査区全体の表土除去を行った。騎馬像部分は、南北 7m、 東西 5m、

深さ 12mの規模で掘削されていたため、埋土を除去し土層観察を行った。

盛土上面での調査の結果、全域に公園に関わるとみられるカクランが分布しており、若干の落ち込みや大型石材

などが確認できたが、明確に近世期の城郭に伴うと考えられる遺構は確認できなかった。

②基本層序

表土下に盛土層の分布が確認された。調査区北東部には盛± lAと した白色粘土層の分布がみられた。騎馬像跡

地の北端部から北側には盛± 1が、南側には盛± 2が分布している。墓± 2の分布範囲では、東西方向にのびる

地割れ痕跡が確認された。

Y=2′250                           Y=2300                          Y=2350

X=-194,150

X=-194′ 200

Y=2′ 330

X=判 94コ 70」  G
Y=2′ 340

H I I
Y=2′ 350

J I K
Y=2,360

LL

け ヤ

盛± 2

第 761図 7区の位置図 1/1000
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盛± 23 盛上 22
盛上 22

盛± 27

盛上 28

第 763図 政宗騎馬像跡地の断面図 1/50
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2-12

盛± 27   盛土

東壁

屑 名 調査時の層名 上  色 土  性
上  質

備 考
納性 しまり

盛上 11 盛J:① ■ 黄褐色 10YR5/6 粘土 あ り あ り こぶ し大か ら人頭大の円礫が混 じる 瓦が混 じる

盛± 12 盛上① 2 褐色 10YR4/6 砂質シル ト あ り あ り 盛± 11眉 より礫の混入が少ない 瓦が混 じる

盛 上21 1 褐 色 10YR4/6 ン,レ ト ややあり ややあり 円礫、砂が多量に混 じる 瓦が少量混 じる

盛■ 22 2 Π浄禍色 10YR3/3 ンルト な し ややあり 円礫が少量混 じる 瓦細片が多量に、磁器が少量混 じる

盛± 23 3 賛褐色 10YR5/6 粘土質シル ト ややあり ややあり 岩片が多数混 じる

盛± 24 4 黄褐色 10YR5/6 ンルト な し あ り
痣停 涯蕨評稀 荘発染発窮昇

混じる 屑 下部では砂が多く混じる 上部は上域化 (表土

盛ニヒ2-5 5 黒 色 7 5YR1 7/J シフレト な し ややあり 砂、円礫が少量混じる 瓦が多量に混じる

盛± 26 6 浅黄色 5Y7/3 砂 な し あ り
均質で円礫が混入しない 下部は岩片や風化礫が混じる黄褐色砂質シル トであり、上
下に細分可能

盛± 27 黄褐色 10YR5/8 ン,レ ト ややあり ややあり 門礫が少量、風化礫が多量に混 じる 砂が混 じる 瓦がわずかに混 じる

磋± 28 8 黄褐色 10YR5/6 粘上質シル ト あ り あ り 灰白色lt上、砂傑、岩盤ブロックが混 じる

盛± 29 9 黄褐色 10YR5/8 粘 J あ り あ り 白色粘土がブロック】犬に混 じる

盛± 210 褐 色 10YR4/6 砂質シル ト あ り な し 小礫が混 じる

碑上 2H 11 コこ褐色 10YR5/6 砂質シル ト な し な し 厚さ 2～ 5cm

盛± 212 灰白色 とOYR7/1 I.I土 あ り あ り こぶし大の明黄褐色粘土と岩盤ブロックが混じる

A 黄褐色 10YR5/6 粘土質シル ト な し あ り

B 暗褐色 10YR3/3 粘上質シル ト あ り な し 木の根もしくは盛土中の旧表土ブロック

第 764図 7区調査前空撮 (上が南) 第 765図 7区調査前 (西から)
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第766図 7区遺構配置図 1/100
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第 767図 伊達政宗騎馬像の移設前 (南西から)

第 769図 騎馬像跡地東壁 (西から)

第 768図 伊達政宗騎馬像の移設前 (西から)

第 770図 騎馬像跡地東壁 (西から)

第 772図 騎馬像跡地西壁の北端 (東から)
第 771図 騎馬像跡地西壁 (南東から)

第 773図 北東部 盛土上面 (西から) 第 774図 北東部 盛土上面 (東から)
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第 775図 南部 盛土上面 (東から) 第 776図 南部 盛土上面 (南東から)

第 777図 南部 盛土上面 (西から) 第 778図 騎馬像跡地 (南から)

第 779図 西部 盛土上面 (西から) 第 780図 西部 盛土上面 (西から)

◎発見された遺精

A S-629石材、 S-630」L坑

調査区南西部の盛± 2上面で石材 S629と 、玉石の分布する土坑 S630が確認された。

S-629石材は、長さ 110cm、 幅 85cm、 厚さ 60cmで、上面が平坦であり、部分的に加工されている。周辺に

掘り方状の落ち込みが見られるが原位置を保っているかどうか判断できず、礎石が動かされた可能性が考えられる。

S630土坑は、径 80cm、 深さ 10cmの円形で、底面に玉石がある。礎石根固めの可能性があるが、周囲に組み

合う遺構が確認できなかった。
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B 地割れ痕跡

調査区南部で、北西 ―南東方向、長さ約 13.5mの地割れ痕跡が発見された。地割れは盛± 2中に認められ、盛

± 1に は及んでいない。

C その他の遺構

全体平面図及び写真で掲載したが、数基の土坑、ピットなどの遺構が確認されたが、近世期のものかどうかは判

断できない。S313は、深さ約 lmの落ち込みであるが、平面形は不明である。

崖1li2 m

115,Om

114,Om

仰/5ω

第 781図 S-313断面図 1/50

第 16表 7区遺構出上の遺物集計

層 名 上  色 土 性
土   質

備    考
粘 性 しまし

1 黄褐色 砂質シル ト ややあり な し
無竜 ぴ浮

じる 円礫及び風化礫が多量に混じる 瓦

2 悟褐色 10YR3/3 砂貿シル ト な し な し 円礫及び風化礫が混じる

遺構 層 rui 瓦 (点数 ) 瓦 (重量 :冨 ) 外国産 ltt磁 器 国産陶磁器 土師質土器 瓦質土器 金属製品 石期品 木製品 その他
1 1 3

S‐ 624 1 2

1 6,60(

S‐ 626 1

第 782図 S-629・ 630検出状況 (東から) 第 783図  S‐629・ 630検出状況 (南から)

第 784図 S-629断面 (東から)
第 785図 S-630検出状況 (南から)
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第 786図  S‐630断面 (西から)

―

―
― ==

Ⅲ■||ふ エ

撃を i

第 788図 地割れ痕跡 (北西から)

. =!|・   |  「
「    工

 i  l '・‐fl‐

第 787図 H-17グリッド付近の地割れ痕跡 (北東から)

第 789図 地割れ痕跡 (東から)

第 790図 S-313断面 (西から) 第 791図 S-631(左 )・ 637断面 (右)(東から)

第 792図  S‐625・ 627検出 (東から) 第 793図 S-624。 625・ 626検出 (南東から)
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(7)8A[至

①調査概要

8A区は工事用通路部分であり、6区南束端から南へのびる細長い調査区である。本調査区では、全飯にわたり

整地層Ⅲ層が分布しており、柱列、土坑、池跡などの遺構が重層的に検出された。Ⅲ層の細分層ごとに調査を進め

たが、平面的に同一層位面を認識することが困難であり、一部の遺構検出面には混乱がみられた。以下の報告では、

遺構の検出層位が不明瞭なものもある。

②基本層序

I・ Ⅱ層の下部にはⅢ層が全体に分布する。Ⅲ層はⅢ a・ Ⅲ b・ Ⅲ c・ Ⅲ d層に細分される。調査区北端では盛

± 3が北へ向かい傾斜して堆積する。また、Ⅲ層の下にはⅣ層が分布しており、場所によっては細分される。Ⅳ

層下にはV層 (粘土層)が分布する。

発掘調査では、表土除去後のⅢ a層及びⅢb層上面、Ⅲ層掘 り下げ中、Ⅳ層上面、V層上面で遺構を検出し調

査した。土層断面の観察から、Ⅲ層の各細分層上面より遺構が掘り込まれていることが分かるが、一部の遺構につ

いては掘 り込み面を確定することができなかった。そのため、以下の記述では、調査当初に検出されたⅢ a・ b層

上面掘 り込みの遺構を「Ⅲ層上面」、Ⅲ c・ d層上面及びⅣ層上面で検出され調査した遺構を「Ⅲ層中 。下面」、V

層上面検出遺構を「V層上面Jと大別して報告する。

X=-194′ 150

X=-194′ 200

Y=2′250

第 794図 8A区の位置図 1/1000
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第 795図 8A区調査前
(上が北)

Y=2′ 330          Y=2,340

」  F I G I H Lx=J94押 90

第 796図 8A区 盛上分布図
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8A区壁断面実測位置図 1/200
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第 803図 8A区北壁 西部 (南から)

第 307図 8A区南壁 (北から)

i        l

第 804図 8A区北壁 東部 (南から)

第 805図 8A区東壁 中央部 (西から) 第 806図 8A区東壁 南部 (西から)

第 808図 8A区西壁 南部 (東から)

鶴

二上

解
'電

が
^

第 810図 8A区西壁 】ヒ部 (東から)8A区西壁 中央部 (東から)
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X=‐ 1夕町190

卜2,340+

Y=2r335-キー

Y=2β 30-#―

Y_2′324+

X=・ 194195

+

第 811図 8A区 IW a・ b層上面検出遺構配置図 1/100

X=-19略′20S

十

十
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却00
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X=-194,205

-キーY=2′ 343

X=-194′ 215 X=―

早
′220

―キーY=2,335

匡亜亜ヨ 玉石

第 812図 8A区北部 III層 上面検出状況 (南から)
第 813図  8A ttIII層 上面検出状況

(南から)

第 815図 8A区南部Ⅲ層上面検出状況 (南から)第 814図 8A区中央部Ⅲ層上面検出状況 (南から)



③ lII層 上面の遺構

A S-346a溝跡

南北方向にのび、長さ 12.5m、 幅 30～ 40cm、 深さ 25～ 40cmで ある。この溝跡はⅣ層上面から掘り込まれ

た S346c→ Ⅲ c層上面から掘り込まれた S-346b→ Ⅲ a・ b層上面から掘 り込まれた S-346aの 3時期の変遷をた

どっている。「Ⅲ層中 。下面の遺構」の「S346bo c溝 跡」で再度記述する。

B S-357'屏跡

東西方向にのびる溝状の掘り込みで、長さ 5.4m、 幅 85～ 100cm、 深さ 60～ 70cm、 西端が調査区外へのびる。

南壁寄りに柱痕跡が並んで検出される。溝状に掘りこみ、柱を建て並べ埋め戻したものと考えられ、塀跡と推定さ

れる。

C  S-460塀 跡

東西方向にのびる溝状の掘り込みで、長さ 2.7m、 幅 50cm、 深さ 85cm、 西端が調査区外へのびる。堆積± 3

層上面でピットが 3基検出された。S-357同様に塀跡と推定される。

D S-362石 Jl」

南北方向にのびる石列で、途中が撹乱により途切れるが、長さ 6.4m、 幅 100～ 110cm、 深さ 30cmの溝中に

径 5～ 20cmの 円礫が敷設されている。S-358土坑より古い。

BI

十一-4157m

や引9■

'む

テ

0

仰/50

層 名 土   色 土  性
上  質

備    考
粘 性 しまり

I 黄褐色 10YR5/8 砂質シル ト 明黄褐色粘上がわずかに混じる

2 黄4gj色 10YR5/6 砂質シル ト な し 柱痕跡

3 黄褐色 10YR5/6 シルト質粘J あ り 明黄褐色粘上が多量に混 じる

4 黄褐色 10YR5/6 ンルト質粘土 明黄褐色粘土が少量混 じる

5 黄褐色 10YR5/6 シル ト質粘上 あ り 明黄褐色粘土が少量混じる

6 黄褐色 10YR5/8 砂質シル ト にぶい黄色粘土プロックが多く混じる

7 明黄褐色 10YR6/6 粘 土 ブロック状に堆積し、褐色シル トが混 じる

8 褐色 10YR4/6 シル ト質粘 土 な し 明黄褐色粘土が少量混じる

遺構 屑 位 瓦 (点数 ) 瓦 (重量 :寅) 外国産陶磁器 国産陶磁器 土師質土器 瓦質土器 令属製品 石製品 木製品 その他

S‐ 357 I

合計
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第 816図  S‐375平面・断面図 1/50



第 817図 S-357底面検出 (西から) 第 818図 S-357底面検出 (東から)

第 820図 S-357断面 (東から) 第 821図

当

S-357底面 (北から)

皿 b、

肛d=

Ⅳ b

第 819図 S-357完掘 (西から)

屑 名 |十微

1 Ⅲ
`褐

色 |:と 焚栓色 :がブロック状に混在
2 倒灰色 |

3・ コ サ(構色�i lをブロックが主体

辿梢 瓦 (点数 ) 瓦 (LTt墳 :可 外FI府 陶磁器 1司″壮1賄 JI.y材 祥 |‖市質 |:器 瓦質 I:/・ 金 Fr・ 製冊1 石製品 本製冊1 その他

9 3,40C

2 8

合言 17

第 322図 S-460平面 。断面図 1/50

９
，



第 824図 S-460柱痕跡完掘 (西から)

第 825図 S-460断面 (1)(東 から)

第 823図 S-460柱痕跡検出 (西から)

第 826図  S‐460断面 (2)(東から)

Y=2,335

+

ド1■4m

0

Y=2′ 338

+X引 94,207

Y=2,335

X=引 94′207+

X=司 94,"0+

第 827図  S-358。 3621立置図
1/100

(ア ミは玉石)

／／
研

2m

仰/59
S-358断面図

層 名 上   色 士  性
土   質

備 考
粘性 しまり

1 黄褐色     10YR5/6 シァレト な し 径 3～ 15 cmの 礫が混 じる

遺 構 層 位 瓦 (点数 ) 瓦 (重量 :Я) 外国産陶磁器 国産陶磁器 土師質土器 瓦質「L器 令屈製品 石型 nra 木製品 その他

第 828図 8A tt S-358平面・ 断面図 1/50
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Y=2′ 336

+X=羽 94,207

Y=2,336

+X=判 94′躙2

十X=引 94′

"3

115.4m

0                   1m
o/2①

S‐362南側 平面図

層名 土  色 土  性
上  質 li    考

粘性 しまり

1 黄褐色 10YR5/8 粘土 あ り な し 径 3～ 10 cmの 傑が混 じる

2 黄褐色 10YR5/6 粘t質シル ト あ り あ り 径 3～ 5 cmの篠が少量混 じる

適構 層 位 瓦 (点数 ) 瓦 (重 量 :宮 ) 外国産陶磁器 国産陶磁器 土師質土器 瓦質上器 金属製品 石製品 木製品 その他

S-362

第 829図  8A tt S-362平 面・断F面図  1/20

第 830図 S-358断面 (南から) 第 831図 S-358全景 (南から)

第 832図 S-362南側 (東から) 第 333図 S-362断面 (南から)
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第 834図 S-362北側 (西から)

S-351

Y=2繋

十

Y=2,332

や引%P∝

S-356            S-350

隣相,6m れ 牌 1“4mⅣ＼＼
珍珍珍惨歩歩歩歩)参珍)参

S-351

2m

仰/59

第 835図 S-362全景 (西から)

S-350

層名 土  色 Ji ′
性

上  質
備    考

hi性 しまり

I 黄褐色 10YR5/6 砂 な し

2 褐色 10YR4/4 砂 な し

3 黄褐色 10YR5/6 砂 な し llJl黄褐色 (10YR7/6)粘 J:ブ ロックが混 じる

Rll焚 褐色 10YR6/6 あ り にぶい焚橙色 (10YR6/4)粘 Lブ ロック及び砂が汎じる

屠名 土   色 1: 性
土   質

備    考
特ζ性 しまり

1 にぶい黄褐色 10YR5/判 ン,レ ト な し l11黄 褐色 (10YR7/6)粘 上の月ヽブロックが混 じる

2 にぶい黄褐色 10YR5/J シ,レ ト な し IIB黄褐色 (10YR7/6)琴 1土ブロックが多く混じる

遺構 層 位 瓦 (点数 ) 瓦 (重 量 :宣 ) 外国産 lrJ磁器 国産 lffl磁 器 上師質土器 瓦質上器 金属製品 石製品 木製品 その他

9

S-356

層名 土  色 ■ 14
土  質

備     考
粘性 しまり

| 黄褐色 10YR5/6 粘 土 あ り な し 砂礫が多く混 じる

2 Jt褐色 10YR5/8 あ り な し 砂及び 1層中のものよ り小さな礫が 7/く 混 じる

浮鶴鍔轄〒平 .4争砕 靱

第 836図  8A tt S-350・ 351・ 356平面・断面図 1/50

I:,デ

イ :・
ギ

―
 妄雲

'

S-350全景第 837図 第 838図 S-356全景 (北東から)



第 840図  S‐351全景 (南から)第 339図 S-351断面 (南から)

IⅧ的
S-355

X=呵 94コ99+

S-531

X=判 94,2田+

S-355

居 名 土  色 土  性
土   質

備 考
粘性 しまり

褐色 10YR4/4 シルト な し

2 黒褐色 10Y2/2 シアレト 焼上、炭が混 じる

届 名 土   色 土 ′
陀

土   質
備 考

*占
″陛 しまり

1 褐色   10YR4/6 ン,レ ト な し

迪構 層 位 瓦 (点数 ) 瓦 (重量 :宜) 外国産陶磁器 国産陶磁器 土師質土器 瓦質上器 金属製品 石製品 木製品 その他

S‐ 355 11

第 341図  8A tt S-355・ 531平面 。断面図 1/50

第 842図  S‐355断面 (北から) 第 843図  S‐355全景 (西から)
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Y=-2′338Y=2,336

+ 十X引 9ゃ′202
卜 1153m

2m

仰/59

S-374

S-372

S-374

S-372

'∬

竹 I:  色 L‖ :

|:  質
ll 考

しまり
1 A褐色 10YR5/6 砂質シル ト りlJt褐色lli:が 攻〔状にN.Lじ る
2 よi褐色 10Y5/6 lf1/質 シル ト 小供がIせ じる
3 褐 色 10YR4/6 ンルト質�i l な し ♪〔FLJ色粘に、際が多;と に1と じる

迪411 片帝位 A(点数) (重 it 外「可産 的磁を帯 「可圧llrl舷′伴 卜ll i質 1:器 五賃 に器 命屈製品 イF製 I∵ I 木製М その他

S‐ 372 9

S-374

l・

Y名
1 色 li 赳:

| 質
考

しまり
〕 褐色        1 10YR4/6 シル ト質 ll J サ(構色�Fに ブロックが多 く況 じる

第 844図

!:| :鸞

Ik
―ヽ  4‐

8A tt S-372・ 374平面 。断面図 1/50

第 845図 S-372断面 (西から)

第 847図 S-374断面 (南から)

第 846図 S-372全景 (西から)

第 848図 S-374全景 (南西から)

216



④ Ill層 中・下面の遺構

「Ⅲ層上面」及び「Ⅲ層中・下層上面」からは、柱列や塀跡など区画を示す遺構が発見されている。以下の遺構

の説明については、これら区画を示すものを中心とし、他の遺構については図面と土層注記表の提示にとどめる。

Y=2,324 Y=2,330

+ 十 X=引 94,200

Y=2,343

+X=■ 94′顔0

‖層中・下面

― +

8A区 区画を示す遺構 1/200

十 X=引 94′220

第 349図

← ご
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X=-19■ 191

卜2,340+

Y=2′ 335-+―

Y=2,330-十―

Y=2,324-十―

X=-19■195

+
X=-194,200

+
X=―¶94,205

+

+十

伸川09

第 850図  Ⅲ層中・ 下面遺構配置図 1/100(遺 構番号は一部のみ記載)

第 851図 8A区 :II層 中・下面検出 (南から) 第 852図 8A区南部Ⅲ層中・下面検出 (西から)



X=-194,205

+

S-748

9

十

X=-19■ 210

+
X〓-194,215

+
X=-194,220

-キーY=2′ 343

―十二Y=2′335

帥⑤

―
+―Y=2,330

第 853図 8A区中央部Ⅲ層中・下面検出 (南西から) 第 854図 8A区中央部 III層 中・下面検出 (西から)

第 855図 8A区北部全景 (南西から) 第 856図 8A区北部全景 (東から)



軒一や， 一
一み
ち

第 857図 8A区北部全景 (南東から)
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第 858図 8A区南部全景 (北から)



第 859図 8A区北部全景 (南から) 第 860図 8A区北部全景 (南東から)

第 861図 8A区中央部全景 (北東から)

第 863図 8A区中央部全景 (西から) 第 864図 8A区南部全景 (南から)

第 862図 8A区中央部全景 (南西から)

第 865図 8A区南部全景 (北から) 第 866図 8A区全景 (1しから)
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A S‐346b・ c'青跡

南北 方 向 にの び る溝跡 で あ る。

S346bは、長さ 12.5m、 幅 100～

120cm、 深さ 55～ 60cmである。逆

台形の掘り込みの中央部にさらに箱型

の掘り込みがみられる。溝跡中央に何

らかの敷設を行い埋め戻した遺構と考

えられ、木樋を埋設した暗渠か、塀跡

などの遺構と推定される。中央部箱型

掘 り込みの底面レベルは、断面 Aで

H4.6m、 断面 Bで 114.85m、 断面

Cで 114 7 rnと 北端が一番低 くなっ

ており、暗渠だとすると石垣裏込の方

向へ導水していたと推定される。6区

で検出された S488溝跡 と構造的に

類似する。

S346cは S-346bの 西側に平行 し

てみられる堀込みであるが、埋没後整

地層を敷設 した後、S346bを掘 り込

んでいる。南半では壁際にピットが並

んで検出されている。

S-346の変遷模式図

盛土
<

】ヒ壁

S-346a平面図

0

Y=2′ 330

+X=」 94コ 92

■引9押%

¬
+X=司 94′200

洪

当

S-346b平面図

5m
仰河O①

遺構堆積上 ?ヽ<

Y=2,330

+194み
労〒〒〒=歩

断面 B

層 猪 土  色 上 性
土  質

備     考
粘性 しまり

褐色        110YR4/6 4・ L「L質シルト あ り あ り 史褐色上が斑状に混 じる 拳大の礫が混 じる

bl 橙 色 7 5YR6/6 砂質シル ト な し な し PJ礫が混じる

b-2 褐 色 10YR4/6 砂鑽シル ト ややあり な し /1ヽ礫が混じる
b‐ 3 明褐色 7 5YR5/6 粘土質シル ト あ り ややあり 焚褐色上、炭が斑状に混 じる /● 人の礫が混 じる

にぶい橙色 7 5YR6/4 粘 土 あ り あ り

b‐ 5 橙 色 7 5YR6/6 砂質シル ト な し な し 円礫が混 じる

褐 色 7 5YR4/4 砂質シル ト あ り な し 炭が混 じる

b7 り]黄褐色 10YR6/6 粘 土 あ り あ り 下部に黄褐色、灰褐色粘■層がある 灰白色粘土及び径 2～ 5 cmの 礫が夕量に混じる
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第 867図 8Att S-346平面 。断面図 (1)



瀾期平
0

勇

X封 9押9+

X4"PO浄

X=判 9■205+

S中346c平面 図
0                     5m

仰洵09

0                 2m
仰/59

卜 H i4m

卜 1156m

≒

Y=2′ 333

+封 9押弱

十X=引 9■200

+X=■ 94,205

S‐653

隣 115.lm

S-346c底面のピット

―
―

―

Ｉ

Ｌ

S‐346  断面 C

S-346 断面 D

S‐525

遺構名 層名 土  色 土 性
土  質

備 考
粘性 しまり

明黄褐色 10YR6/8 シ,レ ト あ り なしなし 黄灰色粘土が斑状に混 じる

2 灰白色 10YR3/2 粘 土 あ り

1 にぶい黄橙色 10YR6/4 ン,レ ト あ り ややあり 黄褐色粘土が斑状に混じる

S-523 1 明黄褐色 10YR6/6 粘 土 あ り あ り

S‐ 524
1 明黄褐色 10YR6/6 粘土 あ り あ り 灰黄褐色粘土がプロック状に混じる 径 10 cmの礫あり

2 明黄褐色 10YR6/6 粘 土 な し あ り 礫下に小礫がある

S-525 1 にぶい黄橙色 10YR6/4 シ,レ ト あ り ややあ七 黄褐色粘土が斑状に混 じる

第 868図  8Att S‐346平面・断面図 (2)
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遺帖名 層 名 土  色 L牲
土   質

備     考
しまり

S‐ 526 明黄褐色 10YR7/6 粘上興シル ト あ り あ り 底面に穣あ り

S‐ 527 黄精色 10YR7/8 シルト な し ややあり
S‐ 529 褐色 10YR4/6 シルト あ り ややあり 黄褐色粘上がブロック状に混じる 礫が混じる

明武褐色 10YR6/6 粘土質シル ト あ り ややあり

第 17表 S-346出 土遺物集計表

遺構 層付 瓦 (点数 ) 瓦 (蒐量 :8) 外国産陶磁 Pi 恒1産 陶磁器 土師質上器 瓦蜜上器 金属製品 石処品 木製品 その他

〕 7

2 1.10C

底面

合言| 1

S-346b

2

1 1300

2

底面 1

合 計 27

第 869図 S-346b検出
(南から)

第 870図 S-346bの中央部完掘
(南から)

第 871図 S-346完掘
(南から)

第 872図  S‐346a完掘 S‐346b検出 (南から)
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第 873図 S-346底面ピツトの検出 (南から)



第 874図 S-346断面 A(南から)

第 876図 S-346断面 断面 C(手前)断面B(奥 )(南から)第 877図 S-346底面のビット S-522・ 523・ 524(南から)

B 5-398'屏跡

S-831池跡の堆積土を掘り込み、Ⅲ a層に相当する整地層に覆われる。東西方向にのびる溝状の遺構で、長さ 6.4

m、 幅 60～ 110cm、 深さ 70～ 80cm、 東端は調査区外にのびる。中央部で柱痕跡が 5基検出されており、溝状

の掘り方に柱を建て並べた構造と考えられ、塀跡と推定される。

〓２，３３５拍
Y球

仰 3

濯

十 X=引 94′

"5

0                 2m
伸/5①

第 875図  S‐346断面 C(南から)

第 878図  S-398ホ主痕跡  1/50
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Y=2′ 335

拍

十X=-19■215

整地層

S831の堆積士

濯

卜 宙■6m

命下
Ｈ
い
ヽ
１

ド 1152m 卜 1152m れ          「生 1157m

2m

伸/59

Y=2,340

十X=呵 9■

"3

層名 上  色 土  性
土  質

備 考
粘性 しまり

1 黄褐色 10YR5/6 絡上質シル ト あ り な し 明黄褐色 (10YR7/6)土 プロック、径 5～ 10 cmの 礫、炭が混じる

にぶい黄褐色 10Y5/4 シル ト質粘土 あ り ややあり 明黄褐色 (10YR7/6)土 プロック、炭が少量混 じる 径 5～ 15 cmの 礫が混 じる

貢褐色 10YR5/6 粘土質シル ト な し あ り 茶褐色粘上、炭が混 じる

2c にぶい黄褐色 10YR5/3 粘 土 あ り あ り 礫、炭が混じる

褐色 10YR4/6 シル ト質粘土 あ り ややあり 庚が多 く混 じる

3 にぶい黄褐色 10YR5/4 シル ト質粘土 あ り ややあり 炭、焼土が少量混 じる

コ 褐 色 7 7YR4/6 粘土質シル ト ややあり あ り 柱痕跡

5 明褐色 7 5YR5/6 粘土質シル ト ややあり あ り 柱痕跡

3色 7 7YR4/6 砂質シル ト ややあり あ り 柱痕跡

遺構 層位 瓦 (点数) 瓦 (重量 ig) 外国産陶磁器 国産陶磁器 土師質土器 瓦質土器 金属製品 石製品 木製品 その他

S‐ 398

7 2 1(石器 )

13 4,32( 1 11 1(水晶)

2 330( 1

合言r 1103( 2 ユ 1(石器)1(水 晶)
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第 879図 S-398平面・断面図 1/50



第 880図 S-398検出 (東から) 第 882図 S-398 断面 A(東から)

隠ヽ

第 881図  S‐398柱痕跡検出 (東から)

第 383図 S-398 断面 B(東から)

第 884図 S-398 断面 D(南東から)

第 885図 S-398完掘 (東から) 第 886図 S-398全景 (東から)

(S-831池跡完掘後の状況)
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C 13～ 17号柱列

イ 13号柱列

調査区南部に位置し、S-831池跡より新しい。東西方向に並ぶ 3基の柱穴からなり、東西それぞれの端が調査

区外にのびる可能性がある。全長は 345cmで ある。径 70～ 90cm、 深さ 70～ 90cmの 円形の掘 り込みに柱痕

跡が検出され、底面には礫が敷設されている。

口 14号柱列

南北方向に並ぶ 10基の柱穴からなり、全長は 13m、 南北端は調査区外にのびると考えられる。S398塀跡よ

り古い。柱穴は円形もしくは方形で、柱痕跡は不明瞭だが底面に礫が敷設されている。北端の S-533は礫が東西

2基検出されており、礫レベルは東側が高い。調査では切り合いが確認できなかったが、柱筋は東側の礫を通るので、

建て替えがあった可能性がある。また、その南に位置するS372柱穴とS456柱穴は重複しており、S372柱穴

はⅢ a層 もしくはⅢ b層から掘り込まれている。柱筋としては S456を通るようであり、これも建て替えではな

いかと推定される。

ハ 15号柱列

調査区南部に位置する 3基の柱穴からなり、柱間隔は異なるが周辺に類似の柱穴がなかったので角部をなすの

ではないかと推定 した。S565と S875の 間は 104cm(3尺 4寸 )、 S875と S414の 間は 180cm(5尺 9寸 )

である。各柱穴では柱痕跡が確認され、S414柱穴は堆積土中に多くの礫が混じっており、底面に礫が敷設されて

いた。

二 16・ 17号柱列

調査区中央部に位置し、16号柱列は南北方向に並ぶ 4基のピットからなり、17号柱列は 2基のピットである

が 16号柱列と平行するとみられることから柱列とした。両柱列は 393cm(13尺)の間隔で平行する。

当

り
S-422

Y=2,341

+X=引 94′

"5

◎ R
S-418

ｃｍ
尺

‐６８

５ ５

◎
Ｓ・７８７均                占 lЪ 4m

仰海09

第 387図 13号柱列エ レベーシ ョン 刊/100

五
噂》

μ

S-422

5-418

伸/5①

Y=2′ 341

+X=引 94,215

177cm
58尺

第 888図 13号柱列 柱間寸法

(礎板石の中心で計測した)

2m

第 890図 13号柱列全景 (東から)

228

第 889図  13号柱列 柱痕跡検出状況平面図 1/50



輸
S-422

Y=2,341

+X=引 94′215

碍

S-418

占 1153m 名 隣晰3m

S-422

層 名 土  色 土 性
土   質

備    考
粘性 しまり

I 黄褐色 10YR5/6 シルト あ り な し

2 柱痕跡

3 明黄褐色 10YR6/8 粘土質シル ト あ り ややあり 炭がわずかに混 じる

4 明黄褐色 10YR6/8 粘 土 あ り あ り 黄褐色粘土と明黄褐色粘土が斑状に混 じる 砂が混 じる

5 褐色 10YR4/6 粘上質シル ト あ り あ り

層名 土   色 土  性
土  質

備    考
粘性 しまり

策色 25Y8/6 粘 土

あ り 径 3 cmの ブロックで混在にぶい黄色 粘土質シル ト

灰黄色 25Y6/2 粘土質シル ト

2 黄褐色 25Y5/3 粘土質シル ト 径 3～ 5 cmの淡黄色 (25Y8/4)粘 上及び黄色 (25Y8/6)粘 上プロックが多く混じる

3 H音灰黄色 25Y4/2 粘土質シル ト よわい 柱痕跡

層 名 土   色 上  性
土  質

備    考
粘性 しまり

1 黄褐色 10YR5/8 粘土質シル ト な し あ り 砂、礫が混じる 柱痕跡

2 にぶい黄褐色 10YR5/4 粘 土 あ り あ り 黄色粘土、炭が混 じる 柱痕跡

3 褐 色 10YR4/6 粘土質シル ト ややあり あ り 炭が混 じる 柱痕跡

褐灰色 10YR5/1 粘 土 あ り ややあり 炭が混 じる 柱痕跡

5 黄褐色 10YR5/8 シルト質粘上 あ り

6 明黄褐色 10YR6/6 佑土 あ り あ り 炭が混じる

7 灰黄褐色 10YR6/2 粘 土 あ り 炭が混じる

遺構 屑位 瓦 (点数) 瓦 (重量 :g) 外国産陶磁 国産陶磁器 上師質土器 瓦質土器 e属製品 石製品 木製品 その他

11

7 1

合 計 1

4

第 891図 13号柱列 柱穴平面 。断面図 1/50
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イヽ

第 892図 S-422柱穴 断面 (南から) 第 893図 S-422柱穴

第 895図  S‐787柱穴 断面 (南から)

第 897図 S-418柱穴 検出 (北から)

顧

`第 894図

. ・   ｀ヽ
、

S-422柱穴

卜 ・ ..._

完掘 (南から)

｀
く 、

第 896図 S-787柱穴 完掘 (南から)

'i女

ギ
ク・
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第 898図 S-418柱穴 完掘 (南から) 第 899図 S-418柱穴 柱痕跡断面 (南から)



Y=2,336

X=ぃ194200-ト

Ｅ
∞
．蛉
〓

―
止

ｋ

∵

+

Y=2,337

+X=呵 9■別5

0

(1/80)

第 900図 14号柱列エレベーション図 1/80

S533と S372の関
146cm14 8尺 )

S‐533と S‐456の関
182ёm16尽 )

S-372

5456

S-456と s.450の間
164cm(a4尺 )

150cm
149尺 )

165cln
(54ナミ)

164cm
(o4尺 )

166cm
(5,4ナミ)

口洵09

第 901図 14号柱列柱間寸法模式図
1/100

(礎板石の中心で計測した)
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寸
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Y=2,339

十

名

Y=2,336

+X=呵 94,200

ド
上 1153m

(S-372断面)

干
ヽ
ヽ

S-533  断面 B

Dl

卜 1152m

→

1152mド

晴

1壁1151m

度

十

S-723

卜 1151m

2m
Y=2,335

+X=呵 94,加 0

S-533

伸/59

S‐533 断面 A

S-372 S-456

S-748

S-748   S-740

位 IB4 層 名 上   色 土  性
と  質

備 考
粘 性 しまり

A

1 黄褐色 10YR5/6 砂質シル ト な し な し 径 15 cmの 礫が多 く混 じる 柱痕跡

2 黄褐色 紺上 あ り あ り 砂、小礫が多く混 じる

3 栂灰色 10YR5/1 粘 土 あ り あ り 黄橙色粘土との混合 径 10～ 20 cmの 礫が混 じる

4 明黄褐色 10YR6/6 雑i」 i あ り あ り lB色土、灰白色砂が,I状に混じる
5 明黄褐色 10YR6/6 輝i土 あ り あ り

B

1 明褐色 7 5YR5/6 砂質シル ト な し な し 柱痕跡

2 チ色 7 5YR6/6 砂質シル ト あ り な し 砂礫、小礫が多く混 じる

3 にぶい丈精色 10YR7/3 与とし あ り あ り

4 明黄褐色 10YR6/6 hい 土質シルト あ り ややあり 灰褐色ニヒブロックが混じる

5 黄褐色 粘:L あ り ややあり 径 10 cmの 礫がilLじ る
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第 902図 14号柱列平面・断面図 (1)1/50



当

Y=2,335

+
Y=2,337

+X=引 94′別0

十 X=呵 94′躙5

６

炒 伸/5ω

＋

３７２

S-809

S-425

層 名 土   色 土  性
土  質

備    考
粘性 しまり

1 貢褐色 10YR5/6 砂質ンル ト 明黄褐色粘上が斑状に混 じる

2 黄褐色 10YR5/6 砂質シル ト 小楔が混じる

褐色 10YR4/6 シル ト質粘土 な し 重褐色粘上、礫が多量に混 じる

S-456

層 名 土   色 土 性
土   質 lFw   考

粘 性 しまり

明黄褐色 10YR6/6 粘土 あ り あ り 褐色シル トが混 じる

2 褐色 10YR4/4 シル ト な し な し 明黄褐色粘上が斑状に混じる

S-450

層 名 上   色 土 ′
隆

土   質
備    考

継性 しまり

〕 黄褐色 10YR5/6 粘土質シル ト あ り あ り 茶褐色土 (Ⅳ層)と 黄褐色土 (V層 )の混合

2 明黄褐色 10YR6/6 粘土質シル ト あ り あ り 1層より混入土のブロックが大きし

3 明貢褐色 10YR7/6 粘 土 あ り ややあり

S-748

層 名 土   色 土  性
土  質

備    考
粘性 しまり

1 にぶい黄褐色 10YR5/4 粘上 あ り あ り 褐色土、黄褐色粘上が斑状に混じる

2 にぶい黄褐色 10YR5/4 粘上質シル ト ややあり あ り 1層より褐色土が多く混 じる

3 明黄褐色 10YR7/6 粘 七 ややあり あ り

S-723

層 名 土  色 土  性
土   質

備    考
粘性 しまり

1 掲色 粘土質シル ト な し あ り 灰白色粘上、黄褐色粘上、褐色上が斑状にYFLじ る

黄橙色 10YR8/6 粘土 な し あ り

明黄褐色 10YR6/6 粘土 な し あ り

層 名 土  色 土  性
土  質

備    考
粘 性 しまり

1 褐色 10YR4/4 粘土質シル ト な し あ り 黄褐色粘上が斑状に混じる

2 褐 色 10YR4/6 粘土質シル ト ややあり あ り 1層 より褐色上が多 く混 じる

第 903図 14号柱列平面・断面図 (2)1/50
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5-761

rw名 1 色 「ヒ ‖上
■  質

齢 者
しまり

1 にぶい:tttl色 10YR5/4 lr土 質シル ト あ り あ り 黄橙色�i土 が斑状に混 じる

2 明焚褐色 10YR6/8 lBr!I: あ り あ り

3 羮橙色 10YR8/6 粘 土 あ り あ り 黄褐色シル トが斑状に混 じる

S-809

眉 名 土  色 1: ‖t
土   質

備 考
粘‖ しまり

1 褐 色 10YR4/6 粘十質シル ト あ り あ り 黄捕色粘上が斑状に混 じる 炭が混 じる

2 褐 色 10YR5/6 粘土質シル ト あ り あ り 1庸に比べ大き日の貢橙色粘 _し が斑状に注 じる 炭が混 じる

3 明武褐色 10YR6/6 粘 ■賃シル ト あ り あ り 1・ 2層より黄檸色粘上の混人が多い

S-425

層 名 土  色 上 性
土   質

備 考
粘‖珪 しまり

la 黄褐色 10YR5/6 シル ト質為キ土 あ り ややあり 炭、礫が混 じる

lb 掲 色 10YR4/4 シル ト質粘 L あ り あ り 炭が混 じる

にぶいザt掲色 10YR5/4 シル ト質 41L あ り あ り 黄特色粘上ブロックが混 じる

にポい黄褐色 10YR5/4 ンル ト質 hi t あ り あ り 2a層 より褐色上が多 く混 じる

2c にぶいどt褐色 10YR5/4 シル ト質II L あ り あ り 2b層 より褐色上が多 く混 じる

3 にぶいJ(褐色 10YR7/4 粘 L あ り あ り

第 904図 14号柱列北半全景 (南から)第 905図 14号柱列南半全景 (北から) 第 906図 14号柱列南半全景 lt4ヒ から)

４つ
０

９
一

第 907図 14号柱列北半全景 (南東から) 第 908図 13号柱列 (左 )。 η4号柱列 (奥)南半全景 (東から)



第 909図 S-533柱穴 断面 A(西から)

第 911図 S-533柱穴 全景 (上が西)

第 913図  S‐372柱穴 断面 (南から)

第 912図  S-533・ 372・ 456柱穴 全景 (西から)

S-372柱穴 全景 (南から)4図

鞣
針
も

第 915図  S‐456柱穴 断面 (西から)
第 916図 S-456柱穴 全景 (東から)
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工 :

第 918図 S-740上坑・ 748柱穴

・
riⅢゴFiriti rl:  、

踊
　

ｘ

(北から)

第 919図  S-748柱穴 車
泉

全

　

　

≡

(北から) 第 920図 S-723柱穴 柱痕跡検出 (南から)

第 921図 S-723柱穴 断面 (南から) 第 922図 S-723柱穴 全景 (左は S-747)(西 から)

H聾

第 923図 S-702土坑 。703柱穴 断面 (北西から)

６つ
υ

９
，

第 924図 S-702柱穴 全景 (北西から)
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第 925図 }761柱穴 断面 (北から)

断面 (東から)

第 926図 S‐761柱穴 全景 (北から)

第 928図 S-809柱穴 全景 (東から)

第 930図 S-425柱穴 断面 (東から)

第 931図 S-425柱穴 全景 (東から)
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当 隣 1152m

X=刊 9■220+
(S-414 完掘状況)

Y=2′ 340

「 X引 94四 7

S-419 153m

ｍ
鋭

隣
倖
鶴
¨
り
の
ｓ・４‐４

『
・「

骸

S-414

X=判 94′220+
◎

孝

S-565

層 名 士  色 J:性
I:  質

備    考
粘性 しまり

1 褐 色 10YR4/3 シアレト ややあり あ り 黄ttj色 粘上が多く混 じる

2 明災褐色 10YR6/6 あ り あ り )i褐色土ブロックがわずかに混 じる

3 にぶい焚褐色 10YR5/4 粘上質シル ト あ り ややあり

凋:痕 跡 褐 色 10YR4/6 シフレト あ り な し 径 10～ 15 cm

S-875

屑 名 上  色 上  性
|: 質

備     髯
粘性 しまり

1 嫌褐色 10YR5/6 シル ト質粘上 あ り ややあり にぶい犬褐色名t上が斑状に混じる 炭が混じる

2 褐 色 10YR4/4 シル ト質粘上 あ り な し 柱 lFttti

託褐色 10YR5/8 シルト質κttL あ り あ り 褐色上が斑状に混 じる

居 名 |:  色 |:性
土   質

lF    考
桁

′
昨 しまり

1 並褐色     10YR5/6 あ り あ り

逆 構 屑 位 工 (点数 ) 瓦 (重 鼠 :g) 外国産陶磁器 国産陶磁朴 土師質土器 瓦質土器 金属製品 石製吊 木Tk品 その他

第 932図 15号柱列 平面 。断面図

第 933図 S-565柱穴 断面 (南から) 第 934図 S-565柱穴 全景 (南から)

〆∵
=■

＼

ｆ
一ｔ
　
　
　
一ゞ

ッテ
イ′

第 936図 S-875柱穴 全景 (南西から)
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第 937図 S-414柱穴 上部断面 (南から) 第 938図 S-414柱穴 下部 (南から)

Y=2,337

+X=引 94,204

S-760

16号柱列

十X引 94′劉1

0                      5m
(1川 09

村:夕 J 遺構名 深 さ

(cm)
ヒ  色 土 性

号
列

‐６
柱

S-760 S■ 032と の柱間隔
302cm(6戻 7寸 )

S‐ 1032 褐色 粘上質シル ト
S■ 083と の柱間隔
194cm(6尺 4寸 )

掲色 10YR4/6 粘土質シル ト
S746との4と 間隔
195cm(6尺 4寸 )

号
列

‐７
柱

S-569 樹t シル ト S569・ 1045の柱問
1噺  191cm(6尺 3可つ
16号柱列との間隔
393cm(13尺 )褐と 10YR4/4 シルト

遺 構 層 位 瓦 (点数) 瓦 (重 員 :g) 外国産陶磁器 国産陶磁器 k師質上器 瓦質J=器 金属製品 石製品 木製品 その他

2

第 939図  16・ 17号柱列 平面図 1/100

ず ・

(南から)第 940図  16号柱列 (手前)。 17号柱列 (奥)(東から) 第 941図 16号柱列 S-760柱穴 断面
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D S-831,也跡

調査区南部に位置し、東部が調査区外にのびる。Ⅲ c層上面から掘り込まれ、Ⅲ a層に覆われる。北側が調査区

外であり全体の形状は不明だが、規模は最大長 5.3m、 幅 2.7m、 深さ 75cmで ある。堆積土は 5層に大別され、

それぞれが細分されるが、 1・ 2層が人為的な埋め戻し土、3層以下が自然堆積層と推定される。自然堆積層は南

部の壁際に斜めに厚 く堆積しており、南側からの水が流入していた可能性が考えられる。南部の底面直上には円礫

及び炭・灰などが堆積している。出土遺物としては、5a層から金箔瓦 (F-335 飾瓦菊板 「遺物編」巻頭カラー)、

4b層から漆器椀 (L-57「遺物編」第 297図 7)、 5b層から「わらじ」と考えられる有機遺物の痕跡などがある。

↓

X=-194′ 212

Y=2,342-+―

Y=2,338-十一

仰/59

第 942図 S-831池跡 平面図 1/50
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当

Ⅲ cl

Ⅲ

Ⅲ c3-― =
Ⅳ a

Ⅳ

ld ド
生 1157m

Ⅱa

Ⅲ a

I S-364
2 1150m

S-416

0                 2m
トーーーーーー¬一一~~~~~引 (1/50)

層 名 調査時の層名 土   色 土 性
土  質

備 考
粘性 しまり

① 1 明黄褐色 10YR6/8 粘土質シル ト あ り な し 陵、焼土、礫が混 じる

現黄褐色 10YR6/6 砂質シル ト あ り な し 炭、焼上、繰が混 じる

lc 褐 色 10YR4/6 砂質シル ト あ り な し 炭、焼土、礫が多 く混 じる

明黄褐色 10YR6/8 粘土 あ り あ り 基本層V層粘上が多く混じる

明褐色 7 5YR5/6 砂質シル ト ややあり ややあり 基本層V層粘上が斑状に混じる

2c 褐 色 10YR4/6 粘土質シル ト ややあり ややあり 礫が混じる

ld 黄褐色 10YR5/8 粘 土 ややあり あ り 炭、礫が混 じる

賜色 10YR4/6 砂質シル ト あ り ややあり
lJ3黄褐色 10YR7/6 粘 土 あ り あ り 基本層 V層粘土が混 じる

黄褐色 10YR5/6 ンル ト質粘土 あ り あ り

明黄褐色 10YR6/8 粘土 あ り あ り 褐灰色粘土が層状にはさまる 炭が混じる

灰黄褐色 10YR6/2 粘 土 あ り あ り

灰白色 10YR8/1 粘土 あ り あ り

黄褐色 10YR5/8 砂質シル ト あ り あ り

明黄褐色 10YR6/8 粘上質シル ト あ り あ り 黄橙色粘土が斑状に混 じる

灰黄褐色 10YR5/2 粘 土 あ り あ り

にぶい黄橙色 10YR7/4 粘 土 あ り あ り

にぶい黄橙色 10YR7/3 粘 土 あ り あ り 瓦が混 じる

遺構 層位 瓦 (点数) 瓦 (重量 :g) 外国産陶磁器 国産陶磁器 上師質土器 瓦質fヒ器 金属製品 石製品 木製品 その他

S-831

1 311956 2

1(漆税 )

I

1(わ らじ痕 )

2150 4

合討 34,166 1(漆椀 ) 1(わ らじ痕 )

第 943図 S-831池跡 断面図 1/50

第 944図 S-831池跡 検出 (東から)

第 945図  S‐831池跡 全景 (Jとから)
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第 946図 S-331池跡 全景 (西から) 第 947図 S-831池跡 断面 (北西から)

第 948図  S‐831池跡 西岸部断面 (北から) 第 949図 S-831池跡 全景 (上が西)

第 950図 S-831池跡 底面 (北東から)
第 951図 S-331池跡 5c層の遺物出土状況 (上が西)
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第 952図 S-831池跡 漆椀 (L…57)出 土状況 (北から) 第 953図 }831池跡 わらじ (?)痕跡 (北から)



E 植栽痕

主に調査区中央部に分布している土坑である。円形もしくは不整形の掘り込みの中央部に円形の褐色土、周辺に

基本層V層を主とする粘土ブロック層が分布している。掘り込みを行い、中央に有機質のものを埋置し、周辺を埋

め戻した構造と考えられ、樹木を植えた痕跡ではないかと推定し、「植栽痕」とした。同様の遺構は、東に隣接す

る 2区、8B区、 8C区にも多く分布している。

Y=2′ 324

+

十

Y=2′ 330

+

Y=2,330

+

0                 5m
(1/12動

Y=ギ35

Y=2,340

+X=-194′ 195

十 X=-19■200

Y=2,343

+X=-194′ 205

十X=-194′ 210

+X=引 94,215

つ
∪

刀
社

つ
る



S-437

オ
Ｎ

Y=2′ 341

■x割 9■別9

+X=羽 94′別2

山
“
4m

Ⅲ d

十

鍋 力生ラン

当 卜 1156m

Ⅲ b
根

2a

2b

老~Ш c

笏
＼2b

仰/5ω

S-826

S-808

S-443

層 名 土  色 上  性
上  質

備 考
粘性 しまり

暗褐色 10YR3/4 シアレト あ り な し 砂、炭が混じる

2 ]色 10YR5/6 シアレト あ り な し 黄橙色粘土ブロックが混じる

S-437

層 名 土   色 上  性
土  質

捕 考
粘性 しまり

1 にぶい黄褐色 10YR5/4 シルト あ り あ り 褐色土が斑状に混じる

2 暗褐色 10YR3/4 シ,レ ト あ 七 な し 砂、炭が混 じる

3 黄褐色 10YR5/6 シ,レ ト あ り な し 黄橙色粘土プロックが斑状に混 じる

S-761

層 名 土   色 土  性
土  質

備 考
粘性 しまり

1 明黄褐色 10YR6/6 粘土 あ り ややあり 褐色シル ト及び径 5 cmの礫が混じる

2 黄掲色 10YR5/8 シル ト質粘土 あ り あ り

層 名 七  色 土 性 備 考
粘性 しまり

褐色 10YR4/4 シアレト あ り ややあり 黄 r_I色粘上プロック及び炭が混 じる

褐 色 10YR4/4 シ,レ ト あ り ややあり
lc 黄4B色 10YR5/6 粘土質シル ト あ り な し

にぶい黄褐色 10YR5/4 粘土質シル ト あ り な し 策橙色粘土ブロック及び炭が混じる

黄褐色 10YR5/6 i土質シル ト あ り な し 黄橙色粘土プロック及び炭が混じる
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第 955図 8A区植栽痕平面 。断面図 1/50

遺構 層 位 瓦 (点数 ) 瓦 (重量 :R) 外国産陶磁器 国産陶磁器 土師質土器 瓦質土器 金属製品 石製品 木製品 その他

1



第 956図 8A区植栽痕検出 (南から)

第 958図 8A区植栽痕検出 (東から)

第 957図 8A区植栽痕検出 (北西から)

第 959図 8A区植栽痕検出 (東から)

第 960図 8A区植栽痕検出 (北東から)

第 961図 8A区植栽痕 断面 A(北から) 第 962図 8A区植栽痕 断面 A(北 東から)
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断面 A西部 (北西から)

第 965図  S‐437植栽痕 断面 (北から)

第 967図 S-681植栽痕 断面 (南から)

S-399植栽痕 断面 (南から)

第 966図 S-476植栽痕 断面 (南から)

第 968図  S‐826植栽痕 断面 (北から)

第 969図 S-808植栽痕 。S-809柱穴 検出 (西から)
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第 970図 S-808植栽痕 断面 (東から)



第 971図 S-810植栽痕 断面 (北から)

11fゃl

‐,イ ヤⅢ

1撃
Ⅲ

第 973図 S-847植栽痕 断面 (南から)         第
`

F S-514・ 547'青跡

調査区北西端に位置し、南北方向にのび、両端は調査区外にのびる。

掘り込まれ、整地層Ⅲ c層及び盛± 3に覆われている。S547溝跡は、

第 972図 S-310植栽痕 全景 (北から)

調査区北壁の断面によると基本層Ⅳ層から

S514溝跡より古い。

Y=2,333

+X=引 94コ 93
隣 1153m

十二 11,6m

0                 2m
仰/5ω

第 974図 S-849植栽痕 検出 (東から)

S-514 断面 A

S-514  断面 B

第 975図 S-514溝跡など平面・断面図
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層 名 土  色 上  性
土   質

備    考
粘性 しまり

1 明黄褐色 10YR6/8 ンル ト あ り な し 灰白色粘土が斑状に混 じる

2 にぶい黄褐色 10YR5/4 粘土質シル ト あ り ややあり 黄褐色粘上が斑状に混じる

4 ntl黄 褐色 粘 士 あ り あ り

S-514 断面 C

S-514 Wftt A・ B

断面 C

第 976図 S-514溝跡など断面図 1/50

層 名 J! 色 上 性
上   質

備    考
粘 性 しまり

3 褐色 砂質シル ト あ り 径 2～ 5 cmの礫が妄く混じる 層下面に駿化鉄が集積

4 にぶい橙色 75Y7/3 あ り あ り v FYlブロックが混じる

屑 名 上  色 土 性
土   質

備    考
粘性 しまり

I にぶい橙色 2 5YR6/3 粘 土 あ り あ り 灰白色粘上が層状に混じる

2 にぶい黄橙色 10YR6/4 粘 土 あ り あ り Tr/Nが混じる

S-496 (S-514断面 C)

屑名 土  色 七 性
土  質

備     考
粘 性 しまり

1 にぶい黄褐色 10YR4/3 r4土 あ り あ り 怪 5～ 20 cmの 礫が多 く淀 じる

2 明黄褐色 10YR7/6 ンルト質粘土 あ り あ り 上部に灰白色粘土 と炭化物の細粒が混 じり、下部に炭化物が層H犬に混 じる

S-496(S572断 面 D)

周 名 土  色 土 性
土   質

備    考
しまり

1 黄褐色 10YR5/6 糀i士 あ り ややあり 砂と径 2～ 5 cnの礫が多く混じる

2 にぶい黄橙色 10YR7/2 為FL あ り ややあり 砂、小礫、黄褐色粘土プロックが混じる

3 にぶい黄橙色 あ り ややあり 黄褐色及び灰白色の粘こにブロックが混じる下面に炭化物層あり

S-572

層名 土  色 上 ′
此

土   質
ll    考

�i'性 しまり
1 にぶい黄綺色 10YR6/4 シアレト あ り ややあり 黄橙色砂が層状に混じる

2 FJl黄栂色 10YR7/6 �i土質シルト あ り ややあり J:部ににぶい黄橙色砂が混じり、 下部ににぶい黄椎色粘土ブロック及び層状の炭化物層がみら
にる 礫が少量混じる

3 にぶい黄橙色 10Y7/3 あ り あ り にぶい黄橙色砂が淀じる

248
第 977図 S-514溝跡 全景 (南から)

第 978図  S‐514溝跡など全景 (南から)



第 979図 S-514溝跡 断面 A(南から) 第 980図 S-514溝跡 断面 B(南から)

第 981図 S-514溝跡 第 982図 S-572土坑 断面 (西から)

G III層 中・下面のその他の遺構

区画性のある遺構以外にも、土坑、ピットなどの遺構が発見されている。ここでは、調査区のおおむね北狽Iか ら

順に、任意の範囲で図、写真を提示する。

当

斡

Ｓ
・
４９７

抒
で
一Ｂ
ｒ
す

ベア

ド
L152m

肘 竹 I: 色 |:‖ :

i  191
備     考

しまり

1 災褐色     10YR5/8 砂資シル ト あ り あ り 炭、礫がN.tじ る

川 名 :  色 |: 1判
I:  質

‖i    考
しまり

1 り1)t褐色 10YR6/8 あ り あ り 明赤 FtJ色 :、 傑がととじる

2 相色 10YR4/6 粘 I:質 シル ト あ り ややあり A褐色にフロックが士せじる

3 lLJ色 10YR4/6 粘 I:質 シル ト あ り な し 本たJIt跡

S-497

脳 名 に  色 li性
:  質

ll    考
しまり

糊色 7 5YR4/3 ll i卜質ンル ト ややあり な し 礫がわずかにととじる 柱痕助〔

2 Xi色 7 5YR6/6 粘 li質 シル ト あ り あ り 拭4LJ色 にブロックが llLじ る

第 983図  S-492・ 494・ 497  平面・ 断面図  1/50

249



第 984図  S-492・ 494。 497 検出 (西から)

Y=2,325

+

第 985図  S-492・ 494 断面 (西から)

第 987図 S-497柱穴 断面 ●ヒ西から)

S496の範囲

i声|!  |

第 986図  S-494本主穴

壇

儡

断面 (西から)

Y=2′ 330

+X引 94コ 95

十X=・ 94′ 199

0                      5m
平 面 図  卜

~~~「

一 一 ―

「

一

~~「 ~~¬

『

~~引

(1/100)

2m

断面図 トーーーーーーー
「

―~~~~~―よ1/50)

Y=2,333

や引9押勇

=-194′ 200

／たへ〔日膨レｒ‐ゃ

!扱
酌

S-486a

んクラン

汗i名 I 色 |:|■
| 質

考
しまり

災褐色     10YR5/6 ややあり ややあり f1/が 混じる
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界 988図  S-366・ 486 平面図 (1/100)・ 断面図 (1/50)



Ｙ〓２
，

３３３

一
Y=2′ 325

+
Y=2′ 330

194,195

や引94郷0

隣 1155m

仰洵09

断面 A

断面 B

層 名 土  色 土  性
土   質

備    考
粘性 しまり

1 明黄褐色 10YR7/6 粘 土 あ り あ り 灰黄色 (75Y6/2)粘 上が層状にはさまる マンガン斑あり

2 黄褐色 10YR5/弯 粘上 あ り あ り 層下面に植物遺体を含む黒色シル ト層がある

3 灰白色 25Y8/2 粘上 あ り あ り

4 黄褐色 25Y5/4 粘 土 あ り あ り

層 名 土   色 土 性
上  質

備    考
粘 性 しまり

1 にぶい黄褐色 10YR5/コ 粘 土 あ り あ り 層下面に酸化鉄層あり

2 明黄褐色 10YR6/6 粘土 ややあり ややあり

断面 B

層名 土  色 土 性
土  質

俯    考
絡性 しまり

I 宝褐色 10YR5/6 粘土 あ り ややあり 粘土ブロックが斑状に混 じる

2 明褐色 7 5YR5/6 砂質シル ト あ り ややあり

遺構 層位 瓦 (点数) 瓦 (重量 :質 ) 外国産陶磁器 国産陶磁器 土師質土器 瓦質土器 金属製品 石製品 木製品 その他

S,496 7

第 989図  S-496 平面図 (1/100)。 断F面図 (1/50)
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第 990図 8A区】ヒ西部検出状況 (西から)

第 992図 8A区】ヒ西部検出状況 (北から)

第 994図 S-366浦跡 全景 (南西から)

第 991図 8A区北西部検出状況 (西から)

第 993図 8A区北西部検出状況 (北から)

第 995図 S-366滞跡 断面 (東から)
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第 996図 S-496 全景 (西から) 第 997図  S‐496 断面 A(東から)



Y=2,338
卜 1152m

牌 1153m

隣 1150m

o                 2m
仰/5ω

S-354

用 名 どL  色 J: 71:
J 質

考
しまり

1 り]焚褐色 10YR6/6 砂質シル ト あ り な し 径 15 cmの 礫が淮どじる

2 黄褐色 砂質シル ト な し な し 村:痕跡

3 明 )`ltJ色 10YR6/8 砂礫が多く況 じる サ‖の ドに瓦、礫が分布

4 り1いと褐色 あ り あ り 砂礫が多 く漫 じる 層の ドに瓦、礫が分布

5 にぶい焚褐色 �F土質シルト あ り あ り 砂礫が多く混じる 層の下に瓦、礫が分布

6 員褐色 10YR5/8 あ り な し _l褐 色釉 上が斑状に混 じる 小礫が混 じる

り]員褐色 10YR6/8 あ り あ り L� Fに とと、礫が分布

8 にぶい大褐色 10YR5/4 粘 上質シル ト な し ややあり

遺構 層位 瓦 (点数 ) 瓦 (重 電 外国産陶磁器 国産陶磁器 上師質上器 瓦質 土器 金属製品 石製品I 木製品 その他

5 9310

第 998図 S-354 平面・ 断面図 1/50

第 999図 S-354 全景 (西から) 第 1000図 S-354 全景 (南から)

第 1001図 S-354 断面 A(】ヒから) 第 1002図 S-354 断面 B(南から)
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第 1003図 S-354 断面 C(西 から)

Y=2′ 334

rX封 94胸7 _」些引       卜全上1154m

S-361

2m

(1/59

周 名 L  色 ■ 性
十  質

布怖    考
しまり

1 ft褐色     10YR5/6 ンル ト質lr十 あ り りJ災褐色 (10YR7/6)粘 J/1ヽブロックが .Lじ る 炭化物が少呈l.Lじ る

屑 名 |:  色 L モ,

L  質
備     考

しまり

lFり 方 貫怖色 10YR7/6 粘土質ンル ト あ り あ り )t4LJ色‰与上が斑】犬に淀じる

柱痕跡 〕【褐色 10YR5/6 粘 佐質シル ト な し あ り 炭が VItじ る

S-886

屑 名 ■  色 上 ′性
土  質

備     考
しまり

幅 り方 明大褐色 lI I:質 シル ト ややあり あ り 褐色■が現状にNILじ る

柱痕跡 褐色 lr上 質ンル ト な し あ り 炭が l.Lじ る

S-361 。S-885・ S-886 平面・ 断面図  1/50

11=|＼

子        ゃ

第 1006図  S-361土坑 断面第 1005図 S-361。 S-885。 S-886 全景 (西から)
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Y=2,320

隣 1152m

d判
7

S-692

Y=2′ 325

+X=引 94コ 96

Dl

トー 1152m

S-348  iご耳

畔 1154m

第 1007図 S-495な ど 平面・断面図 1/50

S-571

嘲
①

け S―y
S-581

4⑤
イ

S-582

や引9■200

＼
＼

＼年

―

2m

仰/50

S-573断面

S-495断面

S-521断 面

遺 梢 屑 名 J:色 上性
上質

∫i考
しまり

S-495
拭褐色 10YR5/6 l1/N質 シル ト あ り V層上が班F状に混 じる 小礫及び炭が l.Lじ る

にぶい武褐色 10YR5/判 砂質シル ト あ り Ⅳ用上 とV屈 上の混在 小礫が混 じる

S‐ 521
明〕t褐色 10YR7/6 粘 上質シル ト あ り な し にぶい黄褐色上が斑状に淮じじる 小礫がととじる

黄褐色 10YR5/6 シ,レ ト な し な し V層 とが斑状に況 じる

S-571 明ザt樹色 10YR6/6 あ り あ り 灰白色粘 にがブロック状に況じる

S-573
にぶい赤欄色 5YR4/3 砂質シル ト ややあり な し 明褐色ll上 の小ブロックが混 じる

災tJ色 10YR5/6 砂質シル ト ややあり な し

S-580 焚褐色 25Y5/狛 あ り ややあり 深さ 7 cm

S‐ 581 比FLJ色 10YR5/6 省土質シル ト あ り あ り 撹褐色粘 上及び灰白色粘 Jと が,F状に混 じる 小礫が混 じる

S-582 lFJ色 10YR4/6 沙質シル ト あ り ややあり 深さ 4 cm

にぶい rll橙色 10YR6/4 あ り な し 3～ 5 cI「 の礫が多く混 じる 深さ 25 cm

明焚褐色 10YR6/6 あ り な し 深 さ 17 cm

第 1009図 S-521土坑 断面 (北から)

255



Y=2,330

+

十

十

扉
3

Y=2,336

+X=呵 94,200

O＼

③
Ｓ・５４２ ３４

Ｓ・５
。
④

④
①

Ｏ
③

―IX引 94郷5

十X=引 94,J0

③
Ｓ・７６２

朗
９

肖

256

鋳ヨ1010:劉  S‐ 538`まん` 再二[田回] 1/50
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隣 1153m
卜 1153m1152m当  時 1152m

∞
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第 1011図  S-538ほか 断面図 1/50

虔 1151m

0                 2m
伸/59

卜 1151m

rd口Y

r,

第 1012図 S-541土坑 断面 (南から) 第 1013図 S-736上坑 断面 (北から)

lll lli図 遺 IVj ナ・L名 土色
■質

備考
しまり

A S‐ 538 1 J(褐色 10YR5/6 貼土質シル ト ややあり ややあり 炭がわずかに l■ tじ る

B S-539
1 褐 色 10YR4/6 砂質シル ト な し ややあり ftrED色 粘土が多く7.Lじ る

2 )と褐色 10YR5/8 砂質シル ト ややあり あ り 礫がわずかに混じる

C S-541

1 り1)【掲色 10YR6/6 監!il な し ややあり 裁lLj色粘 Lが斑状に混じる 径 5 cmの 礫、炭が混じる

2 り」貢褐色 10YR6/6 ンルト な し な し

3 りJ)と褐色 10YR6/6 ンル ト質粘土 ややあり ややあり V,Wt:が と体

D S‐ 543

1 ■i褐色 10YR5/6 �i土質シルト ややあり な し 黄褐色粘土ブロックと褐色 にが多く混 じる

2 褐 色 10YR4/4 砂質シル ト な し な し 託褐色lliLブロック及び傑が混 じる

3 明Ⅲt掲色 10YR6/6 粘土質シル ト ややあり ややあり

E S-544 1 場色 10YR4/4 ll■ 質シル ト あ り あ り )ヒ褐色粘 Lがブロック状に混じる

F S-760
1 児丈樹色 10YR6/6 ン,レ ト な し あ り 問色上が混じる 炭がわずかに混じる

2 拭褐色 10YR5/6 縦i上質シル ト ややあり な し Ⅲt褐色十が混じる 炭がわずかに混じる

G S‐ 736 1 FLJ色 10YR4/4 �i■質シルト な し ややあり 丈、焼上がととじる

H S‐ 459 1 褐色 10YR4/4 粘 ■質シル ト な し な し )t褐色粘liが斑状に混じる

I S-688
1 員褐色 10YR5/6 �it質シルト あ り ややあり

2 褐色 10YR4/4 粘 L質 シル ト あ り な し

■.  `1

イ子ギ 主

第 1014図  S-688土坑 断面 (西から) 第 1015図 S-459土坑 断面  lHしから)
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Y=2′ 335

+

Y=2′ 335

+

Y=2,338

+X=判 94,203

■封%か

_/h

Y=2′ 338

+X=引 94′203

Y=2′ 338

+X=J94,203

十

S-454ほ かEF面 図

Y=2′ 337

+X=引 94,204

個別平面図 (3)

0                 2m
伸/59

個別平面図 (2)

隣 1151m当

隣 1152m 当

1上 1151m

ド名 151m

S-730    S-701

個別平面図 (1)

S-454

遺構 層 名 土色
土性 土質

備考
粘性 しまり

S-454

I 黄褐色 10YR5/6 沙質シル ト あ り な し 小礫、炭、 V層土のプロックが混 じる

2 褐色 10YR4/6 秒質シル ト ややあり な し 黄褐色上、灰白色上が斑状に混じる

3 明褐色 7 5YR5/8 lHr土 質シル ト あ り な し 災褐色土ブロックが部分的に混 じる

I 黄褐色 1 01FR6/8 少質シル ト あ り な し 砂Ekが 多く混じり、黄褐色粘上プロック及び炭が混じる

2 黄褐色 10YR5/6 倍土 あ り な し 砂～径 20 cm礫及び炭が混 じる

3 黄褐色 10YR5/8 あ り ややあり

4 にぶい黄褐色 階J: あ り あ り 黄褐色粘上、灰白色粘 土が斑状に混 じる

S-701 I 明黄褐色 10YR6/6 狩;土 あ り あ り 天白色粘上、砂が混 じる

S-730

樹 色 7 5YR4/6 砂質シル ト ややあり な し 柱痕跡

2 黄褐色 10YR5/8 lrrrL あ り な し 褐色土及び V層上ブロックが混 じる

3 jと褐色 10YR5/6 簡土質シル ト ややあり ややあり 径 5 cmの礫が混じる

4 明黄褐色 10YR6/8 lLI士 あ り ややあり

S-740

I 黄褐色 10YR5/6 階上質シル ト な し な し 士褐色粘上プロックが多く湿 じる

2 大褐色 偕上質シル ト あ り な し l層 より多く粘土フロックが混 じる 醸が混 じる

3 明黄褐色 10YR7/6 防土 あ り あ り

遺村 層 位 瓦 (点数 ) 瓦 (重 電 :g) 外国産陶磁器 国産陶磁器 上師質土器 瓦質上器 金属製品 石製古,I 木製品 その他

3

1 5

2 I

合副 12 1700 3

I

2

合副 3

S-730 1 1 100 5
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第 1016図  S‐454な ど 平面 。断面図 1/50



第 1017図  S-454など 全景 (南から)

:|!ヨ

'1'こ

|:イ

!を

第 1020図 S‐450・ 454・ 456全景 (西から)

第 1022図  S-687上坑

第 1018図  S-454など 全景 (東から)

:

第 1019図  S-454土坑 断面 (西から)

一鵡〓す▼，一ォ．ィ．

第 1021図 S-687土坑 検出 (北から)

第 1023図 S-70¬・ 730。 740全景 (東から) 第 1024図  S-701・ 730完掘 S-740検出 (北西から)
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第 1026図 S-740土坑 。748柱穴 断面 (】しから)第 1025図 S-730土坑 断面 (北から)

郷
十

Y=2340

+X494′ 205

十X49■210

伸/5ω

034
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第 1027図  S‐ 700ほか 平面Eコ  1/50



S-700

畔 1151m 卜 1151m

S-702

1‐ 1朽‖m

舞子1028:コ  S‐700ほ ん`  断面Eコ  1/50

|‐ 1“コm

S-700

S-747 S-723

1壁1151m

2m

伸/50

第 1029図 S-700土坑 断面 (東から)
第 1030図 S-747土坑

▼

■  警

1平こ
・ふii

断面 (南から)

S-766

選ホ‖ た1名 I:色
|:質

1,考
しまり

S-700 1 lLj色 解iL質シル ト ややあり な し 丈褐色ホ占L及び灰褐色�i liが,[状 に‖』じる

S‐ 703 1 )i/LJ色 ri t:質 シルト あ り な し

S-747

Ⅲ d 浅員〔授色 10YR8/3 あ り な し

I りJⅢ t棚色 砂質シル ト あ り あ り

2 4jt色 10YR4/6 ンル ト質粘 | な し あ り

3 りJ焚棚色 10YR6/6 砂質ンル ト あ り あ り

S-757

I FLJ色 10YR4/4 胤 I!質 シル ト ややあり あ り 比褐色�F k kjLヽ 炭が i■tじ る

2 にぶい焚ltJ色 10YR5/4 鶏与|: あ り ややあり 村:痕跡

3 り1〕【褐色 10YR6/6 あ り あ り

S-766

〕 淡羹色 25Y8/4 浙i li あ り あ り 径 4ヽ 5́ cmの 淡強色粘 I:ブ ロックが ii体で、従 3 cmの にポい)【色 (25Y6/4)為 Ⅲlニ

ブロックがととじる

2 淡 )i色 25Y8/4 粘 |: あ り よわい 径 3 cmの 淡大色粘 :ブロックが i:体で、径 l cnの 暗灰丈色 (25Y5/2)及 び Iり1)t褐

色 (25Y6/6)� il:ブ ロックが注とじる

3 喘灰〕t色 25Y4/2 Wi上質シルト あ り よわい 径 1～ 3 cmの 淡ユt色 (25Y8/4)� i tプ ロックが淀 じる

4 淡)k色 25Y8/3 あ り あ り 径 3 cmの 淡員色 (25Y7/4)粘 :ブロックと斑状にする

S‐ 555 にボい褐色 7 5YR5/4 砂鑽シル ト な し あ り 炭がVItじ る 深さ10 cm

第 1031図 S中757柱穴 断面 lHヒ東から)
第 1032図 S‐766土坑 断面 (南から)
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Y=2,340

X=引 94′別4+
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+

当

十

皿 cl_

S“4

当

れ

S-415
Ⅲ c2

隣 1153m

′′

′
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′
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′

ア ィ
ト / 鮎

S-364断面 A 隣 1158mウ

′

′

2m

伸/5ω

S-364断面 C

X引 9■22叶

遺構 屑 名 L色 上‖!
■質

jt考
しまり

S‐ 364 '斬

rli A
1 褐色 10YR4/4 ングレト 災、傑が多通に混 じる

2 にぶい丈褐色 10YR5/4 傑が混 じる

llJThi B 1 晴褐色 10YR3/4 粘上質シル ト な し ややあり 夫、焼上、礫、瓦が混 じる

IJltt C 褐色 10YR4/6 砂質シル ト ややあり ややあり 焼 に、瓦が混 じる

遺構 層 名 L色 fL性
土質

備 考
しまり

S-415 褐 色 10YR4/4 ンル ト質粘「と ややあり ややあり 炭が混 じる

S-416
J 魅色 �i土質シルト ややあり あ り 炭、焼 上が混 じる

2 褐 色 10YR4/6 常J二 質シル ト ややあり あ り 炭が多霊に湿 じる

S-417

1 にぶい_h褐 色 10YR4/3 hiJ=質 シルト ややあり ややあり

2 にぶい黄褐色 10YR4/3 ll土 質シル ト ややあり な し 炭、焼上が混 じる

3 にぶい黄褐色 10YR5/3 粘 J: あ り あ り 明焚褐色粘土ブロック、炭が混じる

S-418

黄橙色 10YR7/8 砂質シル ト あ り あ り V層上が斑状に混 じる

2 黄褐色 10YR5/8 粘土質シル ト あ り ややあり 礫 、炭、焼上が混 じる

3 記
jtJ色

10YR5/6 碁|1土質シル ト ややあり ややあり 炭が混 じる

道梢 屑 位 瓦 (点数 ) 瓦 (車 員 外国産 lrfl磁 器 国産陶磁器 土D「 質土器 瓦質土器 金属製 171 石製 :,1 本製 fHl その他

S‐ 364

第 1033図  S-364溝跡 平面・断面図 1/50
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第 1034図  8A区南壁 S-364溝跡 断面 B(北から) 第 1035図  S-364溝跡 断面 A(南から)



第 1037図  S-364溝跡 南半全景 (南から)

Y=2,339

+X=引 94′214

聯
く)芋
S-876

斡
筋

S-876

十X=引 94′躙7  0
9/5ω

第 1038図  S-876ほか 平面 。断面図 1/50

2m

第 1036図 S-364溝跡 検出状況 (南から)

層名 土   色 土 性
土   質

備     考
粘 性 しまり

1 黄褐色  10YR5/6 砂質シル ト な し ややあり にぶい黄橙色粘上が層状に混じる

第 1040図  S-876 検出状況 (】しから)

第 η039図  S‐876など 検出状況 (東から)

第 1041図 S-876 断面 CIIしから)
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第 1042図 S‐419な ど 平面・断面図 1/50
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S-419

S-421

卜 1150m れ

S-420

卜 1151m

≒ 名眸 1150m

甥
Ｓ・９４５

斡
S-951

S-848

llJllrlヌ I 遺 hVl 屑 名 上色 :Lイ
VL

I=質
b怖考

しまり

A S-419

I 五褐色 10YR5/6 鯉iJ「質シル ト ややあり &し り]焚褐色粘上が斑状に混 じる 陵が混 じる

2 明焚褐色 10YR7/6 躍F上 あ り ややあり

3 児裁褐色 10YR6/8 ンル ト質粘上 あ り ややあり

B S-420

, り1災褐色 10YR6/6 シル ト質粘土 ややあり v層上が攻[状に混 じる

2 欄色 10YR4/4 ンル ト質粘土 あ り V層
=と

が混 じるが 1屑より少ない

3 浅貢構色 10YR8/3 あ り

C S-421 1 徒褐色 10YR5/8 粘上質シル ト ややあり 貨絶色粘土ブロックが斑状に混 じる 炭が混 じる

S-423
1 りlJ亡 jFtJ色 10YR7/6 あ り

2 黄褐色 10YR5/8 粘土質シル ト あ り lJl焚 褐色粘 Lブロックが攻i状に淀じる 炭が混じる

哨lLJ色 10YR3/4 ン,レ ト ややあり ややあり 員裕色粘土及びり]ザ tttJ色粘土ブロックが斑状にiLじ る

F S‐ 851 にぶい糞掲色 10YR5/4 シ,レ ト ややあり な し 黄褐色粘上プロックがす[状に混 じる

S-852 にぶい黄褐色 10YR5/4 粘上質シル ト ややあり あ り そ褐色КrJニ ブロックが,[状 に混じる 径5～ 8 cmの穣及び上とが湿じる

S‐ 853 l・ 褐色 10YR3/4 粘
=[:質

シル ト な し な し と褐色粘Eとが斑状に混じる

S-872 陽色 10YR4/6 シアレト な し よし 世褐色シル トが坑「状に混 じる

I S-945 J(棚色 hll土質シルト ややあり 男黄褐色土ブロックが混じる 炭が混じる

」 S-951
褐 色 シアレト ややあり な し 夫が混じる 柱痕跡

2 災褐色 10YR5/6 粘土質シル ト ややあり lJl黄 褐色上ブロックが混じる 炭が混じる

S-959 1 褐 色 10YR4/4 シル ト あ り あ り

第 1043図 S-419など 断面図 1/50

第 1044図 S‐419土坑・875柱穴 検出 (西から) 第 1045図 S-419土坑 断面 (北から)
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第 1046図 S-420土坑 断面 (東から)

第 1048図  S-420・ 421土坑・422柱穴 完掘 (南から)

第 1050図  S-423土坑 完掘 (北から)

第 1049図  S‐423土坑 検出 (南から)

第 1051図  S‐848土坑 断面 0とから)

第 1047図  S-42卜 814 検出 (西から)
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第 1052図 S-851土坑 断面 (東から) 第 1053図  S-852・ 853土坑 断面 (西から)



第 1054図  子852・ 853土坑 全景 (西から)

全景 (南東から)

第 1055図  S-872土坑 断面 (東から)

第 1057図  S-945 断面 (南西から)

第 1059図  S-951柱穴 全景 (東から)第 1058図

韓

,ギ

S-951柱穴 断面
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⑤V層上面の遺構

V層上面では土坑、ピットが検出されている。S559土坑は上層の遺構に壊され形状は不明だが、壁面の一部が

焼けている。また、調査区南部を中心に、柱痕跡をもつピットが分布している。

Y=2,330

+

+

(黒塗りは柱痕跡)

瀾Oω Y=2ギ

S-965
0

S-962

5-958 ‐)
⑤

《E)S~833
0S-947

Y=2′ 343

坤 封9■別0

■引9■

"0

Ｓ
０

-946

朗
０

S-948

っ
S961

S-96乾

:L54

Ｓ
ｅ

d◎
朗4

遺構番号 深さ (cm) 土色 上性 備考

S-833
柱痕跡 喝色 10YR4/4 シ,レ ト 炭化物が混 じる

掘り方埋土 黄褐色 10YR5/6 i土質シル ト 現貢褐色土がブロック状に混 じる、炭化物が混 じる

柱痕跡 褐色 10YR4/4 シアレト 夷fヒ物が混 じる

掘り方埋上 黄褐色 10YR5/6 粘土質シル ト 明黄褐色土がプロック状に混 じる、炭化物が混 じる

S‐ 947
柱痕跡 喝色 10YR4/コ シァレト 炭化物が混じる

硼り方理上 黄褐色 10YR5/6 粘上質シル ト 明黄褐色土がプロック状に混じる、炭化物が混じる

S‐ 948
14痕跡 喝色 10YR4/ね シフレト 炭化物が混じる

掘 り方埋 土 覧褐色 10YR5/6 鮎Ji留 シル ト 明黄褐色土がブロック状に混じる、炭化物が混じる

S‐ 953 在積土 こぶい美橙色 1 01FR6/4 臨土質シル ト Jヽ石が混じる

柱痕跡 褐色 10YR4/4 シ,レ ト 夷化物が混 じる

側り方埋土 黄褐色 粘土質シル ト 男黄褐色上がフロック】犬に混 じる、炭化物が混 じる

S-955
ヒ痕跡 掲色 10YR4/4 ン,レ ト 夷化物が混じる

弼 り方理上 黄褐色 粘土質シル ト 男黄褐色土がプロック状に混じる、炭化物が混じる

S-956 4積土 J色 10YR4/4 シ,レ ト 策橙色シル トが多量に混じる、焼土が混じる、S809に 切られる

S-957 唯積土 ]色 10YR4/4 シ,レ ト

S-958
柱痕跡 褐 色 ン,レ ト が混じる

掘 り方蠅土 黄褐色 粘土質シル ト 現黄褐色土がプロック状に混 じる、炭化物が混 じる

S-960 9

S‐96J

S-962 t績上 黄色 25Y7/8 粘土質シル ト 褐色土が斑状に混じる、S-761に 切られる

S-963 4積土 明黄褐色 10YR6/8 ンアレト 黄橙色シル トが斑状に混じる
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第 1061図  V層上面 遺構配置図 1/100



Y=2′ 332

+

(ア ミは焼土範囲)

第 1063図  S-559土坑 全景 (北西から)

1上lЪ 6m

第 刊062図 S-559土坑 平面・断面図 1/50

内 154mれ

2m

(1/5ω

「

‐
肘

li  色 Jと ‖:

1:  賃
考

しまり

1 lLJ色 10YR4/4 I・ il:質 シル ト あ り あ り 炭が■Lじ る

2 HttlLJ色 10YR3/4 シル ト ややあり ややあり 炭、焼 |:が混じる

3 ltFLJ色 10YR2/2 絣 I:質 シル ト あ り 炭、脱 :が

'Iと

にとせじる

4 な し 焼 |

第 1064図 S-559土坑 断面 A(東 から)

→i.

第 1066図 S-559土坑 断面 C(北から)

第 1067図  S833柱穴 断面 (東から) 第 1068図  S-946柱穴 全景 (南から)
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第 1069図 S-947柱穴 断面 (南から)

第 1071図  S-949土坑 検出 (北から)

第 1070図  S-948柱穴 断面 (東から)

第 1072図 S-949土坑 断面 (東から)

第 1074図  S-950土坑 全景 (南から)

i ガ貿 ll'生
―
r)●…

1・

級||%
第 1073図 S-950土坑 断面 (西から)

.:..| 
―|    ｀

! |

デ ′
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第 1075図  S953上坑 断面 (南西から) 第 1076図  S-954柱穴 断面 (東から)



it.ゞ 塗す

第 1077図  子955柱穴 断面

・

尊甚彗革

―

|

(南から) 第 1078図 S‐956土坑 断面 (南から)

第 1080図 S-964土坑 全景 (南から)第 1079図  S-964土坑 断面 (南から)
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(8)2区

①調査概要

2区は、工事による伊達政宗騎馬像の移設先に設けた調査区である。表土直下には一部に礫及び瓦が集積してお

り城郭期の遺物も混じっているが、近代に集積されたものである。整地層及び整地層下の基本層から土坑、ピット

などが発見された。

②基本層序

表上下にⅡ層が分布し、一部に瓦、礫が集積している。その下にはⅢ層が分布し、4細分されるが、Ⅲ d層上面

で土坑などが発見される。Ⅲ層下には、西壁及び南壁ではⅣ層が確認されるが北壁では分布しない。Ⅳ層上面及び

V層上面で土坑、ピットなどが発見される。

― X=-194′ 170

1

-――X=-194′ 180

2

-X=-194′ 190

3

|    |
第 1082図  2区グリッド酉己置図 1/200

Y=2,300

第 1081図  2区の位置図 1/1000

272



南
壁

μ
lぉ
ぉm

隣
司
15
7m

畔
11
56
m

Ⅲ
d

S-
12
0

層
名

調
査

時
の

層
名

土
色

■
質

備
考

粘
性

し
ま
り

基
本

層

[
I

褐
色

10
YR
4/
4

砂
質

シ
ル

ト
や
や
あ
り

■X
5～

10
cm
の

礫
が

況
じ

る
 

瓦
が

多
く
混

じ
る

Ⅲ
a

Ⅲ
a

に
ぶ

い
黄

橙
色

10
YR
5/
4

シ
,
レ
ト

え
が
混
じ
る
 2
区

南
側
に
部
分
的
に
分
布

Ⅲ
b

ll
l 
b

黄
褐

色
10
YR
5/
6

シ
アレ

ト
や
や
あ
り

掟
が

混
じ

る
 

瓦
が

少
景

混
じ

る

Ⅲ
c

Ⅲ
c

に
ぶ
い
貫
構
色

10
YR
5/
4

シ
,レ

ト
や
や
あ
り

や
や
あ
り

発
が

わ
ず

か
に

混
じ

る

Ⅲ
d

Ⅲ
d

黄
橙

色
10
YR
6/
6

シ
ル

ト
螢

粘
土

や
や
あ
り

掲
貨

re
t色

粘
上

が
ブ

ロ
ッ

ク
状

に
混

じ
る
 

炭
が

混
じ
る

Ⅳ
Ⅲ

e
FB
色

10
YR
4/
4

シ
,レ

ト
弱

棚
夫
が

多
く
混

じ
る

V
Ⅳ

明
黄

褐
色

10
YR
7/
6

シ
ル

ト
質

粘
七

や
や
あ
り

や
や
あ
り

北
か

ら
南

へ
傾

斜

S-
12
6

1
1

褐
色

10
YR
4/
6

シ
ル

ト
箇
維
土

や
や
あ
り

H
Ⅲ
d層

が
プ

ロ
ッ
ク
状

に
混

じ
る
 

炭
が

混
じ
る

S-
12
7

1
1

褐
色

10
YR
4/
6

ン
ル

ト
質

lH
七

や
や
あ
り

揖
Ⅲ
d層

が
ブ

ロ
ッ

ク
状

に
混

じ
る
 

炭
が

混
じ

る

遺
構

番
号

層
名

土
色

±
11

土
質

備
考

粘
性

し
ま
り

S‐
黄
褐

色
10
YR
5/
6

シ
ル

ト
質

粘
土

あ
り

Ⅲ
e層

が
プ

ロ
ッ

ク
状

に
混

じ
る

S―
男
員

褐
色

10
YR
6/
6

粘
Ji

あ
り

な
し

V屑
が

ブ
ロ

ッ
ク
状

に
混

じ
る

S‐
黄
褐

色
10
YR
5/
8

シ
ル

ト
質
帖
土

や
や
あ
り

枡

S
褐

色
10
YR
4/
6

シ
ル

ト
質

ht
I土

や
や
あ
り

や
や
あ
り

登
2～

5c
mの

礫
が

混
じ
る

1ヒ
壁

∞ Ｎ ω

第
10
83
図
 2
区

壁
断
面

図
 1
/5
0

/瑚



第 1084図 2区空撮 (東から) 第 1085図 2区調査前の状況 (南から)

第 1086図  2区南壁断面 (北東から) 第 1087図  2区西壁断面 (東から)

第 1088図  2区西壁北部の断面 (北東から)

■   1

第 1090図 2区北壁断面

274

(南から) 第 1091図  2区北東壁断面 (南西から)



◎ H層上面の遺構

Ⅱ層上面では瓦及び礫の集積が確認された。比較的大きめの玉石の分布範囲を S-9、

S-10、 瓦の分布範囲を S7と し分布範囲を記録 した。S-7に は大量の瓦が集積しており、

「出土遺物編」第 166図 1)がある。瓦は城郭に用いられたものが大部分とみられるが、

近代以降に集められたものと考えられる。

Y=2′ 350

+
Y=2,355

+

十

第 1092図  2区 ‖層上面の還構配置図 V100

Y=2,345

+

小さめの玉石の範囲を

中には飾 り瓦 (F-377

遺構の検出層位からみて

Y=2,357

+X=呵 94,200

十X=引 94′205

さヽな玉石の分布

や封9■別0

十 X=引 94′

"3

十

大きな玉石の分布

第 1093図 S-7付近 全景 (南から)

第 1094図 S-7付近 全景 (東から)
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第 1095図 S-7出土の飾り瓦 (F‐ 377)

第 18表

第 1096図 S-7出上の人面を表現した遺物

S‐7・ 9。 10出土遺物集計

遺構 層位 瓦 (点数) 瓦 (重量 :質) 外国産陶磁器 国産陶磁器 土師質土器 瓦質土器 金属製品 石製品 木製品 その他

9,43( 625,408 1 2 43(ス レート)、 293(ガラス)

I 45(ス レート)、 23(ガラス)

2上 5(ガラス)

2 235740 1 21(ガラス)

3 7

合計 12,106 861,778 4 1 88(ス レート)、 342(ガラス)

I 1(ガラス)

S‐ 10 27.628 1 24(ガラス:

Y=2,350

げ 6Q7ρ

I畿守l~★ 斎奮s堅

S‐74    ≒勢“、゙
-12Q

Y=2′345

+

十

Y=2,357

+X=引 9■200

■引9■郷5

十
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第 1097図  2区 III d層 上面の遺構配置図 1/100

■封甥 3



④ IIl d層 上面の遺構

土坑が多数検出されており、東端に大型の S14池跡が位置する。S-14池跡は隣接する 8B区にまたがっており、

東西 8m、 南北 6.5m以上、深さ 0。9～ 1.2mで ある。堆積± 1～ 4層にはガラスが混じっており、近代以降の

堆積土と考えられる。5層以下には樹皮を主体とした薄い木片が大量に混じっており、建物の屋根材が廃棄された

のではないかと推定している。

その他の土坑のなかには、8A区と同様に「植栽痕」と考えられる土坑がある。

X=―

Y=2,360
‐９４′２＋

Y=2,357+

Y=2,352‐―十―
2m

第 1098図 S-14池跡 平面図 1/50

仰/59
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当 庄 1156m

隣 1153m

2m

伸/5ω

れ 凸 156m

1140m

断面 A・ B

層 名 に  色 ■ lVt
土  質

備 考
粘 性 しまり

I にぶい黄lL色 10YR5/4 ンアレト な し あ り JJt木 層 Ⅱ屑 (〕t橙色 10YR7/8琴 li上 )が主体

2 黒褐色 10YR2/3 シルト質粘1 ややあり ややあり 下層に径 15cm程 度の礫および砕石を含む 明治 36η靱↓印瓦、ビールビンな どが出上。

3 晴褐色 10YR3/4 シフレト ややあり ややあり

黄橙色 10YR7/8 鶏うJI あ り ややあり 黄褐色 (10YR5/61シ ル ト質lriがプロック状に混 じる

貰橙色 10YR5/6 シァレト質粘土 ややあり な し
「

部で径 15cm程度の礫が西側壁に貼り伺くように混じる

5 暗褐色 10YR3/3 かなりあり な し チップ状の木ナIが多量に混 じる

6 にぶいJt褐色 10YR5/4 ンル ト質粘J あ り な し

上部では砂がわずかに混 じり、 ド部では酸化鉄斑が多量にみられる 「桧皮 (ひ わだ )」 と考
えられる木片が多量にllLじ る
6a グライ化 した粘 L
6b 桧皮屑

7 暗褐色 10YR2/3 あ り な し チップ状の木片及び樹木,iが 多量に混じる

8 焚褐色 2 5YR5/3 粘 J: かなりあり な し オ リーブ褐色 (25Y4/6)粘 上がブロック状に混 じる ド部には酸化鉄斑がみ られる

カクラン にぶい黄褐色 10YR4/3 ややあり な し
径 10cm程 度の礫が混じる 砂が多く混じる 炭がわずかに混じる 4b川がブロック状に混
じる

断面 C

層 名 土  色 JL l■
Iを   賓

捕 考
粘料: しまり

1 灰受褐色 10YR6/2 粘土質シル ト ややあり 径 lcmの 黄褐色 (10YR3/6)h4:ブ ロックがわずかに混 じる

2

焚色 25Y8/6 粘 土

径 5cmの プロックで混在する淡貢色 25Y8/3

にぶい大色 25Y6/3

上部が厚さ約 20cmの焼Ji、 下部が厚さ約 20cmの 炭の層 径 5cm程度の礫が多く混じり、
径 70cm程の礫が数個混じる

4 褐灰色 10YR5/1 シル ト質粘 | 径 lcmの浅焚橙色 (10YR3/4)Iti l:ブ ロックが少 最混 じる 径 5cm TI度 の礫が少址混 じる

5 本片の屑 樹皮が主体で、材が浬じる 断面 A・ Bの 6周に対応

6
にボいいt崎色 10YR7/2

ブロックで混在する 波が況 じる IJitt A・ Bの 8層に対応
吹白色 25Y8/2 粘 十

遺構 層 位 瓦 (点数 ) 瓦 (Tj曇 :質 ) 外 Il注 陶磁器 国産陶磁 /i にmFtt L器 瓦質±7祥 金属処品 行観品 木型品 その他

S■ 4

(21え )

3 1

1 59,580 2 12(ガラス)

2 8,210 I 184(ガラス)

3 1460C 1 10(ガラス)

4 58255 7 2 40(カ ラス)

2 1

t

5 11 2 3 1 1

11 17,43( 1 1

7 1

合言| 1574 187301 1 1 246(ガラス)

278
第 1099図 S-14池跡 断面図 1/50



検出 (南から)

第 1103図 S‐ 14池跡 断面 A南半 (西から)

第 1105図 S‐ 14池跡 木片等出土状況

第 1101図  S‐ 14池跡 木片等出土状況 (南から)

第 1104図  S-14池跡 断面 B(南から)

第 1106図 S-14池跡 木片等出土状況

第 1102図 S-14池跡 西半全景 (南から)
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第 1107図 S-14池跡 断面 C(東 から)

第 1109図 S-14池跡 東半全景 (北東から)

第 1108図  S-14池跡 断面 C(東から)

…

れ

第 1110図 S‐ 14池跡出土木片

Y=2,352

+
Y=2′354

+X=引 94′2団

十 X=引 94,203

唾
S-131

1152m

仰/50

S-122

5-122

肘 名 I 伍 L‖ :

しまり
1 褐色        1 loYR4/6 シ,レ ト ややあり ややあり 唆がわすかにととじる ととが多 1■ にi.tじ る

S-136
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第 1111図  III d層 上面の遺構 平面 。断面図 (1)1/50
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Y=2,350
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卜 何i4m

Y=2,353
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政 920 IⅧ
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S-20断面
Y=2′ 352

+

S-19上面の礫 平面図

Y=2,352 Y=2,353

当

S-19断面

2m
伸/59

S―¶23    S-124

十X=引 94′206

■X494那7勇①
卜十

S-49完掘平面

0

1上 1汚3m

S-55

層 名 t 色 上 性
土   質

備 考
粘性 しまり

1 礫 径 5～ 10cm

2 褐 色 10YR4/4 砂質シル ト 弱

S-124

層 名 土   色 上 性
土  質

備 考
粘Tt しまり

1 惜褐色     10YR3/4 シル ト質粘土 あ り 弱 Ⅳ層がプロック状に混じる

層 名 ヒ  色 土 性
土  質

備 考
しまり

1 託褐色 10YR5/6 シルト質粘土 ややあり ややあり Ⅲ d層がプロック状に混 じる

2 閤色 10YR4/6 シルト質粘士 ややあり 弱 炭がわずかに混じる

S-87

層 名 土   色 土 性
土  質

備 考
粘 牲 しまり

1 暗褐色 10YR3/4 シル ト質粘土 ややあり Ⅲ d層 がブロック状に混じる

2 明黄褐色 10YR6/8 シ,レ ト あ り Ⅲ d層を主体 とする

S-19

層名 上  色 土  性
土   質

備 考
粘 性 しまり

1 暗褐色 10YR4/6 シルト な し あ り 径 5～ 10 cmの 礫が上部に多 く混 じる

2 暗褐色 シ,レ ト ややあり あ り

S-20

層 名 土   色 土 性
土  質

備 考
粘性 しまり

1 褐色 10YR4/6 シフレト ややあり あ り 褐色 (7 5YR4/6)粘 土質シル トがブロック状に混じる 径 1～ 2cmの礫が混じる

2 褐色 7 5YR4/6 粘土質シル ト ややあり ややあり 径 1～ 2cmの礫がわずかに混 じる

第 1112図  Ⅲd層上面の遺構 平面・断面図 (2)1/50
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第 1113図  III d層 上面 検出状況 (東から)

第 1117図 S‐ 122検出 (南から)

第 1116図 S… 136断面 (西から)

第 1118図 S‐ 122断面 (北から)

第 1114図  lII d層 上面 全景 (東から)

第 1115図 S-131断面 (南から)

第 1120図 S-55断面 (東から)

282

第 1119図 S-122全景 (南から)



第 1121図 S-55全景 (東から)

第 1123図  S-25断面 (南から)

第 1122図  S‐81断面 (南から)

第 1126図  S-20断面 (南から)

・
・一
囁

第 1124図  S-87断面 (南から)

工=

サイ鷲

第 1125図  S‐ 19断面 (南から)

第 1127図  S-20全景 (南から) 第 1128図 S-14・ 19～ 23・ 25全景 (南から)
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十X呵 94,208+
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:扱
的

S-58

2m

:Ⅷ
的

S-59

仰/59

S-60

S-64

S-57

屑 名 土  色 上 性
上   質

考
しまり

と ・i褐色 10YR3/4 ンルト 弱

2 褐 色 10YR4/4 シル ト質粘士 ややあり 炭がわずかに混じる

S-56

層 名 J:  色 Ji 性
上  質

考
粘‖: しまり

黄褐色 10YR5/6 シル ト ややあり 弱 ド部に 3cm以下の礫が湿じる

2 り]黄褐色 10YR6/8 シルト ややあり り1黄褐色粘土がブロック状に混 じる

S-68

脳 名 L  色
―[ 姻:

土   質
考

粘 性 しまり
1 常褐色 10YR3/4 シルト ややあり

2 黄褐色 10YR5/6 シルト ややあり Ifl積上 1屈がプロック状に混じる 砂がわずかに混じる

3 にぶい貫橙色 10YR6/4 シル ト質粘上 ややあり 砂が主体

コ 明大褐色 10YR6/8 シル ト質粘士 ややあり Ⅲ d層 がブロック状に混 じる

層 名 土  色 土 性
土   質

考
粘 性 しまり

1 時褐色 10YR3/3 シル ト質粘 J: あ り 柱痕跡

2 灰黄ttj色 10YR4/2 シル ト質粘士 あ り あ り り]武褐色lr土 プロックが多量に混じる 炭がわずかに混じる

S-59

層 名 土   色 上 主上
上   質

備 考
‖,II しまり

1 FB色 10YR4/4 シル ト ややあり 炭がわずかに混 じる

2

":褐

色 10YR5/6 シルト質米iJ: ややあり 黄締色粘土がブロック状に混 じる

S-58

層 名 J:  色 Ji 性
L  質

lF 七
lr![ しまり

り1赤掲色 5YR5/6 シルト rifj あ り 径 1～ 2cmの礫が混 じる

員褐色 10YR5/6 シアレト ややあり 明武trJ色 粘土がブロック状に混 じる 炭が l.Lじ る

S-64

層 名 I:  色 上  性
| 質

備
しまり

1 にぶい武褐色  10YR5/3 シル ト質粘上 あ り あ り 明貢褐色粘 Lブロックが多量に混じる 炭がわずかに混じる 酸化鉄斑が見られる

S-69

層 名 土  色 J= 判:

土  質
fl 考

しまり

褐 色 10YR4/6 シル ト質�,十 あ り 炭がわずかに混 じる

2 か【褐色 10YR5/6 シル ト ややあり 基本川Ⅳ屑がブロックJ犬に混じる Ⅲ d層 がプロック状にV.Lじ る
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第 1129図  III d層 上面の遺構 平面 。断面図 (3)1/50



頭普予

(南から)第 1130図 S‐57断面

S-64断面 (南から)

第 1131図  S-56断面 (南から)

第 1135図 S-59断面 (南から)

ド
'(

:声
r翠

第 1137図  S-69断面 (南から)第 1136図 S‐58断面 (南から)
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S-127

1152m

斡
Ｓ・２３

S-126

伸/59

脳 名 佐  色 :L ‖l
|:  質

備 考
粘

′
性 しまり

1 氏褐色 10YR5/6 シル ト質粘土 ややあり あ り 径 1～ 3cmの礫が下面に多壁に混 じる

2 り1災褐色 10YR6/6 シル ト質II土 ややあり

屑 名 上   色 1: ‖t
土  質

備 考
しまり

1 褐 色 10YR4/6 lr上 質シル ト ややあり あ り
喫本鮨[蒼

Ю YR伊 0シル トがブロック状に混 じる 径 1～ 炎 mの礫が底而付近に混 じる

2 時褐色 10YR3/3 ll土 あ り 径10cmの lEXが混じる

S-127

層 名 十  色 Ji ‖
Ji 質

lli

しまり
I 褐色      10YR4/6 シル ト ややあり Ⅲ d居がブロック状に混 じる 炭が混 じる

S-126

屑 名 上  色 J: 14
に  質

考
しまり

I lgJ色      10YR4/6 シアレト ややあり Ⅲ d層がプロック状 1こ 混 じる 炭が混 じる

第 1138図  III d層 上面の遺構 平面 。断面図 (4)1/50

曇

●
蜘

第 1140図 S-23断面 (南から)

嘲

第 1139図  S-26断面 (南から)

第 1142図  S-126断面286



第 19表  III d層 上面ピツ ト集計表

遺構番号 深さ (cm) 種類 土色 土性 備考

褐 色 10YR4/4 シル ト質粘土 径 3～ 5cmの小礫が隻量に混 じる。底面には最大 13cmの 礫が集中する

柱痕跡 黄褐色 10YR5/6 シル ト 災化物が若千混 じる

暗褐色 10YR3/4 シルト 夷化物が若干混 じる

2 褐 色 10YR4/6 シルト 夷化物が若干混 じる

S-63 褐色 10YR4/6 シァレト 炭化物が若千混じる

8 黄褐色 10YR5/6 佑土質シル ト 炭がごく少量混 じる

黄褐色 10YR5/6 悩土質シル ト

S‐ 73 褐色 10YR4/6 シル ト質粘土 Ⅲd層がブロック状に混じる

0 褐色 10YR4/6 シルト質lt土 Ⅲd層がブロック状に混じる、炭化物が若干混じる

S-77 0 ホ褐色 5YR4/8 シルト 夷化物が若干混 じる

S‐ 79 4 赤褐色 5YR4/6 シルト lL積土

S-33 4 贅褐色 10YR5/6 砂質シル ト 炭化物が若干混 じる、Ⅲ d層がブロック状に混 じる

黄褐色 10YR5/6 シル ト質粘土 Ⅲ d層がブロック状に混 じる

4 褐色 10YR4/6 シアレト 炭化物が若干混 じる、径 5～ 10cmの礫が混 じる、完形丸瓦出土

第 20表  III d層 上面遺構出土遺物集計

遺構 層 位 瓦 (点数 ) 瓦 (重量 :宣) 外国産陶磁器 国産陶磁器 土師質土器 瓦質土器 金属製品 石製品 木製品 その他

5

1 1 1

合 討 6 1

S-60 1

S-67 2

I

1

I 2,46(

S-122

1

1 59,25(

4 1 134(

合 計 6079(

S-123 1

⑤IV・ V層上面の遺構

土坑及びピットが検出されており、

Y=2′345

+

十

ピットには柱痕跡が認められるものがある。

Y=2,350 Y=2′ 357

+X=司鮒200

十X=司 9■205

0                     5m
伸川09

十

第

+
1143図  IV・ V層上面 遺構配置図 1/100

S-121

+X=司 9■213
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ψ

Y=2,351

士 狂
暮

と引%Pw Y茸 4判 蜘 2   +

◎   ^

十X=引 94′2団

¨  浄 w図

卜 1150m

+ +X=引 94′204

卜 H i6m

S-120

笏

2m

仰/59

S l17

S-133

層 名 土  色 →: ‖生
土  質

ll 考
しまり

〕 ,It褐色      1 10YR5/8 ンル ト ややあり ややあり Ⅳ層が・工体 イモ3～ 7 cmの礫が湿 じる

S-135

層 名 上  色 士  性
土   質

備 考
Irr性 しまり

〕 暗IFj色 10YR3/4 ン,レ ト ややあり な し

2 にぶい黄褐色 10YR5/4 シ,レ ト ややあり 弱 酸化鉄斑がわずかにみ られる

3 明黄褐色 10YR6/8 ン,レ ト ややあり ややあり Ⅳ層がブロック状に混じる

S-104

層 名 L  色 上 性 備 考
粘性 しまり

I り]lk褐色    10YR6/8 ンルト あ り 上部に径 4cm程度の標が混 じる

S-106

層 名 上  色 |:性
土  質

備 考
粘`性 しまり

I 褐色        110YR4/4 シアレト あ り Ⅳ層がプロック状に混 じる 抜が混 じる

S-117

層 名 上  色 上 性
上   質

ll l 考
粘性 しまり

1 り]褐色 7 5YR5/6 ンアレト ややあり 及がわずかに混じる
2 りJ黄樹色 10YR6/8 ンル ト ややあり 酸化鉄斑がわずかにみられる

3 )t褐色 10YR5/8 シル ト ややあり Ⅳ屑がプロック状に湿 じる

遺構番号 屑 名 L色
土質

備考
しまり

S-120
I )1拭褐色 10YR6/8 あ り 弱 災化物がvfLじ る

2 掲色 10YR4/4 シルト
S-121 I 賛褐色 10YR5/8 シル ト質粘土 ややあり Ⅳ層がプロック】犬に混 じる

第 1144図 IV・ V層上面の遺構 平面・断面図 (1)1/50
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第 1¶ 45図  Ⅳ・ V層上面 検出状況 (東から) 第 1146図 IV e v層上面 全景 (東から)

第 1148図 S-133断面 (南から)

S-133・ 134・ 135`全景第 1147図 (西から)

第 1149図 S-134断面 (南から)

■1

S‐117断面 (北から)

第 1150図  S‐ 135断面 (Jとから)

襲
募 |

Ⅲ戸甍歯″:lj・ 与
第 1151図 第 1152図 S-120断面 (南から)
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Y=2,352

rx封 %P∞

当 Y茸
推引9.別 0

�
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隣 1151m

2m

伸/59
S-31

S-34

S-103

S-100

層 名 土  色 土 性
土  質

備 考
粘性 しまり

1 にぶい黄褐色 10YR5/4 シル ト あ り 炭がわずかに混じる 柱痕跡

2 黄褐色 10YR5/6 シアレト ややあり ややあり Ⅳ層がブロック状に混じる

S-99

層名 土   色 土 性
土  質

備 考
粘性 しまり

1 黄褐色      110YR5/6 シ,レ ト ややあり ややあり Ⅳ層がプロック状に混 じる

S-103

層 名 土   色 土 性
土   質

備 考
粘性 しまり

1 黄褐色 10YR5/6 ンル ト質粘土 ややあり 弱 Ⅳ層が主体

2 黄褐色 10YR5/8 シアレト ややあり 弱 Ⅳ層がプロック状に混 じる

層 名 土  色 土 性
土   質

偏 考
粘性 しまり

1 黄褐色    10YR5/6 ン,レ ト ややあり あ り 明黄褐色 (10YR7/6Ⅲ 粘上がブロック状に混じる

S-29

層 名 上  色 土 性
土   質

備 考
粘″性 しまり

黄褐色      1 10YR5/8 シルト ややあり Ⅳ層がブロック状に混じる

S-30

層 名 土  色 土 性
土  質

備 考
粘 性 しまり

1 褐色 10YR4/6 ンルト質r4土 ややあり ややあり 径 3～ 10mmの礫が混 じる Ⅳ層がブロック状に混 じる

2 褐 色 10YR4/4 ンルト質粘土 ややあり ややあ 径 3～ 10mmの穣が混 じる

3 黄褐色 10YR5/8 粘土 あ り 径 3～ 20mmの機が混 じる

層 名 土  色 土 性 備 考
粘 性 しまり

I 褐色 10YR4/6 シル ト質粘土 ややあり ややあり Ⅳ層がプロック状に混 じる 「永楽通宝J出上

2 明黄褐色 10YR6/6 ンル ト質粘土 ややあり ややあり Ⅳ屑が主体
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第 1153図  lV・ V層上面の遺構 平面・断面図 (2)1/50



第 1154図  S-99断面 (南から)

第 1156図  S-30断面 (南から)

S-32断 面 (南から)

第 21表 Ⅳ oV層上面遺構出土遺物集計

第 1155図  S-29断面 (南から)

第 1157図  S-3¶ 断面 (南から)

第 1159図  S-28～ 33全景 (南から)

遺構 層 位 瓦 (点数 ) 瓦 (重 踏 :q; 外国産 lhl磁器 国産陶磁器 L師質土器 瓦質 li器 令屈興 I早 1 石製品 木製品 その他

S-28 2

S-30 1

1

S‐32 1

1

S-98

S‐ 133 4
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第 22表 Ⅳ・ V層上面ピツト集計表

ゴ
―|イ

(南から)

層 名 上  色 上  性
上  質

考
粘‖t しまり

1 黄褐色 10YR5/6 シ,レ ト 炭がわずかに混じる

2 黄褐色 10YR5/8 シ,レ ト ややあり Ⅳ層がプロック状に混 じる

S-28

ナlt名 上  色 土 世
上  質

備 考
l.J‖ : しまり

1 笠褐色 10YR5/8 hll土 あ り ド部に明黄褐色 (10YR6/6)上 が多量にirLじ る

2 黄褐色 10YR5/6 粘上質ンル ト ややあり ややあり Ⅳ屑がブロック状に混 じる 底面に砂が混 じる 2 cm程の波が混 じる

遺桔番号 深さ (cm) 種 類 J:色 上性 備考

S-92
撹褐色 シルト 夫化物が岩干混 じる、Ⅳ層がブロック状にifLじ る

黄褐色 シルト Ⅳ厨が主体

1 明黄褐色 シ,レ ト

柱痕跡 黄褐色 シルト

lFIり 方 明黄褐色 10YR6/8 ン,レ ト

1 褐色 10YR4/6 シル ト Ⅳ層がブロック状に混 じる、炭化物が若干混 じる

S101 13 黄褐色 ンフレト Ⅳ層がブロック状に混 じる

S-107 1 黄褐色 10YR5/6 シァレト Ⅳ層がブロック状に混じる

S-108
柱痕跡 褐 色 シフレト質粘上 央化物が混 じる

2 黄褐色 10YR5/8 シル ト質�F土 Ⅳ層がプロック状に混 じる

S-109
1 鼓桐色 10YR5/6 シフレト 炭化物が若干混 じる

2 黄褐色 10YR5/8 ン,レ ト Ⅳ脳が主体

S-110 45
住痕跡 にぶい黄褐色 10YR5/4 シル ト質粘 と

2 にぶい黄権色 10YR6/3 ンフレト Ⅳ層がブロック状に混 じる

S-111
本と垣跡 協色 10YR4/6 シルト

焚4FJ色 シルト Ⅳ層がブロック状に混じる

S-115
柱lH跡 褐 色 10YR4/6 シアレト

2 災褐色 シフレト Ⅳ層がブロック状に混 じる

S-132
1 暗褐色 10YR3/4 ンル ト質 4fl上 Ⅳ層がブロック状に混 じる

柱痕跡 褐色 10YR4/4 シ,レ ト

一中▼一一・一Ｆ≡．一一一・・
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第 1161図 S-95断面 第 1162図  S‐ 28・ 43全景 (南から)



第 1163図 S-28断面 (北から) 第 1刊 64図  S‐28断面 (】しから)
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(9)8B・ C[乙

①調査概要

8B・ C区は、本丸平場東端、石垣 F・ G面背後に位置する。調査の結果、植栽痕と考えられる多数の上坑の他に、

小玉石と平たい石材を配した「つくばい」と推定される遺構 (S768)が発見された。また、調査区北束部では、

近世の整地層の下層から、山城に関わるとみられる通路状遺構 (S-739)が発見されている (別項で記述)。 以下、

遺構については紙幅の関係で主なものを掲載した。なお、S768石敷遺構は、工事設計を見直して現地保存した。

②基本層序

調査区北部には、盛± 1・ 2。 3が分布する。その他の範囲では、整地層Ⅲ層が分布するが、上層の影響で表土

直下が基本層V層の粘土層となっている範囲と入り混じっている。調査では、Ⅲ層の残存が部分的であったこと、

Ⅲ層上面で検出される遺構の堆積土がⅢ層と似通っており、遺構確認が困難であったことから、やむをえずV層上

面まで掘り下げ、遺構検出及び掘り込みを行なった。
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③ 8B区の主な遺構

A S-768石敷遺構

長軸 3m、 短軸 2.5mの円形の掘 り込みがあり、中央に平たい石材を置き、周囲に小円礫を敷き詰めた部分と、

やや大きめの円礫が分布する部分からなる。遺構を現地保存するため完掘していないので、2種の玉石部分の先後

関係や基礎構造などは不明である。

検出時は 2.5× 2.3mの範囲に、北側に大きめの玉石 (la層 )、 南側に小さめの玉石 (lb層)が分布していた。

1層下には厚さ 10cm程度の上層 (2層 )が分布し、2層を掘りあげると平たい石材と小玉石が検出される。

中央に置かれた石材は、90× 85cmの 平たい自然石である。石の周辺には 30～ 40cmの幅で径 10cm以下の

玉石が敷き詰められている。玉石は大きさに顕著なばらつきはなく、水に濡れると青色の発色が顕著である。中央

の石材の南東には平たい割石、北西には大きめの玉石が配置される。

小玉石の北西部には、 1.1× 1,lmの範囲の堀込みが

あり径 10～ 30cmの玉石が詰められている。

この遺構の性格だが、中央に平たい石材があり、その

周囲に大きさのそろった小玉石が分布し、やや大きめの

の礫が配置されている形状から、茶室に付属して設けら

れる「つくばい」に類似している。中央の平たい石材に

は、本来は水をたたえるための水甕や石鉢などが置かれ

ていたと推定される。

また、堆積土最上部に玉石が敷設されていることから、

つくばいを埋めて別な用途に再利用している可能性が考

えられる。
十X=判男餌5

第 1190図  S-768石敷  la・ lb層の分布  1/50
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第 1191図 S‐768石敷 全景 (北東から)
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第 1192図 S‐768石敷 平面図 1/50 囲
小玉石の分布範囲

牌 1152m

2m

仰/5①

断面 C

層名 土色 しまり 備 考

hlltt A

ヽ10cm以 にの円篠が主体

径 3～ 10cmの 礫サロで径 5cm程が主体 円礫主体でまれに制石がまじる 礫中に和Iか な瓦片が混 じる

こぶい黄褐色 10YR5/3 絆it質シル ト よわい

3 登5cm程の礫サ膏、円礫主体

断面 B [ぶい賛褐色 10YR5/判 粘土質シル ト よわい

断面 C

4 こぶい黄橙色 10YR6/判 シル ト質粘土 戻白色 (10YR8/2)粘上の径 lcmプ ロックが多く混じる

5 にぶい黄椎色 10YR6/4 粘土質シル ト ややあり 天白色 (10YR8/2)‰ i!と の径 lcmの ブロックが少量混 じる 石材問はしまりがよわい

6 径 10～ 30cmのBtF 石材間に、にぶい黄橙色 (10YR6/4)粘土質シル トが混 じる

丈益褐色 10YR4/2 士土質シル ト ややあり
昆在

驚褐色 10YR6/6 tF土質シルト ややあり

遺構 層 位 瓦 (点数 ) 瓦 (重 景 :E) 外国産陶磁器 国産陶磁器 土m質上器 瓦質土器 金属処品 石製品 木製品 その他

S-768

1 6922
2 1

1 380

2a L而 1 1,817

合訂 9,389

第 1193図   S-768  断面図  1/50
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X=-194,212

+
X=19■ 215

Y=2,372+

Y=2′ 369-十一

伸/2針

第 1194図 S-768石敷 平面図 1/20

第 1195図  S-768周 辺検出 (南から) 第 1196図 S-768検出 (北東から)



第 1197図 S-768 1層断面 (北東から) 第 1198図  S-768 断面A(北東から)

第 1199図 S‐768 断面 B Gヒ東から) 第 1200図  S-768 石材検出状況 (南東から )

第 1201図 S-768 耳ヒ部 6層断面 (北東から) 第 1202図  S-768 全景 (北西から)

第 1203図 S‐768 」ヽ玉石層 断面東半 (北東から) 第 1204図  S-768 」ヽ玉石層 断面西半 (北東から)
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B 底面に石敷きのある土坑

S768石敷の東側に、底面に石敷のある円形の土坑が 2基発見されている。

S-1024二L均丸

S-768の東に隣接する。S768の現地保存に伴いこの遺構も一部の掘 り込みにとどめたため、構造の詳細は不明

である。S-768よ り古く、2.4× 2.4mの範囲に不整形のプランが確認され、中央に径 1.5m、 深さ 80cmの半円

形の落ち込みがある。底面には径 5～ 15cmの円礫が敷かれている。

S-995土坑

径 1,8m、 深さ 1.lmの 円形の土坑である。底面に径 5～ 40cmの 円礫が約 40cmの厚さで敷かれている。遺

構 の下部 で S995と S-1024の 間

が溝状につながっている。ただし、

上
'需

が S-994、  S-1000、 S-1014、

S-1018土 坑などに切 られてお り、

溝状部分 と土坑部分の先後関係は

不明である。S-995の東には溝状の

S-1019が のびる。 ―――X=-194′ 215

第 1205図  S-1024などの周辺遺構配置図 1/100

Y=2,376

や引9■

"3

X=引 9■

"5+

X=-194′ 212

仰/59

Y=2′ 370 Y=2′ 375

ミト_ィ r

第 1206図  S-1024な ど 平面 。断面図 1/50
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ド生1150m

出 1150m当

S-1024

隣 1150m 角

洋 1150m

rC l150m

れ ド 1150m

2m

仰/5①

S-1024 断面 C
S-1024 閏FFtt A

S-1024

層 名 ヒ  色 上  性
上   質

ll 考
粘 性 しまり

ta 明黄褐色 10YR6/6 ややあり あ り 径 5～ 7cmの礫がわずかに混 じる 白色砂岩 ?対 1粒及び炭の細粒がわずかに混 じる

lb 明黄褐色 粘 上 ややあり あ り
北 ,軒 壁では、褐色 (10YR4/6)シ ル ト質粘上 灰白色 (7 5YR3/2)粘 Jiの 小ブロックが混 じ
る 径 5～ 7cmの礫が混 じる 炭の和H粒がわずかに混 じる

灰黄色 25Y7/2 粘 土 あ り つよし ☆褐色 (10YR5/6)シ ルト質粘上が斑状に混じる

褐色 シルト質�i十 ややあり あ り lctt Lが 攻〔状に混 じる 径 5～ 15cmの 礫が混 じる

黄褐色 ンル ト質 ll士 ややあり ややあり 径 5～ 15cmの 礫が夕呈に混 じる 鉄製 Iキ ギ|IHl

掲色 10YR4/6 シル ト質粘十 ややあり ややあり

3 褐色 10YR4/6 ンル ト質粘士 ややあり あ り 基本用Ⅳ層が斑状に壮とじる 径 5cn 411の礫が混じる

4 褐色 シル ト質粘Ji ややあり あ り り1黄褐色 (10YR6/6)シ ル ト質粘土が斑状に混じる l_本層Ⅳ層がわずかに混じる

S-1019 S-1019

S-995

S-995

層 名 土  色 上 ′
性

土   質
考

しまり

1 明 )と
jFtrj色 10YR6/8 あ り ややあり 浅焚精色粘上が現状に混 じる 焼土が混 じる

黄褐色 10YR5/6 ンル ト質粘土 あ り ややあり 1屑上、岩継ブロック、小礫が混 じる

賞褐色 10YR5/6 ンル ト賓粘上 あ り ややあり 1層土がわずかに混じる

策褐色 10YR5/6 ンル ト質粘土 あ り ややあり 1層土、小礫が混 じる

黄褐色 10YR5/6 ンル ト質粘 し あ り ややあ 1脳上、小礫、砂粒が混 じる

S-1019

層 名 土   色 土  性
上   質

考
ll性 しまり

1 明黄褐色 10YR7/6 ややあり あ り

2 黄褐色 10YR5/6 ややあり ややあり 鉄製吊が出上

3 浅黄色 25Y7/4 シル ト質粘土 あ り ややあり

遺構 層 位 瓦 (点 数) 瓦 (重塁 1質) 外国産 1旬磁器 国産陶磁器 上に市質上器 瓦質土器 金属製辞1 石製品 木製品 その他

S-995

5 I 1

5上

6 11

合討 1471 1

S-1019

1

3

合予|

S-1024

17 715 J 1

2 2

3 1

41“ 4

合岳I 1,205 1

第 1207図  S-995。 1019 断面図 1/50

309



第 1208図 S―¶024 全景 (東から)

第 1210図 S-1024 断面 B(北から)

~″
   購

F:~″

第 1212図

第 1209図  S-1024 断面 A(南から)

r

サ  ＼

第 1211図  S-1024 断面 C(南から)

第 1213図  S-995 底面の玉石 (東から)

第 1215図 与768・ 995 全景 (南から)
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第 1214図  S-995 底面玉石の断面 (東から)



第 1216図 S-1019 断面 (西から) 第 1217図 S-1019 全景 (西から)

第 1218図 S-768付近 全景 (北西から)

C 柱穴・集石など

イ S-639柱穴

盛± 2上面で検出される。

口 S-640石材

盛± 2上面で検出される。

なかった。

Y=2,345

+X=」 94コ 89

当 塩
L淮

S-639柱痕跡検出平面状況

勺     卜 115,3m

60× 45cmの範囲に集石があり、下部では径約 10cmの柱痕跡が発見された。

大きさ 90× 50cmの 自然石があり、周囲に円礫が分布している。掘 り方は確認でき

194′ 189

〇

θ

+進呵94コ引

仰/59

隣

+

第 1219図 S-768付近 全景 (北西から)

S-639

層 名 土  色 土 性
土   質

備    考
粘性 しまり

1 にぶいま1褐色 10YR5/4 ンル ト質粘土 よわい 径 lcmの 黄糟色 (10YR3/61粘土プロックが混じる 白色粘上プロックがわずかに混じる

灰黄褐色 10YR4/2 シル ト質粘上 よわい 柱痕跡

第 1220図  S‐ 639・ 640 平面・ 断面図  1/50
０
じ



第 1221図 S-639検出 (上が北)

ハ  S-720・ S-742本主穴

S720は S-697・ 699よ り古い。110cm以上×70cm、 深さ90cmで、底面に石材が検出される。

S742は調査区壁際に位置し全体の形状は不明であるが、深さ90cmで底面に石材が積み重ねた形で検出される。

近接する2区でも底面に石材のあるS133が発見されており、いずれも柱穴の礎板石と考えられる。

Y=2,350

十 X=呵 94コ 96

Y=2,353

+

X49押 甲

0透
葦

X=J94押 99+

隣 1153m

れ 礫 1151m

当

S-720平 面

名 出 1157m

第 1223図 S-639下部断面 (南から)

第 1222図 S-639 断面 (南から)

第 1224図 S-640 全景 (上が西)

S-720断面

S-742

0
(1/59

S-742

第 1225図  S-720・ 742ほか 平面・断面図 1/50



層 名 L色
上質

備考
しまり

1 にぶいJt色 25Y6/3 lli■質シルト あ り 喰撹色 (25Y7/4Ⅲ 粘 Ji、 径 lcmの ブロックが混 じる

2 旋41tJ色 25Y5/3 Wiに興シルト よわい 吏向色 (25Y3/2)lll lkり

't樹

色 (25Y7/6)� Fに、径Icm以 ドのブロックが.Lじ る

3 りlAFtJ色 10YR6/6 lli l よわい しまりよわいが 2層 に比べるとしまりあり。光褐色 (25Y5/3)�iに 質シル ト、灰「 十色 (25Y8/2)粘
Lのブロックが淀じる

J 拭褐色 25Y5/4 粘 L質 シル ト

S‐ 720

1 Ⅲ【畑色 25Y5/3 粘 |:質 シルト よわい 灰ri色 (25Y8/2)胤 :、 径 5mmの ブロックが混 じる 柱抜き取 り後の‖!め 戻 し I:か

2

灰 句色 25Y8/2

径 1～ 2cmのブロックで.Lイ 1 勒1り 方埋 |りlJtFL色 25Y6/6 米キ_1:

)と褐色 25Y5/3 瑞十 :

Y=2′ 349

+X引 9押 98

第 1226図

仰/50

礎板石のある柱穴 (S-720ほか)など 平面図 1/50

第 1227図  S‐720柱穴 断面 (南西から) 第 1228図 S-720柱穴 全景 (南西から)

第 1229図 S-742柱穴 断面 (北東から) 第 1230図 S-742柱穴 全景 (北東から)
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二 S-771集石

Ⅲ層上面で検出される。西端は S14に、東端はカクランに壊される。長さ 1.6m、 幅 20～ 30cmの 範囲に、

径 5～ 10cmの円礫が列状に並び、下部には溝状の掘り込みが認められる。

凸 152m
Y=2,363

9■207-十一

0

名

lm

仰/20

第 1231図 S-771集石 平面 。断面図 1/20

第 1232図 S-771集石 全景 (1しから) 第 1233図 S-771集石 断面 A(東から)

ホ S-769・ 770瓦集積

Ⅲ層上面で検出される。瓦が集積した遺構である。S-769は 120× 95cm、 深さ 30cmで ある。S-770は、125

× 70cm、 深さ 20cmで ある。

Y=2′ 370 Y=2,363 Y=2′363

十X=羽 9■205 十X=引 94′205

設 S-769 Y

Y=2,370

■X引 9■別0

子餌9 ″
S-769完掘平画

十 X=引 94′

"1 +X引 94,207 十X=引 94,207

S-770完掘平面

2m

m/59

′yW争 釦8

S-769断面
S-770断面

Ｑ
∪

51m

第 1234図  S-769・ 770 平面・ 断面図  1/50

隣 1152m



層 名 土   色 1= ′
性

土  質
備     考

しまり

1

灰白色 25Y8/2 あ り
混 在

浅黄色 25Y7/4 粘 土 あ り

2 rtt褐色 25Y5/3 粘土質シル ト あ り

3 士IEI色 25Y5/3 粘土質シル ト よわい

遺楠 層位 瓦 (点数) 瓦 (重 量 :Я ) 外国産陶磁器 ヨ産陶磁器 上 H li質上器 瓦質土器 金属処品 石製品 木製品 その他

S‐ 769 118,640

S-770

74,470 2

1

覧集 HI・ ll 1

合言| 84570 2 1

第 1235図 S-769 全景 (東から)

第 1237図 S-770 全景 (東から)           弟 1238凶  Ь-770 跡画 (東がう)

へ S-767集石・5-1001柱 穴

S767集石は、S917、 S967土坑の堆積土上面で検出される。径 lmの範囲に、径 5～ 20cmの 円礫が集積する。

μ1001柱穴は、径 80cmの 円形の掘り方中央に、径 15cmの柱痕跡が確認される。

Y=2′ 370 Y=2′ 373

イ sゝ制

お゙62羊呵94208為 77 卜 1朽Лm 当

伸/59

卜 1151m

2m

図）　翔

第 1236図  S-769 断面 (東から)

第 1238図  S-770 断面 (東から)

S-1001

S-1001

月 名 |「  色 |: 性
|: 質

ll    考
しまり

1 にボい)t締色 10YR7/3 あ り あ り 批ILJ色 (10YR5/8)粘 I:が斑状にvlLじ る

2 FLj色 10YR4/6 シル ト質粘 I あ り あ り

3 にぶい批椅色 10YR7/3 あ り あ り lrにブロックが混じる

構:痕 r・4

+X4"脚0}97

S-767・ 1001 平面 。断面図 1/50 315



第 1240図 S-767集石 全景 (南から)

第 1242図 Sい 1001柱穴 断面 (東から)

D その他の遺構

その他の遺構について、以下に断面写真を示した。

えられる土坑が多数発見されている。S680は環状、

で堆積土中に円礫が混じる。

第 1244図 S-644 断面 (南から)

第 1241図  S-767集石 断面 (南から)

第 1243図 S‐ 1001柱穴 全景 (東から)

黒色土層とブロック状の土層から構成される「植栽痕」と考

S-804は溝状の遺構である。S997は不整形で広く浅い土坑

第 1245図 S-646 断面 (南から)

卓1要

316
第 1246図 S-664 断面 (南東から) 第 1247図  S-677 断面 (東から)



断面 (南東から)

薄 琺   ■

第 1250図 S-713 断面 (東から)

第 1252図 S‐798 断面

● .. ,
.|エ

ー

(南から)

第 1251図 S-781 断面 (南から)

第 1255図 S‐830 断面 9ヒ東から)
断面
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第 1256図 S‐804 断面 (北西から)

善ニ
ー

|,|:

第 1259図  5-834 断面 lHしから)

断面

第 1257図  S-804 全景 (北西から)

第 1258図  中央部完掘全景 (北西から)

第 1260図 S-835 断面 (西から)

第 1262図  S-856 断面 (東から) 第 刊263図 S-855 断面 (北東から)
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■.1,|,「 i

彿   1111)lt
第 1264図 S-900 断面 (南東から) 第 1265図  S-974 断面 (東から)

第 1266図 S-997 断面 (北から)
第 1267図  S-997 断面 (西から)

④ 8C区

8C区は、8B区の北西部に接して設けた調査区である。基本層序は、I、 Ⅱ、Ⅲ、V層であり、Ⅳ層は分布しない。

検出された遺構の多数は円形及び不整形の土坑であり、堆積土がブロック状に混在する特徴を持ち、8A・ 8B区

に分布する「植栽痕」と同様の遺構と考えられる。調査区南西隅に位置する S― H38土坑は、全体の形状は不明だが、

壁の立ち上がりが垂直に近く底面が平坦となり、植栽痕と異なる。

第 1268図 S-1015 断面 (北東から) 第 1269図  中央部完掘全景 (南東から)
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Y=2′ 342

2＼

4

7＼＼＼
8

11

Ｓ
ｓ

Y=2,349

+X=判 94却 95

十X=引 94,200

卜 1158m

1

2

3

4

|´ィ 12

１
　
〉
２
蒻
Ｓ・フ

S-1077   S-1076   S-1 4  S-1978  s-1117

隣 1158m

S-1124

＼5-1154

1081 S-1138

12

2m

(1/5①

／頃

iぬΩ

S‐ 1137

1

S-1138

脳 路 :色 ‖打考
FLJ色 10YR4/6 シアレト 場所により町 lLj色 (10YR3/4)|: 径 5～ 15 cmの 傑が ■Lじ る 砂イi和‖lrが 多 htに ととじる ととが注とじる

Ⅲ ll 掲 色 10YR4/6 ン,レ ト ド■
`に

径 2～ 5 cnの礫が多年tに 混 じる 炭の細卜

'が

.tじ る

Ⅲ 12 樹 色 10YR4/6 シ,レ ト 褐色 (10YR4/4)シ ル ト質粘 に及び サ↓)(棚 色 (10YR6/6)粘 :が

'f状

にとせじる 径 5 cm以 ドの砂岩が多 1と に・.Lじ る

■ 13 員fL色 10YR5/6 ンル ト質�i l り〕)t褐色 (10YR6/8)鶏 ;:が JI[】 犬にとせじる イモ10 cmほ どの傑がととじる 伏の細ホ立が.Lじる
Ⅲ 2■ )t掲色 10YR5/6 ンル ト質�il にぶい)tll色 (10YR7/3)粘 :及 び虫t怖色 (10YR7/8)粘 |:がととじる 径3～ 5 cmの礫がN.tじ る 砂/1和‖llが .Lじ る
E122 Ⅲt側色 10YR5/8 ンルト質�i l にポい)t椅 色 (10YR7/3)粘 :及 びⅢ〔構色 (10YR7/8)粘 iが 以F状にととじる r沙岩及び炭の和‖ホ立がl.Lじ る
Ⅲ 3 Ⅲf褐 色 10YR5/6 ンルト イυ岩及び炭の利‖脱がととじる

断面 Aの遺構

遺構名 ナ‖名 |:色 Iイ I! ll考

S‐ 1145
〕 )【 lLj色 10YR5/6 シルト質�F I )tF'色 (10YR7/8)� i:が,F状にl.Lじ る 砂イ絲‖粒が混じる
2 褐 色 10YR4/6 シル ト り1)titJ色 (10YR6/6)シ ルト質粘 :が ,F状にとせじる

S-1118 虫tlLJ色 10YR5/8 砂質シル ト 沙イi和‖ホ立が多 itに‖じじる
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断面 Bの遺構

遺構名 層 名 上色 土Tu: 備考

S‐ 1073

1 にぶい黄褐色 10YR5/4 ンル ト質粘土 にぶい黄橙色 (10YR7/4)粘 土が混じる 径 5 cm程 の礫が混じる

2 褐 色 10YR4/6 シル ト質粘土 こぶい黄橙色 (10YR7/4)粘 上が混じる 砂岩Jヽ片及び炭の細粒が混じる

3 黄掲色 10YR5/6 ンル ト質粘土 児黄褐色 (10YR6/8)粘 土が斑状に混 じる

S‐ 107“
協色 10YR4/4 シルト質粘Jこ

2 間色 10YR4/6 シルト質粘光 鷺褐色 (10YR5/6)粘 土が斑】犬に混 じる 砂岩細粒が少量混 じる

S-1075
1 陽色 10YR4/4 シル ト質粘土 砂岩プロック小片が多量に混 じる

2 褐色 10YR4/6 シル ト質粘土 刀黄褐色 (10YR6/6)粘 上が斑状に混じる

S-1076 1 褐 色 10YR4/4 シル ト質粘士 登 1～ 2cmの砂岩ブロックが影量に混 じる

S-1077 1 黄褐色 10YR5/6 シル ト質粘土 こぶい黄糟色 (10YR7/3)粘 土及び明黄褐色 (10YR6/6)粘 土が湿じる

S-1078

褐色 10YR4/6 シル ト質粘土 径 3～ 5 cmの 礫が混 じる 砂岩細粒が滉 じる

2 :褐 色 10YR5/6 シルト質粘土 こぶい黄橙色 (10YR7/3)粘 土が混じる 炭の細粒が混じる

3 黄樹色 10YR5/6 シルト質粘土 こボい黄橙色 (10YR7/3)粘 土及び黄褐色 (10YR5/8)粘 土が混 じる

S-1079
1 にぶい員褐色 10YR5/4 シル ト質粘土 こポい黄橙色 (10YR7/3)瑞 与土及び明黄褐色 (10YR6/6)粘 土が斑状に混じる 径 1～ 2 cmの礫が混じる

2 黄褐色 10YR5/6 シル ト質粘土 掲色 (10YR4/6)シ ル ト質粘土が斑状に混じる

S-1080

1 掲色 10YR4/4 シル ト質粘士 ljl黄褐色 (10YR6/8)粘 とが混じる

2 黄褐色 10YR5/6 シル ト質粘土 掲色 (10YR4/6)シ ル トが斑状に混 じる 砂岩細粒が混 じる

3 場色 10YR4/4 シ,レ ト Ⅶ黄褐色 (10YR6/8)粘 上が斑状に混じる

S‐ 1081 1 驚褐色 10YR5/6 シルト質粘三L

S-1117 1 喝色 10YR4/6 シルト質粘土 こボい黄精色 (10YR7/4)粘 土及び黄橙色 (10YR7/8)聘 甘土が斑状に混 じる

S-1138

1 lB色 10YR4/6 シル ト質粘 と

2 黒褐色 「5YR2/3 シルト

3 暗褐色 10YR3/4 シ,レ ト 黄栂色 (10YR5/8)シ ル ト質粘土が斑状に混じる

掲色 10YR4/6 シル ト質粘土 lll黄 褐色 (10YR6/8)粘 土が混 じる

5 電色 10YR4/4 シァレト 児黄褐色 (10YR6/8)粘 上が多量に混 じる

6 巴色 10YR4/4 シアレト質為iJ= にぶい黄袴色 (10YR7/2)粘 上及び明黄褐色 (10YR6/6)粘 土が混 じる

7 喝色 10YR4/4 シル ト質粘土 暗褐色 (10YR3/3)シ ル トが混 じる

8 lJl黄 褐色 10YR7/6

9 褐色 10YR4/6 シル ト質粘Ji 況黄褐色 (10YR6/8)冷 IJ二 がブロック状に混じる

褐色 10YR4/6 シ,レ ト

11 掲色 10YR4/6 シル ト質粘土 明黄褐色 (10YR6/6)粘 土が夕よに混 じる

にぶい悦褐色 10YR5/3 シルト

13 にぶい黄褐色 10YR5/3 シルト にぶい黄橙色 (10YR7/2)粘 上がプロック状に混 じる

14 にポい黄褐色 10YR5/4 シル ト質粘土 にポい黄俺色 (10YR7/2)粘 土が斑状に混じる

S‐ 1140
1 褐色 10YR4/6 シル ト質粘土 にぶい黄橙色 (10YR7/4)粘 土及び黄褐色 (10YR5/8)粘 Ξとが斑状に混じる

2 黄褐色 10YR5/6 シル ト質粘土 黄褐色 (10YR5/8)シ ル ト質粘上が現状に混じる 径 3～ 5cmの礫が混じる

S‐ 1141
ユ 黄褐色 10YR5/8 ンル ト質粘土 男黄褐色 (lCIYR6/8)hl土が混じる 径 3cmの礫が少量混 じる

2 缶棚色 10YR5/6 シルト箇粘上 男黄褐色 (10YR6/8)絶 上がプロック状に混 じる

S-1152 I こ褐色 10YR5/8 シルト質粘土 にぶい黄袴色 (10YR7/4)粘 土が斑状に混じる

S-1154 1 黄褐色 10YR5/6 シルト質hlf土 黄橙色 (10YR7/8)粘 上が斑状に・iltじ る

第 1271図 8C区 遺構検出状況 (南から) 第 1272図 8C区 完掘全景 (南から)

第 1273図 S-1138土坑 全景 (北西から) 第 1274図 S‐ 1138土坑と調査区西壁 (北東から)
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(10)9区

①調査概要

石垣修復工事に伴う車路、仮排水路、仮設電線などを設置する工事に伴い、事前調査や工事立会を実施している。

それらのうち本丸平場部分の調査区を 9区 とした。31箇所にトレンチを設定し調査したが、そのうち主なトレン

チについて報告する。

② lト レンチ

1・ 2ト レンチは工事に伴う仮排水溝設置に伴う調査区である。整地層上面でS285井戸跡と、S293溝跡が発

見された。S285井戸跡は直径約 lmの円形で玉石積みであり、直径約 3mの掘り方が認められる。工事による

掘削深度までの調査としたため、検出面より約 90cmの掘り込みにとどめた。

③ 2ト レンチ

北東方向にのびるS286石組溝跡とS287柱穴が発見された。S-286石組溝跡は幅約 40cm、 深さ約 50cmで、

縁石が 2段積まれ、底面に平たい石が敷かれている。石組溝跡は現状保存している。

①23ト レンチ

エ事期間中の仮設トイレを設置する場所が本丸御殿大広間跡の推定位置にあたっていることから、遺構保護のた

め遺構検出面までの深さを確認するため調査した。トレンチ南西部で整地層上面に円礫の分布がみられ礎石跡の可

能性が考えられるため、工事による掘削が遺構検出面に及ばないようにした。

⑤ 25ト レンチ

仮排水溝を設置するために、07～ 12mの幅で東西に長く設けた調査区である。中央部で、S251溝跡が発見

された他、土坑、石敷遺構などが発見された。S1056。 1057土坑は形状は不明だが深い土坑であり、S1056は

深さ 1.2mで底面で石材が検出されており、柱穴の可能性が考えられる。S1050は 6区で発見されたS488溝跡

の南側延長上に位置し、同一遺構と考えられる。S-1060石敷は玉石が東西方向に並んで検出された。S-1046土

坑は8A区 と2区の間に位置し、底面で石材が検出されており柱穴と考えられる。

Y=2,250 Y=2′ 300

X=-194′ 150

第 1275図  9区】ヒ部の トレンチ配置図 1/1000
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第 1276図  9区 トレンチ位置図 1/1000
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028ト レンチ

既設トイレを撤去した跡地の調査区である。トイレ設備により地表から約 1.2mま で掘削されていた。中央部に

は S-251溝跡がある。 トレンチ南東部は基本層V層まで掘削が及んでいる。 トレンチ北西部分は掘削下に盛± 3

が分布しており、盛± 3下にはⅣ層、V層が分布し、V層上面は北西方向へ傾斜している。

②44-3ト レンチ

電柱の建替えに伴うトレンチである。幅約 50cmの溝跡が発見された。

Y=2,369

+X=引 94′251

北壁断面

Y=2,373

+
蒔

“
るm

2m

十 X=司 94,256 い/50

///           
＼＼

＼
＼

S-283

層 名 土  色 土  性
上  質

備    考
粘性 しまり

基本層

I 表 土

Ⅱ 暗褐色 シルト質粘土 ややあり よわい ガラス、ビニールが混 じる

Ⅲ 褐 色 シルト質粘土 ややあり ややあり 明黄褐色粘上がブロック状に混じる 瓦が少量混じる

S-283
1 暗褐色 ンフレト ややあり よわい ガラス、瓦、コンクリー トが混 じる

2 褐色 シァレト ややあり よわい 径 5～ 15cmの礫が混じる

S285

層 名 土   色 土 性
土  質

備     考
粘性 しまり

1 褐 色 10YR4/4 粘土質シル ト ややあり よわ� 炭がわずかに混じる

2 黄褐色 10YR5/8 粘土質シル ト あ り よわ, 瓦が多量に混じる

暗褐色 10YR3/3 シァレト ややあり な し 砂、炭が少量混じる

褐色 10YR4/4 粘土質シル ト あ り な し 小礫が混じる

3 黒 色 10YR2/2 シル ト質粘土 あ り よわし 炭が多量に混 じる

逮橋 層位 瓦 (点数 ) 瓦 (重量 :寅) 外国産陶磁器 国産陶磁器 土師質土器 瓦質土器 金属製品 石製品 木製品 その他

3,570

〕 5

合 計

1

1 I

2 125,340 I 8

3 3 I

合訂 126,940 1
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第 1277図  9区 1ト レンチ 平面・断面図 1/50



第 1278図 lT 全景 (南から)

第 1280図 lT S-285井戸跡 断面

Y=2,372

+

第 1279図 lT 】ヒ壁断面 B(南から)

(北から)      第 1281図 lT S-285井戸跡 全景 (南から)

Y=2,375

■X封 %P引

隣 相47m

相 引9■245

S-286 S-287

2m

伸/50

(尋蛉 舌
鶴 螺

遺構名 層 名 上色 土性
土質

tl考
紀性 しまり

基本層
I 表 土

Ⅱ にぶい黄褐色 10YR4/3 観砂 な し よわい

1 褐 色 10YR4/6 シフレト ややあり よわい 炭がわずかに混じる

2 愛褐色 10YR5/6 省土質シル ト あ り ややあり 炭がわずかに混 じる

3 にぶい黄褐色 10YR5/4 シル ト ややあり な し 円礫、角礫、岩片が妄量に混 じる

4 4LJ色 10YR4/6 七土蜜シル ト ややあり ややあり 円礫、角礫、岩片が多量に況 じる

S-287

1 褐 色 10YR4/4 シル ト ややあり よわい 炭、砂がわすかに混 じる

2 にぶい黄IIfJ色 10YR5/4 シルト ややあり よわい 径 2～ 4cmの礫がわずかに混 じる

3 弼色 10YR4/4 シルト な し な し 砂が混じる 柱lk跡

遺構 屈 位 瓦 (点敷 : )瓦 (亜 量 外国産陶磁器 国産 lirtB磁器 上師質土器 瓦質上器 金属製古∴ 石捌品 木製品 その他

12

第 1282図  9区 2ト レンチ 平面・ 断面図 1/50
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第 1283図 2T 全景 (北東から)

第 1285図  2T S-286石組溝跡 断面 (北東から)

第 1284図 2T S-286石組溝跡 (上が西)

Y=2,305

+

第 1286図 2T S-287柱穴 全景 (北東から)

十X=引 94′220
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第 1287図 9区 23ト レンチ 平面図 V100 第 1288図  23T全景 (北東から)
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X=-194′ 1

Y=2′ 306

+X=引 94コ 95

く

2m

伸/59

lW4名 上色 上性
■質

備 考
しまり

基本層
① 黒tJ色 10YR3/2 シ,レ ト な し な し 沙礫、炭が混 じる

⑫ にぶい焚llj色 10YR4/3 ンルト な し な し 死ド1色 (25Y7/1Ⅲ 粘土粒、炭が混 じる

S-1056

I 明褐色 7 5YR5/6 シルト な し ややあり 径 1～ 3cmの傑が混 じる 駿化鉄斑がみ られる

2 褐 色 10YR4/6 粘 上質ンル ト ややあり ややあり 灰¬色 (25Y7/1)rll土 が旭ヽプロック】犬に混じる
3 崎色 7 5YR6/8 ンル ト な し ややあり 径 5～ 10cmの礫が混じる 酸化鉄斑がみられる

4 にぶい黄崎色 10YR6/4 あ り あ り えが混じる 駿化鉄斑がみられる
5 黄褐色 あ り あ り えが混じる 酸化鉄Fllが みられる
6 褐 色 10YR4/6 ンルト質粘土 あ り あ り 節 fHに 酸化鉄が集積 マンガン粒がみられる

S-1057

I 機褐色 10YR5/6 ll土質シル ト ややあり ややあり 丈、砂が混 じる

2 強褐色 10YR5/6 あ り あ り 天色 (75Y5/1〕 粘土小ブロック、炭が混 じる 酸化鉄斑がみ られる

3 にぶい技褐色 10YR5/コ 粘土質シル ト ややあり あ り 径 3～ 5 cmの礫、灰色 (75Y5/1)粘 上小プロックが混 じる 酸化鉄斑がみられる

遺構 用 位 瓦 (点数 ) 瓦 (重 il i 外国産 Irl磁 器 |ヨ 産陶磁器 上師質 ■器 瓦質上器 金属製品 石製品 木製品 その他

S-1057 5

第 1290図  9区 25T S-1056。 1057 平面 。断面図  1/50

第 1292図 25T S-1056・ 1057 断面 (南西から)
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第 1291図 25T S-1056・ 1057 全景 (南東から)
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卜 1159m

Y=2′ 322

+
Y=2′325

S-1048

S-1055

Y=2,328

十

“

/59

道構 屑 名 l!色 上性
ヒ質

備考
κ常惟 しまり

S‐ 1048

1 褐 色 10YR4/6 シ,レ ト な し な し 員褐色 (10YR5/6)シル ト粒が混じる

2 にぶい員褐色 10YR5/4 14土質シルトややあり ややあり 酸化鉄斑がみられる

3 )(褐色 10YR5/6 ン,レ ト な し ややあり 径 2～ 10mmの礫が混 じる

4 褐 色 10YR4/6 缶土質シル ト ややあり 策褐色 (10YR5/6)シル トが小プロック状に混じる

S‐ 1049

褐色 10YR4/6 常上 あ り 炭塊、砂礫が混 じる

2 にポい大橙色 10YR6/4 あ り あり 灰白色 (25Y7/1)粘 土粒、炭が混 じる

3 J〕 黄褐色 10YR6/6 あ り 炭が混 じる 駿化鉄斑がみ られる

S‐ 1055

I 棚 色 10YR4/6 あ り 炭が混 じる 酸化鉄斑がみ られる

2 黄褐色 10YR5/6 あ り 灰白色 (25Y7/1)粘 上が粒状に混 じる 炭が混 じる

3 褐色 10YR4/6 シル ト質粘上 あ り う り 径 10cmの礫が混 じる

4 )と褐色 10YR5/6 あ り あり 炭が混 じる

遺柚 ryl位 瓦 (点救 : 瓦 (重 景 :g) 外国産腑J磁器 国産 lhl磁器 「[細 F質 土器 瓦質上器 金 l・E製品 石処品 本製品 その他

S-1048 1

S‐ 1049 3

第 1296図   9区 25T S-1048ほ ア)｀平面・断面図  1/50

第 1297図 25T S‐ 1048ほ か全景 (西から) 第 1298図  25T S-1060全 景 (南から)
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卜 1156m

第 1300図  25T S-1046 断面 (南から)

卜 1151m

S-1047

遺 h■l 層 名 土色 土性
土質

備 考
粘 性 しまり

基本層 I 月黄褐色 10YR6/8 ンル ト質粘土 あ り あ り 陵化欽斑がみられる

S-1046

1 暢色 10YR4/4 鮨土質シル ト ややあり な し 月It褐 色 (10YR6/6)粘 とが粒状に混 じる 炭が混 じる

2 にぶい黄褐色 10YR4/3 鮪土質シル ト ややあり ややあ七 天黄色 (25Y7/2)lt上 が粒状にvPLじ る

3 螂色 10YR4/4 簡土質シル ト ややあり ややあり 男黄褐色 (10YR6/6)/Lh上 が4ヽフロック状に混 じる 炭が混 じる

4 黄褐色 10YR5/6 粘土質シル ト ややあり あ り 氏面に径 10cmの礫が混 じる

S-1047 1 にぶい黄褐色 10YR5/4 粘土質シル ト ややあり な し 児黄褐色 (10YR6/81ンル ト質粘土が小プロック状に混じる

第 1299図

Y=2,267

十

B」

S-307

く

+X=引 94′204

第 1301図  9区 28ト レンチ、

9厘こ25T S-1046・ 10471平雇]・ 断 [面区] 1/50

Y=2′275

十X=呵 94コ 92
28ト レンチ ｙ

隆

+ ■引%P∞

伸洵09

ドレンチ平面図 1/100
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隣 1160m

隣 1“。m当

lf名 調査‖十の
層名

土  色 J: ′‖i

L  質

考
粘‖Vl しまり

盛 +3】 1 褐 色 10YR4/6 l.iL質シル ト あ り あ り 灰白色 (10YR7/1)粘 上が小ブロック状に混 じる 下部に店植土層 駿化鉄斑がみ られる

盛± 32 2 ・ll褐 色 10YR5/6 あ り あ り 陵、酸化鉄斑、マンガン粒が混じる

盛±33 3 にぶい焚構色 10YR7/2 あ り あ り 酸化鉄斑がみられる

Ⅳ ■ 4 明Ⅲl樹色 10YR6/6 ン,レ ト質粘Ji ややあり あ り ドと卜に
'死

焚褐色 (10YR5/2)粘 !J二が霜降り状に混じる 睦化鉄が集積 マンガン粒が混じる

IV 2 5 にぶい黄棚色 10YR4/3 シル ト質粘土 あ り あ り 省状の酸化鉄、マンガン粒、炭が混 じる

ふ/-3 6 にぶい競精色 10YR6/3 ンルト質4・ Li土 あ り あ り 管状の酸化鉄、マンガン粒、成が混 じる

※S251溝跡の堆積■は、「5区Jを参照

礫 1160m

5-307

2m

仰/5ω

44-3ト レンチ 司ヒ壁

S-307

層 名 上   色 土 性
土   蜜

粘性 しまり

1 掲色        1 10YR4/4 ンルト あ り あ り 上部に径 15cmの 花聞岩が混じる

第 1302図  9区 28ト レンチ、4牛3ト レンチ断面図 1/50

つ
０

つ
０

つ
∪

第 1303図  28ト レンチ西壁 (東から) 第 1304図  28ト レンチ封ヒ壁 (南から)



5 石垣解体に伴う調査

石垣解体に伴い盛土中や盛土下から発見された遺構について、西から順に「詰門跡付近」、「中央部」、「北東部」、

「東部」に地区分けし記述する。

(1)ト レンチの配置

石垣解体に伴い、 トレンチを設定し土層観察を行なった。石垣天端から基部まで通して土層を観察するトレンチ

は、石垣 C・ D・ F面に直交する CeD・ Eト レンチを設定した。そのほか必要な箇所に適宜 トレンチを設定した。

|

Tト レ

¬

Y=2′250                         Y=2,300

1 1 1 1 1 1 1 1 1

＼
＼_

＼
＼

| | |
――X=-19■150

卜11&Om

―-116.Om

―-112.Om

Y=2′ 350

1 1

Fト レンチ

Cト

レンチ

Lト レ

り
と

チン
　
　
チ

レ

　
　
ン

針
　
　
�
　
牙

Ａ
＝
＝
〃
＝
Ｖ

レ

|  |  |  |  |  |  |  |  |  |  |  | 
「第 1305図  石垣解体に伴うトレンチの配置図 1/1000

(2)詰門跡付近

現石垣 A・ H～ M面 (東脇櫓台)・ AB角部の前面、背面から発見された遺構について記述する。

① A・ Fト レンチ

A・ Fト レンチは、石垣 A面に直交して設定している。Aト レンチでは、東脇櫓台石垣内部は玉石により構成さ

れており、その下部には盛± 1・ 2が分布している。Fト レンチでは盛± 2上面が西へ向かい傾斜しており、その

上を盛± 1が埋めている。
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一
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m洵 oω

慈 i:::::|::::|― ＼
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４つ
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第 1306図 Aト レンチ断面模式図 1/100
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第1310図 Aト レンチ壁面 (】しから)

第 13η η図 Fド レンチ (】ヒ西から) 第 1312図 Fト レンチ壁面 (北から)



② I期石垣 (詰門付近)

自然石 6石を 2段に積んだ石垣である。東西に並び北面しており、長さ43m、 高さ 12m、 勾配は 80度であ

る (石垣図面や石材等については「本文編J「出土遺物編」「石垣図版編」を参照)。

石垣構築方法は、北へ傾斜する斜面に盛土整地を行い、

盛± 3及び基本層Ⅳ・ V層を掘 り込み、円礫を敷き石

垣根石を設置している。石垣前面には幅 1.2～ 1.5mの

平坦な面があり、その北狽Iが勾配約 40度の切岸となる。

なお、切岸部分は石垣修復工事による掘削が及ばないた

め一部の調査にとどめており、北側の形状は不明である。

石垣及び切岸は盛± 2に より埋められている。 I期

石垣付近の盛± 2上には円礫が南北方向に分布 してお

り、コ期石垣に伴う裏込と考えられる。

「

~~~~十
一

ど 畦 ~十 ~十 ~~]

キ
ヤ

Ⅲ期石垣裏込
Ⅲ期石垣 A面

一-116.Om

:::::::::::::::::｀

米 IIIヽ

-118,Om

―-117.Om

一-115,Om

一-114.Om

1越ぜ

=, 1競

Itti
t
■t

第 1313図  1期石垣 (詰門付近)全景 (北西から)

第 1314図  1期石垣断面模式図 1/100

第 1315図  I期石垣 (詰門付近)金景 (北から) ０
∪

つ
０
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|

X=-194′ 180

石垣 A面
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現石垣の裏込
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第 1317図  1期石垣 (詰門付近)
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第 1316図  I期石垣 (詰門付近)
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第 1319図  詰門跡周辺断面模式図の位置 1/200

第 1320図 断面 A模式図 1/100
※断面実測図を反転した

第 1321図  断面 B模式図 1/100

｀一-1130m

牌 1160m
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第 1322図  断面 C・ D合成模式図 1/100
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第 1323図  I期石垣 (詰門付近)検 出 (北西から) 第 1324図  I期石垣 (詰門付近)検 出 (北東から)
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第 1326図  1期石垣 (詰門付近)西側断面 (1)(西から) 第 1327図  I期石垣 (詰門付近)西側断面 (2)(西から)

第 1328図  l期石垣 (詰門付近)検出状況 (東から)

第 1329図  I期石垣 (詰門付近)前面の堆積状況
(北西から)

第 1330図  I期石垣 (詰門付近)前面の堆積状況 (東から)
第1331図  I期石垣 (詰門付近)北側の堆積状況 0ヒ東から)

第 1332図  1期石垣 (三吉門付近)裏込掘り方検出 (東から) 第 1333図  I期石垣 (詰門付近)裏込断面 (北東から)
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Y=2,250

|

Y=2′260

LX=判 94コ 60

第 1334図  l期石垣 (諸門付近)裏込全景 (南から)

◎盛土の分布

現石垣 A面背後の工事法面では、北へ向かう傾斜を

± 1で整地している状況が観察された。

第 1336図 Aト レンチ付近の盛± 1・ 2の分布 (西から)

れ

″
=

盛± 2及び盛

第 1335図

石垣 I面根石基部

盛± 2

第 1337図 石垣 A面背後 南北断面 1/200

／

１

手

――X=-19■180

―一―X=‐ 194′ 190

「

X=J94′200

A面背後断面実測位置

I

1/400

卜 1170m

150m

1100m

第 1338図 石垣 A面背後 南北断面合成写真 (面から)



イ

注 X=呵 94コ 80

第 1340図 A面背後の法面断面 1/200

― X=-194,190

-X=-194,200

「
第 1339図 A面背後の法面位置と盛± 2の状況 1/400

第 1342図 A面背後法面 断面 C(西から)

第 1343図 A面背後 盛± 2の状況 (西から)

第 1341図  A面背後法面 断面 B(西から)

Aト レンチ壁面

344

第 1344図  A面背後 裏込・ 盛土の状況 (1)(北西から) 第 1345図 A面背後 裏込・盛土の状況 (2)(北西から)



④石垣 A面前面の調査

石垣 A面の基部確認のため 29①～③ T、 32Tく 33T、 34Tの 6か所のトレンチを設定した。石垣解体が進んだ後は、

改めて 30Tから 32Tに かけて掘り広げている。29 ① T以南では、根石はV層の白色粘土及び盛± 2を掘 り込み

据えられている。32T以北では、自然石を根石としており、石垣側へ上面が傾斜している根石もみられる。座標

X=-194,180付近では盛± 1と 盛± 2の境界が確認される。AB角 部に設けた 42Tでは盛± 2が北へ傾斜している

状況が確認された。

X=-194,150

―――!Y=2,260

斗

一
Y=2,250

９４′２‐ＯＬ
X=-1X=-194,170

(1/400)

¬

Y=2′ 240 |   |
第 1346図  石垣 A面前面の トレンチ配置図

|

(当初)1/400

(下図へ続く)

-116.Om

A-11-2020

A-5-2039

A-5 1053  29T ③
A-5-1057

第 1347図  石垣前面の調査で確認した石材 (石垣立面図に追加)1/100

―――-114.Om
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Y=2,245

」X=J期 60

２′２５５」
　
　
当
ゴ

〓Ｙ

８

た
フ

―――X=-194′ 165

‐ X=-194,170

― X=-194′ 175

伸/59

第 1349図 34T南壁断面 1/50

第 1350図  34T断面模式図

盛± 1と 盛± 2の境界 (北から)

0                     5m
伸川09

|

第 1348図  A面前面平面図 (最終段階)1/100
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― X=-194′ 480



第 1352図 A面前面 トレンチの調査状況 (北西から) 第 1353図 29① トレンチ 石垣根切り (西から)

第 1354図 Aト レンチ石垣前面
盛± 2と根切り (北から)

第 1355図 32ト レンチ南壁 (封しから)

第 1356図  33ト レンチ全景 (北西から)
第 1357図  34ト レンチ全景 (南西から)

第 1358図  34ト レンチ南壁 (北から) 第 1359図  34ト レンチ下部 (西から)
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Y=2′246

」

¬

S-1157

Y=2′250

|

I期石垣

√

Y=2,253

LX=引 94コ 60

―――X=-194′ 165

「

X=引期68

2m5m

仰洵Oω 伸/5針

層名 土  色 土  性 備 考

浅黄橙色 7 5YR8/6 シルトerk粘 土
径 1～ 2cmのブロックで淀在

灰白色 25Y8/1 �i土

2 褐 色 10YR4/4 ン,レ ト 灰白色 (25Y8/1)粘 上の小ブロックが混 じる、礫が少是混 じる

3
浅黄色 25Y7/3 粘土

径約 5cmの ブロックで混在
褐 色 10YR4/4 シ,レ ト

4 褐 色 10YR4/6 ンフレト 浅黄色 (25Y7/3)粘 土ブロックが多 FFに 混 じる

5 黄褐色 25Y5/6 砂質シル ト にぶい黄色 (25Y6/4)粘 土ブロックが混じる

6 黄褐色 10YR5/6 粘上質シル ト 浅黄色 (25Y6/4)粘 土及び明褐色 (7 5YR5/8)シ ル ト質粘上が混 じる 砂及び小礫が混 じる 瓦出土

7
灰白色 10YR7/1 粘 土

プロック状に混在
にぶい黄橙色 10YR6/4 シル ト質粘上

8 灰白色 10YR7/1 粘北

9 にぶい黄絡色 10YR4/6 シル ト質粘土 灰白色 (10YR7/1)粘 土及び礫が・iPLじ る 炭がわずかに混 じる

明黄褐色 10YR6/6 ンルト質粘土 径 3～ 5cmの篠が混 じる

第 1360図  1区 42ト レンチ平面図 1/100。 断面図 1/50

第 1361図  42ト レンチ全景 (南から) 第 1362図 42ト レンチ西壁 (東から)
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⑤ I期石垣 (AB角 付近)

自然石 2石が南北に並び東面しており、北側に 2石分以上の石材抜き取り痕跡がある。石材背面には裏込と考

えられる玉石が分布している。

Y=2,247

|

Y=2,250

|

Y=2′ 255

|

-■X=-19■ 160

石垣の北西にピットS-1157が ある。深

さ 31cmで、底面に瓦が敷かれている。

柱痕跡は確認されない。取り痕跡

当 蒔 065m

一-1060m

引 050m

― X=-194′ 165 仰ア59

第 1364図  石垣立面図 V50

嚇

0

第 1363図  I期石垣平面図 1/100

第 1365図  I期石垣 (AB角付近)全景 (北東から) 第 1366図  1期石垣全景 (東から)

第 1367図  1期石垣全景 (南から)

第 1368図  I期石垣 (手前)と A両基部根石設置状況 (北から)
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(3)中央部

石垣 B、 C、 D面背後及び前面の調査成果について記述する。

① C・ Dト レンチ

石垣 B面に直交して Cト レンチを、石垣 D面に直交してDト レンチを設け上層を記録した。

卜監配

1鷺

一せ＝稗 騨 郁
却

第 刊369図 B面立面図と Cト レンチの位置 1/200

X=-194,180

0                             10m
伸湿Oω

Y=2′ 270

350 第 1370図  Cト レンチ位置図 1/200(太 線は断面記録位置)



B-4-2025＼
く

B-7-1

B-11-

B-13-1

-110.Om

0                             10m
m/209

第 1371図 Cト レンチ断面図 1/200

‖期石垣に伴う排水施設

階段状石列 下段

3段石積み遺構

掘削範口
伸/209

Cト レンチ断面模式図第 1372図

B-15-

B‐ 16-

B-17‐

B-18-1057

B-2牛

①最上段

第 1373図 Cト レンチ断面写真 (1)(西から)

②階段状石列の最上段

351



◎石垣背面盛土の最上段

⑤左写真の背面
④ B-7-1054の 段

③ B-11-2058〔 つF負

◎左写真の背面

③ Bぃ 13‐ 1060(つ F毘

第 1374図  Cト レンチ断面写真 (2)(西から)

B-15…2061の段



②左写真の背面

① B‐ 16-1064の段

OB-18-1057の段

OB―η7‐1060の段

OB‐21‐1058(DF負

第 1375図  Cト レンチ断面写真 (3)(西から)

D-25-1039

10m

(1/209

第 1376図  D面立面図と Dト レンチの位置 1/200
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添

Y=2,350

X=-194,180

○
　
ｌ
ｌ
ｉ
釧

ＯＯ□

0   。

□

伸/209

第 1377図  Dト レンチ位置図 1/200(太 線は断面記録位置)
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D-25-1039

↓
ｆ。季謹

】
ｒ望
．４

緩
-115.Om

-405.Om

-100.Om

0                             10m
仰/20ω

第 1378図 Dト レンチ断面図 1/200

盛± 2

/
/

/
/

/1期石垣推定ライン

(1/200)

第 η379図 Dト レンチ断面模式図

I期石垣 (DE角部)を合成
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①最上段

③左写真の下段

② 7区騎馬像跡地西壁断面写真を反転

③ D-15-1031の段

③ D-20-2034の段

④ D-7-1021の段

③左写真の背後

第 1380図  Dト レンチ断面写真 (1)(西から)



①石垣基部前面

〇石垣基部前面 (下 )

第 1381図  Dト レンチ断面写真 (2)(西から)

⑩ D-25-1039の段

②階段状石列

現石垣裏込層の内側から、石垣にほぼ平行に列を成して石材が配置された「階段状石列」が発見された。長さ約

135m、 最大 18段あり、石材の石垣側の「石面Jは 40～ 70度の勾配である。Ⅲ期石垣の構築にあわせ、裏込

層と盛土の間にほぼ石垣 1段毎に 1段ずつ階段状にずらしながら石材を埋設している。

階段状石列は現石垣A面からF面にかけて分布している。石列の名称は、A面背後の石列を「石列 a」 、B面背後を「石

列 b」 と、以下現石垣面名称に対応させている。石材個々の番付は現石垣の番付方法にならい、「石列面名一段数一番号」

とした。石列 bの うち、Y座標 2,280付近では石材が階段状でなく平面的に分布しているため、「石列Ⅱ」としている。

石列 aは一部途切れている。石列 b～ d間は、石垣基部からの 2/3の高さ付近までは岩盤 (大年寺層)の張り

出しにあわせて途切れており、石列は大きく東西に分かれる。

石列は平面分布及び断面の観察により上段、中段、下段の 3段に分かれる。構築工程については「第 1分冊

本文編」に記しているので参照されたい。

石列 bの Y座標 2,270付近で、3段積みの石積み遺構が発見された。長さ 11.6m、 高さ 1.2mである。他の石

列と異なり盛土層を介せずに石垣状に積まれている。この遺構は、Ⅱ期石垣に伴う排水施設の前面に位置している

ことから、石垣内部からの排水流末に関わる施設と推定される。

石列に使用される石材は 3,463石を調査した。自然石、割石、自然石や割石にハツリやノミ加工を施したもの、

角石、Ⅲ期石垣石材 (切石)の未製品などがある。加工痕のある石材があることから、本来は石垣石材として使用

されていたものや「不要」とされた石材などを、Ⅲ期石垣構築の際に盛土中に埋め込んだものと考えられる。

|

― X=-194′ 150

-X=-194′ 200

¬ | | | | | | | |
第 1382図  階段状石列・作業通路 平面図 1/1000 357



第 1383図  階段】犬石列上段全景 (上が北)(数時期の写真を合成した)

第 1384図 石列上段 (B面背後)(東から) 第 1385図 石列上段 (D面背後)(西から)

第 η386図 石列上段 (D面背後 5～ 8段)(北から) 第 1387図  石列下段 (DE角部背後)(西から)

第 1388図 石列中段の石列 H(B面背後)(西から) 第 1389図 石列 ‖ (B面背後)(上が北 )
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〓２，∃
Y=2′ 255

|

Y=2,265

|

Y=2′ 275

1  Lx=引 94コ 60

――X=-194′ 165

――X=-194,175

「

X=-194,180

A′

トーー107.Om

――-106.Om

――-105,Om

占 106.Om

名
　
　
一　
　
一

伸/209

|

第 1390図  3段石積み遺構 平面図 1/200

1~断 面位置

第 1391図  3段石積み遺構 立面図 1/¶ 00

第 1392図 3段石積み遺構 断面図 1/100

第 1393図 断面写真
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第 1394図 3段石積み遺構と‖期石垣に伴う排水施設



第 1395図 3段石積み遺構 全景 (北西から)

1396図  3段石積み遺構 断面 (北西から)

第 1397図 3段石積み遺構 全景 (北東から)

第 1399図  石列石材 e-6-002‐1 ノミ加工で角を作出第 1398図 石列石材 b-5-031 自然石を矢で分割

第 1400図 石列石材 c-5～ 6 自然石に粗い加工

360

第 1401図  石列石材 d-10-3003 粗いハツリと細かいノミ
加工



第 1402図  石列石材 d-6-016-3 111期 石垣石材の未製品

第 1404図 石列石材 e‐7-2004 スダレ状のノミ加工     第 1405図  石列石材 (番号不明)墨書「○」か

③作業通路

現石垣 BD角部方向へ、南東から北西へ向かい傾斜して東西に分岐して下る「硬化面Jを発見した。幅約 4m、

長さは最大 16mで、勾配は 10～ 20度、厚さ20cm程度の硬化層である。平場から石垣方向へ延びていることから、

石垣構築の際に石材や土砂を運搬するための作業通路と考えられる。

第 1406図 作業通路全景 (南東から)

第 ¶403図 石列石材 d-11-1012 刻EF「ハシゴ状」

第 1405図  石列石材 (番号不明)墨 書「○」か

第 1407図 作業通路と6区 S-488の切り合い (北東から)

第 1408図 作業通路の勾配 (南東から) 第 1409図 作業通路の断面 (南東から)



ω Ｏ 時

Y=
†
′300

Y=
2′

30
5

|

Y=
2,
31
0

|

Y=
2′

31
5

|

11
40
m

X=
-1
94
′
17
5-

X=
-1
94
,1
80
-―

―

拓
11
.5
5m

＼ 冷
＼ 　 １
‐

/ 
 /

＼

＼

＼

/1
15
0m

/ 
 /

//
 /

＼

|

11
5L
7m
 X
=~
19
4′

18
5-

5m

第
η4
11
図
 

作
業
通
路

断
面
 (
南

東
か

ら
)

A「 ド
ー
11
5,
3m

十
層

名
時 名

査 層
調 の

土
 

色
土
 

性
土
  

質
備

考
粘

lt
し
ま
り

1
黄
褐

色
10
YR
5/
8

シ
ル

ト
質

粘
土

や
や
あ
り

や
や
あ
り

下
面

に
径

10
～

15
cm
の

礫
が

混
じ
る

A2
a

明
黄

褐
色

10
YR
6/
6

結
土

あ
り

弱
彰

径
15
～

20
cm
の

礫
が

多
量

に
混

じ
る

に
ぶ

い
黄

橙
色

10
YR
7/
4

粘
士

あ
り

弱
セ

自
色

粘
土

が
プ

ロ
ッ

ク
状

に
混

じ
る

3
黄
褐

色
10
YR
5/
8

シ
,レ

ト
や
や
あ
り

や
や
あ
り

径
5c
m程

度
の

円
礫

が
若

干
混

じ
り
、

岩
盤

プ
ロ

ッ
ク
が

混
じ
る
 

上
面

で
は

し
ま

り
が

強
い

(第
1次

硬
化

面
)

4
1

黒
褐

色
10

YR
3/
2

シ
ル

ト
質

粘
土

上
面

は
北

側
に

緩
や

か
に

傾
斜

し
非

常
に

硬
い

第
14
1
0図

 
作

業
通
路

平
面

図
 1
/1
00
・

断
面

図
1/
50
(等

高
線
は

10
cm
単

位
)

仰
洵

Oω



④ B面背後 G・ Sト レンチ

Cト レンチの東側にGoSト レンチを設定し土層観察を行った。

Gト レンチは平場調査 5区、6区間のベルトをほぼ同じ位置で掘り下げている。階段状石列背後の盛± 1の層中

に円礫を北へ傾斜して配置した排水施設が発見された。

Sト レンチは、Cト レンチとSト レンチの中間に設定した。 トレンチ北端部の盛± 1中には、種実、骨、貝殻な

どが混じる黒色土が分布している。トレンチ南半には盛± 2が分布しており、 トレンチ中間の版築状盛土が段違

いにずれた状況が確認された。地震による地すべり痕跡と考えられる。
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第 1412図  G・ Sト レンチ周辺の平面図

|

1/200

①骨・歯

第 1413図 盛± 1黒色土層中の自然違物

盛± 1の黒色土層

②貝殻
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第 1416図 GoSト レンチ付近全景 (西から)

⑤ B面背後の盛± 2-2黒色土層

Cト レンチ、Sト レンチ間の盛± 2に 自然遺物が多く混じる黒色土層が分布している。調査時は「5区 C・ I間

盛± 2-2黒色土」などと注記し遺物を取 り上げた。また、一部の盛土は工期の関係で現場において遺物を取り上

げられなかったため、排土置き場 (仙台商業跡地)に運ばれた盛土を精査し遺物を採集し、「5区仙商盛± 2-2

黒色土」などの注記をして取り上げている。

土層は東西約 4m、 南北約 15m、 層厚約 40cmで、北へ傾斜している。層には木片、木製品、種実、骨などが混じっ

ており、特に「檜皮」とみられる薄板が多量に混じっている。

黒色土から約 6m北の盛± 2よ り柱材 (L307「出土遺物編」第 302図 10)が出土している。長さ 100.3cm、

一辺 11.5cmの角柱である。

第 1417図  Gド レンチ断面 (西から)

第 1418図 Sト レンチ北端 (西から) 第 1419図  Sト レンチ全景 (北西から)

第 1420図  Sト レンチ 盛上 2のズレ (西から) 第 1421図 Sト レンチ南端 (南西から)
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０
　
レ
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¬  0   1 10m  
「(1/200)

第 1422図  盛± 2-2黒色土層の分布範囲 1/200

当

第 1423図 盛± 2-2黒色土層 全景 (西から)

(奥に山城虎口S-636)

ド 引■4m

仰/50

第 1424図  盛± 2-2黒色土層 断面図 1/50

第 1425図  木片等の出土状況 (北から) 第 1426図 黒色土層の断面 (西から)



第 1427図 黒色土層の木製品 (継手 L-248)出土状況 第 1428図  黒色土層の木製品 (へ ら L… 120)出 土状況
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第 1429図  黒色土層出上の自然遺物
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第 1430図  柱材 (と
-307)断面図 1/50

(検出時に現位置からやや南東へ移動)

○ ‖期石垣に伴う排水施設

現石垣 B面背後で、角礫を使用した排水施設が発見された。盛± 2を掘 り込んで構築され、盛± 1に覆われて

いる。南は工事範囲外であるが、南端の法面部で幅約 3m、 Ⅲ期石垣裏込層との連結部で幅約 9m、 南北長は約 85

mである。勾配は約 30度で、南から北へ傾斜する。

大きさ 10～ 50cmの角礫で構成され、北端はⅢ期石垣裏込層の円礫に連結している。角礫の下部は、黒色土と

黄褐色土を交互に積んだ盛± 2で構成される。

この排水施設の西側の盛± 1には、円礫により構成される排水施設が位置している。
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第 1432図  ‖期石垣に伴う排水施設平面図 1/200
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第 1433図 Bト レンチ断面模式図に合成した排水施設断面図 1/200



第 1434図 排水施設全景 (北西から)

第 1436図 排水施設全景 (西から)

手前に円礫を使用した排水施設

第 1438図 角礫を除去 した状況 (西から)

第 1435図  排水施設全景 (上が北 )

第 1437図  排水施設全景 (東から)

第 1439図 角礫を除去した状況 (東から)

第 1440図  〕F水施設南側の法面断面 (北東から) 第 1441図  Ⅲ期石垣裏込との連結部 (西から)
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② H期石垣裏込の分布

現石垣 D面背後から、 I期石垣 (CD角付近)と I期 。Ⅱ期石垣裏込が発見された。

Ⅱ期石垣裏込は、CD角部付近の背後に位置しており、北側と東側は工事法面で削られ全体の範囲は不明である。

東西に長い弧状で、長さ約 14m、 厚さ約 lmの玉石層が 30～ 40度の勾配で分布している。
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第 1447図 CD角部付近背後の I期・ H期石垣裏込など平面図 1/300

一�

!期石垣 (CD角付近)

止

4
口。宗

8A区

372



Y=
2,
31
5

|

Y=
2′

32
0

|

Y=
2′

32
5

|

Y=
2,
33
0

|

第
14
50
図

 1
・

‖
期
石

垣
裏

込
検

出
状
況

(北
か

ら
)

当

第
14
53
図
 

‖
期

裏
込
 
玉
石

除
去
後
 (
西

か
ら

)

卜
Ю
λ o

 m

学
。
//
//

／ 弱
/

み ４
／ ο

芳
う

な
隣

° /́

ω Ｎ ω

第
14
51
図
 

‖
期

裏
込
検

出
状

況
 (
西

か
ら

)

X=
-1
94
′

17
5

X=
-1
94
′

18
0

第
14
52
図
 

‖
期

裏
込

断
面
 (
西

か
ら

)

第
14
49
図
 

‖
期

石
垣

裏
込
 
断
面

図
 1
/5
0

0 
  
  
  
  
  
  
  
  
2m

い
/5
の



③ l期石垣裏込の分布

CD角 部付近の石垣背後の、東西約 10m、 南北約 20mの範囲内に位置しており、石垣修復工事に伴う車路及び

掘削法面で発見されている。

南側では「く」字状に分布しており、石垣入角部と考えられる。基本層V層を掘削し盛上で勾配を調整し円礫を

配置している。

北側では岩盤 (大年寺層)を掘削し玉石が配置されており、途中に「小段」が見られる。北西 ―南東方向で直線

的に分布し、勾配は 55～ 65度である。
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I期石垣裏込 (北側)

I期石垣裏込 (南側)

¬

第 1455図  I期・ ‖期裏込検出状況 (上が北)
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¶

第 1454図  CD角部付近背後の I期・ ‖期石垣裏込平面図 1/200 「

X=引 94′ 190



当 114.Om

――…110.Om

――-105.Om

I期裏込 (南側)

I期裏込 (北側)

I期石垣 (CD角 付近)

0                             10m
m/209

第 1456図  1期石垣裏込 立面図 1/200

第 1457図  I期石垣裏込検出状況 (北から)

第 1458図  1期石垣裏込検出状況 (北から) 第 1459図  1期・ ‖期石垣裏込検出状況 (西から)

第 1460図  I期石垣裏込 (東から)
第 1461図  1期石垣裏込背後の大年寺層 (北東から)
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第 1462図  I期石垣裏込 (南側)平面図 1/100
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第 1463図  I期石垣裏込 (南側)断面図 1/50



第 1464図  1期裏込 (南側)全景 (西から)

◎ CD角付近の 1期石垣

正面を東に向けて自然石 3石が 3段積まれている。

切りがあり、石垣背後の大年寺層には亀裂が見られる。

B

イ √
盛± 2

第 1465図  1期裏込 (南側)全景 (】しから)

勾配は 55度である。石垣前面には、大年寺層を掘り込む根

石垣北側、D面前面には、大年寺層を掘 り込む根切りがある。

卜 99o m

伸/59

第 1469図  D面前面の根切り断面 1/50

※平面図は第 1455図

≦二
承

翼哲
2m

伸/20①

第 1468図  I期石垣断面 1/200 ※平面図は第 1454図

第 1466図  I期裏込 (南側)断面 A(北東から) 第 1467図  I期裏込 (南側)断面 B(北西から)

第 1471図  D面前面の I期石垣根切 り断面 (南から)第 1470図 D面前面の I期石垣根切 り全景 (南から)



第 1473図  I期石垣と根切 り (北東から)

第 1472図  I期石垣と根切り (北から)

第 1474図 CD角付近の I期石垣 (北から)

第 1475図  I期石垣と背後の大年寺層 (北東から) 第 η476図  1期石垣付近の盛土 (北東から)

(第 1468図 に対応)
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⑩石垣基部調査 トレンチ

現石垣 B、 C、 D面前面に、東から 26、 36、 37、 28、 30ト レンチを設け根石等の確認を行った (第 1477図 )。

石垣解体が進んだ段階では、各 トレンチ間をつなぐように一定の深さまで掘 り広げている (第 1478図 )。 以下、

東から順にトレンチの調査成果を記述する。なお、DE角 付近でも基部調査を行っているが、次項「(4)北東部」

で記述する。

十

　

・

I   Y=1300   1 |

――X=-19■150

-X=-194,200

|  |  |  |  |  |  |  |  |

第 1477図  石垣前面基部調査 トレンチ配置図 1/1000
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|

一―X=-194′ 150

¬ |  |  |  |  |  |

第 1478図 石垣前面調査区 1/1000

A 26ト レンチ

D面のほぼ中央に位置する。標高 97.Om付近 (石材の上端)で根石が確認される。根石は不整形の自然石で、

周囲には玉石が敷設されている。石垣根切りは、上端幅約 2mである。
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第 1482図 26ド レンチ全景 (北東から) 第 1483図  26ト レンチ西壁 (東から)

第 1484図  26ト レンチ石垣立面 (北から) 第 1485図 26ト レンチ石垣根石 (北から)

B 36ト レンチ

当初、BCD角部に 36ト レンチを、その東隣に 37ト レンチを設け調査したが、その後両 トレンチ間をつないで

いるため、ここでは 36ト レンチの成果として記述する。標高 98.4～ 99.6m(石材の上端)で根石が確認された。

CD角 石の最下段 BC 27 1石材の下にある根石は、全体がノミタタキにより平坦に加工されており、C面側は上部

の石材と面がそろうが、B面側は外側にはみ出している。また、BC 27 1以上の石材には稜線加工「江戸切 りJが

あるが、角部根石には稜線加工がみられない。C面基部の根石はノミタタキによる石面加工を有する石材や粗割石

が据えられている。D面基部根石にも粗割石が据えられている。これら切石以外の石材は、Ⅲ期石垣以前の石垣石

材と考えられる。
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第 1486図  36ト レンチ平面図 1/100(太 線は旧石材)



D面基部

0                      5m
9海 Oω

C-26-1005

D-25-1056

C面基部           ‐

第 1487図  BCD角 部石垣基部立面図

B面基部

1/100 (太線は旧石材)

第 1488図

第 1490図 36T C面根石 石面のノミタタキ 第 1491図 36T BC角 部 (上が北 )

第 1489図 36T C面根石 (東から)

第 1492図 36T BC角 部根石  (北東から)

上部の石材稜線に「江戸切り」加工
下部の石材は石面に「ノミタタキ」加工

第 1493図 36T B面根石 (北から)
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第 1494図 36T CD入角部基部 (上が北) 第 1495図 36T CD入角部根石 (西から)

C 28ト レンチ

B面中央やや東寄りに位置する。標高 100,7～ 1010m(石材の上端)付近で根石が確認される。上段の切石

より小さな石材で、石面に凹凸があり間詰め石が不ぞろいで、基部には玉石が敷設される。上端幅 15mの根切 り

があり大年寺層まで掘削が及ぶ。

根切 り北側の大年寺層上面で土坑 3基が東西方向に並んで発見された。S H64と S H62の間は約 290cm(9

尺 5寸 )、 S H62と S l163の 間は約 200cm(6尺 6寸)である。S H64は深さ 1lcm、 S l162は 深さ 20cm、

S H63は深さ 15cmで 、いずれも柱痕跡は確認されない。
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|
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第 1496図  28ト レンチ平両図 1/100。 東壁断面図 1/50
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第 1498図 28ト レンチ全景 (西から) 第 1499図 28ト レンチ東壁 (西から)

第 1500図 28ト レンチ 石垣根切りと根石 (北東から) 第 1501図 28ト レンチ石垣根石 (北から)

第 1502図  28ト レンチ 土坑完掘状況 (南から) 第 1503図  28ト レンチ S-1162土坑 断面 (南から)

D 30ト レンチ

B面前面の AB角 部付近に位置し、石垣解体に伴い A面前面まで掘 り広げた。標高 103.5～ 1038mで 根石が

確認される。根石は切石部分に比べ石面の勾配が緩く、石材は石面にノミタタキ加工を有するものがあり、割石が

間詰めされている。根石下には玉石が敷設される。

石垣根切 りは 2時期確認される。新しい根切 りは、上端幅 1,7～ 2.2m、 古い根切りは上端幅約 2,7mであり、

両者とも玉石が多量に混じる。

AB角部最下段 BA-191の下にある石材 BA 20 1は 全体を掘 り出しておらず部分的な観察にとどまるが、ノミタ

タキ加工がされている。

384



r石 ―

Y=2,255

|

第 1504図 30ト レンチ 平面図 1/100

Y=2,260

|

ド当 06.5m

-104.Om

-103.Om

BI

― X=-194′ 160

―――X=-194,165

105.5m

-104.Om

2m

仰/5①

第 1505図 30ト レンチ 断面図 1/50

-103.O rn

385



6D ∞ 0

―
―
-1
05
,O
m

―
―
-1
04
.O
 r
n

19
1

20
-1

第
15
06
図

 3
0ト

レ
ン
チ
 
石
垣

立
面

図
 1
/5
0

第
15
08
図

 3
0ト

レ
ン
チ
 

石
垣

基
部
 (
北

か
ら

)
第
“
∞
図
3蹄

換
理

胃
砒
か
引

第
15
07
図
 B
面

基
部
石

垣
立
面

図
(太

線
は

旧
石

材
)1
/1
00

第
15
10
図

 A
B角

部
の

B面
石

垣
基
部
 (
北

か
ら

)



第 15¶ 1図  30ト レンチ全景 (上が北) 第 1512図 30ト レンチ全景 (東から)

第 1513図 30ト レンチ東壁 (西から) 第 1514図 30ト レンチ東壁 部分 (西から)

第 1515図 30ト レンチ西壁 (東から)        第 1516図  30ト レンチ西壁 部分 (東から)

① 28ト レンチ南側の岩盤掘削部 (第 1517～ 1525図 )

28ト レンチ南側の、現石垣 B面背後の岩盤 (大年寺層)が人為的に掘削されている。東西 9.5m、 南北 2.5m

の範囲で、深さ08～ lm掘 り下げられている。底面は平坦で、北寄りにピット (S l101)が 1基発見されている。

S H01は 28ト レンチで発見された東西に並ぶ土坑から東に約 3.3m(約 11間)南に位置する。

OB面前面の遺構 (第 1526・ 1527図 )

B面前面、28ト レンチ西側の盛土上からピット2基 (S H55、 S-1121)が発見されている。

○工事法面断面 (第 1530～ 1541図 )

工事に伴い形成された法面を精査し土層を記録した。石垣背面を東西に断ち割った形になる。現石垣 BCD角部

に大年寺層があり、その東西に盛土を敷設している。

第 1516図  30ト レンチ西壁 部分 (東から)
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第 1522図 岩盤掘削部検出状況 (南東から)

第 1528図  B面前面 S-1121・ 1155土坑 平面・ 断面図 1/50

第 1523図 岩盤掘削部全景 (北東から)

Y=2′281

+X=引 94コ 57

当 S-1155

Y=2′283■  1 卜制3m十
の▽以以。 |

S-1121

‰

恙 m

S-1155

伸/50

第 1524図 岩盤掘削部全景 (北から) 第 1525図  岩盤掘削部断面 (北東から)

第 1526図 岩盤掘削部断面 B(北東から) 第 1527図  S-1101(北から)

※全体配置図は第 1478図 参照

第 1529図  S-1121断面 (南から)
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⑭盛上下層の遺構 (1)S-1072畝状遺構など

平場調査の 5・ 6区の間に設けたベルト (Gト レンチベルト)

層上面で畝状の起伏 (S1072)を 発見した。南北 6m、 東西 2

さは約 10cmで、西側に炭化物が分布する範囲がある。

5か所で土壌を採取し分析を行った。詳細は「第 1分冊本文編」に記したが、2か所でソバ属やアブラナ科植物

などを栽培していた可能性が指摘されている。

その他、整地層除去後あるいは盛土掘り下げ中に土坑などが発見されている。

E

士
Y=2′292

+X=呵 94コ 75

Y=2,295

+

S-1037

◎

S-10

の盛土を掘 り下げたところ、盛± 3に覆われたⅣ

mの範囲で、東西方向の 5条の高まりがある。高
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第 1542図 S-1072ほ か平面図 1/100
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第 1544図  S-505ほか平面・断面図 1/50
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隣 1137m

第 1545図  S‐ 1028ほ か平面・ 断面図 1/50

伸/50

・
∵載 |

第 1547図 S-1072断面 (東から)第 1546図 S-1072畝状遺構全景

S-1042

S-1028

遺梢 l rI名 [色 t性
Ji質

市賄密
しまり

S-505 児A褐色 10YR6/8 あ り あ り ¬色IP上粒が混じる 検出面にマンガン細粒が一而に見られる

S-506 明武褐色 10YR6/8 lrJ: あ り な し lJ色粘■:粒が混じる

S-1027

1 鶴色 10YR4/6 ンフレト ややあり な し 斃土粒が多颯に混 じる

2 lf褐 色 10YR3/4 ンフレト な し な し 暁 L粒、炭の和H粒がわずかに混じる

3 赤栂色 5YR4/6 シ,レ ト な し ややあり 炭の細lliが 箋最に混 じる

4 大料色 10YR5/6 粘北質シル ト ややあり ややあり 暁上れ、炭の細IIが 少量淮どじる

S-1028 1 時赤掲色 5YR3/4 ンル ト質ll J あ り 塊状の炭が多量に混 じる

S-1029 赤褐色 5YR4/6 シル ト質為与土 あ り ややあり 託褐色 (10YR5/6)シ ル ト質粘 七がブロック状に混 じる 塊状の炭塊が多景に混 じる

S‐ 1042

黄褐色 10YR5/6 ンルト質釉上 ややあり 夫の対‖粒 と小機が淀 じる

2 にぶい員褐色 10YR5/4 シルト質粘土 駿化鉄斑 とマンガン粒が混 じる

3 1男 Ⅲt相色 10YR6/6 粘fL質 シル ト ややあり ら り 晴褐色 (10YR3/3)シ ル トがブロック状に混じる

4 戯褐色 10YR5/6 ンル ト質粘J: あ り 酸化鉄斑 と炭の熟1粒が淮とじる

5 共〔褐色 10YR2/3 な し な し 腐食 JI

6 明丈 FLJ色 10YR6/6 ll土 質シル ト ややあり あ り 睦化鉄〕|がみられる

7 無褐色 10YR2/3 シフレト な し な し 腐食 J:

第 1548図 S-1027断面 (南東から) 第 1549図 S-1042断面 (西から)
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○盛上下層の遺構 (2)5-636虎 口

S-636虎口は、Ⅳ b層上面から掘 り込まれ、Ⅳ a層及び盛± 3に覆われている。東西に長 く、東端が細 く、西

端は盛± 2に より切られている。東西 1l m、 南北の最大 47m、 深さ最大 12mである。底面は西に低く傾斜し

ており、勾配は東半で 5～ 8度、西半で 20度である。

堆積土は自然堆積の状況であり、埋没後の窪地をⅣ層が覆い、さらに盛± 3で埋め立てられている。

南北の壁際に布掘り状の掘り方があり、柱穴が 5基ずつ掘り込まれている。北側の柱列は、東西 330cm(10尺

9寸)の間に 5基、南狽Iは 320cm(10尺 6寸 )の間に 5基の柱穴があり、南北の柱間隔は 240cm(7尺 9寸 )

～ 260cm(8尺 6寸)である。底面の東半には、径 10～ 30cmの玉石が敷かれている。底面ほぼ中央で、刀装

具 (銘、N417、 遺物編第 275図 10)が出土した。

この遺構は、形状から山城の虎口と考えられ、柱穴があることから櫓状の建物が付属していたと考えられる。城

郭に伴う盛上下の自然堆積層 (Ⅳ層)に覆われていることから、「仙台城」築城以前の遺構であるが、刀装具以外

の遺物が出土していないため、遺構の詳細な時期は不明である。

S636の南西部に、西へ傾斜する落ち込み S1043、 群1071があるが、遺構の性格は不明である。

Y=2,250

-  |
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|

Y=2′ 350
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―

＝

ド

ー

＝

―

昨
一

―― X=-194,150

―――X=-194′ 200

と控 遺

:誼幾

第 1550図 山城関連遺構配置図 1/1000(※ S-739、 5-990は 「(9東部」で記述する)

感
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第 1551図  S‐636虎口全景 (南西から)
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第 1552図  S‐636虎口平面図 1/100
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■引%コあ

ビ
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当 1止11,8m

②～⑥は盛± 1

⑦～③ 'は盛± 3

②～③の上色等は
5区東壁断面図の
注記表を参照

Ⅳ

V

‐́０
　
　
ワ

/刺

層 名 土   色 土 ″
陛

土   質
備 考

粘 性 しまり

I 黄褐色 10YR5/6 ンアレト な し あ り 砂粒、炭粒が混じる

2 黄褐色 10YR5/6 シ,レ ト な し あ り 径 1～ Ю mnの砂礫が混じる

3 にぶい苦褐色 10YR4/3 粘土質シル ト ややあり あ り 明褐灰色 (5Y7/1)粘土プロック、炭粒が混じる

4 黄褐色 10YR5/6 ンルト質継土 あ り あ り 炭粒がわずかに混 じる

5 明黄褐色 10YR6/6 粘土質シル ト ややあり あ り 炭粒、砂礫が混 じる

6 にぶい黄褐色 10YR5/4 砂混 じり粘 七 ややあり ややあり 明褐灰色 (5Y7/1)粘 土ブロック、炭粒、酸化鉄斑が混 じる

7 褐 色 10YR4/6 シル ト質粘土 あ り ややあり 明褐灰色 (5Y7/1)粘土ブロック、炭粒、酸化鉄斑が多量に混 じる

8 黄褐色 10YR5/8 ンル ト質粘土 あ り あ り 炭粒、酸化鉄斑が混じる

9 黄褐色 10YR5/6 シル ト質粘土 あ り ややあり 炭塊、焼土粒が混じる

橙 色 7 5YR6/6 砂 な し ややあり

黒褐色 10YR3/2 粘 土 あ り あ り 黄褐色 (10YR3/2)粘 土がブロック状に混 じる

褐 色 10YR4/4 粘 土 あ り ややあり

灰黄褐色 10YR6/2 砂 な し ややあり 酸化鉄斑が混じる

明褐色 7 5YR5/8 砂混 じり粘土 ややあり ややあり

ビット にぶい黄褐色 10YR5/4 シル ト質粘土 あ り な し 炭粒、酸化鉄斑が混じる

第 1553図  S-636虎口断面図 (1)1/50
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S-1016

S-1017

屑名 L色 しまり 備 考

F

れ
'pLり

① り]貢褐色 10YR6/6 シアレト な し ややあり 沙がVLLじ る 駿化鉄斑がみ られる

夕と褐色 10YR5/6 シルト質粘上 あ り あ り 径 15cmの I可傑が混 じる

り1):褐色 10YR6/6 あ り あ り 底OFに 酸化欽が集積

S-1016 〕 熙褐色 10YR2/2 ンル ト質粘土 あ り な し 唆化鉄斑がみられる

S‐ 1021 〕 掲色 10YR4/6 粘土質シル ト ややあり な し 柱痕跡 炭が/1T混 じる

S‐ 1022 〕 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘上質シル ト ややあり な し 柱Jit跡  波が若 fitじ る

G

布jIPり

① 橙色 7 5YR6/8 粘上質シル ト ややあり ややあり 斃化 l‐k奸がみられる

② 黒掲色 10YR2/3 シル ト質 hli土 あ り な し 丈が
VItじ

る 酸化鉄斑がみ られる

明黄褐色 10YR6/6 �iJ:質 シルト ややあり ややあり 灰ド]色 (5Y7/2)粘 Jこ の小ブロックが混 じる

り1焚褐色 10YR6/8 シルト質為キJ: あ り ややあり 灰白色 5Y7/2)� i上 のブロックが多量に混じる 径 10～ 20cmの礫がF■Lじ る

黄褐色 10YR5/8 ンル ト質�iJ: あ り ややあり 灰白色 5Y7/2)為 I上の小ブロックが混 じる 層下 lliに 酸化鉄が集 Tllす る

S‐ 1017 1 H昔褐色 シ,レ ト な し な し 焚褐色 OYR5/8)シ ル ト質粘土、灰 I¬ 色 (5Y7/2)粘土を小ブロック状に含む 柱痕跡

S-1023 1 にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト質粘 L ややあり な し 柱痕跡

S-1070 1 こぶい黄褐色 10YR5/4 ‖i土質シルト ややあり な し 径 1～ 10cmの礫が混 じる

遺構 FLL名 t色 L fl しまり li考

H S-1016
黄橙色 10YR7/8 常土頸シル ト つよし あ り Tlり 方上里L

2 場色 10YR4/6 も上質シルト つよヽ な し 上部に■tlLJ色 (10YR2/2)Jれ ′`トプロック状に混じる

I S-1017
I Ⅲと精色 10YR7/8 軽i土 質シフレト つよヤ あ り ),り 方埋と

2 士棚色 10YR5/8 1与上質シル ト つよし な し 少礫、炭が混 じる ぼそぼそで崩れやすい

J

S-1039
I 皓色 10YR4/4 缶土質シル ト な し な し 1/N、 炭が多景にitLじ る

2 こざい黄掲色 10YR4/3 省上質シル ト ややあり な し 炭がPi干 混 じる

S‐ 1041

I 月黄褐色 10YR6/6 省土質シル ト ややあり な し 炭、焼上がイFT混 じる

2 掲色 10YR4/4 省上質シル ト ややあり な し 発塊が淀 じる

3 こぶい大褐色 10YR5/4 itt L質 シル ト あ り な し 径 lo～ 15cmの礫が混 じる 灰白色 (5Y7/2)‰ i上、炭が混 じる

I 褐色 10YR4/6 シルト な し な し

2 褐色 10YR4/4 七上質シル ト ややありややあり 径 lcmの礫が況 じる

3 掲色 10YR5/8 翌i土 あ り

S-1040

I 晴掲色 10YR3/4 苗上質シル ト ややあり ややあり 炭、/JLと が混 じる

2 貰褐色 10YR5/6 シル ト質粘十 ら り ややあり 俊がわずかに沈 じる

3 黒色 10YR8/1 シル ト質粘 | あ り ややあり 炭が多 jl tに 混 じる

羮褐色 10YR5/6 シル ト質粘 J あ り 秒が混 じる

5 疱
生I色 25Y7/1 あ り あ り 旋褐色 (10YR5/6)ン ル ト質粘上が射i降 り状に混 じる

6 9色 10YR4/6 シルト質ll土 あ り 径 Ю cmの円礫が混 じる

第 1555図  S‐636虎口断面図 (3)1/50
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第 1556図  S-636虎日東西断面位置 1/200
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第 1558図  S-636虎口東西断面図 1/50

第 1557図 S‐636東西断面と周辺土層 (】ヒ西から)

「

―-1120m

%

仰/5①

第 1559図 S-636虎口東西断面 (北東から) 第 1560図 S-636東西断面 (西半)(北から)
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れ

第 1564図 S-636虎ロ エレベーション (3)1/50

第 1565図 S‐636検出状況 (南西から)

第 1567図 S-636南北断面 A(西 から)

第 1566図 S‐636南】ヒ断面 A(南西から)

第 1568図 S-636全景 (上が北)

第 1569図 S-636底面 石敷きの状況 (南から) 第 1570図 S-636底面 柱穴検出状況 (北から)
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第 1571図  S-636底面 柱穴 S‐ 1021断面 (南から) 第 1572図 S-636底面 北測柱穴 完掘状況 (北から)

第 1573図 S-636】 ヒ側布掘り断面 (南から) 第 1574図  S-636底面 柱穴完掘状況 (南から)

第 1575図 S-636底面 刀装具出土状況 (南から) 第 1576図 S‐636西側の土層 (西から)

第 1577図 S-1043・ 1071断面 (北から) 第 1578図 S-636全景 (北から)

402



(4)北東部

① I期石垣 (DE角 付近)

東西に並び北面する石垣で、最大 8段、121石以上を確認し、長さ 22m、 高さ 4.5m、 勾配は 48度である。

石材は大部分が自然石であり、一部に矢穴の残る割石が使用される。石面の長軸を横置きし、石材間は割石で間詰

めするが、頂部の石材の一部は控えが長くなるように据え直されている。

石垣背面は、地山を約 45度の勾配で切り、小段を設け、段の山側に溝を掘り、裏込を敷設し石垣を積んでいる。

石垣は盛± 2に覆われているが、石垣付近には木製品の他、種実、貝殻、骨などが混じる黒色土層が分布している。

調査時は「7区盛± 2-2黒色土」として遺物を取り上げている。木製品のうち特筆されるものに、「慶長十二年」

と記された荷札木簡 (Ll「出土遺物編」第 316図 3)、 将棋の駒などがある。

Y=2′336          Y=2,340

」     |

X=-194,155

X=-19■ 175

X=-194′ 185

X=-194′ 190

¬

Y=2′ 350

|

伸/209

1         1
第 1579図  I期石垣 (DE角付近)平面図 1/200

Y=2,360 Y=2,367

L/″

ΘQ｀ギ

付
＝
―
―
―
＼
―
―

④  ＼＼
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均

第 1584図  I期石垣付近のエレベーション図 1/200

ド上107.Om

――-105,Om

――-100.O rn0        ~~            5m
(1海 O①

B
引

―

0             ~~~             10m
伸/20ω

第 1583図  1期石垣 (DE角付近)断面図 1/100

辞上116.Om

-114.Om

――-112.Om

―-110.Om

――-108.Om

――-1000m

第 1585図  I期石垣全景 (北東から) 第 1586図  I期石垣と石垣背後の小段 (上が北)
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第 1589図 黒色土層出上の自然遺物

第 1587図 盛± 2-2黒色土の分布

実

。

●
▼
種

第 1591図  I期石垣を覆う盛± 2(北から)

第 1588図  1期石垣付近の黒色土層 (北東から)

第 1590図  I期石垣の検出状況 (北から)

第 1592図  I期石垣を覆う盛± 1・ 2(西から) 第 1593図  I期石垣の勾配 (東から)



第 1594図  1期石垣背後上段の裏込 (南から) 第 1595図  I期石垣背後上段の裏込 (西から)

第 1596図  1期石垣背後上段の裏込 (東から) 第 1597図  I期石垣背後の小段 (東から)

第 1598図 」ヽ段付近の堆積状況 (東から) 第 1599図  I期石垣背後の小段全景 (南東から)

② DE角基部の調査

A 39ト レンチ

D面前面に位置する。岩盤上面から石垣の根切りがみられ、玉石層が設置されている。

B 35ト レンチ

E面前面に位置する。 1区 9。 10ト レンチ西端と一部重複する。新旧の石垣根切 りが発見された。古い根切 り

は岩盤上面からの浅い掘削である。新しい根切 りは、整地層を掘り込む深い掘削である。古い根切りはⅡ期石垣に、

新しい根切りはⅢ期石垣に伴うと考えられる。

C 25ト レンチ

DE角 部に位置し、石垣解体前に 1区 12ト レンチとして調査し、再度 25ト レンチとして調査している。DE角

部の角石周囲に大型の自然石を配置している。角石の DE 27 1石材までは稜線加工「江戸切 り」があるが、その

下の DE-28-1石材は稜線加工がない。
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Y=2′ 355

|

0                     5m
仰洵00

Y=2,360

|

Y=2,365

LX=引 9押 55

― X=-194,160

1区 9・ 10Tで確認
されている根切り

― X=-194′ 165

「

X=■ 94コ 70

‖I期石垣の根切リ

E面前面の捨石

|

第 1600図 DE角付近前面の トレンチ配置図 1/100

隣 9,2m当

り (古 )

-980m

39T東壁断面 35T北壁断面
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第 1601図  35。 39ト レンチ断面図 1/50



第 1602図  DE角部 D面立面図

1000m

-990m

―――- 980m

1/100

第 1605図  35ト レンチ全景 (南から)

第 1603図 39ト レンチ全景 (北東から)

第 1604図 39ト レンチ全景 (北から)

第 1606図 35ト レンチ全景
(北から)

第 1607図 35ト レンチ全景
(南東から)

第 1608図 35ト レンチ全景
(東から)
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第 1611図  25ト レンチの DE角石
(北東から)

第 1609図  25ト レンチと石垣 E面  第 1610図  25ト レンチと石垣 D両
(北から)             (東 から)

◎石垣前面の捨石

D面、E面前面には、石垣基部に接するように捨石が列状に配置されている。D面前面では、石垣前面に円礫層

を配置して盛土の後、捨石を配置している。

第 1612図  D面・ E面前面の捨石 (北東から)

第 1614図 D面前面捨石の断面
(西から)

第 1613図  D面前面の捨石 (北西から)
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(5)束部

現石垣 E、 F、 G面周辺の調査結果について記述する。

① Eト レンチ

石垣 F面に直交して Eト レンチを設定した。調査工程上、土層断面の記録方向を統一できなかったため、南向

き断面図は反転し、北から見た断面図を作成した。また、石垣解体の過程で旧石垣 (Ⅱ 期)が発見されたため、そ

の石垣形状にあわせて適宜断面観察と記録を行った。以下の全体図では、Eト レンチを「断面①」とし、それ以外

の断面を「断面②～④」と示した。断面③ o④は主としてⅡ期石垣に関わる断面である。

X=194,180

第 1615図  Eト レンチ位置図 1/200

0                             10m
伸/20⑪

Y=2′ 360

F-3-3013

第 1616図  F面立面図と断面観察位置 1/200
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Y=2′ 360

第 1617図  ‖期石垣平面図と断面図作成位置 1/200

断面写真 (4)-18・ 19

※
塁塀獣雰急予着怪業願型奪急見通して図1ヒ している。

第 1618図  ‖期石垣立面図と見通して
断面図を作成した位置
1/200

最上部 (南東から)

412

第 1619図  Eト レンチ断面写真 (1)(実測図は第刊682図を参照)



F-3-3013

F-6-101

F-10-301

-110.Om

-105,Om

‖期石垣断面図
(北からの見通し)

-100,Om

‖剤徊J・H         0                  10m

仰/209

第 1621図  Eト レンチ断面模式図

4 階段】犬石列と‖期石垣最上部の検出状況 (南東から)

3 F-6-1013の 段 (南東から)

レンチ断面写真 (2)

F-12-20

I期石垣 (F面天端付近)を合成

2 F-3-1013の段 (南東から)

第 1622図   E ト 413



5 断面② (北西から)

7 F-20-3007の 段 (北西から)

10 写真 11の石材位置

8 F-20-3007の 段 (北西から)

6 断面②の位置 (上が北東)

9 石垣前面の堆積状況 (北西から)

11 ‖期石垣最上部の断面 (北東から)

414

第 1623図 Eト レンチ断面写真 (3)



12 ‖期石垣最上部 写真 11を上から (上が北東)

13 ‖期石垣断面 (北東から)

14 写真 13の石材位置

16 写真 15の石材位置

17 写真 18。 19の石材位置

15 ‖期石垣断面 (北東から)

‖期石垣断面 (北東から)
19 断面③ ‖期石垣断面 (北東から)

第 1624図  Eト レンチ断面写真 (4)



20 写真 21の石材位置 (解体最終ライン)

‖期石垣断面 (北西から)

第 1625図 Eト レンチ断面写真 (5)

第 1626図  ‖期石垣東端部断面 (北東から)
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② H期石垣

現石垣 E・ F面背後に位置し、南北に並び束面する石垣である。長さ 23m、 高さ 8m、 最大 10段、217石以

上の石材が使用される。勾配は約 60度である。鈍角の入角 2か所により石垣の面は 3面 となり、南からA・ B・

C面 とした。石材は自然石や粗割石が使用され、控えの方向に長軸を配している。石積みは目地が通らない乱積み

である。石材間は主に割石により間詰めされる。裏込は 1～ 15mの幅で、石材の上下には小ぶりの円礫がはさ

まれており、石尻への介石や裏込層中ヘ

の石材の配置などはない。石材正面には

ノミやゲンノウによる加工がなされる。

現石垣 E面は、南端ではⅡ期石垣 C

面の石材を基部に用いてその上に積み上

げている。F面は、南端と北端でⅡ期石

垣 AoC面 と交差しており、Ⅱ期石垣を

背後に埋め込んだ形である。
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Y=2′ 352
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緩
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X=-194′ 175-

第 1627図  ‖期石垣解体途
(上が北)

伸/209

I                      X=-194′
195「

第 1628図  H期石垣平面図 1/200

10m

中の全景

¬
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第 1630図  ‖期石垣立面オルソ写真

第 1632図  ‖期石垣 A面とⅢ期石垣 F面の交差 (南西から) 第 1633図  ‖期 A面とⅢ期 F面の交差 (北から)

第 η631図  ‖期石垣全景 (北東から)

第 1634図  ‖期石垣 A面上部 (北から) 第 1635図  ‖期 A面とIIItt F面の交差 (南西から)



第 1636図  ‖期 A面とIIItt G面 の接合 (】しから) 第 1637図  H期石垣裏込 (北西から)

第 1638図  ‖期石垣裏込 (南東から) 第 1639図 ‖期石垣石材上下間の玉石 (南西から)

◎ E・ F面基部

石垣 E・ F面では、31・ 35ト レンチを設けて調査した結果、E面前面には捨石が列状に並び、E面石垣の南部で

はⅡ期石垣 C面の石材の上に石積みを行っていることが判明した。F面石垣基部は、Ⅱ期石垣 C面に鋭角的に接続

する形で積み上げられている。35ト レンチでは、新旧の石垣根切りが確認された (「 (4)Jヒ東部」参照)。

第 1640図 基部調査 トレンチ配置図
1/1000

|

― X=-19■150

-― X=-194′ 200

第 1641図  基部調査 トレンチ配置図 (拡張後)

1/1000

|

―一X=-194,150

__X=-194′ 200
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第 1647図 ‖期石垣とⅢ期石垣 E・ F面  (北から)

第 1649図 ‖期 C面とIIItt F面の接合部 (南東から)

④ l期石垣 (F面天端付近)

自然石 3石が 3段に積まれており、高さ 1.2mである。

最上部の石材上面は平坦であり、東と南に面をなしており、

北から伸びてくる石垣の南端部天端石材の可能性が考えら

れる。この石垣は、解体工事に伴い一事解体したが、工事

完了後に同位置に再設置した。(北東部の全体平面図は、

「(4)北東部① I期石垣」の第 1579図を参照)

石垣周辺に設けた トレンチの土層観察によると、地山が

段切りされ、小段部に玉石が敷かれ、その上に盛土されて

いる。

第 1648図  Htt C面とIII tt E・ F面の接合部 (上が東)

第 1650図  Ⅲ期 F面前面の堆積土 (】しから)

Y=2′ 357

+

+

Y=2′ 360

+X=引 94コ 88

+X=引期 90

116.Om

~井ミrミこ 1~_――~~十一
北東から

第 1651図  I期石垣 (F面天端付近)平面図 (上)・ 立面図 (下)1/50
422
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―-1140m
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0                 2m
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I期石垣

層 名 上  色 L判 :

土   質
う怖    考

しまり

盛上 1
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径 5～ 30cmの円礫の層 長さ 20cm程の木端石が混 じる 瓦が夕量に混 じる

褐色 10YR4/4 シル ト質粘■ ややあり ややあり 瓦が混じる 州L前染付が出土

膵上 3
明Ⅲl褐色 10YR7/6 あ り な し 白色粘 tがブロック状に混 じる

浅大構色 10YR8/3 あ り ややあり 基本屑 V層が主体
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第 1656図  トレンチ断面 B・ C 1/50



第 1657図  !期石垣全景 (南西から) 第 1658図  I期石垣立面 (南東から)

第 1659図  I期石垣立面 (北東から)

第 1661図 石垣周辺 トレンチ 断面 B(南東から) 第 1662図 石垣周辺 トレンチ 断面 B(南から)

第 1663図 石垣周辺 トレンチ 断面 C(北西から)
第 1664図 石垣周辺 トレンチ 断面 C(手前)・ A(奥 )

(北西から)
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第 1665図  I期石垣解体後の段切り 第 1666図  1期石垣と周辺全景 (南から)
奥にトレンチ断面 A(北西から)

⑤盛上下層の遺構

盛土の下層から、溝状の遺構やピットなどが発見された。近世仙台城に伴う盛土以前の遺構であり、形状から山

城の通路及び竪堀と考えられる。

A S-739通路状遺構

現石垣 F面背後に位置し、北西方向に下る。南端は現代のカクランで、北端は盛± 1に より壊されており、長

さ9.5m、 幅 2～ 3.5m、 深さ 0.3～ 0.8mである。底面は硬化しており、長さ 50～ 70cm、 幅 30cm、 深さ 10

～ 20cmの細長い溝が並んでいる。この溝は遺跡から発見される道路状遺構に伴う「波板状圧痕」に類似してい

ることから、この遺構が通路として使用されたのではないかと考えられる。

S739の西側には地山がほぼ垂直に深さ約 15m削 られた部分があり、S990との間には約 4mの長さで細長く

削り残された形状の部分がある。遺構の性格は不明だが、通路と竪堀の間に畝状の高まりが構築されていた可含〕14

を推定している。

B S-990竪堀

S739通路状遺構の西約 5mに位置し、北東方向へ下る。北端は解体工事が及ばないため調査していないが、長

さ 5.5m、 幅 25m、 底面の勾配は 40～ 55度である。盛± 3に覆われており、仙台城収前の遺構で斜面に沿い

急激に落ちる形状から、山城の竪堀と考えられる。

Y=2′ 250

|

Y=2,300

|

Y=2,350

|

― X=-194′ 150

―

＝

ド

ー

＝

―

―
一

S-990竪堀

＼＼
|

第 1667図  山城関連遺構配置図 1/1000

第 1666図  1期石垣と周辺全景 (南から)
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1上 引i3m 当

卜相i2m

隣 1“4m

0                 2m
仰/5⑪

層 名 土   色 土  性
七  質

備 考
粘性 しまり

I

にぶい黄橙色 10YR7/4 粘 土

あ り 径 5 cmの ブロックで混在する:締色 10YR8/6

灰黄褐色 10YR5/2

2 暗灰黄色 25Y5/2 粘土質シル ト よわい 暗灰黄色上が主体で、径 l cmの 浅黄色 (25Y7/4)� i土及びオ リーブ黄色 (5Y6/3)粘土プロッ
クが混 じる

3 にぶい黄色 25Y6/3 粘土質シル ト よわい 基本層Ⅳ層が流入

4 炭の層

5
黄色 25Y8/6 粘 上

あ り 径 3～ 4mのブロックで混在する
明黄褐色 25Y6/6 粘 土

6 灰黄色 25Y6/2 粘土質シル ト あ り 酸化鉄斑がみられる

7 褐色 10YR4/4 粘土質シル ト ややあり あ り

抑　　一翔統％。Ｓ・９８２

第 1671図  S‐739周辺のピット等断面図 1/50

S-739通路状遺構

卜 1133m

断面図 1/50

当

伸/5①

2m

遺構 層 名 土  色 上  性 上  質 為ζ lfI しまり 備   考

1 黄褐色 10YR5/6 ll土 な し

S‐ 982 1 明黄褐色 10YR6/8 ンル ト質粘上 な し

l 黄褐色 10YR5/8 シル ト質粘土 ややあり よわい えがわずかに混じる

2 明黄褐色 10YR6/8 脂土 あ り よわい 白色粘土が斑状に混じる

第 1673図  S-739 全景 (北西から)
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第 1672図 S‐739通路状遺構 全景 (西から)



第 1674図  S-739 全景 (東から) 第 1675図 S-739 底面 (南西から)

第 1677図 S-739 断面 A(南 東から)

―
第 1678図 S-739 断面 B(南東から) 第 1679図  S-739 断面 C(北西から)

第 1680図 S-739西側の掘削部分 (南東から) 第 1681図  S-983土坑 断面 (北から)
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(6)10・ 11区の調査

① 10区

10区は、巽門から本丸へ向かう登城路の途中にある造酒屋敷跡の南部に位置する。工事に伴う雨水排水等仮排

水処理のための沈殿槽設置に伴い調査を行った。5m四方の正方形の調査区である。工事掘削深度が地表からlm

であるためその深さまで掘り下げたが、工事掘削範囲は近現代の盛土におさまることを確認した。

X=-19■ 100

50m
仰洵,00①

第 1695図 10区の位置 1/1000
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Y=2,405

+

十

Y=2′413

や(=引 9■054為
島445m

層 名 備 考

Ia 悟褐色 丈が多 く混 じる

Ib 褐色 夷が多 く混 じる

Ⅱ 月黄褐色 七土

Ⅲ 少と粘上の互層

Ⅳ 灰褐色 ビニールが出子

第 1697図 10区南壁断面略図 1/50

十 X=引 94,060

0

伸河09

第 1696図 ¶0区平面図 1/100

第 1698図 10区調査前 (東から) 第 1699図 10区調査状況 (北から)

第 1700図 10区調査状況 (南から) 第 1701図 10区南壁 (北から)
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② ll区

11区は、大手門跡南西部、中嶋池跡北部に位置する。この場所が工事ヤー ドとして使用されるため、柵等の設

置に伴い掘削工事に立会った。約 lm四方の掘削が 49か所 (1～ 49T)、 4× 8mの掘削が 1か所 (50T)で ある。

北西部では 1～ 5T間をつないで掘 り広げ、土坑、溝跡などが検出されたが工事掘削が深く及ばないため、遺構の

所属時期は不明である。50Tで は現地表から約 2mの深さまで近現代の盛土を確認している。

ロ
44T

Q

45Tロ

46

全   18Tロ

デ

企 37T
)/

キ9T□
ヽ

 ヽ_

(2暫
4RTロ

ゝ _‐二 鰹
=■

39T
_ar i

４０Ｔ身

/■■三二■こ王

仰川,00⑪

第 1702図  11区 トレンチ配置図 1/1000
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Yと2′100

+X― 鳴790

V=2,100

■ =‐ 1'3お 10

(左図から続く)

クラン

/
/

Y=為095

+X=呵粥,割 0

Y=を 103

十X=引 93,8∞

X―‐493β評
0

0                     5m
O洵 09

第 1703図 11区 北西部 1～ 5T拡張 トレンチ平面図 1/100

X子193'829+
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第 1704図 11区北西部 (南から) 第 1705図 11区北西部 (南から)

第 1707図 11区】ヒ西部 (北から)

第 1706図 11区北西部 (南から)

第 1708図  11区 50T(西から) 第 1709図 11区 50T断面 (南から)
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石材番号
法景 (cm、 k0

刻にI]・ 刻ケ〔 朱苦・
塁き

矢穴
備 考

横 縦 挫 え 重 量 箇所数 延べ数

2

1 4

D-03 91 舛∫印 B 3 12 (2+3+7)

D-03 刻F]A 4 5(2+1+1+1)

D‐ 04 1

002 109 刻Fp c.D

D-04- 亥lFw E 1

D‐04 亥むF「IB 1 4

005 刻印 A 1 4

D‐04‐ 1006 5(

D‐ 04‐ 1007 宏」F口 A I 1

D-04-1008 】 3

D‐04-1009 5 3

D-04-1010 11

0 2 140

D-04-10

D‐04‐ 101J 刻〔1l A

0 5 安1に ll A

0 2

0 2 6 (2 4)

0 刻Fi]B

刻[II B 1 1

D‐ 04-1020 47 その十也 (マ
ルフタツ)

D-04‐ 1021 31

D-04-1022 2 6 (3 3)

D‐04‐ 1023 刻に,B
D-04-1024 4 4 刻印 B

D‐04-1025 刻F'A 1 5

D-04‐ 1026 4〔 刻F口 B・ A

D-04‐ 1027 2

D-04-1028 亥lFi]A 1 3

D‐04-1029 刻FI「 Dか

D‐04

D-04 1 4

D-04-1032 その他 (L)

033 刻【十1C

加Ftt D 2 (2+4)

D‐04 ァ∬rll B

D-04 刻FΠ B 1 2

D‐ 04

D-04 71

D-04- 2 4(1+3)

亥」Fi〕 C 1 4

D‐04-1045

D-04-1046 3〔 刻FF A 1 1

D‐04‐ 1047 刻F「〕A 1 1

1048 判 刻印 Aか 。B

D‐04 41 1

D‐04

刻EIA 2 1+4)

D-04 刻 E〕 A 3(3+5)

05均 7 亥」F「]E 1

D-04-1055

D‐ 04‐ 1056 亥」日lA(右 ll

而)

3

D‐04‐ 1057 J 5

D‐ 04-1058 刻字「十一」
(L ITI)

D‐ 04-1059 2

D-04-1060 刻riI B

D‐ 04‐ 1061 77 刻印 A J 1

D‐ 04-1062 3 (4+3+1)

D-04-1063 3(

D-04-1064 7 刻Fp c 1 2

D-04-1065 74 2 6 (2+4)

D‐04‐ 1066

D-04-1067 37

D‐ 04‐ 1068

D-04-1069 7( 亥可印 B

Ⅱ Ⅲ期石垣石材計測表

驚::夕孫三界雲重量召悟討蟄憲曇諦昇三全醤嫁嬉:掃豊飼七建貫鵞f擢[箋、る。
築石 D面

石材番号
法 景 (cm、 k郵

刻印・刻字
朱啓 '

墨き

矢穴
備考

横 縦 控 え 重旨と 泊所数 延べ数

7

刻印A

D‐ 04 072 4 7〕 1 2

073 I 2

4

075 刻印 A

076 1 1

077 9( 刻印 C

D‐04 , 2

刻印 Dか

D-04-1080 1 2

刻E口 A

D-04-1082

D‐ 04-1083 亥1に IA

D‐ 04-1084 102

D-04-1085 1 3

D‐ 04‐ 1086

D-04‐ 1087 刻印 D 2 5(1+4)

D-04-1088 刻印 D 6

D-04‐ 1089 友」向〕B

D-04-1090 刻印 C 1 1

D‐04-1091

D-04‐ 1092

D-04-1093 1 3

D-04‐ 1094 宏JFll A

D-04-1095 2

D‐04-1096 4 刻印 A、 亥町F「

A(上 irl)

3 11(6+2+3)

D‐04-2001 3

D‐ 04-2002 アJ臼lD 2 3(2+1)

D-04-2003 4 77

D‐ 04‐ 2004

D-04‐ 2005 101

D-04-2006 刻FI〕 A

D‐04‐2007 刻EIJ Aか 1 4

D-04-2008 3 7(5+1+1)

D‐04-2009 4 7 I 1

D-04-2010 判

D‐ 04-2011 57

D‐ 04‐ 2012 5 刻印 A

D-04-2013

D‐ 04‐2014 亥J ll A

D-04-2015 刻印 Aか

D‐ 04-2016 1 4

D‐ 04-2017

D‐ 04-2018 1 4

D‐ 04‐2019 75 刻印 A 1 3

D-04-2020 刻Ftt Aか

D-04-2021 72 2 5 (3+2)

D-04‐ 2022 51 亥JFtt C

D-04-2023 刻Fll A 1 2

111 刻印 A 2 10 (5+5)

D‐ 04‐2025

D-04-2026 刻印 D

D‐ 04‐ 2027

D-04-2028 91 刻FTC

D‐04‐2029

D-04-2030 1 1

D‐04-2031 4 刻印 D(右側
而 )

2 (4+5)

D-04-2032 その他 1 3

D‐ 04-2033 弯 アJtt A 1 4

D-04‐ 203判 5( 1 3

D‐ 04-2035 刻EIA/b 1 3

D-04‐ 2036 I 2

D-04-2037

D‐04‐2038

D‐04-2039 72

D‐ 04‐2040 えJF口 Aか

D‐04-2041 7

D‐04-2042

D-04-2043 7(

D-04‐2044

D-04‐2045 57

D‐ 04‐2046 8〔 1 3

D-04‐2047 97

D‐ 04-2048

D‐ 04-2049 その他 (L) 2 10 (6+4)

439



石羽番号
法呈 (cm、 kα】

夕」印・亥1字
朱,,・

器せ|

矢 火
備 考

棋 縦 砕 え こ見 仕F,万 数 延べ数

D-04-2050 刻印 A
D-04-2051 判 刻F]B 2 4(1+3)
D-04-2052 亥けに|]B 1 3

D-04-2053 刻Fll Aか

D‐ 04-2054 47 1 2

D‐04-2055

D-04‐ 2056 5 亥」F口 A 1 7

D‐04-2057 4
,夕 tuF十 〕B

D-04‐ 2058 4

D-04‐ 2059 45

31 刻F〕 B 1 1

D-04-2061

D‐ 04-2062 知〕印 A
D-04-2063 亥1印 B(ナ:側面 :

D‐ 04‐ 2064

D‐ 04‐ 2065 4 1 3

D-04‐ 2066 刻印 A
D-04‐ 2067 亥∬E〕 B

D-04-2068 4 I I

D-04-2069

D‐ 04-2070 その他 (L) 1

D-04-2071 5

D‐04-2072

D‐04-2073 4 1 4

D-04‐ 2074 5 4

D-04‐ 2075 5 4 宏」Fll C 2 (2+4)

D-04-2076 4 2 7)

D-04-2077

D-04-2078 4 9(

D-04-2079 6 5 刻自IB 1 6

D‐04-2080 5 刻FIJ Aか

D‐04-2081 5 亥∬FI〕 B 1 1

D-04‐ 2082 4 91 刻FJ D 2 12 (5+7)
D‐04-2083 4 2

D-04-208判 1 7

D‐ 04-3001 9( 1 5

D-04-3002

D‐04‐ 3003 1 3

D‐04-300J 亥∬FJ D(九 illlll「 )

D-04‐ 3005 2 5 (3+2)
D-04‐ 3006

D-04-3007

D-04-3008 3 13(5+7+1)
D-04-3009 2 5(1+4)
D-04-3010 4 4

D‐ 04-3011 6 (2+4)

D-04‐ 3012 3

D-04‐3013 5 112

D-04-3014 4 5

D‐04-3015 4 2

D‐04-3016 4 4

D‐04‐ 3017 1 2

D‐04-3018 2 (5 3)

D-04‐ 3019 6

D‐ 04-3020 亥lFIA 3

D-04-3021 刻印 A
D‐04-3022 1 I

D‐04-3023 2 7(4+3)

D-04‐ 3024

D-04-3025

D-04-3026

D‐04-3027 刻Ftt A

D-04‐ 3028 亥可FI〕 C

D‐04‐ 3029 亥けにIJ D 1

D-04-3030 亥∬F十

'BD-04-3031 亥1に IA

D-04-3032 4 1

D‐ 04‐ 3033 51

D‐ 04-3034

D‐ 04‐ 3035 8 1

D‐ 04-3036

D-04-3037 刻印 A 2

D‐04-3038 41[|〕 C 3 3 2)

D-04‐ 3039 1

D-04-3040 1

D-04-3041

D-04-3042 4 2 (6■ 2)

D‐04-3043 4 3 刻「ィlC

D‐05‐ 1001 1

D-05-1002 1

D-05-1003 2 亥1に IA(イ 1lЩ mi) I

D-05-1004 3

石材番号
法 星 (cm、

亥は向1・ 亥」字 朱 科 塁 苦
タミク〈

ll考
樹 縦 控 え 亜量 的所数

D‐ 05-1005 亥可FJ A

D-05-1006 200 I

D‐05‐ 1007 200 笏」FI〕 A

D‐05-100〔 1

D-05-100( 刻印 A

D-05‐ 101 亥けFJ A 1 1

D‐ 05‐ 1011 刻印 Cか

D‐ 05-1012 4 2 3(2+1)
D-05-1013 その他 (扇 形か) 6

D-05‐ 1014 刻印 A
D‐ 05-1015 39 亥JFH A

刻印 A 1 2

D‐05 」々FP B(右側而 ) 1 4

4 亥明 lC

D‐ 05‐ 1020 刻F1lC

D‐ 05-1021 判 1 3

宏1印 A

9( I 4

D-05 47

D-05‐ 1025

D‐ 05-1026

D‐05‐ 1027 刻字「下J(1:正 i) 1 2

D‐05- その他

D-05- 029 コ

D-05 「Dl

1 5

D‐ 05 032 亥けFJ A 2

D‐ 05-1033

D-05-1034 2 8(6+2)
)05

036 101

亥町Fll B

〕‐05-

,-05-1039 200 劣」F,C
D‐ 05‐ 1040 2 (1+1

D-05-1041 3( 200 1 1

D‐05

D‐05-1043 刻Ftt A 1 3

D-05‐ 1044

D-05‐ 104〔 刻FI C

D-05-104(

D‐05‐ 1047 6( 刻F1lB 3

D‐05-104〔

D-05‐ 104( 2 3(4+2)
D-05‐ 105( 1 3

37 力!印 E(右側 面) 2 3(3+3)
D‐ 05 37 亥Jtt A I 4

D-05

D-05‐ 1054 1 I

055 刻FI]B

I 1

057 そ」「 lA 1 2

D-05‐ 1058 1 4

D-05 8(

D-05-1060

D‐05-1061 3

D-05-1062 37 1

D-05‐ 1063 7⊆

D-05-1064 判 10C 亥」印 C(背而 )、

亥1印 C(/T側 に

')2 その他

D-05- 066 5 200 1

D-05-1067 200

D-05 亥1印 D J

D‐ 05 73 刻rll D 2

D‐ 05 8

D-05 7

D-05 072

〕‐05-1073 3 書 B(下 ri)

,-05-1074

)‐05-1075 1

05‐ 1076 200 寃lFp A

05‐ 1077 1

05-1078

D-05-10791 2001 夕1に lc

D-05-10801 炎JFJ B

D-05‐ 1081 究JFiJ A 2 (2+3)

D‐05-1082 4 2 (2+2)

D-05-1083 61

D‐05-1084 3 知↓FJ A 1

D-05‐ 10851 灯〕「II A 1
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石籾香号
法量 (cm、 k宣)

刻 F口・亥」!|
朱書・
塁■t

挺穴
備 考

横 縦 性 え 重量 簡所数

D-05‐ 1086

D-05-1087

D‐ 05-1088 4 ′」【|〕 A

D‐ 05-1089

D-05-1090 6( 珀

D-05‐ 1091 3(

D-05-1092 4( 刻印 A 1

D-05-2001 刻FI〕 D 1 1

D‐05-2002

D-05-2003 亥可F口 A 1 2

D-05-2004 亥可[Ⅲ I B

D-05‐ 2005 5

D‐05-2006 刻Ftt A・ A 1 1

D-05-2007

D‐05-2008 2 10 (6+4)

D‐ 05‐ 2009 宏Utt C(と fl)

D-05-2010 亥9印 B

D‐05‐ 2011 3 5 (1+2+2)

D-05-2012 亥1に IB

D‐05-2013 1

D‐ 05-2014 宏lF〕 C

D-05-2015 1 I

D-05‐ 2016

D-05-2017 刻Hl A 3 13(5+1+7)

D‐ 05-2018 亥」Ell B

D‐ 05-2019

D-05-2020 ア1に JB・ B 1 〕

D‐ 05‐ 2021 1 4

D-05‐ 2022 1 2

D-05-2023 亥」F口 A

D‐05-2024 42

D-05-2025 1 2

D‐05‐ 2026 刻FP Aか

D-05‐ 2027

D-05‐ 2028 30C 刻Ell B

D-05‐ 2029 刻F口 A 1 2

5 2 8 (4+4)

D‐05-2031 刻 F口 D、 刻に」D
(右側而 )

1 6

D‐05‐ 2032

D-05-2033 刻E,A 1 3

D-05-2034 刻FJ A 1 1

D-05-2035 刻印B(=Li) 2 1(3+1)

D-05-2036 亥IEtt A

D-05-2037 亥」Fll A 】

D‐ 05-2038 8【 〕

D‐ 05‐ 2039 37 7修 20( 変JEll B 2 4(3+1)

D‐ 05‐ 2040

D-05-2041 〕 4

D-05‐ 2042

D-05-2043 4 刻印 A

D‐ 05-2044 20〔 亥lrlJ B 2 (4+4)

D‐ 05-2045 その他 3 11(6+4+1)

D‐ 05‐ 2046 4〔 亥」印 B・ 亥1字
「六  (左側面)

I

D-05‐ 2047

D-05-2048 亥lFI F・ B

D-05-2049

D‐05-2050 5( 宏lF]B

D‐05-2051 1 5

D‐ 05‐ 2052

D-05-2053 1 3

D‐ 05‐ 2054 刻Ftt A 2 8 (5

D-05-2055 刻[|〕 D 1

D-05-2056 刻にFB
D-05-2057 106 亥1に口B(~ド |∬ F) 2 2 (1 1)

D-05-2058 刻にpG 1

D‐ 05-2059 2

D-05‐ 2060 t 3

D‐ 05‐ 2061 300

D-05-2062 2 3(2+1)

D-05-2063

D-05-2064

D‐05-2065 1 1

D‐05-2066 1 3

D‐ 05‐ 2067 4 1 5

D-05‐ 2068 107

D-05‐ 2069 300 宏lF〕 A 2 6 (2 4)

D-05‐ 2070

D-05-2071

D‐ 05-2072 300 2 2(1+1)

D-05-2073 4 2 5 (2+3)

石羽 TI号
法景 (cm、 k宣)

刻白I・ 夕〕字
朱|,・

翌書

失ゲ
¶「考

横 縦 拌 え 重 量 匈テ折数 延べ数

D‐05‐2074 グ1に |]B、 亥1に lB(L
面)

D‐05‐2075 73

D‐ 05‐2076 えJtt A 1 2

D‐ 05-2077 7 1 1

D‐052078 亥lFtt B

亥J〔 ll B

D-05-2080 亥」[「 C 3

D-05‐ 2081 1 2

D-05-2082 2 〕(6+3)

D‐05‐2083 4 13
(5+3+2+3)

D‐ 05‐2084 11 (4 7)

D‐ 05-2085 刻Ftt A

D‐ 05‐2086

D-05-2087 ケJF口 A

D-05-2088

D-05-2089 2 5 (3+2)

D-05-2090

D-06‐ 1001 刻印 Aか、刻印
F(左側面)

1 8

D06 2 6 (4+2)

50 亥けFtI B

亥」印 A

5 2 4

刻FH A

D-06‐ 亥J字「下」(L al)

008 7G 亥」Ew B

51 亥JFJ B 2 5 (2 3)

D-06‐ 010

550

亥JF口 A I 2

D-06 500 亥1に 】D 2

3 12(3+3+6)

015 刻Ftt D(上 rli)

D-06 52 (5+3,

106 500 宏lFll A

刻F口 c

D-06-1019 400 ”
硼
ｎ

てマ，そヽ
″
＞

柳柳くマ，レフ帥

〕

D-06‐ 1020 4

D-06-102J 変むFI A

D‐06‐ 1022 コ 500

D-06-1023 42 112 1 1

D-06‐ 1024 42

D‐ 06‐ 1025 42 550 友」印D 2 10 (5+5)

D-06-1026 判 1

D‐ 06‐ 1027 宏lFl B 1 3

D-06-1028 400 宏JF〕 B

D-06-1029

D-06-1030 4 4

D-06-103〕 4 3

D-06-1032 4 450 亥lFI]A

D-06-1033 亥」F1lA 3

D-06‐ 1034 61 その他 (マ ルフ
タツ)

1 7

D-06‐ 1035 2 2(1+1)

D-06-1036 亥け[|〕 B 1

D‐ 06‐ 1037 宏けに「 A 1

D-06-1038 45 刻riI G 3

D‐06‐ 1039 8

D-06‐ 1040 刻印 A 2 3(2+1)

D‐ 06-1041 刻FH A 2 7 (2+5)

D‐ 06‐ 1042

D-06-1043 1 2

D-06‐ 1044 亥lF]B

D-06-1045 2 5 (3+2)

D-06‐ 1046 朱書 T
(下 mi)

D‐06-1047 5C 1 4

D-06-1048 61 亥1に |〕 D・ D 1 2

D-06-1049 亥1に |〕 A、 亥可F〕 A(下
而)

2 11 (7+4)

亥∬印 A

その他 5

刻Fil A

D‐ 06‐ 053 91 亥UFil B 2 9 (3+6)

D-06- 充Jrll c

5{ 2 8 4)(4

D-06-1056 350 亥けr‖ F、 亥けFl B(方 |

,WIhi)

I 4

D‐06-1057

441



石材番号
法量 (cm、 k71

亥J印・刻字
朱苦・

墨習

矢穴
術 考

械 縦 控 え 重 笙 餡所数 延べ数

D-06-1058 亥lF「 C I 3

D‐ 06-1059

D‐ 06-1060 50( 亥JFll A・ D

亥はEF A

D-06 062 9〔

D‐ 06 2 8(3+5)

D-06‐ 1064 亥」にll B 2 12
(3+4)

D-06‐ 1065 I 6

D-06-1066 9( 刻印 B、 その他 (右
lAl面 )

I 5

刻印 A
D-06 7( 2

D-06- 9〕 刻印 A I 3

37 9Z

D‐ 06- 7 200

072 1 5

073 刻印 A 2 8(1 7)

450

D-06- 075 2

076 9(

D‐ 06-1079 300 刻印 A

D‐06-

D-06-1083

t17 亥1に |〕 B 1 3

D‐06- 500

D-06-2001 8〔 1 2

D‐ 06-2002 その他

D-06-2003 37 2/1tt A

D‐06-2004

350

37 刻日
'A

D‐06-2007 400 刻にEB 2 1)

D-06-2008

81 亥」印 A 4

D‐ 06-2010

D-06-2011 8〔 えUにHD
D‐06-2012 刻印 F(右側 rll)

D-06-2013 1 4

D‐ 06‐2014 40( 刻にlB

D‐ 06-2015 8( 刻FT Cか

D‐ 06-2016 癸Utt B、 刻印B(右
pllrI)

2 13
(6+7)

D‐ 06-2017 1 7

D‐ 06-2018 刻F「IC 1 3

D‐ 06-2019 11 刻FI B 1 2

D-06-2020 30(

D‐06-2021 亥Jtt A と 5

D-06-2022

D‐06-2023 刻即 B 3

D‐06‐2025

D‐06-2026 1 4

D-06‐ 2027

D-06-2028 亥1に旧A (LF五 )

D-06‐ 2020 刻印 B 1

D-06‐ 2030 刻Fll C 3

D-06‐ 2031

D‐ 06‐ 2032 刻印 A
D-06-2033 300 1 3

D‐ 06‐ 2034 2 6(3+3)

D-06-2035 その他 1 1

D‐ 06‐2036 42 刻Fl A

D‐ 06-2037 51

D-06-2038 1 2

D‐ 06-2039 1 2

D-06-2040

D‐ 06-2041 刻FI]A

D-06-2042 亥1印 A・ C 1 6

D‐ 06‐2043

D-06-2044 刻Ftt Aか

D-06-2045 宏1に
「〕A

D‐ 06‐ 2046 刻FI〕 A I 3

D‐06-2047 55 2 5(2 3)

D‐ 06‐ 2048 I 6

D‐ 06‐ 2049

石材番号
法 軍1(cm、 kご

刻印・亥」字
朱普・

罫苦

矢 穴
備 考

横 縦 控 え 重 景 箇所救

D-06-2050 300 刻印 A 1

D-06‐ 2051 400 1 2

D-06-2052 宏1に |〕 B

D-06-2053 刻Ftt A

D-06-2054 刻印 D

D-06-2055 400 均

D‐06-2056 刻Ftt A

D‐06-2057 4

D-06-2058 2

D‐06-2059 亥1に ll A 2

D‐06‐ 2060

D-06-2061 刻FH A

D‐06‐ 2062 400

D-06‐ 2063 4

D-06‐ 2064 刻印 C

D-06‐ 2065 3 12(7+4■ 1)

D-06-2066 57 刻に|〕 c 1 1

D-06-2067 300 刻E口 A 3 9 (4+2+3)

3

その他

D‐ 06-2070 亥lFtt A

D-06-2071 刻FIB 2 10 (7+3)

D‐ 06-2072 亥uF口 A

D‐ 06-2073

D-06-2074

D‐ 06‐ 2075

D-06-2076 刻に|〕 A 1 3

D-06‐ 2077 1 5

D-06‐ 2078 1 4

D-06-2079 113

D-06‐ 2080 刻FIAか

D-06-2081 51 7 刻FII C 5

D-06-2082 32 〕 3

D-06-2083

D‐06-2084

D‐06-2085 I 5

D-06-2086 I

D‐06‐ 2087 51 73 I ノミ而
lJm]:

D‐06‐ 2038 50

D-07-1001 刻印 A

D-07‐ 1002

D-07‐ 1003

D-07‐ 1004 亥Jtt A 1

D-07‐ 1005 3 (二 十2+2)

D-07-1006

D‐ 07‐ 1007 ′」FI'C 1 1

D‐ 07-1008 亥1に ,A

D-07‐ 1009 30( 打」印 Dか (右
山F怖う

D‐07‐ 1010 51 亥JFll B 2

D-07‐ 10 1 4

D-07‐ 10 2 102 6

D‐07‐ 10 3 4

D-07-10 4 400 刻r「〕A

D-07‐ 10 亥lFp A

D-07-1016 刻印 E(上 面) 1

D-07-1017 2 9

D-07-1018

D‐07-1019 亥」Fl A、 刻 Fi
Aか (右側 rr)

6

D‐07‐ 1020 刻印 E 1 1

D‐07-1021 40 3 10(3+4+3)

D-07‐ 1022

D-07‐ 1023 判 刻Fil Aか

D-07-1024

D-07-1025

D‐ 07-1026 400 その他 (L) 1 7

D-07-1027

D‐ 07-1028 400 亥UF「〕A 1 2

D-07-1029 300

一♭、車側

他
他
形

の
の
た
＞

そ
そ
似
面

1 4

D‐ 07‐ 1030 103 夕lFp A 5

D-07-1031

D-07-1032 2 6 (3+3)

D-07-1033 亥」FIA

D-07-1034 そのイと
D‐07‐ 1035 5i 刻月IBか ,そ

の他 (U字形 )

1 4

D‐07-1036

D-07‐ 1037 115

D‐07‐ 1038

D-07-1039 115442



石材番号
法 星 (cm、 k自)

亥1印・刻字
朱書・

墨書

矢 穴
備考

積 縦 控 え 重量 箇所数 延べ数

D-07-1040 51 2 3 (3+5)

D‐ 07-1041 刻Fi〕 B 1 ユ

D‐ 07‐ 1042

D-07-1043 5( 109 1 3

D-07-1044 3 17 (7+7+3)

D-07-1045

D-07-1046 4 刻F‖ Aか

D-07-1047 1 2

D-07-1048 4( 400 亥JFll B

D-07-1049 その他 (刻 印
Cの中に。)(左
側面)

D-07‐ 1050

D-07‐ 1051 刻E「 C

D-07-1052 刻Fp Aか 1 1

D-07‐ 1053 111 え」印A 8 (6+2)

D‐ 07‐ 1054 その他 (T字
型 )

I

D-07 055 亥」印 D

D-07 刻Ett D

I 2

D-07 058 友じR]B

111 亥JFΠ Aか

2 (4+2)

D‐07-1061 その他 (L) I

2 11 (8+3)

刻印 A

D‐07-1066 亥」Ett C

068

D-07-1070 11 そのイ也 (亥可Eロ

)の中に つ
1 4

D-07-1071

D‐ 07‐ 1072 2 5 (2+3)

D-07-1073 41

D-07-1074 刻F口 A 2 7(5+2)

D-07-1075 刻Fll A

D‐ 07-1076 1 7

D‐ 07‐ 1077 40(

D-07-1078 刻印 A 2 4 (2 2)

D‐ 07-1079 刻印 A 1 2

D-07-1080 4 2 珀 (1 3)

D-07-1081 1 4

D-07-1082 亥UFll B

D-07-1083 1 1

D-07‐ 1084

D-07-1085 刻印 D(右側
面 )

D-07-1086

D-07-2001 110 950 亥」Ett Cか

D-07-2002 5〔 500 刻印 C 2 8 (3+5)

D‐07-2003 刻EII B 1 3

D‐ 07-2004 亥Jtt D

D-07-2005 450 刻 Ell B・ F

D-07-2006 550 亥」Ftt B、 亥」F口

A(上 面 )

1 1

D-07-2007 4 550 刻印 Cか 7

D-07-2008 550 1

D‐07‐ 2009

D-07-2010 1 2

D-07-2011 1 4

D-07-2012 5( 7 450 宏」FΠ B

D-07-2013 刻印 C 2 10 (6+4)

D-07-2014 2 7(1+6)

D-07-2015 8

D‐ 07‐ 2016 夕」F口 A

D-07-2017 1 2

D-07-2018 114 えじ印A 1 J

D-07-2019 2 8 (4+4)

D-07-2020

D-07-2021 600

D‐07-2022 4 亥」印 A

D‐ 07-2023 亥」Fll B

D‐ 07-202コ 1 4

D-07-2025 1 2

D-07-2026

D-07-2027

D-07-2023 41 刻 F口 A

D‐07‐ 2029

D‐07-2030 4 1 1

石材番号
法量 (cm、 k質)

亥J日 1・ 刻字
朱書・

墨書

矢 穴
備 考

欄 縦 挫 え 竜量 箇所数 延べ独

D‐07‐ 2031 5

D-07-2032 刻F口 B

D-07-2033

D-07-2034

D-07-2035 102 刻に+lB 2

D-07-2036 亥1に日B 3

D‐07‐ 2037 3

D-07-2038 刻印 A

D-07-2039 4

D-07-2040 判 亥Jtt E(下 面 ) 朱書 V
(背 面)

D-07-2041 4 亥」F口 B 1 2

D-07-2042 1

D‐07‐ 2043 4 亥」Ell B

D‐07-2044 3 3(1 1 1)

D‐07-2045 4 45C 安」印 A I 4

D-07-2046 1 4

D-07-2047 4 刻Fp A、 刻印 A(上
面)

3 10(5+4■ 1)

D-07-2048 4

D‐ 07-2049 9〔 刻印A 2 12 (5+7)

D‐ 07‐ 2050 51 亥JEtt A

D-07-2051 刻Ftt A 1

D‐ 07-2052 刻E口 A 3

D-07-2053 2

D-07-2054 亥Uに口D 2

D-07-2055 刻Fll C

D-07-2056

D‐07‐ 2057 え」印C、刻日IC(右
剛fヽ

1 2

D‐07‐ 2058 11 刻印 B 2 4 (1 3)

D-07-2059 えlE「 C 1

D-07-2060 40( 刻印 A

D-07-2061 2 lJ (7 7)

D-07-2062 刻F「 B 1 5

D-07-2063 3C 50(

D-07-2064 えUF口 B

D-07-2065 亥可Fi]A

D‐07-2066 4 107 刻印 A 3

D-07-2067 1

D-07-2068 刻印 A 5

D-07-2069 え1に日A

D-07-2070

D-07-2071 111 刻印 D 1 3

D-07-2072

D‐07-2073

D-07-2074 亥JF口 C 1 1

D‐07‐ 2075 1 3

D‐07‐ 2076 4【 刻 F口 C、 刻印 C
か (背面 )

D-07-2077

D-07-2078 4 I 2

D-07-2079

D-07-2080 刻印 A

D-07‐2081 , 1

D-07-2082 刻印 D

D-07-2083 〕

D-07-2084 朱 HE F

(下 面 )

1

D-07-2085 刻E「 A

D‐ 07‐ 2086

D-07-2087 コ その他 (T字型)

D‐ 07-2088

D-08-1001 亥lF口 D 1

D‐ 08-1002 112

D-03-1003 刻印 A 2 (4+3)

D-08-1004 その他 (□状 ) 1 1

D-08-1005 117 3 11(4+6■ 1)

D-08-1006 帥

叫

，

Ｅ
Ｅ

々

印

印
半

刻
刻

面

2 (1+8)

D-08-1007 劣Jtt A 5

D-08-1008 11 刻印 E(左側面 )

D‐08‐ 1009 124 500 2 3(2+1)

D-08-1010 121 刻字「十日」 (下
41)

D-08-1011 117 400 6

D‐ 08‐ 1012 11 亥1印 A

D-08-1013 刻 Fil C、 亥1に口C(上
面背面半々)

3 4(1+2+1)

D-03-1014 400

D-08-1015 刻向〕A 1 1

D-08-1016 その他 (一 ) 1 2

D-08-1017 11 刻F口 D・ Dか

D-03-1018 亥1に lA I 2

443



石材番号
法量 (cm、 k司

亥」F日 。亥じ
′
ユ 朱書・

墨書

矢 穴
備 考

横 縦 控 え 蒐 見 箇所数 延べ数

D‐ 08-1019 5を

D‐ 08-1020 刻EW A 1 5

D-08-1021 亥」印 A

D‐ 08-1022 その他

D-08-1023 刻印 A

D-08-1024 刻Ett D

D‐ 08‐ 1025 刻印 Dか 2

D-08‐ 1026 1 2

D-08‐ 1027 1

D-08-1028 亥」にIJ A

D-08‐ 1029 その他 (ノ の
字西り

2 (4 2)

D-08‐ 1030 紺
卿
耐

D-08-1031 変」E口 B 1 4

D‐08-1032 6 111 刻F口 B 2 4 (2

D‐08-1033 5 1 4

D-08-1034 2

D‐08-1035 3【 夕JFtt D

D‐08-1036 刻F口 A 1 2

D‐08-

亥uFtt Aか 1 5

3 (5+I+1)

9( 亥uF口 B

宏uF口 D

その他 (L)

D-08- 11 2 (6+3)

宏uFtt A

046 刻F】 F 1 1

51

D-08-1049 その他 (マ ル
フタツ)

1 3

刻EICに B

D-08‐ 052

D-08-1053 その他 (亥じ印
Cの中に ,)

055 笈1に ll B 1 3

姐印 C

058 亥」白〕Dか 3 (4+2+1)

1

1

4 〕 1

11 〕 1

D‐08 065 500 亥」EI B 1

117 刻FP A

97 その他 (L)

D‐08

D‐08-1069 刻Ett B J 3

D‐08-1070 女」FΠ Aか , 5

D‐08-1071 7] 亥」印 A、 亥」印
A(左側面)

D‐08-1072 亥JFll A

D-08-1073 I

D‐08-1074 I 6

D-08-1075 亥UFtt D

D‐08‐ 1076 刻印 A I 1

D-08-1077 4

D-08‐ 1078

D-08-1079 5を 刻Fll B、 刻印
Aか (上 面)

1 1

D-08-1080 刻FP A

D-08-1081 1 1

D-08-1082 30C

D-08-1083 5( 1 J

D-08-1084

D-08-1085 40C 1 2

D‐ 08-2001 3( ///1tt B・ 亥」字
「六J(右側面)

2 7 4)

D‐ 08-2002 刻印 A

D-08-2003

400 刻印 A 1 1

D-08-2005 6〔 1 2

D-08‐ 2006

D-08‐ 2007 5 14
(6+3+2+1+2)

D‐ 08‐ 2008 えJFIJ B

石材番号
法量 (cm、 ka

亥J印・刻字
朱苦・

塁書

矢 穴
備考

llH 縦 控 え 至 見 筒所数 延べ数

D‐08‐ 2009 37 亥1印 D 1 1

D-08-2010 40 宏lFtt A

D-08‐ 2011 42 亥∬字 十六 十(ド面 ) 2 8 (3+5)

D-08‐ 2012 47 の
＞

そ
両

(L) ( 1 4

D-08‐ 20 刻EII B

D-08‐20 判 判 亥JF口 A 1

D-08‐ 2015 47 刻印 B 3 5(3+1+1)

D‐ 08‐20 コ

D-08-20 4 刻印 E(L面 ) I 1

D‐08-20 4 11

D‐08‐20

D-08-2020 p/1日 lA 2 4 (2■2)

D‐08‐2021 1 2

D‐08-2022 4

D-08-2023 44 600 2 2(1+1)
D‐08-2024 安UFll Dか

D-08-2025 5 600 刻E「 A(た1lu面 ) 1 3

D-08-2026 刻F「 D 1 1

D-08-2027 6

D‐08-2028

D-08-2029 t 2

D-03‐ 2030

D-08-2031 2 6 (4+2)

D-08‐ 2032 117 600 刻印 A
D-08‐ 2033 500 刻印 A 2

D-08‐ 2034 亥Utt G 1 5

D‐08‐2035 400 刻Fil A 2 9(7+2)
D-08-2036 2 11 (6+5)

4〔 刻EI」 Aか 2 6 (2+4)

D‐08-2038 卯!印 B・ 刻字「六 J
r卜 Pi、

D‐08-2039 5( 600 2 14(9+5)

D‐08-2040 刻字「十六」 (下
面 )

D-08-2041 4 1 4

D-08-2042 2 3(2+1)
D-08-2043 100

D-08‐ 2044

D-08-2045 1 2

D-08‐ 2046 6t 刻に「〕A

D-08‐ 2047 その他 2 4(1+3)
D-08-2048 刻E口 A 2 (3+4)

D‐ 08-2049 5(

D-08-2050

D‐ 08‐2051 えJtt A

D-08-2052 4

D‐ 08-2053 〕 3

D-03-2054

D-08-2055

D-08‐2056 11

D-08-2057 刻印 D
D-08‐ 2058 別印 C・ C 1

D‐ 08-2059 11 刻印 B 3 (5+3+1

D‐08‐ 2060

D‐08-2061 11 亥uF1l C
D‐08-2062 40( その他 (L)
D‐08-2063 52 1 3

D-08-2064 ′IEJ A

D‐08-2065

D-08-2066

D-03‐ 2067 50( 刻にll Dか
D-08-2068 5

D-08‐ 2069 刻Ftt B 2 8

D-08‐ 2070 31

D-08-2071 113 ノミ面
加工

D‐08-2072 102 2

D‐08-2073 刻印 C

D-08-2074 2 5 (3+2)

D-08‐ 2075 判 亥」Fl A

D-08-2076 1 I

D-08‐ 2077 刻印 Aか

D-08-2078

D-08‐ 2079 4 40G JEI]C

43 1 2

D‐08-208] 142

D‐08-2082 300

D-08-2083 1 4

D‐08-2084 1 5

D-09-1001 1

D-09‐ 1002 2 (1

D-09-1003 4 面ミ
エ

ノ
加

444



石材番号
法量 (cm、 ka

亥1印・亥J字 朱 Fi 墨苦
矢 穴

備 考
横 縦 控 え 蓮 呈 箇所数 延べ数

D-09-1004 400

D-09-1005

D‐09‐ 1006 500 亥lF口 A 4

D-09 ケ1と日D

81 2 5 (3+2)

D-09- 139

133 1 2

01 122

D-09-

4 1 1

300 亥1に ]C

4 3 11(6キ 2+3)

4 刻F口 Cか 2 3(2+1)

5〔 500

2 10 (8+2)

D-09‐ 020 刻FΠ A

D-09- 1

022

023 瑠

刻印 D 1 3

3 10(3+5+2)

026 刻Ett Aか

D-09

0 刻E口 B 1 4

」́印A 1 2

1

刻E「 C

D‐ 09 032
1 3

D-09-

D-09-1035 1 4

D-09-1036

D-09-1037 亥UFil c

D-09-1038

D-09-1039 500 刻印 Aか 朱書 不明
(左側面 )

D-09-1040 70 えJtt B 1 瑠

D‐09‐ 1041 400 突1印 D

D-09-1042 40C 1 2

D‐09‐ 1043 12 1 コ

D-09-104コ 11

D-09-1045 2 4 (2+2)

D-09-1046
各烹」

かく下

D-09 亥lEtt A

11

亥JE「 A・ Aカ

D-09 刻印 A 2 9 (3+6)

友じ印 A 1

055 I 5

D-09 4

057 1 1

刻印 A 1

P/1tt C 1

4

4

4 400

400 刻印 C

亥lFtt A 2 10 (8+2)

D‐09‐

D-09‐

D‐09-1069 その他 (六
角形 )

1 5

1 5

1 2

3 10(2+5+3)

D‐09 2

D-09 1

D‐09 1 5

D-09 宏lE口 C 2 5 (2+3)

D-09-1078 朱書 P(上
面)

115 500 1 3

D-09 080 2 4 (2+2)

D-09 5〔 倶亥∬

1000 2 10 (5+5)

石材番号
法量 (cm、 k宜〕

刻印・刻
′

=
朱苦・竪

書

矢穴
備考

槙 縦 控 え 重 見 箇所数 延べ数

D-09-1083 亥‖印 A 1 I

D‐09-1084 113

D‐09-2001 75 えJtt A 1 2

D-09-2002 11

D‐09-2003 2 7 (3+4)

D‐ 09-2004 3 1

D‐09-2005 1 1

D‐09-2006

D-09-2007 刻印 C(た側面 ;

D-09‐2009 その他 (半円
形)

D‐ 09-2010

D-09-20 11

D-09‐20 124

D-09‐20 5C 1 1

D-09‐20 1 1

D-09‐20 5 135 刻印 A
D-09-2016

］］”『Ｅ‐打Ｂ．Ｂ．Ｂく右飾
D-09‐2017 2 7 (1+6)

D-09‐2018 11 亥」印 A
D-09‐2019 刻印 A
D-09‐2020 刻印 D 2 (4+5)

D-09-2021

D-09‐2022

D-09-2023 11 そのイ也 (T字
II)

1

D-09-2024

D-09‐2025 127 亥1印 A
D-09‐2026 亥JE「 A 3 5(2+1+2)

D-09‐2027 30( 刻印 C、 刻印 C
(下 面)

D-09‐2028 119 宏UF口 c

D-09‐2029 50( 1 1

D-09‐2030 30(

D-09‐2031 30(

D-09-2032 60( その他 (弾丸
型)

4
3+1+3+2)

D-09-2033 刻印 A 1

D-09‐2034 刻印 A

D-09-2035 1 4

1

D-09‐2037 124

D-09‐2038 そのイと く×・B
小さな C3つ 。

Bの組み合わ
せ)(た側面)

D-09‐2039 亥」Ftt A

D-09-2040 刻印 A
D-09‐2041 1 7

D-09-2042

D-09‐2043 亥」印 B

D-09-2044 刻E「 A
D-09-2045 1 3

D-09-2046 2

D-09‐2047

D-09-2048 40C I 1

50( 猪CFΠ B 1 2

D-09-2050 え」Ftt D

D-09-2051 41 刻FI〕 A
D-09-2052 30〔 亥」EI〕 A I 1

D-09-2053

D-09-2054 朱書 Eか
(下面 )

I 4

3 6 (3+2+1)

」々FΠ B

D‐ 09-2057 111 1

D-09-2058

D‐ 09-2059 ノミ
面加
工

D‐09-2060

D‐ 09-2061 50( 2 3(2+1)

1 2

D‐09-2063 2 5

D-09-2064 41 127

D‐ 09‐2065 佐」Ftt C 1 1

D-09-2066 朱苦 Lか
(下面)

D-09-3001

D‐09‐3002 125 打Jrfl A

D-09-3003 115 友BFΠ D I 2

D‐09‐3004 打け字「二J(右
FII訂市う

1
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石材番号
法量 (cm、 ka

刻印・ 刻字
朱書・

墨書

欠穴
備 考

横 縦 控 え 重量 箇所数 延べ数

D-09-3005 4 その他 (マルフタ
ツ)

1 4

D‐ 09-3006 亥」EIC

D-09-3007 6( 刻印 A 3

D‐ 09‐3008 6【 50 11 60( 2 4+4)

D-09‐ 3009 刻印 D 1 2

D-09-30 0 4 1

1

D-09-30 亥J字 「三二」

D‐09-30 1 3

5 刻E「 B

D-09‐ 3016 刻Ett B 4 (1+2+1)

D-09‐ 3017 刻E口 A 1 I

D-09-3018

D-09‐ 3019 2 11 (8+3)

D-09-3020

D-09-3021 1 5

D‐09-3022 1 2

D-09-3023 刻印 Aか 2 3(2+1)

D‐ 09-3024 亥」F口 c 2

D-09‐3025 亥」Ftt Cか

D-09‐ 3026 刻FI C

D-09‐ 3027 刻E「 A 2 7 (3+4)

D-09‐ 3028

D-09-3029 0 その他

4 1 3

D-09-3031

D‐09-3032 亥UFtt C

D-09‐3033 寃Jtt Aか 1 1

D‐09-3034

D-09‐3035 そJ「 fI A

D-09‐3036 117 刻印 A 5

D-09‐3037 4 6

D-09‐3038 えJ「 lA 5

D-09-3039 ′‖FI B 5

D-09-3040 亥Jtt Aか

D-09-3041

D-09-3042

D-09-3043 4 刻Ell A

D-09-3044 2 50( 1 2

D‐ 09-3045 打」Ett Aか 2 7 (3+4)

D-09-3046 | 6

D-09-3047 1 1

D-09-3048 ア」印C(下面) 2 6 (2+4)

D-09-3049 その他 I 2

D-09‐3050 4 宏JF口 C

D-09-3051

D-09‐3052 11 亥JFiJ C 3

D-09-3053

D-09‐3054 117 2 4(1+3)

D-09‐3055 えUFΠ B

D-09‐3056 1 6

D-09‐ 3057 刻E「 B

D-09-3058 2 4(1+3)
D-09‐ 3059 I 6

D-09-3060 刻印 A
D-09‐ 3061

D-09-3062 刻印 A I 2

2 11 (4+7)

D-09-3064

D‐09-3065 刻印 A I 2

D-09-3066 50( 刻印 B I 2

D-09-3067 51 刻印 A 1 2

40( 刻E「 B

30( 知!印 A 2 3 (2

D‐09-3070 40( その他 (T字型 ) 2 2(1+1,

D-09-3071 3 10(5+3+2)

1 2

D‐ 09-3073

D‐09-3074

D-09-3075 51

57

D‐09-3077 刻印 A 2 7 (4+3)

刻印 A 2 3 1)

101

111

D‐09-3081

D-09-3082 2 7 (3+4)

刻字「三 十 1 4

136 その他(ノ の字型)

1 1

D‐ 10-1001 72 1 2

石材番号
法量 (cm、 ka

刻 印 ・ 刻 字
妹書・墨 矢穴

備考
横 縦 控 え 重握 筒所数 延べ数

D-10-1002 111

D‐ 10-1003

D-10-1004 90C

D‐ 10-1005

D‐ 10-1006 1 I

D‐ 10-1007

D‐ 10-1008

D‐ 10-1009

D-10-1010 700 ノミ面加工

D‐ 10‐ 1011 1300

D-10-1012

D■ 0- 700

D10
D10 2 2(1+1)

D-10‐ 47 笏Jtt A 1 I

D10 変JFΠ B

D-10- 1 2

D 0‐ 020 47 刻印 A 2 3(2+1)

D 0‐ 11

D 0‐

D― 0‐ 11

D― 0- 舛JEI]A

D-10‐ 025

D10
D― 0‐

D 0‐ 亥JE「 A
D― 0‐ 8〔 亥」に口c

D― 0‐

D― 0‐ 700 宏」Ffl B 1 3

D― 0- 亥」Ell A

D― 0‐ 1 2

D― 0- 刻印 E 1 I

D― 0‐ 刻印 B

D― 0‐ 117

D― 0‐ 刻Fn A 1 3

D‐ 0‐ 038 1

D― 0-

D― 0‐ I 2

D― 0‐ 60C

D― 0‐ 11 2

D― 0‐ 80C

D■ 0- 刻 EΠ A 1 2

D■ 0‐ 1 3

D10 2 】(3+3)

D-10‐ 1000 刻Ett B

D■ 0‐ 048 刻F口 A

D■ 0‐

D■ 0‐ 51 800 刻印 C

D■ 0- 1 3

D-10‐ 1052 宏9F口 C 朱潜 Gか
(背 面 )

3 〕(2+5+2)

D-10‐ 1053 4 11 刻印 A 1 2

D-10-1054 700

D-10‐ 1055 1 3

D-10-1056

D‐ 10-1057 800 2 5(1+4)

D-10-1058 刻印 A 1

D‐ 10-1059 800

D-10-1060 1 2

D‐ 10-1061

D‐ 10-1062 刻E「 A 1 3

D-10-1063 刻に「lA 朱書 B
(左側面 )

D‐ 10-1064 1 5

D‐ 10‐ 1065

D-10-1066 49 亥」印 A
D‐ 10‐ 1067 112 90(

D-10-1068 70( 1 2

D‐ 10‐ 1069 4 その他 (L)

D-10-1070 刻F口 c

D 0‐ 107

D― 0-107 判 えUtt B

D― 0‐ 107 80( 2 5 (3+2)

D― 0‐ 1074

D― 0-1075

D― 0‐ 1076 1 1

D― 0-1077 判 刻印 A
D-10‐ 1078 4 1000 1 2

D― 0-1079 コ 亥1印 D 1 2 線刻

D― 0-1080 4 500 2 9 (5 4)

D― 0-108 4 1 1

D 1000 2 5(2+3)

D― 0-2002 4
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石材番号
法 監 (cm、 k宮)

刻印・亥」字 朱書・墨書
矢穴 備考

横 縦 控え 重量 哲所郵 延べ数

D-10-2003 刻印 A

D‐ 10-2004 800 刻F口 B・ Cか 3

D-10-2005 800 刻 E口 Aか

D-10-2006 2 5 (1+4)

D-10-2007 57

D-10‐ 2008 4(1+3)

D-10-2009 700 刻FiJ A I 2

D‐ 10-2010 友」E「IB

D-10‐ 2011 70( 1 2

D-10-20 刻Fll Dか

D‐ 0-20 3

D― 0-20 4 5J 1 3

0-20 5 51

D‐ 0-2016 11 2 10(8キ 21

D 0-2017 刻印 A 1

D-10‐ 201 その他 (一 )

D 0-2019

D 0-2020 刻Ett A 1 3

D-10‐ 2021 1 5

D-10-2022 114 700 夕lEII C

D‐ 10-2023 800

D-10-2024 刻Fp c

D-10-2025 300 刻L1lB

D-10-2026 亥lE「 E 1 3

D― 0-2027 刻印 A

D‐ 0‐ 2028 2 (1+2)

D‐ 0-2029

D‐ 10-2030 600 1 1

D‐ 10‐ 2031 2 10 (5+5)

D-10-2032 4 112 朱詩 E(下面 )

D‐ 10-2033 11

D-10-2034

D-10-2035 亥JttI D

D-10-2036 均

D-10-2037 刻 F口 D

D‐ 10‐ 2038 1 2

D-10-2039 宏」印A 1 4

D-10-2040

D‐ 10-2041 4 その他

D‐ 10-2042 4 1 2

D-10-2043 6(

D-10-2044

D‐ 10‐ 204〔 50( 2 10(4+6)

D-10-2046 刻印 D 1 2

D-10-2047 I 1

D‐ 10‐ 2048 刻印 A

D-10-2049 J 1

D-10-2050 500

D-10-2051 111

D‐ 10‐ 2052

D-10-2053 500

D-10-2054 亥1にwB 1 4

D-10-2055 1 1

D‐ 10‐ 2056 亥JFI]C 1 3

D-10-2057 400

D-10-2058 4 108 60(

D‐ 10‐ 2069

D-10-2060 5

D‐ 10-2061 500 1

D-10-2062 1 t

D‐ 10‐ 2063 笏JFI〕 B

D-10‐ 2064

D-10-2065 113 1 7

D-10-2066 刻EF B

D‐ 10‐ 2067 2 (4+2)

D-10-2068 刻Ell A 1 2

D-10-2069 600

D-10‐ 207(

D‐ 10-2071 アJFll B 1 7

D-10-2072 5〔 ア1印 D

D-10-2073

D‐ 10‐ 2074 2 3(1+2)

D-10‐ 2075 60( 1 3

D-10-2076 5 亥」EI〕 A 2 4(2■ 2)

D-10-2077 11 1 1

D‐ 10‐ 2078

D‐ 10‐ 2079 π」F「〕A

D-10-2080

D-10-2081

D-10-2082 800 I 3

D‐ 11‐ 1001 51

D-11-1002 刻Ftt C 〕 |

石材番号
法 量 (cm、 kゴ

刻印・夕1字 朱書・墨普
矢穴

備 考
祇 縦 控 え 重 量 箇所数 延べ数

D‐ 11-1003 刻 EI〕 C、 刻印 C
(右側面)

D-11-1004 2 5(2+3)

D-11‐ 1005 500

D-11-1006 500

D-11-1007

D-11-1008

D-11-1009 I I

D‐ 11-1010 8を 1 2

D‐ 11-1011 51

D-11-1012 500

D‐ 11‐ 1013 500 亥1印 A、 亥」印 A
(下 面 )

2 (5+1)

D‐ 11‐ 1014 122 刻Ett A 1 5

D-11-1015

D-11-1016 112 40C 刻E口 A 来書 F(左
E〕 而う

3 7(1+4+2)

101 刻 E口 C

4

Dl

Dl

1022 1

“4

1024 瑠 50( 亥1ビ ll B

57 弯

D-1 1026 47 30〔

1027

D-1 1028 |

D-1 1029 3

D-1 1030 117 刻Ett A 3

D■ 1031 3

D■ 1032 114 亥Jtt Aか 2 2 (1 1)

Dl 103

D‐ 1034 1 1

D‐ 1035

D 1036

1037 5(

D 1038 2 3(2+1)

D-11-1039

1040 2 (14

4

113

1043 125 500 I 5

1045

1 1

D-11-1048 1 1

1049

1050

D‐ 1052 4 114 500

D‐ 1053 t2

D‐ 11‐ 1054 700 2(1+1,

D 1055 亥」印 A

D 1056

D 1057 1 6

D 1058 130 吹1印 A

D 亥lFF A

D‐ 11‐ 1060 朱書 E(左
側面)

1 4

D

D―

D― 亥JEH C

D― 宏lFll A 2 7 (2+5)

D‐ 11-1065 6( 51 105 2 11 (9+2)

D 1066

D― 4

D― 1068 2 3(1+2,

D― 1069 1 1 8

D‐ 1070 1

D‐ 5( 60(

D‐ 57

D‐ 107 刻印 D

D‐ 11-1074 刻印 A 1 5

D

D 1076 61

D 1 3

5C 400

51 500
-200 1300
-2002 亥」印 A 2 1)3
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石材番 号
法呈 (cm、 kg)

亥1印・刻字 朱き・ 71・せ|

欠ゲく
ll考

杖 縦 搾 え 亜 景 箇所数 延べ数

1-2003 4 亥」に|〕 A 1

D― 1-2004

1‐2005 2 3(1+2)
1‐200( 1 4

D― 1-2007 刻F,B・ B

1‐ 200〔 4 4 変lF〕 A

1‐200( 45 5

1‐201( コ

1‐201 117 1 1

D― 1-201 1 1

1‐201 102 1 2

1-201 4

D― 1-201 44 103

1‐2016 2 5 (2+3う

1-201 105 1

1-2018

2019

D-11-2020 朱苦 F・ F(左
Ol面 )

6

2022 1

亥∬F1lB

D 2025 52

D-11-2026 3 8
(二 十6+1)

D 宏」F]D

D 11 1 1

D -2029 400 1 1

D 700 刻[HB

D

D -2032 刻F口 Aか 2 2 (1 1)

D ‐203

D

D 2035 刻に|〕 B

D 2036 111

D― 2037 131 1 4

D‐ 53 亥」Fll A

D― 2039

204

2044 亥」F】 A 〕 1

)‐ 11‐ 2045 〕 ミ

エ
ノ
加

‐2046 112 500 朱 亡IK(上面)

2048
-2049 108

1 2

11-2051 5( 1 1 ノミii4

加工

D‐ 11-2052 朱洋 E(右側
而)

1 J

D-11-2053 1100

D-11‐ 2054 57

D-11-2055 刻日]A

D-11‐ 2056 80C

D-11-2057 5Z 8を 1 I

D‐ 11‐ 2058 3(1+2)
D‐ 11-2059 4 1 4

D-11‐ 2060 11 1 2

D‐ 11-2061

D-11-2062

D‐ 11-2063 11

D-11-2064

D‐ 11‐ 2065

D-11-206(

D‐ 11‐ 2067

D-11-206〔

D-11‐ 206〔 61 57 11

D‐ 11‐ 2071 80(

D‐ 11-207 1

D-11‐207 6て

D-11-2074

D-11-2075 4

D‐ 11-2076 5(

D-11‐ 2077 刻FIA
D‐ 11‐ 2078

D-11-2079 107 2 (1 4)

D-11‐ 3001 61 [

D-11-3002 4 111

石材番 号
法 rt(cm、 kg)

朱書・塁,|
矢穴

備 考
樹 縦 4え 亜 !エ 的所数 延べ数

D-11‐ 3003 90( 亥1日lA
D-11_300麹

| 3 線亥J

D‐ 11‐ 3005 宏∬F「 D
D‐ 11-3006 1 2

D-11_3007

D-11-3008 1 1

D-11-3009 47 宏けEIB

D-11‐ 3010 4 刻Fri Cに B

D-11‐3011 2 14
(11+3)

D― 1000 刻にPB
D‐ 43

D‐ 105

D‐ 117 2 (3+1)

D‐ 3016 その他 1 1

D― 112

D― 3018

D-11-3019 個数 十予1洲」位置
不明

D 5〔 104 刻印 D 2

D 111 1 〕

D 3022 102

D 6( I 2

D― 刻F口 D
D―

D-11‐ 3026 1

D‐ 11-3027 朱書「寛文J(上
而 )

D

D-11‐ 3029 2(1

D-11-3030 5( 刻Fp A 1

D

D 3032 1000

D 3033 900 2 6(3+3)

D 朱どIHか (ド lu〕

D‐ 3035 4 1 2

D-11-3036 刻印 A 1 1

D‐

朱 iヨ F(左 側 hi) 1 2

3041

D-11-3042

D― 判 112

D‐ 11-304均 47

D-11-3045

D-11-3046 側数 十計削1位 置
不明

D-11‐ 3047 41

D-11-3048

D‐ 11-3049 11 宏Jtt D
D-11-3050 llhl数 十言測位滑

不明

D-11‐ 3051 1 4

D‐ 11‐ 3052

D 1

3054 4

3055 2 120 刻FH Aか

D-11‐3056 2

D‐ 8

D■ 刻印 A 1 2

D■ 3059

D■

D■ -3061 124 90C 亥JFI〕 A

D-1 121

D‐ 11-3063 1

D■ 600 1

D‐ 11-3065

D-11‐ 3066 111 1

D ll‐ 3067 581 宏JFtt B

D-11-3068 000 ズJFI C
D‐ 11-3069 900 亥」Fll C

Dl -3070

D-11‐ 307〕 刻↓F口 A 2 (4+5)

D-11-3072 知↓白〕A 1

3073 91 刻印 A
3074 2 究lFI〕 A 1

3075 1 125

125 猪∬F,C 2 (5+1)

D-12‐ 1001 刻Fl A

D‐ 12-1002 1

D-12‐ 1003 8 刻r1lc

D‐ 12‐ 1004 751 7 7001
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そi材番号
法見 (cm、 ka 友」Fi〕・

亥」字
朱 It・ 塁普

矢 穴
Ti考

横 縦 控 え 重 量 曲所数 延べ数

D‐ 2-1005 RI数 十討双1位 置不明

D‐ 安Jtt D 佃数 十fr淑1位 圃不明

D‐ 1007 6( 個数 十計測位置不明

D―

D 4 112

D 2-1010

D 2-1011

D 5( 朱き不明 (左側面 ) M数 十計測位置不明

D-12‐ 1013 6Z

D 51

回数 十計測位置不明

700

亥lF口 B

5C

D―

2‐ 1022

D― 2‐ 1023 11 亥」F口 D 日数 十計沢1位 置不明

個数 十言卜韻1位 置不明

D― 2-1026 11 lAl数 十計測位置不明

2-1027

D‐ 2-1028 1引数 十計測位置不明

D‐ 2-1029 111

D‐ 2‐ 1030

D― 2-103〕 ′‖に〕B イほ数十fi測 位置不明

D 2-1032 ′Jtt A f・l数 十計測位置不明

D 2-1033 コ

D 2-1034 4 4 115 l ll数 +計激1位 置不明

D 2‐ 1035 110

D 2-1036 亥可FH C

D 2‐ 1037 4 111 れ数十計・lll位 習不明

D 2-1038 1 3

D 2-1039 [』数十計・lll位 ‖不ll

D― 2-1040 5( 1 4

D― 2 1041

D― 2‐ 1042

D― 2-1043 113

D― 2 121 佃数 十計淑‖位置不げ

D 2 111

D 2-1046

D 2‐ 1047 5Z 個数 十言韻1位 置不げ

D 2‐ 1048

D 2‐ 1049 57 ILh数 十討測位滑不 l1/

D 2-1050 亥」印 A 佃数 十滸1測 位置不け

D‐ 2-1051 51

D― 2-1052 7( 1 3

D‐ 2-1053

D― 2-1054 5〔

D‐ 2‐ 1055 5C

D― 2-1056 亥1に|]A

D‐ 2‐ 1057 107

D‐ 2-1058 5( 400 1引 数 十計測位置不げ

D 2-1059 9均 1回 数 十言測位凹不り]

D 2-1060 102 1』 数十〒li則イ立裔不明

D 2-1061 5( 1 1

D 2‐ 1062 400 宏」Fll A

D 12-1063

D 2‐ 106コ 炎1印 D

D-12-1065 ¶刊褒文十計十淑‖
位置不明

D 2-1066 2 3(1+2)

2-1067

2-1068 コ 400 2 3(1+2)

朱 占 Fか (ド �D

D― 2-1070 2

2

2-107

2-107 ′ばに1l C

D― 2-1074 1 2

D-12-1075 4 8
(3+1+2+2)

D-12‐ 2001 4 11 ｌ

Ｅ

2‐2002 亥lF口 A

2-2003 7( 250

2-2004 117 1 7

D‐ 2-2005 1 3

2-2006 1 3

D‐ 2‐ 2007 3 10(3+4+3)

石材番号
法 量 (cm、

刻印・刻字
朱「 |・

塁洋

失穴
備 考

積 縦 控 え 重 見 御所数 延べ数

D― 2‐2008 51

D‐ 2009 5

D‐ 2-2010

D―

D 2 安」Fll B・ B 1 2

D 3 1 4

D 4 11 1 I

D 11

D 6 6【 11 刻Ftt B 5

D 7

D 2‐20 8

D 2-20 9

D 2-2020 4

D 2-2021 40〔 刻F〕 A

D 2-2022

D 2-2023 亥けFⅣ A

D 2-2024 52

D 2-2025 4 1 3

D

D― 2-2027 4 亥」印 A
D 2‐2028 115 2

D― 2‐2029

D― 2-2030 1 3

D― 2‐2031 コ

D― 2-2032 11:

D 2-203 122 亥lrll c

D― 2-2034 rD0

D 2-2035 判 刻Fp D

D 2-2036 101 1 1

D 2-2037 I 5

D 2‐2038 47

D 2-2039 4 亥」Ftt C

D 2‐2040 1 2

D 2‐2041 43

D 2-2042 刻E「 A

D 2‐2043 107

D 2-2044 60(

D― 2-2045 122 刻FJ A 1 4

D― 2-2046 101

D‐ 2-204 125 刻にFCoC 3 15 (4+6+5)

D‐ 2-2048 2 (23 1う

D‐ 2-2049 6

D‐ 2-2050 101

D― 2-205 122 劣Jtt A 1 2

D‐ 2-2052 πlF]A 1 3

D― 2‐205

D‐ 2‐2054 47 114 2 2(1 1)

D‐ 12‐ 2055 2 14 (5+9)

D-12-2056 1と 2 2 11 7)

D-12-2057 刻F口 Cか 1

D― 2-2058

D 2-2059 2 ノミ面力H工

D 2-2060 2

D 2-206 3

D 2-2062 2

D 2-2063 刻印 D
D 2-2064 57 500 刻FfA 1 7

D‐ 12-2065 宏」印 Aか

D 2‐2066 111 亥JFtt A

D 2‐ 2067 500

D 2-2068 刻Fp Aか 2 6(1+5)

D 2‐2069 判 114 I

D 2‐2070

D 2-207 500 1 2

D 12-2072 1 3

D-12-2073 5 1 3

D 2-2074

2-2075 11

2-2076

2-207 78 11

D-12-2078 11 3

3- 7C 111 800 1 1

3- 002 刻白IA

3- 74 1 2

3- 77 宏けrI B

3

3‐ 1006 5( 1 I

3-1007 11 1 2

D― 3‐ 1008 500 2 3(2+1,

3-1009 51 11
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石材番号
法量 (cm、 k宣 )

刻印・刻
′7 朱書・墨書

矢穴
備 考

横 縦 控 え 重 量 箇所数 延べ数

D-14-1016 600 2 11 (5+6)

D 4-101 朱き A(下面 ) 〕 3

D 4‐ 1018 800

D 4-1019 50C 2 13 (4+9)

D 4-1020 刻印 A 〕

D 4-102 60( 2 4 (2+2)

D 4-1022

D 4-1023 57

D 4-1024

D 4-1025 5

D 4-1026 5を

D 4-1027 5 1 3

D 4-1028 5イ 1 4

D 4‐ 1029 5〔

D 4-1030 亥」F口 C

D 4‐ 103

D-14‐ 1032 3 ４

８十

D 4‐ 1033 5(

D 4-1034 5〔

D 4-1035 6【

D 4-1036 5( 2 7 (4+3)

D 4-1037 127 8(4
D‐ 4-1038

D― 4-1039 5( 5( 97

D‐ 4‐ 1040 1 3

D― 4-104 5(

D‐ 4-1042 5C 113 1 2

D‐ 4-104 60( 2 2 1)

D‐ 4-1044 137 えuFtt B 2 4(1+3)

D‐ 4‐ 1045 5C 115 猪JFΠ B 1 8

D― 4-1046

D‐ 4‐ 1047 102 刻印 B 1 3

4-1048 I 4

4-1049

D― 4-1050

D― 4-1051 60C 3

4-105 52 11 1 I

4-1053 11 1 2

4-105判 11

D― 4-1055 1 3

4‐ 1056 5( 1 4

D― 4‐ 1057

D― 4-1058 変urΠ Aか

4‐ 1059 1 3

4-1060 2 (3+3)

4‐ 1061

D― 4-1062 11

4‐ 1063 61

D‐ 14-1064 7( 111 2 10 (7+3)

4-1065 11

4-1066 129 2 2(1■ 1)

4-1067 亥UFtt A

4-1068 500 刻EfI A

4-1069 刻F「 D
D― 4-1070 刻Ett B 2 9(4+5)

4‐ 1071 刻 r口 A 2 7 (2 5う

4‐ 1072 600 亥Jtt A

4‐2001 4 刻印 A 4

4-2002 51 2

4‐2003 61 1

4-2004

4‐2005 112 1

3

4-2007 亥JEW A 2 6(5+1
60C 亥」Fll B

D 800

D 4-2011 53 600 刻印 A 1 4

D 4-2012 刻印 A 3 8 (6+1 1)

D-14-2013 73 1200 刻印 A 4 15
(7+6+1+1)

D 4‐ 2014 1 2

D 4‐ 2015 4

D 4-2016 1100

D 4‐2017 刻F口 A
D 4-2018

D 4-2019 刻日lA

D‐ 4-2020 11 2 7 (4+3)

D‐ 4-2021 7 800 朱ミ:V(F�E 〕 |

D‐ 4-2022 600 1 2

D‐ 4-2023 〕

石材番号
法 呈 (cm、 k郵

刻印・刻字 朱書・塁書
矢 穴

備考
llk 縦 控 え 重量 箇所数 延べ数

3-10 0

D‐ 1

D― 2

D 3-10 3 97 1 2

D‐ 4 1 2

D― 3-10 5 1 3

D 6

D 7

D 3‐ 1018 60( 刻印 A

D 3‐ 1019

D 3-1020

D-13-1021 100( 刻印 B 4 6
(2十 二十1+2)

D 3-1022

D 3-102 4 究」FΠ B 1 1

D 3-1024 45 刻印 A

D 3-1025 42

D 3-1026 1 1

D 3-1027 判 1 ]

D 3-1028 11

D 3-1029

D 3-1030 弯

D 3 4

D 3 032 刻F「 C

D 3 刻印 A 1 I

D-13-1034 亥」自IB、 そ
の他 (左側
面う

D 3‐ 035 11

D 3-

D 3 1 I

D 3 038 刻にHA
D 3 2 7 (5+2)

D 3- 61 114

D 3‐ 111

D 3‐ 5

D 3‐ 11

D 3 51 刻F「 A 2 4(1+3)
D 3 〕 I

D― 3 47 1 1

D― 3-

D 3‐

D 3‐ 7 刻F「 A 〕 2

D― 3‐ 4 刻Ell B

D― 3 7 〕 1

D 3 052

D― 3 1 1

D― 3‐ 71

D― 3‐ 055 〕

D 3- 056

D― 3‐

D-13-1058 6〔 その他 (コ
の字型)

1 1

D― 3 刻印 D
D― 3 5を 5C 刻日lA

D― 3‐ 刻印 A

D 3‐ 11 I I

D― 3-

D 3‐ 5 I 4

D 3 065 51 111 刻印 A I 1

D 3 066

D 3 11 1

D 3‐

D 3- 069 刻印 A

D 3‐ 070 朱 洋 B(上面 ) 2 2(1+1)

D 3-

D 3 07 2 5(4+1)

D 3 7]

D 4 11 1 3

D 11 2 10 (8+2)

D 4-100 2

D 4 11

D 4 6(

D 4 5C 111 刻FI〕 A

D 4 55

D 4 51 60( 1 3

D

D 0 57 51

D 4-10

D 4-10 5〔

D 4-10 5

D 4-10 4 1 6

D 4-10 5 その他 2 3 (2+1,

450



石材番号
法量 (cm、 kRl

刻印・刻字 墨書朱書
矢穴

備 考
樹 縦 控 え 頭量 箇所数 延べ数

5‐ 1032 宏lFll A F面 )不明 (朱書

5-1033 57 3

D 5‐ 1034

D 5‐ 1035 亥JF口 A

打Jtt B 2 7 (4+3)

1037 4 2 5

5-1038 2 9 (7+2)

5-1039

D 5-1040 2

D― 5-1041 1

1

別F〕 A 3

5-1044 0 亥」〔|]B

5‐ 1045 刻印 A 1 3

5-1046 51 2

D‐ 15-1047 刻印 A 4 17
(7+5+4+1)

5-1048 3

5-1049 えuFΠ D

5-1050 60( 1

5 051

亥Jtt A

5‐ 51 101 えJtt D 4

5‐ 4 90( ア1印 A 3

D― 5‐ 4

D― 5‐ 4 107 1

D‐ 5- 刻印 D 1

D‐ 4 刻Ell C 3

D― 5- 060 2 7(6+1)

D‐ 5‐ 射印 C 1 2

D‐ 5 137 朱群 不明 (下 面 ) 1 3

D‐ 5‐ 063 4 1 1

D‐ 5‐ 4

D― 51 2 7 (1+6)

D‐ 5

D‐ 5 2 (3+3)

D‐ 5‐ 5( 5修 2 3(2+1)

D‐ 5 115 えじF口 C

D‐ 5 6( 亥JE口 A 朱書 U(下面) 2 (1+5)

D‐ 5

D― 5 刻印 C 1 2

D 5 1

D 6 1

D 6 5〔 5Z 刻印 A

D 6 117 t 1

D 6 2 (2+6)

D 6 005 1 2

D 6 006 90(

D 6 刻E「 B

D 6 1 I

D 6 5〔 123 2 5 (2+3)

D 6 5〔 ( 3

D 6 2 4(2+2)

D 6 5 刻にIB 1 2

D 6 1 4

D-16‐ 1014 5i 3

D-16 5 5( 2 2(1+1

D-16 0 6 6【

D-16 7 107 2

D-16- 8 4

D-16- 9 6 1

D-16- 2 3

D‐ 16- 2 1)(12

D-16- 2 2)(46

D‐ 16- 5(

D16 67 1 2

D‐ 16- 025 2

D16 5 1 5

D‐ 16- 1

D16 刻 F口 Aか 2

D-16- 1 1 1

D16
D-16- 1 1

D‐ 16- 500

D-16-

D‐ 16-1034

D16
D-16- 036

D16 1 6

D-16- 51 117

D16 600 2 11 (5+6)

石材番号
法景 (cm、 ka

力↓印・刻字
朱ユ|・

昼書

矢穴
備 考

lfJt 縦 控 え 重 量 箇所数 延べ数

2024 4 刻[II A

D― 117 2 7)(1

D― ‐2026
‐2027 500 3 1)(5十 二

‐2028 600

2029

D― 500

D‐ 4

D― 2032 刻Ftt Aか

D‐ 2033 51

D‐ 400

D‐ 2035 127 刻FΠ A

D 2036

D 4-2037 400

D 1 2

D 刻印 A

D 2040 刻印 A

D 2041

D―

D― 2043 11

204電

2 7

2046 1

‐2047 127 え」F口 B

1

11

111

2053 5(

2054 5〔 1 2

205C 11 700

D‐ 205( 刻E「 A I 3

D‐ 2057 61 刻印 B

I 1

D -2059 変JF,A 1 2

D 4-2060 その他 1 4

D 4-2061 60( 佐」F「 Aか

D 4-2062 3 (3+2+1)

D 4‐2063 4 113

D 4‐2064 I 8

D 4‐2065 1 5

D 4-2066 亥Utt D

D― 4-2067 116 1 2

D― 4-2068 刻印 A

D― 4-2069 1 5

D― 4‐2070 1 3

D― 4-2071 138

D142072 亥」E口 C 1 個数 十計測位置
不明

D 4-2073 72 6

D 5‐ 67 127 えUFiI B 1 6

D 5‐ ア」FH A 1 3

D 5‐

D 5

D 5 刻印 A

D 5 006 57

D‐ 5 4

D― 5 4 125 夕lF口 C

D‐ 5 009 コ 60( 刻印 C 1 6

D‐ 5 7( 2 11(7+4)

D‐ 5 72 刻EΠ A

D‐ 5 4 亥UFΠ A 7

D― 5 11

D‐ 5 61 亥Utt D 2 1)(34

D― 5 61 700

D 5 7 刻印 A 4

D 5- 11 2

D 5-1018 11 刻印 C 8

D 5-1019 77 800 5

D 5-1020 7〔 4

D 5-102 500 刻ri]B 2

D 5-1022 6( 600 4

D 5‐ 1023 刻 Fi「 D 11(7+1+3)

D 5-1024 600 刻印 B

D 5‐ 1025

D― 5-1026 47 111 刻Ftt A 3

D 5-1027 2 4(3+1)

D― 5-1028 1

D― 5-1029 116

D― 5 61 600 宏Jtt A 3 6 (1+4+1)

5-103 1
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石材番号
法量 (cm、 k宮)

亥U印・刻字 朱書・墨書
欠穴

ll考
IIIt 縦 控 え 屯 氏 倒所あ 延べ数

D‐ 16‐ 1040 1 1 1

D 刻印 A 2 (6キ 2)

D■ 6- 600 1 1

D■ 6‐ 55 2 11 (6+5)

D■ 6- 2 3 (5+3)

D‐ 16‐ 51 600 I

D 500

D 047 1

D 6‐ 048 500 2 10 (2+8)

D 6- 1

D 6‐

D 6‐ 600 1 7

D 5 1

D 6‐ 6 5( 2 (2+4)

D 6‐

D-16‐ 1055 朱 き B(下
面 )

1

D 6‐ 3 (2+6+1)

D 6‐ 4 3 10(6+3+1)

D 6- 058 刻FI]C 2 12 (5+7)

D 6‐ 65 5( 2 7 (5+2)

D 6‐ 060 2 1 4

D 6- 67 刻印 A 2 3(2+1)

D 6‐ 062 5C 3 16(7+1+8)

D 6‐ 1

D 6‐ 800 刻印 A

D-16‐ 1065 102 600 刻印 E 朱辞 0(下
面 )

D 6‐ 066 1

D 6- 0 500 1 1

D 6‐ 61 2 (3+5)

D 6- 069 61

D 6‐ 070 刻印 A 2 1+3)

D-16‐ 1071 500 刻 F口 Aか 2 1+4)

D-16‐ 2001 1

D-16-2002 600 朱 ●‐E(右
側面 )

1

D-16-2003

D‐ 16‐ 2004 500 亥JFtt D 2 4 (2

D-16-2005 700 2 9

D‐ 16‐ 2006 5(

D‐ 16-2007 7C 117 刻EI A、 刻Eロ

A(背面)

1 6

D‐ 16-2008 51 2 1 3

D‐ 16-2009 1 1

D‐ 16-2010 3

D-16-2011 2 6

D‐ 16‐ 2012 71 600

D-16-2013 1 3 9 (1+5+3)

D-16-2014 137 600 刻印 B

抑帥
3 14(8+3+3)

D-16‐ 2015 刻字 「慶安五
年八月十五
日J

D-16‐ 2016 125 〕 2

D-16‐ 2017 3 その他 (コ の
字 /JI)

D― 6-2018 800 1 1

D 6‐2019 2 2 (1 1)

D I 3

D 6-202 800 3 15(5+7+3)

D 6-2022 700 2 1十二〕

D 6-2023 I 3

D 6-2024 2 (3+5)

D 6‐2025

D 6‐2026

D 6‐2027 2 (2+1)

D 6‐ 2028 2 3(2+1)

D 6‐ 2029 60( 2 5 (2+3)

D‐ 16‐ 2030 その他 (亥」印
B× )

D‐ 16-2031 2 4 (2+2)

D-16-2032 4 朱苦 不明
(ド 面)

2 5 (3+2)

D‐ 16-2033 刻にIJ A
D‐ 16-2034 50 11 刻印 A 3

D-16-2035 亥」印 D 2 11 (7 4)

D‐ 6‐ 2036 3 2 12 (8+4)

D‐ 6‐ 2037 1 5

6‐ 2038 4 亥」印 A 1 2

6‐2039 刻F,A 1 1

6-204C

D‐ 6-2041 夕lEΠ A 9

6-2042 ′Jtt A 1 6

石材番 号
法量 (cm、 k宣)

刻!印・亥1字 朱愕・堪舌
矢穴

備 考
欄 縦 Pとえ 重 量 筒所数 延べ数

D‐ 16-2043 61 113 1 3

〕‐16‐ 2044 113 500 劣JEll B

)‐ 16‐ 2045 4 朱膏 Aか
(下面 )

)-16-2046 2 8 (3+5)

)‐ 16-2047 57 刻印 A 2 12(7+5)

)-16-2048 7 4 600

)-16-2049 I

16-2050 11 刻E口 B 朱書 L(/E
側面)

1 1

D-16‐ 2051 刻F口 Aか 朱書 不明
(下 面 )

1

D-16‐ 2052 2 6 (3 3)

D‐ 16‐ 2053 6

D-16-2054 55 3 14 (2+7+5)

D‐ 16-2055

D-16-2056 11 2 9 (4+5)

D-16-2057 3 4(1+1+2)

D‐ 16-2058

D― 2 9 (4+5)

D― 6‐2060 亥lFp A

D― 6-206 刻印 A

D― 6‐2062 700 1 1

D― 6‐2063 2 9 (6+3)

D― 6‐2064 57 1 3

D 6‐2065 127

D 2

D‐ 16‐ 2067 朱書 Gく 下
面)

1 2

D 6-2068 J 2

D 6-206( 500

D 刻Ftt A 〕 5

D 6‐207 71 2 7 (3+4)

D-17-1001 71 1100 2

D-17-100迄 143 120C I 面ミ
エ

ノ
加

D-17-1004 147 刻 Ftt Aか 1

D 7-100t 113 60(

D‐ 7‐ 100( 1 1

D― 7-1007

D‐ 7‐ 100〔 刻E「 C 1

7-100f I

7‐ 101C 5Z 2 9 (二 十8)

D‐ 710 亥JEJ A

D‐ 710
710 11

7-10 4 125 刻rll A 5

710 115 3 5(3+1+1)
D― 7-10

7‐ 10 刻EP A 3 11(4+3+4)

710 2 7(1+6)

D‐ 17-1019 11 2 14 (7+7)

D‐ 17-1020 124 変∬FΠ A 11 (2+4

D-17-1021 117 1 3

D-17‐ 1022 ktt G(下
布)

1 2

D-17‐ 1023 1 2

D-17-1024

D-17-1025 2 (4 7)

D‐ 17-1026 2 15 (7+8)

D-17-1027 107 刻F口 C

D 1028 117 1

D 1029 5[ 2 4(2+2)

D 1030 112 1 2

D 1031 6( 5

D 1032 120 600

D 1033 500 1 3

D‐ 1034 131 3 9(4+3+2)

D― 1036 11 80( 1 9

D-17‐ 1036 らC 5 11
(4+3+1+1+2)

)‐ 1037 刻F「 C 2 6 (5 1)

1038 2 9 (5+4

1039 77 1000 2 5(1+4)

1040 500 1 1

1041

1042
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石材番 号
法 騒 (cm、 k宣)

亥U印・刻字
朱書・界 矢火

術 考
積 縦 控 え 重 見 簡所数 延べ数

3 (6+7

3 12 (9+1+2)

1 2

1046 5〔 122 50C 女」F1lB 2 6 (3

D-17 117 刻FH A 1 5

1048 1 2

125 2 8 5)

刻Ett A

D-17 5 1 9

D-17-1052 4(3+1)

D-17-1053 亥9F「 A 2 8 (3+5)

D-17-1054 刻印 A 2 10 (5 5)

D-17-1055 40( 朱書 Cか
(右側面 )

2

D-17-1056 3 16 (6+3+2)

D-17-1057 7

D-17-1058 2 (1+6)

D‐ 17-1059 朱潜 Gか
(下面 )

1 I

D― 1060 51 20 1 5

D― 夕」Ett C

D― 3 12 (4+4+4)

D 7 廃Jtt A

D 1

D 51 2 8 (6+2)

D 1066 5 2 3(1+2)

D 1 2

D‐

D― 2 8 (4+4)

D‐ 1070 600 2 7(2+5)

D‐ 1071 500

D‐ 8-1001 2 8(4+4)

D‐ 8-1002 5 1200 3 10 (4+3+3)

D― 8‐ 1003 37 1 2

D 8-1004 0 〕 6

D 8-1005 宏JEtt A 1 1

D-18-1006 600 べ討 A(左
則面)

D-18-1007

D-18‐ 1008

D-18-1009 900 亥lFΠ  B 5 ８

８十

D-18-1010 2 (5+1)

8-1011 71 6〕 1 2

8 1012 6こ 亥urΠ A 1

8 1

D― 8

D‐ 18‐ 1015 5〔 刻印 B、 刻
網B(左側
苛う

2 〕(2+1)

D-18-1016 61 刻FΠ B 2

D-18-1017 7( 6( 11 ノミ面
加工

8‐ 1018 1

8-1019 2 (3+2)

D‐ 8-1020 6 亥」Ett E 3

8-102

D-18-1022 面ミ
エ

ノ
加

D‐ 8-1023 127

D‐ 8-1024 100C 2 5(4+1)

D 8-1025 1 1

D 8‐ 1026 105 1 2

D 8-1027 124 2 9 (4+5)

D-18-1028 刻
側右ヽ

印
Ａ

，

刻
印
面

1 7

D 8-1029 2 3 12 (2+8+2)

D-18-1030 2 8(6+2)

D 8-103

D 8‐ 1032

D― 8-103

D‐ 18-1034

D-18-1035 亥Utt A 1 2

D― 8-1036 その他 2 7 (2+5)

D-18 1037 60( 3 14(6+5+3)
面ミ

エ
ノ
加

D‐ 18‐ 1039 4 2

D-18-1040 47 その他 (半
TI形 )

5

D 8-104

D 8-104 2 7 (5+2)

D 8-104 60C 1 3

D 8‐ 104 2 8 (5+3)

D 8‐ 104 1 4

D― 8-1055 50 25 刻印 A 2

石材番号
法 颯 (cm、 ka

亥1印・刻字 朱書・墨措
矢穴

備 考
横 縦 控 え 重 量 箇所あ 延べ数

D-18-1056 亥Jtt A 2 7 (2+5)

D-13-1057 6( 100( 刻 F口 A 5 (3+2)

D-18‐ 1058 5「 8 亥Urw A 1

D-18,1059 61 究Jtt B

D-18‐ 1060 刻印 A 2 7 (4+3)

D-18-1061 2 8 (5+3)

D‐ 18‐ 1062 51 lC 刻にlAか

D-18-1063 刻日lA 6

D-18-1064 0

D-18 えJF口 C 3 (2+1)

D-18 1 7

1 3

D-18‐ 1068 11 4 15
(3+3+7+2)

D-19‐ 1001 2 3(1■ 2)

D-19-1002 刻印 B

D‐ 19‐ 1003 面ミ
エ

ノ
加

D‐ 19‐ 700 1 3

D-19‐ 005 亥可F口 B 1 5

D-19‐ 006 刻印 A

D19 4 600 2(1 1)

D19 600 2

D19 500 2

D19 1

D■ 9 0 700

D19 2

D■ 9 3 700 亥けnl A 1 3

D19 4 1000

D19 2

D19 9 600

D-19 600 4

D19 600

5

2 5(1+4)

D-19 0

D19 022 2 11 (7

D■ 9 その他 3 II(5+4+2)

D19 刻印 A 1 2

D■ 9 〕 4

D■ 9 111 3 (1+3+2)

D-19-1027 133 800 2 8 (3+5) 面ミヽ
Ｔ

ノ
肺

D-19- 4 亥uFp A 1 2

D‐ 19 029 116

D■ 9- 030 0 600

D-19- 4 600

D-19- 2 3(1■ 2)

D-19-

D-19-1034 104 5 面ミ
エ

ノ
加

D-19-1035

D‐ 19-1036 120 1 5

D-19‐ 1037 1 I

D‐ 19‐ 1038 80( 朱許 Jか (下

面)

2 5(1+4)

D‐ 19‐ 1039 57 3 5 (3+1 1)

D-19‐ 1040 70(

D-19‐ 1041 その他 朱書 Aか く下
面)

2 5 (3+2)

D-19-1042 71 1 80( 1 2

D-19-1043 5C 1

D-19-1044 1 2

D-19-1045 51 刻印 A 3 1+5)

D-19-1046 51 51 1 60(

2 5(4+1)

D-19 刻EΠ Aか

73 2 700 舞J〔HA 1

71 刻FΠ C t 2

800 1 2

D-19-105判 刻字「六J(下
面 )

2

57 亥可印 C 1 7

D‐ 19‐

D-19‐ 1

D-19‐ 1

D19 2 ;(2+3)

D-19‐ 2 (1+4)

D19 72 1

D-19- I

D-19‐ 1063 朱評 E(7■
側而 )

D-19‐ 1064 61 800 1 4

453



石材番号
法量 (cm、 ka

亥J印・刻字
朱書・

軽書

矢穴
備 考

横 縦 控 え 菟 量 箇所数 延べ数

D-19-1065 7( 1100 朱書 A
(上面 )

3 18(9+2+7)

D‐ 19-1066 74 107 その他 (二¢
ような形 )

D‐ 9-1067 7C 2 1 3

D 9-2001 3 1000

D 9-2002 4 刻印 A 2 11 (8+3)

D 9-2003 8

D 9-2004 71 刻印 E

D 9-2005 71

D 9-2006 1100 2 8(5+3)

D 9‐ 2007 1000 刻印 A

D 9-2008 17 5

D 9‐2009 6( 5乏 6 1)

D 9‐20 0 刻 F口 E 1 7

D 1 2 2 5 (3+2

D 2 5( 1

D 1 2

D 9-20 4 2 11(5+6)

D 9‐20 5 5〔 129 亥」E「 B

D 6

D‐ 19-2017 1 3 ノミ面
加工

D 9-2018 3(1+2)

D 9-2019 5う 127 1 2

D 9-2020 5( 3 5(2■ 2+1)

D 9-2021 刻Ftt A

D 9-2022 3 17(4+7+6う

D 9-202 6【

D 9‐ 2024 2 4(3+1)

D― 9-2025 5i

D 9‐ 2026 5〔 2 5(1+4)

D― 9-2027 115 2 6(5+1)

D-19‐ 2028 61 5て 5 面ミ
エ

ノ
加

D― 9‐ 2029 5 4

D― 9‐ 2030 1 刻印 B 6

D― 9-2031 5う 1 亥」Ett A 3

D― 9‐ 2032 5〔 3

D― 9‐ 2033 2

D― 2 2 5 (3+2)

D― 9‐2035 7 1 2

D― 9-2036 1 1

D― 9‐ 2037 刻FIB 2 6 (3+3)

D― 9-2038

D― 9‐ 2039 3

D― 9-2040 4〔 刻印 A 3

D― 9-2041 57 1 切!に日B

D― 9‐ 2042

D-19-2043 5( 刻印 A 4 18
(2+9+6+1)

D― 亥JE「 A 1 5

D 9‐ 2045 1

D― 9-2046 2 7(3+4)

D 9-2047 5〔 127 2 7 (2+5)

D― 9-2048 1

D― 5

D 刻印 D
D 9-2051 6t 刻 F口 D 1

D 9‐2052 5, 14(2+4+3)

D 9-2053 2

D 9-2054 5( 110

D 9-2055 1000 3

D 刻印 C 4

D 9-2057

D 2 3(6+2)

D 9-2059 刻Ett B 1 2

D-19-2060 5〔 121 I 螺亥」、
ノミ面
〕H工

D-19‐ 2061 その他 (=車
の刻印 Dに

とび奢ク
つ

|

D 9-2062 8

D 9‐2063 11(4+5+2)

D 9-2064

D 9-2065 81

D 9-2066 128 刻E口 A

D 9-2067 3

D-20-100〕

D-20-1002 1

D‐ 20-1003 1000

D-20-1004 74 1100 1 6

D‐ 20-1005 75

D-20-1006 7 1300

石材番号
法邑 (cm、 故 ) 印

惇
刻
亥 朱書・墨書

渠穴
備 考

横 縦 挫 え 重星 箇所数 延べ数

D‐ 20‐ 1007 7 121 刻Ffl A 2 7 (2 5)

D-20-1008 71 1

D‐ 20-1009 1

D‐ 20‐ 1010 61 2 6 (4 2)

D-20-1011 121 900

D‐ 20-1012 117 1

D‐ 20‐ 1013 5〔 115

D-20-1014 9 5)

D‐ 20-1015 2 6

D-20-1016 800

D-20-1017 6〔 51 121 1 2

D-20‐ 1018 600 朱苦 Bか
く下面)

2 10 (4+6)

D-20‐ 1019

D-20-1020 2 5 3)

D-20-1021 77 1

D-20-1022 132

D-20-1023 1 1

D-20-1024 700 3 12 (3+5+4)

D-20-1025 6C 1000 刻印 B 3 6 (1+3+2)

3 6 (二十3+2)

027 900

D-20 107 700

D20 164 3 10 (2+5+3)

900 1 1

D20 刻印 A 1 5

D‐ 20‐ 1032 137 110C 2 10 (2+8)

D‐20 60C 1

D-20‐ 亥」Ftt A 2 2(1+1
035 1 3

036 1 3

D-20- 1 3

3 8(3+3+2)

039 61

2 4(3+1)

ノミ面加エ

61 11 2 11 (5+6)

D‐ 20‐ 1 2

55 3 (4+4+6)

51 3 10 (6+3■ 1)

67 1

2 7(2+5)

D-20- 1 1

D-20 51 11

57 刻印 A 1 1

052

D-20 2 8 (7 1)

D‐20 055 1 5

D-20 11 刻FΠ B 3 11 (2+7+2)

D‐20 70( 刻EΠ c 2 6(4+2)
D-20-1058 1 3

D-20-1059 4 6

D-20-1060 7 3 17 (3+6+8)

D-20-1061 2 16 (9+7)

D-20-1062 1 7

D-20-1063

D-20-106判 1 1

D-20-1065

D‐ 20‐ 1066 1 1

D-20-2001 2 7 (3+4)

D-20‐ 2002

D-20-2003

D-20-2004

D-20-2005

D-20-2006 1000 4 18(7+2+4+5)

D-20-2007 71 刻印 A 〕

D-20-2008 刻E口 A 3 17 (3+7+7)

D‐ 20‐2009

D-20-2010 I 2

D‐ 20‐2011 132

D-20-2012 11 2 7(1+6)
D-20-2013 11 100( 2 7(6+1)
D-20‐ 2014 1 2

D-20-2015 114 刻向〕A 2 15 (9+6)

D-20-2016 11

D-20-2017 朱書 A(左
側面 )

20(6+4+7+3)

D-20-2018 5Z 1 8

D‐ 20‐2019 5 1判 800 4(1+2+1)

D-20-2020 2 10 (4+6)

D‐ 20‐2021 117 1 I454



石材祈号
法量 (cm、 kD

刻印・刻字 朱書・暴書
矢穴

備考
横 縦 隆え 重 量 箇所数 延べ数

D-20‐ 2022 137 2 (7

D-20‐ 2023 57

D-20-2024 2 10 (4+6, ノミi面

,日工

D-20-2025

D‐20-2026 1 7

D‐ 20‐2027 7 面ミ
エ

ノ
加

D‐ 20‐2028 6乏 117 刻印 A 3 11(5+5+1)

D-20-2029 5行 刻印 A 1 2

D-20-2030 11

D-20‐ 2031 1 7

D-20-2032 11 2 7 (4+3)

D‐20-2033 112

D-20‐2034 51 115 刻印 A 2 12 (6+6)

D-20-2035 3)

D‐ 20‐ 2036 刻F,Cか 1 6

D-20‐2037 80(

D-20-2038 80C 2 3(2+1)
7

D-20-2040 2 7(3+4)

D-20-2041 7 亥JE口 A 1

D-20‐2042 刻F「 B

D-20-2043 2 δ(3+3)

D-20-2044 I

D-20-2045 2 (二 十5)

D-20-2046 〕 1

D‐20-2047 11 2

D-20-2048

D-20-2049 1 1

D-20‐ 2050 61 57 600 2 6 (1+5)

D‐20-2051 朱書 Lか
(上面)

1

D-20-2052 800 3

D-20‐ 2053 1 1

D-20‐ 2054 3 15(7+2+6)

D‐20-2055 2 8 (1+7)

D-20-2056 2 10 (4+6)

D-20-2057 7 800 面ミ
エ

ノ
加

D-20-2058 7 120 I

D-20-2059 5Z 14 1

D-20‐ 2060

抑帥
2 3(1+2)

D‐20-2061 11 1

D-20-2062 61 2 (1 1)

D-20‐ 2063 刻白IB 1

D-20-2064 2

D‐20-2065 2 4 (2+2,

D-21-1001 2 15 (7+8) ノミ面
〕H工

D-21-1002 1 1 ノミ面
J口 工

D-21-1003 71 2 12 (6+6)

D-21‐ 1004 71 4 12
(2+7+2+1)

3 8 (3+3+2)

ノミ面
加工

D-21-1007 1

D-21‐ 1008 71 3 13(2+5+6)

D-21-1009 90( 朱書 B(下
面)

I

D-21-1010 2

D-21‐ 1011 57 700 1 7

D-21-1012 警亨辞お
3 12(5+2+5)

D‐21 152 900 1 2

D‐ 21 115 700 2 S(2+4)

1015 57 】

D-2 800 3 13(1+7+5)

D‐2 6〔 1 4

D― 2 12 (6キ6)

D‐ 1020 90C 2 (4+5)

D 1 5

D‐ 21 1022

D‐ 21 8

14 2 10 (6+4)

7 700 1 1

117 1 4

D‐ 21-1027 1 1

1023 t 3

D-21‐ 1029 11 3 14(5+6+3)

石材番号
法量 (cm、 kg)

刻印・刻字
朱書・ 基 矢 穴

備考

横 縦 挫 え 重量 哲所郷 延べ数

D-21-1031 132 700 えJE口 D 1 4

D‐ 21‐ 1032 2 12 (6+6)

D-21-1033 刻印 A、 亥JEロ

A(上面 )

朱書 B(下
面 )

1 6

1 3

D‐21 1035 700 朱書 Fか
(右側面 )

刻印 Aか 1 1

D-21-1037 朱書 Eか
(下面 )

2 7 (2+5)

038

5 1

5を

D‐ 21 4 7 2 8 (4+4)

D-21 042 60C 1

D-21 043

44 5( 3 17(5+3+9)

D-21 刻印 A 2 , (6+3)

D‐ 21 刻印 A 1 2

7( 5〔 70(

D-21-1048 6〔 朱書 I(ヒ
面)

1 線 刻

D-21-1049 6〔 4 11 1 3

D‐21-1050 2 14 (8+6) ノミ而
加工

D‐21-1051

D-21-1052 1 3

D-2〕 117 2 5(3+2)

D-21-105判 刻向IB、 刻 Fロ

B(左側面)

亥UF「 B 2 7

115 亥」E口 A 2 9 (5+4)

3 12(3 1+3)

D-21-1059 900

刻Fi]A

D-21-1061 亥」印 B

刻印 A

1

2

D-22 700

D-22 4 600

D‐ 22-1003 2 (3+1)

D-22‐ 1004 900 亥lFΠ C 1

D‐ 22‐ 1005 1000 1

D-22-1006 2 11(10+1)

D-22-1007 117 書ヽGか
若相‖雨Ⅲ

4 20
(9+3+5+3)

D-22-1008 7 ノミ面
加工

D-22-1009 105 2

D-22‐ 1010 1000
繍$ 2 7 (4 3)

D-22-1011 123 ktt U(右
Fl)(3イ 固)

2 14(6+8)

D‐22 57 1 5

D-22‐ 800 12 (8+4)

D‐ 22‐ 1014 刻Ftt C 2 4 (1

D-22-1015 80C

D-22-1016 57 その他 (入 ¢
ような形)

2

D‐22‐ 亥」Fp A

D-22‐

D‐ 22‐ 1019 107 2 6 (2+4)

D‐ 22‐ 1020

D-22

D-22 022 6t 122

D-22-1023 111 その他 (刻 印
Aの 中に月ヽさ
な A)

I 5

D-22-1024 2

D‐ 22‐ 1025 7 100( 〕 3

D-22-1026 11 90( 朱書 U(上
面)

2 10 (5+5)

D-22-1027 0 90C 2 (5+1)

D-22-1028 亥Utt A 3 16(3+7+6)

D-22-1029 1 2 16 (9+7)

D‐22-1030 亥JF口 C 2 (1+5)

D‐ 22‐ 1031 3 刻印 A 1 6

D-22-1032 朱書 A・ E

(左側面)

2 7 (1+6)

D-22-1033 朱書 E(上
面)

8

D-22-1034 亥llll A 2 9 (2+7) 線 刻

455



石材番号
法 呈 (cm、

亥けrp・ 亥」宝 朱 普 塁 書
矢 穴

ll考
杖 納 躍え 工 尼 色所数 延べ数

D-22-1035 71 5 (3+2)

D-22‐ 1036 2 9(二 十8)

D-22-1037 2 7(6+1)
D-22-1038 1 2

D-22‐ 1039 2 9 (4+5)

D-22-1040

D-22-1041 122 刻Ett B 2 11(6+5)

D-22-1042 133 100C 2 12 (3+9)

D-22‐ 1043 2 6 (3+3)

D-22-1044 I 5

D-22-1045 117 80C 3 13 3+2)

D-22‐ 1046 120C 刻Fp A

D-22-1047 刻に「IA 佐
４
ω

剖耐
噛

朱
側
佃

1

D-22‐ 1048 2 5 (2+3)

D-22-1049 1 7

D-22-1050 2

D-22‐ 1051 1000 3 8 (1+4+3)

D-22-1052 119 刻印 C 1 7

D‐ 22‐ 1053 刻Fp D

D-22-1054 1000 1 4

D-22‐ 1055 1100 1 2

D-22‐ 1056 157 2 15 (7+8)

D-22‐ 1057

D‐ 22‐ 1058 1200 1 7

D-22-1059 133 3 12 (6+4+2)

D‐ 22‐ 1060 1 2

D‐ 22‐ 106J 130( 3 17 (9+5+3) ノ
加

D‐ 22‐ 1062 111 I 10

D‐ 22-200J 刻にlA 是吉「二J

か (J:ull)

2 8 (5+3)

D‐ 22-2002 1 I

D‐ 22-2003 12 1 7

D-22-2004 90( 朱 洋 不明
(下 面)

2 3(2+1)

D-22-2005 65 57 101 1 5

D‐ 22‐2006 121 90( I 2

D‐22-2007 71 3 14 (7+4+3)

D‐22-2008 11 80( 2 (4+5)

D-22-2009 57 刻L口 A 〔 7

D-22-2010 11 t 4

D-22‐ 2011 117 1

D-22-2012 1

D‐ 22‐2013 1均 3 20 (5+9キ 6)

D-22-2014 800 刻印 A 2 17 (6+11)

D-22-2015 1000 4 7(3+2■ 1+1)

D‐ 22‐2016 112 朱苦 Bか
(上 面)

1 2

D‐ 22‐2017 6( 1

D-22-2018 1 4

D‐ 22‐2019 6( 5( 1 5

D‐22-2020 121 700 刻に「18

D-22‐ 2021 5( 113 2 9 5)

D-22-2022 67 2 12 (3+9)

D-22‐ 2023 1000 亥lFF A 1 6

D‐ 22‐2024 6( 900 1 9

D-22‐ 2025 77 6乏 3 17(8+4+5)
D‐ 22‐2026 〕 5

D-22-2027 6〔 800 2 6 (4+2) 腺刻

D‐ 22‐2028 152 1500 亥Utt A 1 9

D-22-2029 131 900 亥」Ett A I 3

D‐ 22‐2030 117 1000 I 5

D‐22-2031 73 110C 4 13
(8+2+2■ 1)

D-22-2032 74 2 7 (4+3)

D-22‐ 2033 7 亥JFtt A 1 4

D-22-203И 刻印 C 8

D-22‐ 2035 72 1

D‐22-2036 123 2 (3+3)

D‐ 22‐2037 1 5

D‐22-2038 142 60( 2 15 (8+7)

D‐22-2039 2 5 (2+3)

D‐22-2040 55

D-22-2041 57 亥lFil B・ 亥1

守:「 十八」
(右 lШ 而 )

D-22-2042 52 12 2 6 (2+4)

D-22‐ 2043 61 1 3

D‐ 22-2044 11 2 9 (7+2)

D‐ 22‐2045

D‐ 22-2046 刻印 B

D-22-2047 その他 (我 : 2 10 (5+5)

石羽番号
法 量 (cm、 P/1印 ・

刻字
朱書・処 矢ダく ri考

杖 縦 控 え 竜 量 奇所甥 延べ数

D‐22-2048 121 3 14 (6+4+4)

D-22-2049 57 115 刻EIJ A 2 )(3+6)
D‐22-2050 1100

D-22-2051 安JFtt C

D-22-2052 52 127 朱書 H(7T
OⅢ面)

2 10 (7+3)

D-22‐ 2053 11 2 4(1+3)
D‐ 22‐2054 刻字

「 十万(J
2 10 (5+5)

D‐ 22-2055 2 12 (7+5)

D‐ 22‐ 2056 4 ノミ而加 EE

D‐ 22-2057 1 7

D-22-2058 2 6 (2+4)

D-22‐ 2059 2 (7 1)

D-22-2060 朱 占 A(上
西F)

3 18(5+11+2)

D-22-2061 4

D‐22-2062

D‐22-2063

D-22-2064 1

D-23‐ 1001 ノミ面加II

D-23-1002 2 9 (6+3)

D-23‐ 1003 170( 朱詳 不明
(右側面)

ノミ両加 に

D-23- 1100 変Jtt A 2 ノミ而カロエ
D-23 1400 2 13 (4+9)

D-23 1000 1 4

D‐23-1007 1000

D-23-1008 119 1400 1 ノミ面加工

D-23‐ 1009 109 1400 ノミ面力口工

D-23-1010 1100

D-23‐ 1011 1300

D‐23-1012 11 110C

D-23-1013 11 2 7(1+6)
D‐23-1014 1100 刻F「 B 8(7+1)
D-23-1015 5t 朱 き Jか

(下面)

2 5(1+4,

D‐ 23‐ 1016 6 11 2 7 (3+4)

D-23‐ 1017 6 朱器 Jか
(左側面)

3 19 (9+3+7)

D-23-1018 2 14 (12+2)

D-23-1019 5( 61 111 2 11 (3+8)

1000 7xltt A 2 10 (7+3)

7 1 1

D-23‐ 1022 1100
綿

か 3 12 (5+1+6)

D‐23-1023 123 1000 朱 P'E(下
面 )

3 12 (7+1+4)

D‐23-102判 1200

D-23‐ 1025 1200 刻印 A 2 )(5+4)
D-23‐ 1026 2 4 (2+2)

D-23-1027 1100 2 8 (2+6)

1200 1 3

115 2

D-23 亥」印 A 3 17 (7+5+5)

D‐23-1031 3 1)

D-23‐ 1032 67 11 2 11(3+8)

D-23‐ 1033 2 14 (6+8)

D‐ 23‐ 1034 突JEll B 2 10 (4+6)

D‐23-1035 71 1

D‐23-1036 71 5 18
(4+2+4+7+1)

D-23‐ 1037 80( 3 16 (6+5+5)

D-23-1038 線刻、ノミ
面加工

D-23 2 1(5+6)
D‐ 23 170( I

D-23 2 100C

D‐ 23 3 13 2 (3+2)

D-23 |

D‐ 23‐ 1044 2 150( 1

D‐ 23- 42 3 25(6+10+9)
D23 1 1200 亥uFJ A 2 (4+4)

D-23- 1000 刻印 A 2 (3 3)

D-23‐ 5 1800 3 2 (5+3+4)

D-23-1049 [ 1300 亥」Fll B

D-23 050 3 3

D‐23-1051 2 (5 3) ミ而加工

D-23-1052 2 10 (6+4)

D‐23-1053 1 ミTli力HI
D-23-1054 7 刻印 D 2 2 (5+7)

D-23‐ 1055 71 71 900
D-23-1056 7 800 2 (4+5)456



石材番号
法量 (cm、 k欝 亥」FH・

刻字
朱書・墾書

矢穴
備考

HR 総 控 え 重 昆 箇所数 延べ数

D-23-1057 117 2 3(1+2)

D-24-1001 刻印 A 3 15(7+6+2)

D‐24-1002 1 7

D-24 1

57 130( 刻印 A

5 11 2 8

007 161 3 9 (4+4+1)

1 6

1 4

D-24 2 3(1+2)

D-24 81 1800 1 7 ノミ面lJHI

D‐ 24‐ 1012 2 12 (7+5) ノミ面カロエ

D-24-1013 127 1200 コ

D-24-101判 7 1000 1 4 ノミ面加工

D-24-よ 0 71 1100 2 10 (6+5)

D-24 0 1300 ノミ面加工

0 111 1100 3 18(8+5+5)

900 2 10 (5+5) 隙亥ば

11 刻Fll A 7

020 130 その他 2 10 (4+6:

71 6Z 亥」Ell B

D‐ 24 I

D-24-1023 2 7

D-24-1024 57 900 J 3

D-24-1025 133 亥」F「 A 2 12 (8+4)

D-24-1026 刻Fll B 2

D-24-1027 3 7 (2+3+2)

D‐24- 028 寃Jtt D 2 13 (8+5)

D-24 3 12(5+4+3)

D-24 7 90( 2 15 (6+9)

D-24 7 2 11(1+10)

D-24 032 亥1に「 A

D-24 78 160C 3 5 (1+3+1)

D-24 2 12 (4+8)

035 75 7C

D24 036 150( ノミ面加]工

D-24 ノミEl加 工

D-24-1038

D-24-1039 亥可Ftt A 1

D-24-1040 2 12 (6+6) ノミ面加工

D-24-1041

D‐24-1042 77 1300 2 11(8+3) ノミ而力w工

77 1300 ノミ面加工

1300 ノミ面カロエ

D-24-1045 7 7 1000 8

159 1200 1 4

D‐24-1047 6与 2 3(2+1)

5( 1300

D‐24-1050 71 6〔 90C 2 11(6+5)

D-24-1051 80( 1 7

D-24-1052 179 刻Ftt A 3 13(4キ 8+1)

D-24-1053 1 1 腺刻

D-24-1054 132 1000 2 10 (7+3)

D-24-1055 1 2

D-24-1056 900 2 15 (9+6)

D‐24‐ 1057 80C

D-24-2001 2

D-24-2002 刻Ell C

D-24-2003 900 1 2

D‐24-2004 〕 1

D-24-2005 刻に「A 2 6

D-24-2006 1000 2 7

D-24‐ 2007 2

D-24-2008 7

D‐24-2009 卯〕印 C 5

D-24-2010 77 5 亥」Ftt A 朱詳 Cか
(下面)

1 7

D-24-2011 75 2 11(8+3)

D‐ 24-2012 6均 t 2

D-24-2013 t 3

D-24-2014 1

D-24-2015 7(

D‐24-2016 123 朱苦 不明
(右側而)

2 5 (3+2)

D‐ 24-2017 1 3

D-24-2018 | 1

D‐24‐ 2019 1100 llll奴 計測位置不リ

D-24-2020 6( 67 111 800 1 3

D‐24-2021 1000 2 8 (6+2)

石材番号
法量 (cm、 kJ

刻印・刻字
朱書・

是書

矢穴
備 考

積 縦 控 え 重量 箇所務 延べ数

D-24-2022 67 1000 2 13 (7+6) ノミ面力n■

D‐24-2023 71 700

D‐24-2024 900 2 12(9+3)

D‐24-2025 7 77 1000 1 5

D-24-2026 1100 2 10 (3+7)

D-24-2027 137 1000

D‐24-2028

D-24-2029 600 その他 (マ
ルフタツ)

2 8 (4 4)

D-24-2030 7, 800 1 8

D-24-2031

D‐ 24-2032 7( 1300 亥可Ett C

D-24-2033 61 1100 1 3

D‐ 24-2034 刻E「 C 3 20(12+5+3)

D-24-2035 117 90( I

D-24-2036 2 3(3+5)

D-24-2037 2 7 (1+6)

D-24-2038 700 刻印 D

D‐25-1020 〕 5

D-25-1038 1300 1

D-25-1040 135 寃JFtt B 1

D‐25-1042 1400 1

E面

石材番 号
法量 (cm、 k0

刻印・刻字
朱書・

墨書

矢穴
備 考

横 納 控 え 重封 箇所数 延べ激

亥JF口 B

002 刻F口 A I

E-03 1 1

1 1

E-03 005 77

E-03- 47 その他 (T字型) 2 7 (2■5)

E-03- 刻印 A

E-03- 009 4

E-03- 1 5

E‐ 03-1011 刻Fp A 2 15 (7+8)

E-03‐ 1012 55 2 3 1)

E-03-1013 刻印 Fか (L面 ) 1 2

E-03-1014 刻印 A 7

E-03-1015

E‐03-2001 57 刻字 I「大」 2

E-03-2002

E-03‐ 2003

E-03-200J 47 刻印 C・ その他 (し
の字型 )

E-03-2005 I

E‐03-2007

E‐03-2008 1 3

E-03-2009 刻Ftt A

E-03-201〔

E-03‐ 2011 6塚 5( 亥lEtt A

E-03-3001 6( 2 4(1+3)

E‐03‐3002 4 刻FΠ Aか

E-03-300〔 6( 4 刻F,A 1 3

E‐03-3004 亥UFΠ B

E-03-3005 1 4

6 (3+3)

E-03‐ 3007

E‐ 03-3008 その他 (― ) 1 5

E-03‐ 3009 2 8 (6+2)

E-03-3010 友lFP A

E-03‐ 3011

E-03-3012

E‐03‐3013

E-03-3014 ′Jtt A(た側面)

E‐03-4001 刻印 Gか (下面正
面半々)

E-03-4002 I

E-03-4003 I 2

E‐03‐4004 3 12(4+4+4)

E-04‐ 1001 亥1に「lAか 1 2

E‐04-1002 2 4(3+1)

E‐04-1003 1印 A・ ノの字型

E‐04-1004 宏∬F口 A 1 3

E-04-1005 刻F口 Aか

E-04-1006 44 2 7 3)

E-04‐ 1007 亥可印 Aか 2 7
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石羽番号
法量 (cm、 kゴ

刻印・刻宰
朱苦・
墨譜

矢穴
備 考

横 縦 控 え 重量 当所数 延べ数

E-04-1008 亥」印 Aか

E‐ 04-1009

E-04‐ 1010 刻町IC

E-04-1011 1 3

E‐ 04‐ 1012 刻印 Aか

E-04‐ 1013 刻Ett Aか

E-04-101コ 刻印 A 1 1

E-04‐ 1015 71

E-04-2001

E-04-2002 刻 E「 A

E-04-2003 亥」字「十三 2 7 (5+2)

E-04-200コ 刻EP C、 刻印 C(背
面)

E-04-2005 刻E「 Aか 1 4

E-04-2006 亥」F口 Dか
E-04-2007 4 亥JEtt A 5

E-04-2008 刻印 Aか

E-04‐ 2009 31

E-04-20 亥」E「 C

E-04-20

E‐04-20 亥」字「十 七」 1 1

04-20

04‐ 20 2 11 (6+5)

E-04-20 2 7 (4+3)

1 1

刻E口 A

200 1

2 8(3+5)
4 1

006 その他 (L)

300 1 2

刻 F口 Aか

4 106

0 0

0 4 亥」印 C(背面 )

0 宛Jtt D

0 300 刻Ftt Aか

0 その他 (一 2 3(1+2)

0 200 亥JFI A

E-05‐ 2001

E-05‐ 2002 亥」に「 C 1 1

E-05‐ 2003 刻印 B。 その他

E-05‐ 2004 200 刻Ftt A 1

E-05-2005 4〔

E-05‐ 2006 亥」Ett A 1 3

E-05-2007

E-05‐ 2003 刻印 A 1 2

E-05‐ 2009 3J その他 (一 )

E-05‐ 20

05‐ 20

05‐ 20 賓UFi〕 A
05‐ 20 その他 (U字型) 2 5 (2+3)

05-20 その他 (T字型 ) 2 5 (2+3)

05‐ 20 その他 (― ) 1

E-06-1001 1 4

E‐06‐ 1002 6[ 刻印D・ Dか、刻
EII Dか

2 11(6+5)

E‐06‐ 1003 刻EIJ C 2 7

E-06-1004 その他 (半 円形)

刻Ell Dか

2 3(2+1)

刻印 C 1 1

100 刻E口 cか 2 5(2+3)

E‐06- 45C 刻FJ C

3C

E-06-1009 えJE口 Aか、刻F「〕
イヽ背 面 ヽ

3 (1■ 3+2)

0 35C 1 1 鉄鈴痙渤

0 刻 F口 Dか 鉄錆痕働

0 37 亥lE口 E

E-06 0

E‐06-101コ その他 (横線を
`dさんで短い縦線方

2本 と 1本 )

E‐06-2001 その他

E-06-2002 300 亥1印 B、 刻 F口

B(右側 lFl)

2 13 (5+3)

E-06-2003 刻印 A
E-06‐ 2004 刻印 Dか
E-06-2005 刻印 Cか

E-06‐ 2006
司舗刻印α左 1 5

E-06‐ 2007 4 えJtt C(ノ i側面Ⅲ

E-06-2008 300 刻F口 A 1 5

E-06‐ 2009 300 刻印 A 1 4

E-06-2010 1 2

石材番号
法量 (cm、 kg】

刻印・ 刻字
朱書・
塁書

矢 穴
4Pm考

積 縦 空え 重 量 筒所あ 延べ放

E-06-2011

E-06‐ 2012

E-06‐ 2013 その他 (コ の字
型 )

2 5 (3+2)

E-06‐ 2014 刻印 C・ Cか 1

E‐ 06‐2015 74 刻印 A 2 5 (2+3)

E-07-1001 刻E口 A 1 秩錯痕勘

E‐ 07‐ 1002 朱香 V(右
側面)

2 4(3+1)

E‐07-1003 1

E-07-1004

E-07-1005 30( えUtt Aか

E‐07-1006 40C 2 (6+2)

E-07-1007 57 2 7 (5+2)

E-07-1008 40〔 亥」印 B 1 3

E-07-1009

E-07-1010 刻EΠ A 1 6

E-07‐ 1011 110 30(

E-07-1012 1

E-07-1013 60( 刻印 A

E-07‐ 2001 刻印 A t 1 映¢青痕勘

E‐ 07-2002 亥UF口 A
E-07-2003 則士IA

E‐ 07-2004 その他 (T字
FLI)° 刻日lB・ B

E‐ 07-2005 亥」FΠ Aか 1 6

E-07-2006 刻〔ΠB

E-07‐ 2007 刻E「 A

E-07-2008 刻FIJ B 1 2

E-07-2009 1 4

E-07‐ 201

E-07-2011 5

E-07‐ 2012

E-07-2013 0 刻印 A 1 4

E‐08-1001 刻印 C

E‐08-1002 6J 117 刻印 Aか 2 7(5+2)

E-08-1003 亥」に1〕 Aか 〕 4

E‐08-1004 2 8(2+6)

E-08-1005 刻印 Cか (右
側面 〕

2 10 (6+4)

E-08 400 I 3

E-08 刻印 C 2 11(4+7)

E-08 51

009 亥UFP Cか

1 2

4 刻FΠ B 1 1

1 2

E‐08-2001

E‐08-2002 51

E-08-2003 亥Jtt A 2 7(2キ5)

E-03-2004 I 1

E-08-2005 300

E‐08‐2006 500

E-08-2007 1 6

E-08‐ 2008 亥JFiI B
E-08-2009 刻印 D、 刻印 D

(右側面 〕

E-08-2010 2 7(4+3)

E‐08‐2011 5

E-08-2012 400 宏Utt A 2 7(1+6)

E‐08-2013 1 3

E-09-1001 刻印 A 1 2

E-09-1002 1300 刻F「 A 2 11(5+6)

E-09-1003 57

E-09‐ 1004 600 刻印 D 1 5

E-09‐ 1005 11

E-09‐ 1006 51 500 刻EII A

E‐ 09‐ 1007 1

E-09-1008 53

E‐ 09-1009 1 5

E-09-1010 79 600 1 1

E‐ 09-1011 59 刻印 B(左側面 ) 1 2

E-10-1001 90(

E-10-1002 51 117

E-10-1003 50 80( 2 11(10+1)

E-10‐ 1004 11 刻印 A 2 (5+3)

E 0‐ 1005 刻F口 D 1 2

E 0-1006 その他 (扇形か) 1 4

0-1007 4 刻印 D
0-1008 1 6

E 0-1009

0-1010
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石材番号
法量 (cm、 kRl

刻印・刻字
朱著・

墨書

矢穴
備 考

横 縦 牌え 重量 箇所数 延べ数

E‐ 10‐ 1011 200

E-10-1012 200 3

E-10-1013

E‐ 10‐ 1014 刻印 A 1 4

E-10-2001 4 1000 1 4

E-10-2002 500 刻印 A

E‐ 10‐ 2003 4
&?馨ル学の

E-10-2004 3 3(4+1+1)

E-10-2005 2 4(3+1)

E-10-200( 5【 700 2 13 (7+6)

2007 えUFΠ A 3 8 (4+3+1)

E‐ 2008 〕 5

115 6

E 2010 1 〕

E 0-2011 刻E口 A 3 11(5+4+2)

E 0-2012 1 2

E-10-2013 その他・刻 E「

E(左側面)

1 2

E 2 7 (4+3)

E 2 4(1+3)

E

E ll その他 (長 方
杉の中に 1・

3・ 1)

E-11-1005 Ａ
、面

印
上

川

Ｖ
t 1

1006 11 亥」F,B

120( ノミ面加工

3 5 (1+3+1)

8Z その他

E 51 刻印 A

1012 108 亥」印 A、 その
他 (右側面 )

1 3

E 刻E「 A ノミ両加工

E 亥Utt D 1 5

E 2003 5( 145 亥Jtt D

E 111 刻FB C 2 8 (3 5)

E-11-2005 刻E口 A 1 4

E‐ 11-2006 3

E 1-2007 4 700

E 1-200〔 刻印 C

E‐ 11-200C 刻印 B・ 刻字

F≡ |と孝誦称、
E‐ 1-201(

E‐ 1-201 111

E― 1-201 4 刻 F口 B

E‐ 1-201 4

E 1-201 その他 (L) 1 2

E 1-300 刻印 A 1 1

E 1‐ 3002 30( えJtt A

E 1-3003 刻印 A

E 1-3004 3 16(7+7+2)

E-12-1001 櫛ｍ
4(1+3) ノミ面加工

E― 2-100 1 2

E 2-1003

E 2-100 宏Jtt A 2 7 (2+5)

E 2-1005

E 2‐ 1006 2 4 (2+2)

E 2‐ 1007 1

E 2-1008 I

E 2-1009 2 4 (1+3

E 2-1010 200

2-101

2‐ 101

E― 2-101 1 2

2‐ 101 コ

2-200 11 5

2-2002

2-2003 112

2‐ 2004 1 3

2-2005 1 1

E-12-2006 57

3

3-100 121

E‐ 13-1002 朱書 E
(右側
ra)

1 6

E13 57 1 2

E-13 1005 1

石材番号

法量 (cm、 kD
刻 F「・
刻字

朱書・墨書
矢穴

備考

模 縦 控え 重塁 箇所数 延べ数

E‐ 13-1006 米書 U(左側面 )

E13 11コ 2 7(6+1)

51 5

E-13‐ 1009 117 刻E「 B 2

E-13-1010 600 刻F「 B 6

E‐ 13-1011 5

E‐ 13-1012 2

E13-1013 〔 3 ノミ而加
工

3-2001 ′」FΠ A 1 1

3-2002 刻と口B 1 2

3-2003 111 40(

3-2004 40(

3-2005 | 1

3-2006

3-2007 アJtt C 1

E-13‐ 2008 上面に朱を垂ら
した跡

1

11 50( 1

3-2010

E 3-2011 朱書 Fく下面) 1 4

1 7

3‐2013 61 えUtt A 朱苦 F(左側面)

4‐ 1001 2 5 (3+2)

4-1002 71 121 刻Fp A 朱苦 E(左側面) 1 3

4-1001

4-100コ 71 3 5 (1+3+1)

4-1005 1 3

4-1006 1

4-1007 (4+5)

4‐ 1008 I 2 線 刻

4‐ 1009 1

4 700 2 9

4-1011 5 (3 2)

E‐ 4-1012 3

5-1001 5

E 5-1002 67 57 137 600 刻F口 A 6

5‐ 1003 5

5‐ 1004 刻印 C 7

5-1005 7C

5‐ 1006 57 6

E 5-1007 117 刻日lA

5-1008 71 600 刻印 A 1

E 5-100C 6t 700 寃JF口 B 朱書 E(下面)

5101C 117 800 1 判

5101 114 朱書 E(右側面 ) 1 7

15-2001 刻印 B(左
側面 )

5‐2002

5‐ 2003 7` | 2

E 5-2004 5t I 4

E 5‐ 2005 800 I 3

E

E 500

E-15-2008 ノミ面加
工

E-15-2009 亥Utt A 朱書 G・ Uか (右
側面 )

E-15-2010 5(

E-15‐ 2011 朱書 E(右側面 ) 2 8

E-15-2012 141 2 8 (4+4)

E‐ 16‐ 1001 7 11 刻印 A

E-16-1002

E‐ 16-1003 2 7 2)

E‐ 16-1004

E-16-1005 80( 刻印A、

需甲
A(L

2 8

E-16-1006 1 2

E 6-1007 11 900 刻Ftt Aか 2 12(10+2)

E 6‐ 1008 3

E 6‐ 1009 117 亥JLll B 1 1

E 6‐ 1010 2 2(1+1)

E 6101 51 61 1 2

6101 1 4

E‐ 16-1013 2 5 (3+2)

7-100 刻Ett C 2 5 (3+2)

7-1002 1200 刻 F口 A 1 4

7-1003 刻F口 A 2 3 二十2)

7-1004 線刻

7‐ 1005 100C 2

E17 128 吹JFΠ A 3 12
(7+4+1)

E-17‐ 1007 1
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石材番号
法尾 (cm、 k自〕

刻印・亥」字 朱書・墨書
矢穴

備考
横 縦 控 え 重 量 勘所抑 延べ数

E-17 1008 刻Ett A・ A
か

1 7

刻印 A 甦
朱
脚
籍
哺

書
，
、Ｅ

，
、明

朱
面
書
面
不

1 6

E 17 刻F]A 朱書 A(左
側面)

1 2

7 1 2

E‐ 7-2001 2 4(1+3)
7-2002 2 8 (3+5)

7-2001 1

7-200判 60( 刻E口 C

7-2005 亥JE口 A・ A

E-17‐ 2006 刻印A,そ
のイヒ (一 )

2 13 (3+10)

E-17‐ 2007 5

E-17‐ 2008 友JE口 A 1 2

E-17‐ 2009 朱書 E(左
側面)

1 2

E― 1 5

E‐ 7‐20 3 14(8+3+3)

E 7-20

E 7‐201

友JEtt A

刻印 A・ F 3

3

E 8 3

E 8 亥U[JA 】(2+2+2)

E 8

E 朱書 不明
(上面 )

I 3

ケUtt C I

60( ,

8 刻印 A 2 10 (3+2)

E-18‐ 1011 亥UttI B・ B・

B
2 7(2+5)

E― 8 2

1

8 1

E 刻【RA 珠 靖 猥

跡、ノミ
面加工

E19 刻E口 A 2 9 (3+6)

E 80( 絣翠令(左 3 7 (2 3+2)

1

7

亥」EP A・ A 4

1

亥」に|,D 2

E-19-1010 117 亥UFp B 7

E‐ 19-1011 えJtt C 2

E191012 2 11 (4+7)

E-19-1013 2 6 (3+3)

E-19-1014 亥JFΠ A 2 8 (6+2)

E-20-1001 80(

E-20‐ 1002

E-20-1003 亥」E口 B

E-20‐ 1004 127

1 7

E-20-1006 115 1 3

E‐ 20-1007 刻印 D 侃亥」

E-20-1008 亥Utt A (4+2)

E‐ 20-1009 1

E-20-1010 126

E‐ 20-1011 11

E-20-1012 2

E-20-1013 112 50( 3 5 (2+2■ 1)

E-20‐ 2001 11 2 10 (6+4) ノミ面力「
工

E-20-2002 刻印 B・ F

E-20‐ 2003 5[ 114

E-20-2004 刻に日A 1

E-20-2005 123 1000 1

E‐20-2006

E-20-2007 5〔 11 刻印 A I 7

E‐20-2008 2 10 (3+2)

E‐20-2009 6Z 1 1

E-20-2010 5〔 2 1(3+1)

巳-20-2011 5〔 2 11(6+5)

E-20‐ 2012 7 1

1500 1

E-21 7〔 11 入書 E(右
llll五 )

2 3(1+2)

石材番号
法星 (cm、 kRl 刻 E口・

刻字
朱吾・

墨書

矢穴
備 考

横 縦 控 え 重 量 箇所数 延べ数

003 4 150( I ノミ面加工

E‐ 21 4 1 60( 佐lF「 A

005 I 3

100( I ノミ面加工

1 2 8 (5+3)

008 7 1 5

2 12 (3+9う

E-21 ノミ面力H王

E-22- 127 120( 2 17 (8+9)

E-22‐ 1002
工ヽ

跡
加

痕
面

錆
ミ

鉄
ノ

E-22-1003 1

E‐22-1004 7 刻に口A 4

E-22-10 4

E‐22-10 ノミ面カロエ

E‐22-10 3 171 ノミ面力Π二

E-22-10 4 ノ ミ面加工

E-22‐ 1014-1 7( 77 ノ ミ面力Π王

E-22-2001 122 刻Fll A 1 11

E-22-2002 117 2 2 (1 1)

E-22-2003 3 11(2+7+2)

E-22-2004

E-22‐2005 刻印 A I 2

E-22-2006 1 6

E-22-2007 1 2 ノ ミ面加工

E‐22-2008 70C 3 11(6+2+3)

E-22-2009 100C 2 5 (3+2)

E‐22-20 0 107 2 10 (5+5)

E‐22-20 207 3 1 1 ノミ面加工

E-22-20 2000

E‐ 22‐ 20 3 1 5

E-22-20

E‐ 22‐201 E ノミ面力Πエ

E-23-100J 73 鉄鋪痕跡、
ノ ミ面方Π工

F面

石材番号
法監 (cm、 kal

刻印・亥」字
朱占・
墨豊

矢 穴
lFI考

横 縦 控 え 董量 箇所数 延べ数

7 刻FΠ A

刻印 Bか

4Z 刻 E口 A 1 7 二十6)

F‐ 03

1 3

刻印 A 1 2

007 刻Ftt A

F-03-1003 1 5

F-03-1009 刻に日C

F-03-1010

F‐03-1011

F-03-

3(

110

F-03 友JE口 Aか I 1

ケ」字 1下
| 2

F-03 1 3

F‐ 03 019 亥」E「 B

020 刻字「三」

022 77

023

た1印 B

025 ′」Ftt A 1

F-03 026 1 3

F‐ 03- 41 2 5 (2+3)

F-03‐ 7迄 1 1

029 7

030 ′JEtt A 3

47 変1印 A・ A 4

F-03 4 1 3

F‐ 03 033 2 6 (1+5)

1 2

亥JE口 C 3 6 (2+3+1)

F-03-1035-1 2 6 (2+4)

F-03-1035‐ 2 刻字「六 十J(下 而 )

F-03‐ 1035-3

F-03-2001

F‐ 03‐ 2002 76
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石材番 号
法量 (cm、 kRl

刻l印 ・刻字
朱詩・
塁書

矢穴
備 考

横 縦 空え 重ξ 箇所数 延べ数

F‐ 03-2003 亥」印 B 1 5

F‐ 03‐ 2004 7 亥可F口 B

F-03-2005 3

F-03-2006 刻Ell B

F-03-2007

F‐ 03-2008 1 4

F‐ 03‐ 2009 友」印 A

F-03-2010

F‐03-2011

F-03-2012 刻F「 E

F‐03-2013 亥JFi!Aか 2 2(1+1)

F‐ 03‐ 2014 亥J字 |二J(左
側面)

1 2

F-03‐ 2015 I 2

F-03-2016 亥」印 D

F-03-2017 77

F‐ 03-2018

F-03-2019 ЙlEΠ C

F‐ 03‐ 2020 アJtt C

F-03‐ 2021 亥UFΠ  A、 亥9F「 A
(下面)

I 2

F-03-2022 7

F-03-2023

F‐ 03‐202J 4 2 7 (5+2)

F-03-2025 刻FII B 〕 3

F‐ 03‐ 2026 4 刻字 |十 一J∝
側面 )

F‐ 03-2027 亥」印 Aか 〕 4

F-03-2028 4 4 刻印 C 1 4(3+1)

F-03-2029 4 刻E口 B 3(3+3)

F‐ 03-2030

F-03-2031

F‐ 03‐ 2032 1 2

F-03-3001 その他 (L) 1 I

F-03-3002 坂1日lA

F-03-3003 亥UFtt A 2 3(1+2)

F-03-3004 刻Ett Dか

F‐ 03‐3005

F-03-3006

F‐ 03‐3007

F-03-3008 刻E「 E 1 5

F-03-3009

F-03-3010 2 6(5+1)

F-03-3011 刻Ell B・ Fか 2

F‐ 03-3012 2 4 (2+2)

F-03-3013 刻Ftt A

F‐ 03‐3014 亥1印 D 13(4+7+2)

F-03-3015 その他 (L) 6

F-03‐ 3016 2

F-03‐ 3017 4 刻印 A・ A(上面 )

F-03‐ 3018

F-03-3019 刻印 B、 刻字
「六」 (左側面 )

F-03-3020

F-03-3021 2 10 (3+7)

F‐ 03-3022 71

F-03-3023 1 1

F‐ 03‐3024 4 4 刻Ftt G 1 3

F-03-3025 4

F-03‐ 3026 女lEIJ D

F-03-3027 1 1

F-03-3028 51 えJEtt C 3 5 1)

F-03-3029 3 9

F-03-3030 71 1 4

『‐03‐3031 亥UFΠ C 1 1

F‐03‐3032

F‐ 03‐ 3033

F-03-3034 亥UFtt Aか

F-03-3034-1 5【 亥JEtt A 朱書 不明

F-03-3034‐ 2

F‐ 03-3034‐ 3 亥」F口 A

F‐ 03-3034‐ 4

F-04 3 1 1

卜04 刻印 B

F‐04 刻Ett C

F‐04 004 81

F-04 77 1 2

F‐04

F-04- 007

F-04‐ 1008 77

F-04-1009 200 刻印 A 2 (1+6)

F-04- 亥Jに口A

F-04-1011

F-04-1012 200 褒Jに |」 C 2 (3+2)

石材番号
法量 (cm、 k⊃

刻印・刻字
朱書・

墨書

矢穴
備考

横 縦 控 え 重星 箇所数 延べ数

F-04-1013 刻印 A
F‐04‐ 1014 刻印 A

F-04-1015

F‐04-1016 刻印 A 1

F‐ 04-1017 刻印 A

F‐ 04-1018

F‐04-1019 3( 刻F口 Aか 3

F-04-1020

F-04-1021 刻F口 A 1 5

F-04-1022

F-04-1023

F-04-1024

F-04-1025 4

F-04-1026 3(

F-04‐ 1027

F-04-1028 刻印 D 1 3

F‐ 04-1029

F‐ 04

031

刻印 A

F-04 充Jtt A 2 7 (4+3)

F‐ 04 宏Utt A

035 刻EII Aか

F-04‐ 1036-1

F-04-1036-2

F-04-1036-3 刻Ftt G

F-04-2001 刻FJ D 1

F-04-2002

F-04-2003 亥」E口 A 13(6+2+5)

F-04-2004 1

F-04‐ 2005 7C

F-04-2006 74 3 5 (2+2+1)

F-04-2007 刻印 A

F-04-2008 1 1

F-04‐ 2009 7C

F-04‐ 2010

F-04-2011 75 亥」にJB

F‐ 04-2012 亥」F口 B こ 5

F-04-2013 79

F‐ 04-2014 1 3

F-04-2015 1 2

F‐ 04-2016 77

F-04-2017 72 1 3

F-04-2018 Vx・」E口 C 1 4

F-04‐ 2019 刻Ett B

F-04-2020 刻EIJ B 2 5)

F‐ 04-2021 刻F口 Aか 1 3

F-04-2022 1 2

F-04-2023 刻印A、 刻印A
(ド面)

F-04-2024

F-04-2025 刻印 A
F-04-2026

F-04-2027 刻印 C 1 2

F-04-2028

F-04-2029 JFll B

F-04-2030

F-04-2031 1 2

F-04-2032

F-04‐ 2033 刻FP c

F-04-2034

F-04-2035 75

F-04-2036 2 8 (6+2)

F‐04‐ 2037 1 5

F-04-2037-1 女」印 B、 亥」EH A
か・B(上面 )

1

F-04-2037-2 刻印 C 2 5 (2+3)

F‐05 1

F-05 刻Fll C

F‐ 05 7均

F-05 Jtt Dか 1

F‐ 05 75 1 4

F-05 006 1 1

F‐ 05 007 亥ⅢFΠ A

F‐ 05 刻FΠ A

F‐ 05 100 亥UF「 B I 7

F‐ 05 010 72

F-05 77

F‐ 05 JrΠ A

F-05 71

F‐ 05 夕UFΠ A

F‐ 05 015 刻Frl Aか I 2
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石材番号
法量 (cm、 ka

刻印・刻字
朱書・

昌書

矢穴
備 考

横 縦 控 え 竃量 箇所数 延べ数

F-05 刻印 Aか
F-05 刻印 B・ B・ Fか

F‐ 05 刻E口 B 1

F‐05 200 2 5(3+3

F-05 刻E口 A

F‐ 05 刻E「 C 1

F‐ 05 022

F-05

F-05 亥JEtt C

F-05 亥JE]E

F-05

F‐05 027 77 亥1に「 B 1

F-05 028

F‐05 029 71

F‐ 05‐ 1030 7(

F-05- 7

F‐05- 7 1 1

F-05-

F-05- 034

F‐05- 20( 刻 E口 Aか 1

F-05-1036 7( 刻〔口Dか

F-05-1036-1 逍

F‐05-1036-2 7 刻印 C

F-05-1036-3 亥」E口 Dか 1

F‐ 05‐ 2001 1

F‐ 05‐ 2002

F-05‐ 2003 亥JFil A

F‐ 05‐ 200“ 珀 亥UFΠ C

F-05-2005 宏JFR A 4

F‐ 05‐ 2006 4 雹

F‐ 05-2007 亥Utt A、 亥uF口 A(左
側面)

F-05-2008 刻印 Aか

F-05-2009 亥Utt B。 その他 似 !

印 C,Dの組み合せ)

F-05-20 J 1

F‐ 05-20 えU字 1大 |(右側面)

F-05-20 7 1

F‐ 05-20 3 200 1

F-05-20 4 4

F-05-20 5 亥」印 C、 亥」印C(ド 面) 2

F-05-20 4 81 刻F「 c 2 4(3+1)

F-05-20 7

F‐ 05-20 4 42 亥UFR A 6

F-05-20 4 42 刻印 C 4

F-05-2020 4 1

F-05-2021 刻印 Aか 5

F-05-2022 4 71

F‐ 05-2023

F-05-2024 判

F-05-2025

F-05-2026 7 刻印 D 1 2

F-05-2027 4 刻印 D
F-05-2028 亥Utt C

F-05-2029 判

F-05‐ 2030 刻印 C

F-05-2031

F-05‐ 2032 1 2

F-05-2033

F-05-2034 4

F-05-2035 4

F-05-2036

2

| 〕

猪1印 A
4 え1印 Aか

刻F口 Aカ 1 6

電 I 5

F-06 刻印 D

亥」印 E

コ 刻EP A

コ 1 I

F-06-1011 4 4 刻FR Aか

F‐ 06-1012 刻印 A、 刻Fp Aか (左

側面)

1 3

F‐ 06-1 2 8(4+4)

F-06-1 刻印A I 2

F‐ 06-10 5 4 刻Ew Eか

F-06-10

F‐ 06‐ 10 7 刻印 B

工06-10 41 9

F‐ 06‐ 10 4

F‐ 06‐ 1020

石材番号
法量 (cm、 k宣)

刻印・亥U字
朱書・
墨書

矢穴
備 考

横 縦 控え 重昌 箇所数 延べ数

F‐ 06-1021 亥JFl]Aか 3

F‐ 06-1022 2

F-06-1023 200 3

F‐ 06-1024 9 刻仰 D 1

F‐ 06-1025 その他 (コ の字型 ) 2

F-06-1026 8骨 刻印 C・ その他 (曲
線)

F-06-1027

F‐ 06-1028 7〔

F‐ 06-1029 3

F-06-1030 刻Ftt D 1 2

F‐ 06-1031

F‐ 06-1032

F‐ 06-1033

F‐ 06-1034

「
062001

F‐ 06-2002 ア」印C

亥」Ell E

F-06-2004 20( 刻E「 B

F‐ 06-2005 その他 (― ) 1

F-06-2006 その他 1 1

F-06-2008 えJEtt A

F-06-2009 刻印 Aか

0 37 亥lF口 A 1 3

F-06-20 1 1

F-06-20 2 刻印 D 2

F-06‐ 20 3 42 7〔

F-06-20 4

F-06‐ 20 5 亥UE口 A

F-06-20 6 亥lFIJ A

F-06‐ 20 7 刻F「 D
F‐06-20 8

F-06-20 9 刻E「 E 1 1

F‐ 06‐2020 3

F-06-2021 刻印 Aか

F‐06-2022 200 I 1

F‐06-2023 4 亥」印 C

F-06-2024 4

F‐06-2025 300

F-06-2026 81

F‐06-2027

F‐ 06-2028 200

F‐06-2029 200

F-06-2030 47

F-06-2031 200

F-06‐ 2032

F-06-2033 判 亥Jtt A・ C、 刻印
C(右側面)

1 4

F-06-2034 200

F-06-2035 51 200

F-06-2036 200 刻Ftt Aか

F‐ 06-2036‐ 1 45 刻印 B

F‐06-2036-2 300 亥」Ett A 1 3

F‐06-2036‐ 3 その他 (一 ) 1

F‐ 07‐ 1001 その他 (ノ の字型 ) 1 5

「

07‐ 1002 夕J向〕A、 亥可F「 A(J二
面 )

2 〕(5+1)

F-07‐ 1003 刻印B、 刻印Fか
(F面 )

10 (4+6)

2 6 (2+4)

F-07 亥JF口 B 2 5(4+1)

F-07 刻印 A

F-07 91 3 8 (3+4+1)

3 7 (2+3

F-07 刻E「 A 2 13 (7+6)

F‐ 07 亥」ER A

F‐ 07-1012 11 刻印 A、 亥Jtt A(背
面)

F-07-1013 亥JE口 C

F‐07‐ 1014 2 5(二 十4)

F-07-1015

F-07‐ 1016 えUFll A

F-07-1017 え」F1lC

F-07-1018 刻F「 Dか 2 13 (7+6)

F‐ 07-1019 2 7 (2 5,

F-07-1020 刻自〕Aか I 1

F‐ 07-1021 刻印 A I

F-07-1022

F‐ 07‐ 1023 宏CFp A 2 6 (2+4)

F-07-1024 え」E口 A

F-07‐ 1025 61

F-07‐ 1026 刻E「 B
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石材番号

法量 (cm、 kgl

刻印・刻字
朱書・

墨書

矢 穴
備 考

縦 控 え 重 員 彗所う 延べ数

F‐ 07-1027 200

F-07-1028 1

F-07‐ 1029 アJF口 A 1 2

F-07-1030 7C 廃UFtt A

F‐ 07‐ 1031 刻Ett C

F‐ 07‐ 1032 その他 (ノ の字
型)

F‐07-1033 1 I

F-07-1034 7Z 1 1

F-07-1035 その他 (コ の字
型 )、 刻 E口 C(と
面)

2 4(3+1)

F-07‐ 2001

F-07-2002

F‐ 07‐2003 刻r「 A

F-07-200判 1 4

F-07‐ 2005 塊JE口 B

F-07-2006 20( 塊Utt A

F‐ 07-2007 20(

F-07‐ 2008 亥Utt Cか 10

F-07-2009

F‐07-2010 I 8(2+5+1)

F-07-2011 刻印 A I 2

F-07-2012 亥Jtt D

F‐ 07-2013 200 刻 E口 A、 刻にRA
(上面 )

1 3

F‐ 07‐ 2014 76 刻印 A 5 (2+3)

F-07-2015 亥Jtt A

F-07-2016 刻印 C 1 I

F-07-2017 1 6

F‐ 07‐ 2018 77 刻印 A

F-07-2019 亥Utt Dか

F-07-2020

F‐ 07-2021 2

F-07-2022 2

F-07-2023 1 2

F-07-2024

F‐07-2025 77

F‐ 07‐ 2026 200 1

F-07-2027 200

F‐ 07-2028 7(

F-07-2029

F-07-2030 4 刻E口 A 1 I

F-07-2031

F‐07-2032 51 81 1 3

F‐ 07‐ 2033 1

F-07-2034

F-07-2035 20( 刻F「 D

F-08-1001

F-08-1002 67 1 8

F-08-1003 刻E口 Bか

F‐08-1004 えJF口 A

F‐08-1005

F-08-1006 108

F-08-1007 4 1 2

F-08-1008 刻Ett A

F‐ 08‐ 1009 亥UE「 A 1 3(2+1)

F-08‐ 1010 3 11(4+3+4)

F-08-1011 3乏

0 2 300 射印 A I 3

0 3 51 刻印 C

F-08 0 亥1印 D 〕 5

F-08- 0 5 105 2 3(2+1)

F-08 刻FΠ A 〕 2

F-08 2 11 (7

F‐ 08 刻に「 B

F-08-1019 その他・その他、
その他 (マ ルフ
タツ)(上 面)

1 1

F-08‐ 1020 300 亥UFコ D。 その他 1

F-08-1021

F-08-1022 刻印 A 1 2

F-08-1023 4 刻 E口 Aか

F‐ 08‐ 1024 判 8〔 女JF口 Aか 。Aか、
亥Jtt B(上面 )

3 3(1+1+1)

F-03

2 4(1+3)

刻印 Aか

F‐ 08‐

F-08‐ 51 I

F‐ 08‐ 1

F-08 えJFi〕 C

F‐ 08-1033 20( え」字「六J(下面 )

石材番号 法量 (cm、 ka
刻印・亥」字

朱書・

経詩

矢穴
備考

横 縦 控 え 重量 衝所叡 延べ数

F‐ 08-2001 刻F口 Aか

F-08-2002 亥Jtt A 1 3

F-08-2003 2 12(8+4)

F-08‐ 2004 刻E「 A

F-08-2005 亥」E口 B 2 9 (5+4

F‐ 08-2006 そのF也 (U字型) 1

F-08‐ 2007 4 その他 (U字 型 ) 1

F-08-2008

F-08-2009 37 え」F「 IC

F-08-2010

F-08-2011 刻印 C I

F-08‐ 2012 刻F口 A

F-08-2013 亥J白 〕D 1

F-08-2014

F‐ 08-2015 その他 (T字型) 2 10(5+5)

F-08-2016

F-08‐ 2017 2 3 (1+7)

F-08-2018 刻Ett A 1 2

F-08-2019 刻印 B

F‐03-2020 れに日A

F-08-2021 打JEtt B

F-03‐ 2022 37 ア」FI,B 1 2

F-08-2023 刻 Ftt B、 刻 E「 B(下両 ) 1 3

F-08-2024 亥UFtt A

F-08-2025 4 刻印 A

F-08-2026 37 刻印 A

F-08‐ 2027 刻Fl C

F-08‐ 2028 5修 3〔 刻印 A

F-08‐ 202C 4(

F‐ 08-203C 1

F-08-2031 亥uF口 F

F-03‐ 2032 3 亥UFtt A 1 3

F-08‐ 2033

F-08‐ 2034

F-09-1001 81

F-09-1002 女UF口 C

F-09‐ 1003 刻印 A 3

F-09-1004 刻印 Aか 12(6+6)

F‐09-1005 刻F「 D 1 1

F-09-1006 亥」【II C、 刻 E「 C(上面 | 5

F‐09-1007 亥∬F口 C

F-09‐ 1008 400 I 2

F-09-1009 亥9FIJ C I 5

F-09‐ 1010 刻印 A 7

F-09-1011 300 亥」Ett B 1 3

F‐ 09‐ 1012 2 8 (5+3)

F-09‐ 01 亥け印 C 2

4 亥JE口 B

F-09-1015 判 ′」白]B・ 亥」̀
亨
 「ァヽJ、

針署巽プ得昇ズ灸善跡
1

F‐ 09 刻F「 A

F-09-1017 2 2(1■ 1)

F-09‐ 1018 刻印 8

F-09-1019 111
饗蜜患形〒型‰怒P

F-09 020 刻印 C t 3

F‐ 09 52 ア」E「 B

F-09‐ 1022 20C 刻E口 D

F-09-

F-09-1024 1 2

F-09-1025 亥Jtt A

F‐ 09-1026 刻印 A I 2

F-09-1027 亥JEtt A

F-09‐ 1028 2 4 (2+2)

37 友Utt Aか 1 3

F‐ 09‐ 1030

F-09-1031 刻EI〕 A

4 刻印 A 1 I

1 3

F‐ 10‐ 1001 刻Fp c

F-10-1002 刻印 Dか 1 1

F 0-1003 刻印 A 1 2

F 0‐ 1004 4( 115 刻印 A 5

F 0‐ 1005 5 1 3

F 0-1006 4 刻に「 Fか 1 3

F-10-1007 その他 (こ のような
形)。 その他 (刻 印 D
の中に一)

1 3

F 0‐ 1008 刻FΠ A

F 0-1009 2

F-10‐ 1010 刻E「 Aか

F 0101 刻印 D

F 0-101 I 1 463



石材香 号
法呈 (cm、 kgⅢ

亥U印・刻字 朱書・
墨苦

矢 穴
備 考

横 縦 空え 三景 旨所郷 延べ数

0 4 え」F「 A I

F10
F-10‐ 1015 亥」E口 B

0 2 6(5+1)
0 電 101

0 えJtt F 1 6

F 0‐ 刻印 A

F 0‐

F-10‐ え」E「 C、 亥U日]C (~FI野 )

F 0- 022 51 亥UFΠ A

F-10-1023

F 寃JEtt A 1 3

F 025

F‐ 10‐ 1026 刻印 A、 刻印 A(左側
面う

F‐ 10‐ 1027 2 (4+5)

F‐ 10-1028 亥1印 C(2佃 )

F-10-1029 刻印 D I 5

F-10-1030 亥uFtt C

F-10-1031 20C 1 3

F-10-1032 刻印 A
F-10-2001 刻字「木 (水 )Jか (下 面) 1

F-10‐ 2002 刻Ett D 1

F‐ 10-2003 亥」印 B

F‐ 10-2004 200 究」FΠ B、 亥」印 B・ B(左
側面)

1

F 8 2 3 1)

F 0-2006 亥」E口 B

F 0-2007 刻印 A
F

F 0-2009 2 3(2■ 1

F 0‐ 2010 刻印 A

F 0‐ 201 亥JFtt C 2

0-2012 亥UFJ A 2

F 0-201
I

F 0-2014 亥JEll A 2

F 0-201 5( 9] 刻印 D
F 0-201( 〕

F 0-201 刻印 A 〕 2

0‐ 201 2 (4+2)

0-2019 31

0-202(

0-2021 400 刻Ftt A 1 1

0-2022 400 刻Ett B 1

0-2023 4 刻印 C 1 3

0-2024 4 刻印 B

0‐ 2025 4 300
F‐ 10-2026 2 6(4+2)
F‐ 10-2027 2 3(2+1)
F‐ 10-2028

F-10-2029 91 1 4

F-10-2030 81 1 1

F-10-2031 亥」Elj C 1 2

F‐ 10‐ 2032 刻F口 B

P‐ 10-3001 刻印 A
F‐ 10-3002 知!印 D 1 3

F‐ 10-3003 刻印 A 3

F-10-3004 亥J「
fl B

F 刻字 「六」 (下面 )

F 0‐ 3006 刻 E口 A
F 0-3007

0-3008 107 亥Jtt A

0-3009 亥」Ett B

0-3010 刻印B、 刻F口 B(ノヒ側τご)

0-3011 亥UF口 A

0-3012 41 1

0‐3013 200

0-3014 亥」Ett A

0-3015 その他 (二のような形 ) 2 (4+1)

0-3016 47 1

0‐ 3017 射印 A 2 (6+2)

0-3018 刻印 B 2 10(8+2)

F-10-3019 その他 (扇形 ) 1

F‐ 10-3020 刻印 B 2 1(4+7)

F-10-3021 亥Jtt A

0‐ 3022 200 1

F― 0‐ 3023 ア」Ftt Dか 〕

0-3024 (二 十6)

0-3025

0-3026 そのイ也 I

0-3027

0‐ 3028 宏lFp A 1

0-3029 7〔 亥」印 D

石材番号
法星 (cm、 k真)

刻印・ /x41字 朱書・

墨書

矢穴
lFll考

績 縦 挫 え 重量 箇所数 延べ数

F‐ 10‐ 3030 1 3

F‐ 10-3031 1 4

F 1001 2 3(4+4)
F 1002 111 友uEI B

F 刻だ口B J 3

F 1004 刻印 Aか I 2

F 4 刻Ett Aか I 3

F -1006 50 刻印 B・ E I

F 1007

F 1008 4

F 1009 11 2 6(3+3)
F 1010 4 刻Ett A

F 1 2

刻Ftt A

400

F 300 充」FΠ A

F 10 その他 (扇 形か) 3

F 1016

1017 刻印 A 1 5

1018 7(

F 1019 500
F 1020 300 刻印 C

F

F 刻FH c 1

F-11-1023

F-11‐ 1024 5( 113 刻印 B 1

F-11-1025
1 5

F-11-1026 5【 105 300
F‐ 11-1027 5( 4( 300 I 6

F 1028 宏」Ftt A

F 2

F-11-1030 4 1 I

F-11

F‐ 11-2001 4 4

F-11-2002 7( 4 えJEtt B
F-11‐ 2003

2004 亥Jtt C

F-11-2005 その他

F-11-2006 52 1 弯

F-11‐ 2007 117 宏‖印 A 2 8(4+4)
F-11‐ 2008 51 亥uF口 A I И

F-11-2009 ′JEtt Eか
F‐ 11-2010 4 刻EΠ D 2 1)

F-11-2011 2 6(3+3)
F-11‐ 2012 刻FJ Dか 1 2

F-11-2013 瑠 判 刻印 A

F-11-2014 その他 (U字型) 1 1

F‐ 11-2015 4 40C

F-11-2016 45 1 4

F-11‐ 2017 寃Jtt D

F-11‐ 2018

F‐ 11-2019

F-11-2020

1 2021

1 2022 刻E「 A
F‐ 11-2023 300 亥」FI]C
F-11-2024 刻印 D
F-11-2025

F-11-2026 刻Ett D

2027 1

F‐ 11-2028

F-11-2029

F-11‐ 2030 刻Frl Aか

F-11‐ 2031 4( 3001 褒可FΠ B 1

F-11-2032 3001

F-11-3001 4

FJ -3002

F-11-3003 5C え可E「 C 1

Fl 3004 刻E口 A 1

Fl 3005 えじ印C 2 (2+2)

3006 」々EΠ A 〕

I 1 え」印 C、 刻印 A(上面)

■ 3008 102 え」Ftt B
-3009 1

3010 I 知IEΠ  A

1 3011 1

1 3012 1 打Jtt A

1 3013 f町 白lB 1

F-11-3014 1

F-11‐ 3015

F-11-3016 4 fuFll Bか

11-301 3 2 刊丘μA 1
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石材番号
法量 (cm、 ka

第∫印・刻字 朱書・墨碧
矢穴

備 考
横 縦 控 え こ 量 函所勢 延べ数

3018 亥lF口 A
-3019

-3020 刻印 A・ D 1

-3021 4 4 刻印 A

4 亥」Ett A 3 13(8+3+2)

1 1

F 4 れlr口 A

F-11-3025 4〔 その他 (U字
型)

-3026 1

2 5(4+1)

302〔 4 2 7 (5+2)

1 1

3032 刻 千口Co L 1 3

F-12-1001 2 5(4+1)

刻E「 Dか 1

1003

77 4

F 1

刻に口Aか 3(1+2)

1007 コ 200 2

4 コ 11 刻Fll B・ B

1009

51 刻F「 A 1 5

2‐ 1011 刻印 D I 3(3+5)

51

1013 刻印 A 1 2

1014 〕

1015 500 刻F「 A

F

F 111

亥」印 A

F 1 6 (3+3)

F 1020 4

F 刻 Ett Aか 2

F 5

F 1

F 亥1印 C 1

F 1025

友JE口 A t 6

F 1027 51 1

F 2‐ 1028

F 2-1029 1 5

F 2-1030 I 3

F 2-103 61

F 2‐ 1032

F 2-2002 118 2 8(6+2)

F-12-2003 女」E「lFか

F 2-2004 亥じF口 C

2-2005 刻F十]Cか 2 13 (7+6)

F 2-2006 1 3

F 2-2007 亥」F「 C 2 3(2+1)

F 2‐2008 射印 B

F 2-2009 4 300 亥UFtt A 1 6

F 2-2010 7

F-12-2011 4 200 刻印 B、 亥」Fll B・

B・ B(下両)

『
‐12‐ 2012 300 刻F「 A 1 3

F‐ 12-2013 4 刻印 A 朱書 U(左側
面 )

2-201 刻印 Aか 2 6 (3+3)

F 2-201 1 3

F‐ 12‐ 2016 7 その他 (半 円
形めヽう

2

F 2-201

F 2-201 1 1

F | 5

F 2-2020 宏lE1l C

F-12‐ 2021 121 400 朱書 V(右側
面 )

I 2

F 2-2022 400

F 2-202

F 2-202

F 2-202

F 2-2026 刻印 A

F 2-2027

F 2-2028 5( 1 I

F 2-202C

F‐ 12‐ 2030 その他 (ノ の
字型 )

石羽番号
法量 (cm、 嘲

刻印・刻字 朱書・墨書
矢穴

備 考
横 縦 控 え 重 量 超ゴ司千賽 延べ数

F-12-203, 刻E「 A

F‐ 13-1001 500 1 3

F-13-1002 2 4(1+3)

F-13‐ 1003 刻F]B 邑き 直線 (左
則面う

F-13-1004 亥UFJ A 2 4(2+2)

F‐ 13-1005 1 1

F 刻Ftt A

F-13-1007 友可ETJ B

F-13‐ 1008 200

F-13-1009 亥UFtt C、 亥」
印 C(上面 )

2 5 (2+3)

F-13-1010 亥」印A I

F‐ 13-1011 刻【口Cか 1

3‐ 1012 4 4 I

3-1013 4 刻 F口 Dか I 3

3-1014 刻印 A

3-1015 4 亥JE「]A

1016 瑠 8乏

3-1017 55 逍 刻 E口 A 1 1

3‐ 1018 コ 亥」Ftt B 1 1

3-1019 5 亥」印 A l

F‐ 13-1020 刻 E口 Aか、
刻印 B(上
面)

F-13-1021 刻白JA、 刻
印 A(右側
面 )

3‐ 1022 友」Ftt A

3-1023 刻印 D 朱書 F(左側面)

3-1024 2

3-1025 刻Ftt D 3

3-1026 亥けFtt D 6

F 3-1027 亥JEtt C 3

F 3‐ 2001 寃uFΠ  B

F 3‐2002

3-2003

3-2005

3-2006

F 3‐2007 40(

F-13‐ 2008 40( 1 3 ノミ面
bHI

F 3-2009 4

F‐ 13-201( 117 2

F 3-201 亥JF口 C

F 3-201 亥Jに ll B 1

3-201 1 1

F 3‐ 2014 6(

F-13-2015 11 40( え」Ftt C 1 7

F‐ 13-2016 11 朱書 Pか (右側
面)

F 3-201 3 5 (2+2+1)

F 3-2018

3‐2019 亥UFtt B 6

F 3‐2020 5

F 3‐202 10 (4+6)

F 3‐2022 3

F 3-2023 刻rl,A

F‐ 13-2024 刻印 E 1 2

F 亥Jtt C I 4

F

F 3-2027

F 3‐2028 200 1 1

F 4-100 500 笈1印 A・ A 3 4(1+2■ 1)

F 2 14 (8+6)

F I 1

4-100 400

4-1005

4‐ 1006

4‐ 1007

4-1008 刻Ftt A・ A 〕 3

4‐ 1009 亥」印 A 1

4-1010 4

F‐ 14-1011 3

4101 4 300

4101 4 1 〕

4101 判 9乏

4‐ 101 4 1 6

4‐ 101 巧

4‐ 101

4101 9 (6+3)

4101 2

4-1020
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石材番号
法量 (cm、 k笥

刻 F日・亥U字 朱脅・盤書
k穴

備考
横 縦 控 え 重景 箇所あ 延べ数

F 4‐ 102 5判

F 4‐ 1022 300 I

4‐ 1023 (3+5)

F 4‐ 1024 刻E口 A 10(7+3)

F 4-1025

F 4-1026

F 5-100 l 4

F-15-1002
新ど【七∬∫

2

5-100 繰刻

F 5-1004 1 3

F 5-1005 500 亥」E口 C 2 2 (1 1)

F 5-1006 1 2

F‐ 15-1007 線 刻

5‐ 1008 300

5-1009 1 4 線刻

F 5‐ 1010 1 4

F 5‐ 101 600 1 5

F 5-101 刻 EΠ Aか

F 5‐ 101 2

F 5-1014 300

5‐ 101 400

F 5‐ 1016 2 (5+4)

F 5-101 55 300 2 2 (1 1)

F 5‐ 101 600 1 1

F― 5-1019 300 2 (3+2)

F 5‐ 1020 線刻

F 5-102 300

5-1022 1000 1 1

F 5-102 122 700 亥」F口 B

F 5-2001 2 3(3+5)

F 5‐2002 71 600 1 4

F 5-2003 5( 刻 F口 A

F 5-2004 線 刻

F 5-2005 4 400

5-2006 300 1

5‐2007

F 5-2008 600 1

F 5-2009 400 2 1(2+2)

F 5-20 0 1

F 5-20

F 5-20 400 1

5-20 300 1

F 5-20 4 100 刻Ell B

F 5-20 4 1 4

F 5‐20 300 t

F 5-20 51 5( 1

F 5‐20 刻E口 A

F 5-20 500 4

5-2020 2 7(6+1)

F 5-202 500

F 5-2022 51 102

F 5‐2023

F 5-2024

F 5‐2025 7 5( 2

F-16-1001 1500 2 9 (5+4) ノミ面加
工

F-16-1002 700 1 2

F-16‐ 1003 2 4 (2+2)

F-16-100コ 2 10(5+5)

F-16‐ 1005 700 1 6

F-16‐ 1006

F-16‐ 1007 5( 17R刻

F-16‐ 1008

F-16‐ 1009 400 1 4

F‐ 16‐ 1010 2 4(3+1) 線刻

F16‐ 1011 亥」F口 B 1 2 線刻

F-16‐ 1012 300

F-16‐ 1013 亥」Fp B

F‐ 16‐ 1014 1 4

F-16-1015 47

F‐ 16-1016 300

F-16-1017 夕」F口 B 2 3(1+2)
F‐ 16‐ 1018 5C 1 I 泉刻

F‐ 16-1019 その他 (半 円
形 )

F-16-1020 1 2

F

F

F

F 103 朱書 E(下面 )

F 47 〕 3

F-17-1006

石材番号
法量 (cm、 kgl

刻印・ 刻字 朱 書 墨 書
笑穴

備 考
板 縦 控 え 三塁 箇所郵 延べ数

F‐ 17‐ 1007 朱書 Fか (左

側面)

1 5

2 5 (3■2)

F 009 2 8(4+4)

F 400

400

F 2 10 (5+5)

5〔 5【

F 5` 2 9(5+4)

F 51 400

F-17-2001 107 刻印 C

Ｅく・ヒ櫛ｍ
紹面＞、剣

I 2

F‐ 17‐ 2002 500

F-17-2003 1 1

F‐ 17-2004 5〔 51 朱書 E(下
面)

1 3

F 200 500

F 7] 500 1 5

F 7-2007 5( 105

F-17-2008 117 朱書 不明
(右側面)

1 7

F 2009

F 2010 122 亥UEΠ B 1 8

F 201 102 2 5 (3+2)

F 3 1) 線亥U

F 5〔 120 3 10 (5+2+3)

F‐ 17‐ 2014 朱書 U(下
面)

1 3

F -2015 111 刻印 A 2 5(2+3)

F -2016

F -201 11 5

F 8-100 1 3

F-18-1002 7( 1 4 面ミ
エ

ノ
加

F 8-1003 51 1 I

F 3-1004

F 8-1005 80( 1 4

F 3‐ 1006

F 2 4(1+3)

F 8‐ 1003 2 (1 7)

F 8-1009 1 2

8‐ 1010 2 5(1+4)

F 8-101

F 8-1012 (1 1 3)

F 8-101 刻FΠ A

F 8-1014 40C

F

51 刻印 C

9 40( 刻E「 E

9 刻FΠ B |

113 1 1 線 刻

40( 1

2 4 (1+3)

9‐ 2 5 (2+3)

55 5

9‐ 亥JFI〕 D 2 6 (4+2)

9- 53 106

012 亥lEP D

9- 1 2

2 5 (3+2

亥JE「 A 1 9

1 1

50C 1 J

F‐20-2001 刻F口 A 2 12 (2+10)

F-20-2002 1 2 映錯痕
芥

F-20-2003 400

F-20-2004 えlE「 A 2 5 (3+2)

F-20‐ 2005

F-20‐ 2006 111 亥U字「 しJ(下
面)

1

F-20‐ 3001 えUtt C、 刻
¶C・ 刻字'大

」(下面)

2 12(9+3)

F‐ 20‐3002

F-20-3003 3

F‐ 20-3004 刻印 C 7

F-20-3005 1

F-20-3006 4

F-20-3007 2

F-20‐ 3008 朱吉Hか (千

面)

I 判

F‐ 20‐3009
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石材番号
法量 (cm、 kロ

刻印・刻字 朱書・墨書
矢穴

備 考
積 空え 重量 箇所数

F-22-1001 朱書 G 4 ノミ面加工

F-22-2001 5i

“

3 ノミ面加工

F‐22‐ 2002 2 ノミ面加工

F-22-2003 射印 C 7(2+5)

F-22-2004 刻 F口 C 鉄fB・ 痕跡

石材番号
法量 (cm、 噛

刻印・刻字
朱書・

墨書

矢穴
備考

検 縦 控 え 重 埋 箇所勢 延べ数

H‐03‐ 1007 2 10(5+5)

H-03-2001 9 1 3

H-03‐ 2003 5C

H032004
H‐ 03‐2005

■-03-2006 71

H-03-2007 51

H-04‐ 2001 刻印 D 狛

H042002
H‐04-2003 猪」E「 8、 亥」印 C(右

則面 )

H‐04-2004 塊Jtt C(左側面 ) I 1

H-04-2005

H-042006 3C その他 (」 と B)

H042007 4

H‐04-2008

石材番号
法量 (cm、 k郵

刻 F口
,刻字 朱書・墨譜

矢穴
備 考

横 縦 控え 重量 雹所数 延べ数

G-07-1001 鉄錆痕跡

C-07-1001-1 ア」Ftt C

G‐ 07‐ 1002 刻印 A 1 I

C-07-1003 1

G-07-100コ 刻印 B・ B(上 面 )

C-08

G‐ 08‐ 71 アJtt A

G-03-1003 亥UFtt C 1

G-08-1004

G‐ 08‐

C-08-2001 77 20C 1 2

G‐08-2002 77 t

G‐ 08-2003 亥uF「 A

C-08-2004 400 朱書 不明 1

G-08-2005 列F口 A

G-09-1001 割

C‐ 09-1002

G‐ 09‐ 1003 300 その他、亥」印 E
E(上面)

G-09-1004 1 2

C‐ 09-1005 61 朱書 H 1 3

G 0‐ 1001 30( 刻FΠ B 1

G 0-1002 刻印 B

C― 1

G 0‐ 2002 刻E口 A

G 0-2003

G 0-2004

G― 0-2005 5( 1 3

C‐ 10-2006 4

響舗
岬A 1

G-10-3001 刻字 C「二J

G-10-3002 刻印 B

C-10-3003 1

C‐ 10-3004 刻印 Cか 1 1

G‐ 10-3005 40( I

G-11-2001

C-11-3001

G面

H面

1面

石材番号
法量 (cm、 k21

刻印・ 刻字
朱書・
墨書

矢穴
備 考

横 縦 控 え 重量 箇所数 延べ数

I-03-1001 アJtt D 1 1

103‐ 1002 7

103-1003 7

103-1004 コ 3 11(6+4+1)

103-1005 2 2(1 1) 鉄飴痕跡

103-1006 1 2

103‐ 1007 1 1

008 8〔 3 9 (3+4+2)

安UFΠ  B 1 3

0 0 亥」印 A

0

2 35 線亥可

0 3

0 4 1 5

0

103 017
1

刻印 A 2

刻印 A

えJtt D

103-1024 刻印 C(左側面 )、

刻印 C(下面)

3 7 (二十4+2)

I-03-1025 1

103‐ 1026 1

103‐ 1027 1 3

103‐ 1028

103-1029 7

103-1030

103-1031

I-03-1032

103‐ 1033

034

1 2

刻FΠ B

1 3

103‐ 75

103‐ 1041 その他・刻印 A
か

103‐ 1042 刻F「 B

103-1043 79 六字
＞

刻
面

(右側

103-1044

103-1045 その他 (∧ )

103‐ 1046 その他 (刻印 B
に近い)

卜03‐ 1047 刻FΠ C

103-1048 73

103-1049 亥UFΠ  C

103-1050 刻印 C、 亥可印 C(下
面)

1 4

I-03-105J 77 2 5 (3+2)

103-1052 亥」日lC 1 3

104‐ 1001 刻F「lE 1 3

百材番号
法量 (cm、 k質〕

亥J印・ 亥1字
朱書・
墨書

矢穴
備考

横 縦 控 え 重 量 箇所勘 延べ数

H-04 亥」E口 A 1

H-04 その他

H04 えJtt B・ A

H04 1

H-04 1

H-04■ 007 亥可E口 B、 亥」〔口B・

F(下面 )

H04
■04-

H-01 亥lE口 A ノミ面加工

H-01 002 77 5〔 1 5 ノミ面加工

H‐ 0卜 1003 1 3

H-01■ 004

H-01■ 005 6 ノミ面加工

H-02-1001 5

J 2

H‐02 えJFΠ  D・ B 〕 〕

H‐02 2 6(5+1)

H-02- 2 2 (1 1)

H03
■-03-

H03 003 刻印 A

H‐03■ 004 1 1

H-03■ 005 えJFH A

H-03■ 006 51
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石材番号
法量 (cm、 ka

亥」印・亥J字
朱書・
墨譜

矢穴
備 考

横 縦 控 え 竜 量 箇所邦 延べ数

104-1002 亥」印 D 3 3(1+1+1)
104-2001 l 1

104-2002 亥JE口 A 1

104-2003 1 1

I‐04-2004 1 2

104-2005

約独
卜
一

Ｂ
フ
形

印
く
な

刻
他
う

1 4

I-04-2006 刻印 B、 亥」Ftt B(上
面)

1

I-04-2007 1

I-04-2008 1

I-04-2009

I-04-2010

1-04‐2011 37

I-04‐2012 その他 (ハ の字の
ような形)

4 12
(2■6+3+1)

I-04-2013

I-04-2014

104-2015 夕」E「 C

104-2016

104-2017

104-2018 1 1

104-2019

1 1

104-2021 亥」印Aか 1 2

I‐04-2022

104-2023 2xltt B

I-04-2024 1 2

104-2025

I-04‐2026 刻印 Aか 4(3+1)
I-04-2027 4 1 I

I-04-2028 刻Ftt Cか

I-04-2029 判 刻E口 A 〕

卜04-2030

104-2031 亥lEtt c I 5

104-2032 4 7

104-2033 4 8 刻 FP A、 刻印 A(上
面 )

1 1

104-2034 4

104-2035 1 3

104-2036 その他

104-2037 4

104-2038 2

104-2039 刻印 A
104-2040 9修 1 2

104-2041

I‐04-2042 亥」印 C

104-2043

〔04‐2044 7 刻Ell Eか

I-04‐2045

I-04‐2046 3

【-04-2047 刻印 Aか I 1

104-2048 刻印 A
104-2049

104-2050

104-2051 1 2

I-04-2052 刻Ett E 1 3

I-04-3001

I-04-3002 1 2

I-04‐3003

2 7 (4+3)

2 3(2+1)
104-3007 I

(4+3)

I-04-3009 3 1

I-04‐3010 刻字「下下J(下面 ) 1 (2+4)

104-3011 刻印 Dか 次錯痕
亦

104-3012 3(

104-3013 亥」印 Bか

104-3014 刻印 Cか、刻 F口 c
(左側面)

2 鉄錆痕
跡

104‐ 3015

104‐ 3016

卜04-3017 1 1

104-3018 1 2

104-3019 刻字「 ドJ(右側面) 1 J

I-04‐3020 7 刻印 A 1 2

104‐ 3021

104‐ 3022

104‐ 3023 その他 (曲 線 と直
象)・ 刻字「 ヒ」(F
ll)

1 5

石材番号
法量 (cm、 k質)

刻印・刻字
朱書・
塁普

矢穴
備考

横 縦 控 え 重 量 箇所数 延べ数

I-04‐3024 7 刻印 A 1 2

104‐ 3025 7 1 2

104-3026 アlFΠ  C、 刻印C(右側面)

104‐ 3027 1

104-3028

104-3029 刻印 C(左側面)

104-3030 4

と04-3031 その他 (∨ と Bが縦
に並ぶ )

1 5

[04-3032 打JF口 A 1 3

卜04‐3033 I 5

104‐ 3034 質」「 IJ A

I-04-3035

104‐ 3036 1 2

I-04-3037

I-04-3038 1 3

I-04‐3039

I-04-3040

104‐ 3041

104-3042 1 1

I-04-3043 亥JFΠ C

I-04-3044 えJE口 C

I-04-3045 47 えlEtt A
104-3046 刻印 B

104‐ 3047 47

104-3048 7( 刻印 A

I-04‐3049 変UFfI D 〕 5

7

I-04-3051 4

I-04-3052 」々Ftt B I 〕

104‐ 3053

J面

石材番号
法量 (cm、 k宮)

刻印・刻字
朱書・
墨讐

矢 穴
備 考

横 縦 腔え 重 量 箇所数 延べ数

J-03‐ 文Jtt B 2 (2+1)

J-03- 002 刻EΠ B 1

003

卜03-

006 1 3

子03- 宏JFD Aか 1 2

J-03‐ 1008

J-03-1009 31 31 3

J-03-1010 刻Ell Cか 1 4

J‐ 03-1011

卜03-1012 1 ,

子03-1013 亥Jtt A 〕 4 決錆痕跡

子03‐ 1014 刻印 F(上 面)

」-03‐ 1015 刻印 C(左側
面 )、 刻EH C(背
面 )

J-03-1016

J-03-1017
-03‐ 1018 72 ノミ面加工

‐03‐2001 3〔 73

刻字 「下J 1 2

佐」印 Aか

刻Ett Aか

5〔 1 1

5Z

J04-1009 その他 (∧ ) 1 5

J-04‐ 1010

J‐ 04‐ 1011 刻印 A 3 11(6+8+3)

J-04-1012

J-04-1013

卜04-1014 亥lFP A

-04‐ 1015

104-1016

J-04-1017 刻印 A(右側
面)

」‐04-2001

J‐04-2002 1 3

J-04‐ 2003

卜04‐2004

子-04-2005

J-04-2006 7 刻印 C(上面) 3

J-04-2007 40 7〔
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石材番号
法量 (cm、 kD

刻印・刻字 朱書・墨書
矢穴

備 考
績 縦 控 え 重星 箇所数 延べ数

J-04-2008 刻Ett Aか

!04-2009 刻E口 D

J-04-2010 災uFtt A 1 4

」-04-2011 5〔 亥」印 Cか

J-04-2012 刻Ftt A

104‐ 2013

子04‐ 2014 刻E「 A

J04-2015 刻〔ΠE 2 7(3+4)

J-04-2016

石材番号
長量 (cm、 k』

亥U印・刻字
朱書・

墨書

矢 穴
備考

続 縦 空え 重量 箇所数 延べ数

K-03-2007 刻印 B

K‐ 03-200〔

K-03-200〔 1

K-03-201

K-03‐ 2011 えIFtt C

K-03-201

K-04-1001 刻EΠ Eか
亥U字「六十」

1 7

K-04-1002

K‐ 04-1003 3〔 アJtt B o Cか

K-04-1004 3

K-04-1005 4 鉄錆疫跡

K-04-1006 7 刻Ftt A 2

K-04-1007 亥Utt Cか 1

K‐04-1008

K-04-1009 74 刻字「二十」 六」

K‐ 04-1010 えUtt A

K-04-1011 刻F日 3 I 3

K-04-1012 1 2

K-04-2001

K-04‐ 2002

K-04-2003

K-04-2004 刻E「 Aか 1 1

K-04-2005

K-04-2006 75 刻 E‖ B、 刻F「
jB・ B

(右側面)

1 〕

K-04-2007

K-04-2008

K-04-2009 刻 字 トァヽJ 2

K-04‐2010 3

(-04-2011 2

く-04‐ 2012 その他 2 ノミ面加工

石材番号
法量 (cm、 kω

刻印・亥」字
朱書・

墨書

矢穴
備 考

横 縦 控 え 重 量 箇 所

0 001 2 7(5+2)

002
1 4

く-01-1004 刻印 C、 亥Jtt C(右
側面)、 刻印 C(下
面う

005 4 亥UEtt A

1 4

007
‐0 1)

‐01

コ

1011 2 3(2 1)

K-01-1012 41

K-02-1001

K-02-1002 31

K‐ 02‐ 1003 1 2

K-02‐ 1004 1 2

K-02-1005

K-02-1006

降02

7

01( 5( 」Ftt C

友」Ftt Aか

012 刻EI]A 3

(02-2001

降02-2002

K‐02-2003

K-02‐2004

K-02-200〔 5〔

K-02-200(

K-02-2007

降02-200〔 刻印 A

K‐ 02‐ 200(

K‐ 02-201 〕 4

K-02-2011

K-02-201 亥lFtt C

K-02-2013

K-02-2014 ノミ面加工

K‐ 02-3001 75

K‐ 02-3002

K-02-3003

K-02-3004

K-02-3005 えJtt D

K-02-3006

く,02-3007

く‐03‐ 1001 亥」Ett C、 亥Utt C(上
面)

2 6(3+3)

く‐03‐ 1002 亥Jtt D

く-03-1003 7(

く-03-1004 1 1

く-03-1005 宏」【|'A 2

K-03-1006 安」印 C

K-03-1007 1

K‐ 03‐ 1008 4 1

K‐ 03‐ 1009

K-03-101( 4 刻 字 「六」 (上面 )

K-03-1011

K-03-2001 コ

K-03-2002

K-03-2003 101

K-03-2004 47 1

K‐ 03‐ 2005 44 1 1

K‐ 03-2006

K面

L面

石材番号
法量 (cm、 kRl

亥1印・亥J字
朱妻・
墨書

矢穴
備 考

横 縦 控 え 毛目 箇所窃 延べ数

7 刻印 C(左側面 )

002

003 4 刻印 B

I 4

006
1 1

じ 0 4

判 刻印 C

1 2

50

6〔

4

0 5 30

L-02 刻字「下J(下面 ) 1 1

002 4 刻Fp A

4 刻Ett F・ B 1 2

‐02- 3

と02- 005

じ02 006 3 9 (3+2+4)

L-02-

L‐02-1008

L-02-1009 7 刻印 B、 刻字
「六」 (下 面 )

L-02-1010 ユ 5

L-02-1011 亥Jtt B(下面) 7

L-02-1012

L-02-1013 33 4

L-03-1001 51

L-03-1002 3 8

L-03‐ 1003

L-03-1004 37 刻字「下」(下面 ) I

じ03‐ 1005 2

[031006 7` 1

L‐ 03‐ 1007 1 2

L-03-1008 2 (5+3)

L-03-1009 9 え」字「下」
則面)

(右

L‐ 03-1010 1 4

L-03-1011

L‐ 03-1012 81 亥」印 D

L-03-1013 刻Ett Aか

L-03-1014 2 (1+5)

469



石材番号
法量 (cm、 k郵

刻印・刻字 朱書・墨書
矢 穴

備考
横 縦 控 え 重 量 固所数 延べ数

L-03-1015 35 1 I ノミ面力「

工

L-03-2001

L-03-2002

L-03-2003 1 5

と03-2004 1 3

L-03-2005 51

と03-2006 1 3

と03‐ 2007

L‐03-2008 その他 (L) 1 I

L‐03-2009

L‐03-2010

L‐03-2011

L‐03-2012 刻印 Dか
L-03-2013 刻印 Aか

L‐ 04-1001 1 2

L-04-1002 刻印 B、 刻印 B(在
側面)、 その他 (亥 I

印 Eが分解され
た形)(左側面)

I

1

し-04 1 1

‐04 刻字 「六J(背面 )

L-04-1007 鉄錆痕跡

じ04-1008 刻E「 C 朱書 Aか
(下面)

じ04-1009 刻印 B、 刻印 B(左
側面)

L-04 1 2

と04 刻E「 A 1

と04
じ04
い04‐ 1014 刻FΠ  A、 亥Utt B(右

側面 )

『
04■ 015

じ04-2001 1

と04-2002 2 (3+2)

と04‐ 2003 1 1

じ04-2004 1 1

い04-2005 刻印 B、 刻 F口 B(右
側面 )

『
042006 刻印 A

L-04-2007 刻印 B、 刻宇~六
十J(上面 )

L-04-2008 刻印 A 1 1

L-04-2009 刻印 C

L-04-2010

L-04-2011 刻Ett Eか

し-04-2012

L-04-2013 その他

L-04-2014 1 2

L-05 刻E口 A 1 3

L-05 002 刻Ftt D

L-05 1 1 鉄錆痕勘

4

∫印D
‐05 刻印 C

1 1

L-05 008 刻印 C

L-05 009 刻印 D 2

71 3

その他(コ の字型

1 5

と05 4 J ,

と05 刻印 A
と05‐ 刻印 C

と05

L-05-2001

L-05-2002 その他 1 !

L-05-2003 刻印 D
L-05-2004 え」印A
L-05-2005 47

L-05-2006 刻印 C

L-05-2007 7Z 刻印 B・ 亥U字「七J

L-05-2008 えU〔口C、 亥Utt C(左
Fl面 )

2 3(2+4)

L‐05-2009

L-05-2010 亥1印 A
と05-2011 刻印 Aか 2 (3+5)

と05‐ 2012 その他 (T字 型)、

亥1字「七」(上面)

L-05-2013 その他 (ナのよう
な形)

M面

石材番号
法量 (cm、 k郵

刻印・刻字
朱書・

墨書

矢穴
備 考

納 空え 重昌 商所務 延べ数

1ヽ01

M01 002 亥」印 A 1 2

1ヽ01 003

1ヽ01 刻印 A

M-02 7 刻ER A

ふ江-02- 002

1ヽ02 寃」E口 A
M-02 寃uEΠ B 1 1

ふ江‐02 005

A/1-02-2001

1ヽ02-2002 7i

ヽ
「

02-2003 刻FΠ F

M02-2004 安」印 Cか

rv4 03 刻印 C I 7(6+1)

ヽ
「

03

M03 亥Utt C(左側 面 )

1ヽ03 亥Jtt Aか 1

M03 005 亥Utt A ユ

1ヽ03-2001 1 淡錯痕跡

1ヽ03-2002 え」Ett A

ヽ
「

03-2003 刻印 A、 亥」印 A
(下面)

1 4 茨錆痕跡

M03‐ 2004 1

ふ江‐03‐2005 91 亥JEΠ D 1 4(3+1)

M04 71 刻印 D
ふ江‐04 002 刻印 Cか

ふ江-04 003 刻Ftt A 1

M04-1004 その他 骸」E口 D
の中に Aか )、

刻 E口 Eか (上面 )

1 1

1ヽ04-1005 51

M04-1006 交UEtt B 1 3

hIB‐ 04-1 刻印 B B‐03-2001
に同じ

1∀lB-04-2 割
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Ill期石垣 角石・角脇石

に位置する。

朱譜・墨書・線亥1

裏込か らク
サ ビ状 Nl

クサビ状 N2

クサビ状 N3

26(1+11+7+7

5(4+1) クサ ビ状 N4

カスガイ状 N■ 25
19 (1■ 11+7)

カスガイ状 N■ 26

カスガイ状 N127・ 128

カスガイ状 N129

クサビ状 N8・ 9

クサビ状 N ll

クサ ビ状 N■ 1朱譜 A・ Vか (背面)

カスガイ状 N130・ 131

15 (二 十4+10) クサビ状 N13・ 14 カスガイ
N-132

カスガイ状 N■ 33・ 248

カスガイ状N■ 34。 134

3(1+2) クサ ビ状 N15・ 16

クサビ状N17

カスガイ状 N■ 37・ 138・ 139・
140。 141

カスガイ状 N142

12 (9+3) カスガイ状 N■ 44・ 145

カスガイ状 N146

カスガイ状 N■ 47

カスガイ状 N148

カスガイ状N■ 92・ 193

カスガイ状 N143

クサビ状 N19

クサ ビ状 N20・ 21

クサ ビ状 N22・ 23
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石材番号
法踏 (cm kg) 江戸切 り (cm) 角欠き (cm)

刻向]・ 亥1字
朱書・ 墨書・

線刻

矢 穴 錆
跡

鉄
痕 敷 金 備 考

横 縦 豆恒 位 置 幅 位 置 高 さ 筒所数 延べ数

CB-08-1 7(
正面右側 13-15

上 面 5 有 クサ ビ状 N29 カスガイ状 N■ 25・ 156
右側面 14- 18

CB-08-2 1500 刻FΠ C 3 9 (6+2+1) 有 クサビ状N30・ 31 カスカイ状N157

BC-09-1 179
正面左側 14-15 上 面 2

刻E「 A 2 12 (9+3) 有
左側面 11-14 下 面 3

BC‐09-2 2800 ■面 2 6 有 クサ ビ状 N32 カスガイ状 N158・ 160

CB-09‐ T 129 1300 刻Ett E

CB‐ 10-1 171
正面右仰 12-16

6 有 クサ ビ状 N33
右側面 12‐‐19

CB-10-2 刻EIJ A 2 18 (8+10)

BC-11‐ 1 172 330(
I面左 lR 7^-14

上 面 6 有
左側面 11-12

2 122 130( 〕 9 有 クサ ビ状 N34
3 170( 上 面 8 有 クサ ビ状 N35 カスガイ状 N161

CB-12‐ 1

正面右側 11 ‐ 13
上 面 2 I 3 有 カスガイ状 N162

右側面 13-15
CB-12‐ 2 167 3 14(10+2+2) 有 クサ ビ状 N38

BC-13‐ 1 340(
正面左側 8^´

上 面 3 有 クサビ状N-39
左側面 13-14

BC-13-2 142 270( ■ 面 4 I 4 有 クサビ状N40・ 41

CB-14‐ 1 7 196
正面右柳 12-15

刻Ett B 有 カスガイ状 N■ 63・ 249
右側面 7～ 14

CB-14-2 270( 正
く

面
近

上
面

5 2 15(10+5) 有 クサ ビ状 N43 カスガイ状 N250

上 面 3

BC-15-1 380(
正面左 lR [面 3

3 15(10+4+1) 有
左側面 10～ 14

BC-15-2 230( 有 クサビ状N44・ 45

BC‐ 15-3 260( 上 面 6 1 5 有 クサビ状N46

CB‐ 16‐ 1 194
正面右御

上 面 5 線刻 (左側面、
背面)

有 クサビ状N48
右側面

CB‐ 16-2 7 上 面 6 刻EΠ A 有
クサビ状 N49・ 50・ 51・ 52・ 53 カスガ
イ状 N164

CB‐ 16-3 9〔 142 上 面 8 線刻 (左側面 ) 3 12 (6+3+3) 有

BC‐ 17-I 7
正面た FR 10-13

上 面 2 有 カスガイ状 N■ 65
左側面 10´～15

BC‐ 17-2 1 6

BC‐ 17-3 142
上面正
面近 く

上面

2

8
刻E口 A 1 7 有 クサ ビ状 N47

CB‐ 18-1 390(
正面右側 13-14

上 面 4 2 3(2+1) 有
右側面 12^-16

CB-18-2 240( 上 面 2 有 カスガイ状N167・ 168・ 169
面ミ

エ
ノ
加

CB‐ 18‐ 3 上 面 2 亥」Ett A 有 カスガイ状 N■ 66・ 170

BC-19‐ 1 420(
正面左 IF 12^-15

上 面 1 有 カスガイ状N■ 71・ 172・ 173・ 174
左側面 14- 17

BC-19-2 7C 141 有

BC‐ 19‐ 3 114 340( 上 面 4 1 1 有 カスガイ状N175

CB‐ 20‐ 1 239
正面右 lF 12^ヤ 13

上 面 , 有 カスガイ状 N■ 76・ 177
右側面 11^ヤ 12

CB‐ 20‐ 2 280( L面 2 有
クサビ状 N53・ 59 カスガイ状 N■ 79
180

CB-20‐ 3 380( 上 面 2～ 6 2 有

BC-21-1 510(
正面左倒 7-14

2 3(1+2) 有 カスガイ状 N■ 78
左側面 13-15

BC-21-2 上面 3 2 11 (7 有 クサビ状N54・ 55・ 56・ 57

BC‐ 21‐3 190( 上 面 3 1 2 有

CB‐ 22‐ 1 7( 202
正面左側 7-14

有
クサビ状 N60'61 カスガイ状 N■ 81
182・ 183・  185。 186左側面 13- 15

CB-22-2 166 有 カスガイ状 N184

CB‐ 22-3
上面正
面近 く

上面

5

3

1 1

BC‐ 23-1 197 470(
正面左倒 11^-14

有 カスガイ状 N■ 88
左側面 10- 14

BC‐ 23-2 2800 上 面 5 有 カスガイ状 N■ 87・ 189,190。 191

BC‐ 23-3 163 1400 1 1

CB-24-2 175 2600 亥JFΠ A 有 カスガイ状 N194
CB‐ 24-3 74 1600 1 6 有

BC‐ 25-1
正面左 lll 115^-14 朱書 Vか「人J

(右側面)
1 3 有 カスガイ状 N■ 95

左側面 12～ 13

ED‐ 03‐ 1

正面右側 10-12
右側面 10-11

ED‐ 03‐ 2 刻印 A 1 2

DE‐ 04-1
正面左側 10- 13

クサビ状N62
た側面 10-11

DE-04-2 2 (1+1)

ED-05-1 164
正面右側 10～ 11

有
右側面 7～ 9

ED-05-2 1500 亥lFtt C、 亥lL日

B(左側面)
t

ED-05-3 125 1000 1 1

DE-06‐ 1 3800
正而左狽! 9- 12

その他 t 有 クサ ビ状 N63・ 64
左側 lrH 6‐  12472



石材番号
法 IE(cm、 kЯ ) 江戸切 り (cm) 亀欠き (cm) 刻印・

刻字
朱書・ 墨書・線刻

矢穴 鉄錆
痕跡

敷金 備 考

横 縦 砕え 重罵 位 置 位 置 高さ 箇所数 延べ数

DE-06-2 2700 刻E口 A 2 6 (3+3) 有

ED-07-1 4200 正面右側 6-11 2 4 (3+1) 有 クサ ビ状 N65

ED-07-2 2500 宏uEΠ A 2 4 (2+2)

DE-08-1 3000 正面左側 8～ 10 有

ED-08-2 有

DE‐ 08-3 106 上面 3 有 カスガイ状N198・ 199

ED-09-1 3500
正面右側 7～ 8

2 13(11+2) 有 カスガイ状N200・ 201
右側面 8～ 10

ED-09-2 148 1600

1500 2 (4+3) 有 カスガイ状 N202

DE-10-1
正面左側 11- 13

3 (2+3+3) 有 クサ ビ状 N68
左側面 14-16

DE-10-2 刻印 A 1 3 クサビ状N69

ED-11-1 3300 1 4 有 クサ ビ状 N70。 71

ED‐ 11‐ 2 3300 第JF口 A 3 13 (1+8+4) クサ ビ状 N72

DE-12-1 17
正面左側 16^-20

刻EΠ B 2 3 1) 有 クサ ビ状 N73
左側面 16～ 17

DE-12-2 260C 刻Ett A 有 クサビ状N74

ED‐ 13-1 4100
正面右側 11´ヤ16

1 I 有 クサ ビ状 N75
右側面 14-20

ED-13-2 2 10 (4+6) 有 クサ ビ状 N76・ 77

DE-14-1 5500
正面左側 8～ 18

L面 4 朱妻 不明 (台形状)(下面) 4 15(2+7+4+2) 有 クサ ビ状 N73・ 79
左側面 14^-19

DE‐ 14-2 コ 19(9+2+1+7 有

DE‐ 14-3 上 面 9 刻Ett B 7

ED-15-1
正面右側 15-1

L面 2 有 クサ ビ状 N80
右側面 15～ 1

ED-15-2 亥JFtt A 3 9 (4+3+2) 有

ED‐ 15‐ 3 L面 2 15 (10+5) 有 クサ ビ状 N81

DE-16-1
正面左側 14-1

上面 1 亥」印 A 有 カスガイ状 N203・ 251
左側面 15-16

DE-16-2 270( 友lE口 B 1) 有 クサビ状N82・ 83

DE-16‐ 3 上面 14 刻E「 C 2 9 (4+5)

ED-17-1 89
正面右側 8´ヤ

刻F「 A 有 カスガイ状N204
右側面 7～ 18

ED― 200( 刻EΠ A 2 6 (2+4) 有 クサ ビ状 N84

ED― 100 171 400( 上 面 3 3 (9+4 有 クサビ状N85・ 86・ 87

DE‐ 18‐ 1

正面左側 10～ 11
上 面 有 カスガイ状 N205'206

左側面 10- 12
刻印 A 有 カスガイ状 N■ 67・ 168・ 169

171 2900 上 面 2 刻FI]B 2 8 (3+5)

ED‐ 19-1 231
正面右側 6-9

上 面 4 I 有 カスガイ状 N207・ 208
右側面 7-11

ED-19-2 2400 上 面 6 有 カスガイ状N209・ 210・ 2H・ 212

DE-20-1 200
正面左側 7～ 9

上 両 I 有 カスガイ状 N213・ 214
左側面 6-7

DE-20-2 2400 刻Ett A 3 13 (4+5+4) 有 クサビ状 N89

D}20-3 137 上 面 刻印 A 4 12(4+2+2+4)

ED-21-1 227 5200
正面右側 9～ 12

上面 3 2 (1+5) 有 カスガイ状 N215
右側面 8^-10

ED-21-2 上 面 3 1 2 有 クサビ状N90,9J

DE‐ 22‐ 1

正面左側 5-7
有

左側面 6‐ 8

DE-22-2 260( 刻E口 B 1 5 有 カスガイ状 N216

DE-22-3 171 上面 9 2 14(H+3)

ED-23-1 4400
正面右側 6～ 13

有 クサ ビ状 N92
右側面 7^-9

ED‐ 23‐ 2 2800 3 18 (2■ 11 有 カスガイ状N217

ED-23-3 2400 有 カスガイ状N218

DE-241 3200 正面左側 5^-7 3 15 (2+1 有
クサビ状N94 カスガイ】犬N219`
220,221

DE-24-2 刻E口 A 3 23 (11+6+6) 有 クサ ビ状 N96

DE-24-3 145 4 19(2+5+5+7) 有

ED‐ 24‐ 2 113 2800 有

102
正面左側 9～ 10

有
左側面 9‐ 10

H102■
正面右側 10- 13

有
右側面 10-13

H1022 1 有 クサビ状 N H0

IH-02-2 刻印 A 3 12 (4+4+4)

IH‐031
正面左側 12～ 13

有 クサ ビ状 N■ H・ 112・ H3
左側面 10-13

IH-032 1 7 有

H1041 7 有

H1042 61 7 刻印 A 1

JK-02-1 11
正面右側 11-12

刻Ett A 有
右側面 10^´ 11

子K-02-2 宏Jtt A

KJ-03‐ 1

正面左側 11^-1
有

左側面 8-11
KJ-03-2 3 15 (3+6+6) 有

〕K-04-1
F[面右側 11

有
右側面 9-13
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拶
濃

`馘

点轡 江戸切り 色 → 町欠き奪営だ
核鰤印 !Й常第 Ⅲこ窪専慧,,章,Htti

な

麟 1齢 艤
横 縦 控 え 穀 締 個 憾 fte 穂 ど 鰯 鞭

IK 04‐2 談 ・６ 3 9(3SI 宥

ILM 01■ 碑 l数
10～ 1

そ帥 l l 清
右側面 101～ 硬

ILM012 53 l 3
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せんだいじょうあと

仙台 城 跡
宮城県仙台市
あおば くかわうち
青葉区川内

本丸跡石垣

北壁付近
30° 140°

1997.7.14

2004.3.31

約 5,000∬

仙台城跡石垣修復

工事に伴う発掘調

査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

仙台城跡 城館跡 江戸時代・

中世

石垣・柱列・

土坑・溝跡・

石敷遺構 /A―

ど

陶磁器 。瓦 。

ガラス・木製

品・石製品・

金属製品

現存する石垣 (Ⅲ期石垣)の背後から I期・

Ⅱ期の石垣を検出し、三期にわたる石垣の

変遷や各時代の詳細な内部構造が明らかと

なった。また、Ⅲ期石垣背面の全面にわた

る階段状石列や、大規模な排水施設、石敷

遺構、戦国期城郭の虎口跡、通路跡などの

遺構を確認した。金箔瓦や多数の外国産陶

磁器、ヨーロッパ産ガラス製品、紀年銘の

ある石材 。木簡などの遺物が出土した。
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